
特記事項 図面名称 図面番号日付
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※参考受入場所は現場説明書による                                           (1.3.11) 「標仕」1.7.3(ア)の他、下記について必要事項を記入のうえ監督員に提出する。   1 ．既製ｺﾝｸﾘｰﾄ杭 13.建設副産物の処理 21．保全に関する資料

杭の種類 規格、材質など 長さ(m) 断面寸法 継手及び継手形状 先端部形状建　設　副　産　物　の　処　理　に　つ　い　て 建設大臣官房官庁営繕部監修の「管理者のための建築物保全の手引き」  　 　及び鋼杭地業について
１）　工　事　概　要 　JIS規格品又は建築基準法 ※なし ※閉そく平たん形　資源の有効利用、環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設 提出部数　　※ 2 部　　・（　　）部

・高強度 ・あり ・開放形　に基づく杭副産物の発生抑制、再利用、適正処理を推進する。 保全に関する説明書　※建物概要及び内部仕上げ表　※施工者一覧表
　ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ杭 　※溶接式 ・閉そく形１．工事名称

　※A種　・B種　・C種　現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分 　　　　　　　　　　※取り扱い説明書、メンテナンスについての注意事項 （1.7.3）  　・（　　　　 ） ・（　　　　　　）

２．工事場所 別し指定された場所へ集積すること。
　JIS規格品又は建築基準法 ※なし ※閉そく平たん形 ※図示による　　・現状地盤の平均高さとし、監督員の指示による22．設計ＧＬ

・拡径断面を有する　また、施工区分表に積み込み・運搬・処分までの指示がある工事については、現場内に ・あり ・開放形       　に基づく杭　遠心力高強度 　※溶接式 ・閉そく形      分別保管場所を設置するとともに、再生資源の利用の促進に関する法律、建設工事に係る ダンプトラック等による工事用資機材等の過積載を行わないこと。さし枠の装置又は物品23．過積載の防止
　ﾌﾟﾚｽﾄﾚｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄ杭　※A種　・B種　・C種 　・（　　　　 ） ・（　　　　　　）４．別途工事　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　 資材の再資源化等に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関する法律、建設廃棄物処理指 積載装置の不正改造をしたダンプトラックは工事現場内に出入りさせないこと。

針その他関係諸法令等によるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い、指定された方法
　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　 解体等工事にかかる範囲は以下のとおり。24．解体等工事の範囲

により適正に処理を行うこと。
・建築物 ・地上部 ・地下部 ・杭 ・（　　　　　　　）

５．その他（○印のついたものを適用する。） 　工事に際しては、工事着手時に建設副産物処理計画書、再生資源利用計画書等を、工事
・付属構造物 ・浄化槽 ・貯油槽 ・杭 ・（　　　　　　　）

竣工時に建設副産物の処理結果報告書、再生資源利用実施書等を提出すること。
　・ 週休２日促進工事　　　　　　　　　　　　　 ・快適トイレ設置対象工事　 ・電気設備 ・建物内配管配線 ・電気設備機器 ・（　　　　　　）

 指 定 副 産 物（原則として再資源化施設へ持込むもの） ・建物への引込線 ・敷地への引込線（廃止）　・（　　　　　　）　・ 入札時積算数量書活用方式対象工事　　 　　　・余裕工期設定工事（１章８項参照）
がれき類 指定副産物の工事現場からの搬出、再生資材等の利用等については、 ・給排水設備 ・建物内配管配線 ・衛生設備機器 ・（　　　　　　）

２）　建　築　工　事　仕　様 　(コンクリート塊） 「リサイクル原則化ルール（平成１８年６月１２日策定）」により ・建物への引込管 ・敷地への引込管（玉下ろし） ・（　　　　   ）

１．標　準　仕　様 　(アスファルト塊） 実施する。 ・空調設備 ・建物内配管 ・空調設備機器 ・建物内風道 ・（　　　　　　）

　  図面及び特記仕様に記載されていない事項はすべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書 木くず 建設汚泥については、｢建設汚泥の再生利用に関するガイドライン ・ガス設備 ・建物内配管 ・ガス設備機器 ・（　　　　　　）

建設発生土 （平成１８年６月１２日　事務次官通知）｣に従い、建設汚泥の再生 ・建物への引込管 ・敷地への引込管（廃止） ・（　　　　　　）

２．特　記　仕　様 汚泥 利用を推進する。 ・屋外付帯

    （１）項目は番号に○印のついたものを適用する。
その他の廃棄物

    （２）特記事項は○印のついたものを適用する。 ・有害廃棄物の処理 ・廃PCB ・特定フロンガス ・廃石綿等 ・（　　　　　　）
廃プラスチック　　ガラス、陶磁器くず　　廃石膏ボード　　金属くず　　繊維くず

    　  ○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。 ・什器、備品類等の撤去

      　○印と※印のついた場合は、共に適用する。  特 別 管 理 産 業 廃 棄 物 ・各種残留物等の撤去は下表による。　※を標準とする。○

    （３）特記事項に記載の（　　）内表示番号は、公共建築工事標準仕様書の当該項目、当該図、又は当該表を示す。 「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル(環境省水・大 区　　分 建物管理者

    （４）形状寸法の単位は特記なきかぎりミリメートルとする。 廃石綿等 気環境局大気環境課)」及び「石綿障害予防規則(平成17年7月1日施 アスベスト含有建材 ※

行)」に従い、収集、運搬、処分を行う。 オイルタンク内のオイル ※
章 項　　　目 特　　　記　　　事　　　項

「電気事業法：電気関係報告規則」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物 ピット（浄化槽、便槽）汚泥 ※
 1 ．適用基準等
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の適正な処理の推進に関する特別措置法」に従い、報告書の作成・届 使用されていた酸、アルカリ、薬品等 ※
廃ＰＣＢ等

出を行うとともに、適正に保管できるようにして施設管理者に引き渡 医療系特別管理産業廃棄物、放射性廃棄物 ※

すこと。 フロン、ハロン使用機器 ※

ＰＣＢ使用機器 ※
14．施工中の環境 　建築基準法、建設リサイクル法、環境基本法、騒音規制法、振動規制法、大気汚染防止法、水質

 　保全等 　汚濁防止法、廃棄物処理法、土壌汚染対策法、資源有効利用促進法その他関係法令等に定める ・敷地内障害物の調査　　・敷地内配管、配線の調査　　・地下水位の調査25．敷地に関する調査

　ところによるほか、建設副産物適正処理推進要綱に従い、工事の施工の各段階において、騒音、
工事中、取合部その他本工事範囲外の部分に汚損が生じた場合は原形に復する。26．原形復旧

　振動、粉じん、臭気、大気汚染、水質汚濁等の影響が生じないよう、周辺環境の保全に努める。
 2 ．補足基準等

（1.3.10） ※施工区分表による27．設備工事との

排　出　ガ　ス　対　策　型　建　設　機　械　に　つ　い　て ・施工範囲は下記による    取合い

「排出ガス対策型建設機械指定要領」に基づき、指定された建設機器を使用すること。 　　※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

（対象機種：ﾊﾞｯｸﾎｳ、ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞ、ﾄﾗｸﾀｰｼｮﾍﾞﾙ（車輪式）、空気圧縮機（可動式）、油圧ﾕﾆｯﾄ 　　※図示した壁、天井の仕上げ材、下地材の切込み及び下地材の補強

（油圧ﾊﾝﾏ･ｱｰｽｵｰｶﾞ油圧式鋼管圧入引抜機･油圧式杭圧入引抜機・ｱｰｽｵｰｶﾞ･ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ掘削機 　　※駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

ﾘﾊﾞｰｻｰｷｭﾚｰｼｮﾝﾄﾞﾘﾙ・ｱｰｽﾄﾞﾘﾙ・地下連続壁施工機・全回転型ｵｰﾙｹｰｼﾝｸﾞ掘削機の基礎工事用機 　　※自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

械のうちﾍﾞｰｽﾏｼﾝとは別に独立したﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ駆動の油圧ﾕﾆｯﾄを搭載しているもの）、ﾛｰﾄﾞ 　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ﾛｰﾗｰ、ﾀｲﾔﾛｰﾗ、振動ﾛｰﾗ、ﾎｲｰﾙｸﾚｰﾝ、発電発動機（可動式（溶接兼用機を含む））但し、以上
28．風速及び 風速　　　　　（・　32 ｍ/秒　　　・　34 ｍ/秒　　　）

はﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ（ｴﾝｼﾞﾝ出力7.5Ｋｗ以上260Ｋｗ以下）を搭載したものに限る。）
地表面粗度区分 地表面粗度区分（・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ　　 ） （各章共通）

･工事における振動被害防止要領の適用　振動計の設置については現場説明書による

29．接着剤 ホルムアルデヒド放散等級（※Ｆ☆☆☆☆　・Ｆ☆☆☆　・Ｆ☆☆　） （各章共通）
※ 提出する　　・提出しない15．再資源利用(促進）

30．総合図での調整 各工事の着工に先立ち、各施工図の基準となる総合図を作成し、監督員の承諾を受ける。
本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等のものとする。16．建築材料等

総合図は施工図作成に先立ち、建築・設備・その他別途発注工事業者の情報などをすべて
ただし、「同等のものとする場合は、監督員の承諾を得る。」と特記されたものについては、

盛り込んだ図面とし、それらの接点の細部調整を行う。
国土交通省大臣官房営繕部監修「建築材料・設備機材等品質性能評価事業建築材料等評価名簿

 　（最新版）」による。福岡県認定リサイクル製品の使用製品名及び使用部位については、現場

説明書によること。標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、監督員の承諾を受け、 31．参考図の取り扱い 参考図の製品等の使用にあたっては、参考図以外の形状等に多少相違がある製品等でも同等品

当該製品の指定工法によることができる。 （1.4.1、1.4.2） 　　（ﾒｰｶｰ仕様の図面） 以上であれば使用できる。

環　境　へ　の　配　慮　に　つ　い　て
32．竣工後の調査 　竣工後(※２　・１)年以内に当該工事範囲に関する経年変化の状況を調査し、報告すること。

国による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）により、環境負荷の低
 3 ．適用範囲等 全ての設計図書は相互に補完する。ただし設計図書間に相違がある場合の、適用の優先順位は、

減できる材料を選定すること。
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次の（ア）から（オ）までの順番のとおりとする。 1 ．監督員事務所 ※設ける　（　　　）㎡程度　　・設けない                  　           　(2.3.1)
使用する材料の選定に当たっては、揮発性有機化合物の放散による健康への影響に配慮する

（ア）質問回答書　　（（イ）から（オ）に対するもの） 監督員事務所に設ける設備、備品については監督員と協議する。
こと。

（イ）現場説明書
工事に使用する材料は、アスベストを含有しないものとする。 2．工事用水

（ウ）特記仕様書
指定品目、判断基準は「福岡県環境物品等調達方針」によること。

（エ）別冊の図面

（オ）標準仕様書 　※適用する　　・適用しない （1.5.2）17．技能士

適用工事及び種別、職種は下記による。

工事範囲　（契約単位） 工　事　種　別 技能検定職種 4 ．現場に常備する 上記の「１.適用基準等」及び「２.補足基準等」のうち、当該工事に係る図書等については現

木
　
造
　
以
　
外
　
の
　
建
　
物

・鉄筋工事 鉄筋施工図面等 場事務所に常備し監督員の確認を得ること。

・コンクリート工事 型枠施工
住　　　　　宅 20戸以上

・木工事 建築大工 5 ．工事実績サービス

・左官工事 左官（CORINS)への登録 登録内容の変更時は変更があった日から１０日以内に、工事完成時は完成後１０日以内に、

・塗装工事 塗装工事実績情報サービス（CORINS）に基づき、「建設情報実績」を作成し、建築都市総務課

・屋根及び樋工事 建築板金契約室の確認を受けた後に、（一財）日本建設情報総合センターに提出しなければならない。

住宅以外の建物 1,500㎡以上 ・内装工事 内装仕上げ施工また、同センター発行の「登録内容確認書」の写しを建築都市総務課に提出しなければなら

・内装工事 表装ない。ただし、期間には、行政機関の休日に関する法律（昭和63年法律第91号）に定める

・金属工事 内装仕上げ施工（鋼製下地）行政機関の休日は含まない。

造　園　工　事 　請負額　300万以上 ・植栽工事 造園問い合わせ先　〒812-0013　福岡市博多区博多駅東3-11-28博多サンシティビルⅡ6F

　　（一財）日本建設情報総合センター九州地方センター
見本施工の実施箇所（　　　　　　　　　　　　　）　工種（　　　     　　　） （1.5.5）18．施工の検査等

　　　　　　TEL　092-411-3664  FAX　092-411-3486 （1.1.4）

室内空気中化学物質の濃度測定　　・行う　　・行わない19．ホルムアルデヒド, 6 ．施工体制台帳
　　及び揮発性有機化

　現場に据え置くとともに、その写しを監督員に提出すること。
　　合物の測定

 7 ．実施工程表 （1.2.1） 測定対象室

 8 ．余裕期間 方式　　・発注者指定方式　　・任意着手方式
測定位置、方法については、測定前に監督員に確認する。

測定方法等は「揮発性有機化合物の室内測定要領」参照
　材の搬入、仮設物の設置等、工事の着手を行ってはならない。なお、実工事期間には、準備

※学校施設については、文部科学省「学校環境衛生基準」
　・後片付け期間を含む。詳細は、契約特則による。）

(平成２１年４月１日告示第60号)に基づきVOC等の測定を行う。 （1.5.9）

 9 ．工事の記録 工事日報は、工事記録を兼ねることができる。
種類及び提出形式は下記による （1.7.2）20．完成図等

下記要領により撮影し、写真帳に説明を記入のうえ提出する。（原版は撮影業者が保管する。）
種　　類 提　　出　　形　　式 部　　数

（1.2.4）
区　分 分　類 規　格 部数 原版の大きさ 備考 完成図 ※二つ折り白焼き製本（Ａ１） ※１部

※設計図一式 ※ＣＡＤデータ(ＪＷＷ又はＤＸＦ) ・（　）部　※サービス版 ※１部  24×36以上又は 撮影箇所は監督員との協議による
着工前 カラー

 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像　・（　　　　）  ・（　）

　※サービス版 ※１部  24×36以上又は 撮影箇所は監督員との協議による
施工中 カラー 総合図 ※二つ折り白焼き製本（適宜Ａ１又はＡ３） ※１部 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像　・（　　　　） ・（　）

※一式 ※ＣＡＤデータ(ＪＷＷ) ・（　）部
　※サービス版 ※２部 24×36以上又は 撮影箇所は監督員との協議による

完成時 カラー
 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像　・（　　　　） ・（　） 施工図 ※二つ折り白焼き（適宜Ａ１又はＡ３） ※１部

※構造躯体 ※ＣＡＤデータ(ＪＷＷ) ・（　）部　撮影者は建築完成写真の撮影実績がある者で、監督員が承諾する撮影者(着工前、施行中）、
※平面図注　記 　監督員の承諾する専門業者(完成時)とする。

　電子データはRGB(フルカラー)、JPEG形式としCD-Rで提出する。（200万画素以上300dpi以上） ※建具

※屋根及び樋

・（　　　）
をあて撮影する。このほか、写真の撮影、整理等については国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

「工事写真撮影ガイドブック建築工事編及び解体工事編」による。
工作図 ※二つ折り白焼き（適宜Ａ１又はＡ３） ※１部

 10．電気保安技術者 ※適用する（工事用電力設備の保安責任者が兼ねる。　）　・適用しない　　 （1.3.3） ※家具図 ※ＣＡＤデータ(ＪＷＷ) ・（　）部

・（　　　）
 11.施工条件 ※現場説明書による （1.3.5）

　（注）データの提出はCD-R、DVD-R又はUSBフラッシュメモリーに保存して提出すること。
 12.建設リサイクル法 「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」(建設リサイクル法)の対象となる工事に該当

（※現場説明書による　・する　・しない）

※ＰＤＦデータ(竣工図電子データ作成要領による)

各工程ごとに作業時の状況がわかるように黒板(工事名、撮影箇所等記入)､スケール等

   杭の施工法

 　　・特定埋込み杭工法           　　　　   　 　                                (4.3.5)

・旧38条認定工法（国土交通省住宅局建築指導課事務連絡（Ｈ14.1.11））

・建築基準法施行規則第１条の３第１項の規定に基づく認定工法

・指定性能評価機関による技術評定を取得した工法（評定の適用範囲とみなせる場合）

・セメントミルク工法                                         　　　　      　(4.3.4)

　アースオーガーの支持地盤への掘削深さ　　※ 1.5m　　・（　　　m）

鉄筋の種別      ※異形鉄筋         　                 　　　　　　　　　　　 (4.5.4)  2 ．場所打ちコンク

帯筋　　※図示による　　　リート杭地業

鉄筋の最小かぶり厚さ　　※１００ｍｍ　　・（　　　　　）

鉄筋かごの補強　　※図示による

コンクリートの種別　　　・Ａ種　　・Ｂ種　　                  　　　　　　 (表4.5.1)

セメント　　　　※高炉セメントＢ種　　　・（　　　　　　　　　）

掘削工法                                                　　　　　　　　 　　(4.5.5)

・アースドリル工法　　・リバース工法　　・オールケーシング工法

孔壁測定装置　　・使用する（※超音波　　・（　　　　　））　　・使用しない

支持層への根入れ深さ及び水平方向への位置ずれの精度　　※図示による

杭の本数　　※図示による　　・最初の１本  3 ．試験杭

杭の位置　　※図示による　　・（　　　　　　）　　　　　　　 　　　      　　(4.2.2)

杭の種類　　※本杭と同じ　　・（　　　　　　　　　　　）

杭の寸法　　長さ（ｍ）　※本杭と同じ　　・（　　　　　　）

断面寸法　　※本杭と同じ    ・（　　　　　　）

長期設計支持力　（　  　  　　 kN／本）

試験堀の位置　　※図示による　　・（　　　　　　）  4 ．試験堀

試験堀の本数　　※図示による　　・（　　　　　　）

試験堀の径　　　※本杭と同じ　　・（　　　　　　）

厚さ　　※５０　　　　・（　　　　）　  　     　                   　　 　　(4.6.4)  6 ．捨てｺﾝｸﾘｰﾄ地業

※ポリエチレンフィルム　　厚さ　※０.１５　・（　　　　　）  　          　　(4.6.5)  7 ．床下防湿層

・杭の載荷試験                                     　   　　　　　　　   　　(4.2.3)  8 ．施工試験

　　　・鉛直載荷　　　・載荷

・地盤の載荷試験                                                             (4.2.4)

　　　・平板載荷試験　・（　　　　　　　）

  9 .六価クロム 　※行わない　　・行う

  　溶出試験（及びタン 　下記に示す工種について、六価クロム溶出試験（及びタンクリーチング試験）を実施し、

  　クリーチング試験）   試験結果（計量証明書）を提出するものとする。

六価クロム溶出試験対象工種名及び検体数：                                     

地盤改良工　固結工法　　　　　：  配合設計段階　　　検体、施工後段階　　　検体

　　　　　　表層安定処理工法　：  配合設計段階　　　検体、施工後段階　　　検体

　　　　　　路床安定処理工法　：  配合設計段階　　　検体、施工後段階　　　検体

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　検体

タンクリーチング試験対象工種名及び検体数：                                   

地盤改良工　固結工法　　　　　：  　　検体                               

     　　　 表層安定処理工法　：　　　検体                               

       　　 路床安定処理工法　：    　検体                               
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　　　検体

  1 ．鉄筋の種類 　材質　※JIS G 3112　　・建築基準法第37条の規定に基づき認定を受けたもの 　　(5.2.1)

径 ・SD345 ・SD390

種　　類

  2 ．鉄筋の継手

  3 ．帯筋

  4 ．壁開口部補強

 　　 の種別

  5 ．土間スラブ打継ぎ

      補強

  6 ．土間コンクリート

　 　 補強

  7 ．はり貫通孔

  8 ．溶接金網

  9 ．圧接完了後の試験

  5 ．砂利地業 材料　　※再生クラッシャラン　・切込砂利　・切込砕石　・（　　）　(4.6.2)(4.6.3)

接合方法 部　 位 径 備 　考

・ガス圧接・重ね継手・溶接継手
柱・梁の主筋 ※Ｄ１９以上 ・（　　　　　　）

・機械式継手 ・（　　　    　）

※重ね継手　・（　　　　　　） その他 ※Ｄ１６以下 ・（　　　　　　）

　・（　　　　　　　　　　）     　　　　                   　　　　（別途配筋標準図）

　一般壁　　・Ａ形　　※Ｂ形     　　　　                   　　　　（別途配筋標準図）

　耐震壁　　・Ａ形　　※Ｂ形　　・（　　　　　　）

　※入れる　　・入れない                                        　　（別途配筋標準図）

　補強箇所　　※Ｓ形配筋のスラブ

　※入れる　　・入れない                                        　　（別途配筋標準図）

　補強箇所　　・土間コンクリート　　・犬走り　　・（　　　　　　）

　補強形式　　※Ｈ形　　・ＭＨ形　　・Ｍ形　　　・（　　　　　　）　 (別途配筋標準図)

　スリーブの材料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （表6.8.1）

　・鋼管（JIS G 3452（白管））　　・硬質ポリ塩化ビニル管（JIS K 6741（VU））

　・溶融亜鉛めっき鋼板　　　　　　・つば付き鋼管（JIS G 3452（黒管））

　・紙チューブ（φ200mm以下かつ開口補強不要な箇所）

　※JIS G 3551規格品                                                     　　（5.2.2）

　形状（　　　　　）　　寸法（　　　　　）　　径（　　　　　）

　※外観試験　　                                                     　　 　（5.4.10）

　※抜取り試験（※超音波探傷試験　　・引張試験）

　　（建築工事編）（令和４年版）」及び「建築工事監理指針（令和４年版）」による。

受注者は、工事請負額が５００万円以上の工事について、受注時は契約締結後１０日以内に、

※現場説明書による。受注者は下請け契約を行う全ての工事で施工体制台帳を作成し、工事

※概成工期　設けない

（余裕期間内は、受注者の責により現場に搬入しない資材等の準備を行うことができるが、資

工事受注者

総合図の調整は、建築工事の受注者が行い、設備工事・その他の受注者がそれに協力する。

                                                      　　　    　   (4.3.3)(4.4.3)

鋼杭の材料　　※図示による

・SD295

　(5.3.4)

建築工事特記仕様書(1) A　－　01津屋崎中学校校舎増築１期工事

津屋崎中学校校舎増築１期工事

福岡県福津市津屋崎1丁目5-16

－

ホルムアルデヒド測定の検体数　　・　　7カ所

VOC測定の検体数　　・　　7カ所

厚さ　　※６０　　　　・（　100　）

D10～D16 D19～D25

・門、門塀 ・塀、フェンス ・舗装（　アスファルト舗装　）

図面もしくは特記仕様書に記載なき場合は、以下の仕様書による。

監修（以下「標準仕様書」又は「標仕」という。）による。

繕部監修

による。

（５）｢建築工事安全施工技術指針・同解説　平成27年版｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（６）｢建設廃棄物処理指針｣　厚生労働省生活衛生局

（８）｢建築物等の解体等工事における石綿粉じんへのばく露防止マニュアル（新版）」

建設業労働災害防止協会

（９）｢基礎ぐい工事の適正な施工を確保するために講ずべき措置」国土交通省告示第468号

（10）｢官庁施設の総合耐震診断・改修基準及び同解説(平成８年版)」建設大臣官庁営繕部監修

（11）｢建築工事標準仕様書・同解説」　日本建築学会

（12）｢建築工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

（13）｢解体工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

（14）｢植栽工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

（15）｢黒板、畳、襖工事の手引き」　福岡県建築都市部編集

（７）｢建築物等の解体等に係る石綿ばく露防止及び　　　　厚生労働省労働基準局

石綿飛散漏えい防止対策徹底マニュアル」　環境省水・大気環境局

（４）「建築物解体工事共通仕様書　令和４年版」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

（２）｢建築工事標準詳細図　令和４年版｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（１）｢建築構造設計基準 令和３年版｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（１）「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版」国土交通省大臣官房官庁営繕部

（２）「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）令和７年版」国土交通省大臣官房官庁営

（３）「公共木造建築工事標準仕様書　令和７年版」　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　

（３）｢建築工事監理指針　令和７年版｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

（４）｢建築改修工事監理指針　令和７年版｣　国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

・植栽（　　　　　　） ・（　駐輪場、渡り廊下、屋外倉庫　）

適用仕様等、図面、特記仕様書に記載なきものについては、以下の基準、指針、要領、標準図等

また使用料等は受注者の負担とし各供給事業者に直接し支払うこと。

また使用料等は受注者の負担とし各供給事業者に直接し支払うこと。

本工事に要する給水は工事用仮設とし、各管理者と協議うえ引き込むこと。

本工事に要する電気は工事用仮設とし、各管理者と協議うえ引き込むこと。3．工事用電力

4．総合仮設計画書 ※要する　　・要しない

5．危険防止 仮囲い等　　・設けない　　※設ける

        　　・シート張り　　　　　　　・ロープ張り

　　　　　　・（　　　　　　　　　）

　　　　　　・ハンガー（W =  　m ）

垂直防護施設 ・メッシュシート（・防炎Ⅰ類 ・防炎Ⅱ類）･防音シート（防炎Ⅰ類同等）

         　　・（　　　　　　　）

 　　　　　　・枠付き金網　・アルミ防音パネル

水平防護施設 ・防護棚（朝顔）　　・ダブルネット　　　　・（　　　　　　　）

防護施設等取付足場

手　す　り　先　行　足　場　に　つ　い　て

  6 ．構　　　台 　養生構台　 　・設置する（図示による）　　　・設置しない

　乗入れ構台　 ・設置する（幅員　　　ｍ、長さ　　　ｍ）　　　・設置しない

  7 ．工事表示板等 　監督員の指示による。

  8 ．工事車両の出入口　工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること。

３
　
　
土
　
　
工
　
　
事

  1 ．埋戻し及び盛土 　種別　　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種 (3.2.3）

  2 ．建設発生土の処理  ※現場説明書による　・構内指示の場所に堆積　・構内指示の場所に敷き均し　 (3.2.5)

採　石　法　の　適　用　に　関　す　る　協　議　に　つ　い　て

敷地内において真砂土を採取した場合でも、面積、量及び現地の状況などにより、採石

法（昭和２５年法律第２９１号）の適用を受ける場合があるため、十分注意すること。

･ 枠組足場　　･ くさび緊結式足場　　･ 単管足場　　･（　　　　　　　　）

中桟及び幅木の機能を有するものを設置しなければならない。

のとし、足場の組立て、解体、変更の作業時及び使用時には、両面に常時、手すり、

なお、設置においては、「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基準」

の２の（１）手すり据置方式又は（２）手すり先行専用足場方式により行うこと。

足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労働省 基発

1226第2号令和5年12月26日）」の「手すり先行工法等に関するガイドライン」によるも

　交通誘導員　　※配置する（　　1　名以上）　　・配置しない

設置方法　　・鋼製仮囲い（H =　3　m ）　　

ゲート  　　・シート　（W =  　m ） 　・パネル（W = 6　m ）

５
　
　
鉄
　
　
筋
　
　
工
　
　
事
　（

構
　
造
　
特
　
記
　
に
　
よ
　
る）

・概成工期（現場説明書参照）

※現場説明書による　　・対象室(各階普通教室、1階更衣室、各階相談室)

・（　Hyper-MEGA工法、T・Wingパイル(4翼式杭)工法　）

３．設計概要は別紙（A-08）による。

建　築　工　事　特　記　仕　様　書



部 位

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事

　 　 石張り

　                                                                       　(6.2.2)  1 ．ｺﾝｸﾘｰﾄの強度
設計基準強度（Fc）  Ｎ/mm2

普通ｺﾝｸﾘｰﾄ

軽量ｺﾝｸﾘｰﾄ　・１種・２種

類 別

部 位

18 21

  2 ．ｺﾝｸﾘｰﾄの種類 　※Ⅰ類　　・Ⅱ類　                                                  　　　　(6.2.1)

  3 ．ｺﾝｸﾘｰﾄの材料 　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種                     　　   (6.3.1)

　・高炉セメントＢ種（※場所打ちコンクリート杭　・　　　　　　　　　　）

　・（　　　　　　　　　　　　　）

  4 ．スランプ
   (6.2.4)

打込み箇所

所要スランプ ・15　・18

柱、梁、スラブ、壁

※18

  5 ．普通ｺﾝｸﾘｰﾄの調合　※単位水量の上限値　       185 kg/m3              　                   　   (6.3.2)

  ※単位セメント量の下限値　 270 kg/m3

  ※水セメント比の上限値     65 ％　（高炉セメントＢ種　60％）

  ※所要空気量の目標値    　 4.5 ％

  ※塩化物の含有量　         0.30 kg/m3  以下

　構造体強度補正値（Ｓ）　　※監督員の承認を受けること。　　　　            (表6.3.2)

　設計基準強度　※18Ｎ/mm2 　　・（　　　）Ｎ/mm2                       　   (6.14.1)

  適用箇所は「標仕」6.14.1（4）による

  6 ．無筋コンクリート

ス　ラ　ン　プ

15

18

適　　　用　　　箇　　　所

  7 ．打放し仕上げ

　    の種別 種　　　　別

・Ａ　　　種

・Ｂ　　　種

・Ｃ　　　種

適　　　用　　　箇　　　所

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  8 ．ｺﾝｸﾘｰﾄの仕上り

　    の平たんさ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表6.2.5)
適　　　用　　　箇　　　所

種　　　　別
柱・梁・壁 床

ａ　　種

　・化粧打放しｺﾝｸﾘｰﾄ　・塗装仕上げ

　・壁紙張り　・ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ張り（接着剤）

　・（　　　　　　　　　　）

　・合成樹脂塗床　・ﾋﾞﾆﾙ系床材張り

　・床ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し仕上げ　・ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ

　・（　　　　　　　　　　）

　・（　　　　　　　　　　）

　・ｶｰﾍﾟｯﾄ張り　・防水下地

　・ｾﾙﾌﾚﾍﾞﾘﾝｸﾞ材塗りｂ　　種

　・ｾﾗﾐｯｸﾀｲﾙ張り（ｾﾒﾝﾄﾓﾙﾀﾙ）

　・ﾓﾙﾀﾙ塗り

　・ﾀｲﾙ張り　・ﾓﾙﾀﾙ塗り

　・二重床

　・薄物（厚さ５０㎜未満）

　　　種類　※ＪＩＳ　Ａ　５４４１

９
　
　
防
　
　
水
　
　
工
　
　
事

  1 ．アスファルト防水                                        　　 　　　　　　　　 　　(表9.2.3～表9.2.9)
施　工　箇　所 種　　別 防水層の押さえ 備　　考

　屋根保護防水断熱工法の断熱材及び厚さ

　　※JIS A 9521　押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種ｂＡのスキン層付き

      厚さ　※25　　・（　　　　）

    ・防水層保護れんが　※JIS R 1250（普通れんが）　　 　・（　　　　　　　　　）

　アスファルトの種類　※３種　　・（　　　　）  　　               　　 　 　(9.2.2)

  2 ．改質アスファルト

　　　シート防水

　　　　　　　　　　　　　　　             　　 　　　　　　　  　(表9.3.1～表9.3.3)
施　工　箇　所 種　　別 備　　考厚　　さ

　・仕上げ塗料の種類　　※製造メーカー標準仕様による　･（　　　　）

　・仕上げ塗料の使用量　･（　　　　　）

  3 ．合成高分子系

　　　ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水 種 　別施　工　箇　所 厚　 　さ 仕上げ塗料塗り(露出の場合)

 ・S-F2　　・SI-F2

 ・S-F1　　・SI-F1

 ・S-M1　　・SI-M1

 ・S-M2　　・SI-M2

 ※1.2　・（　　　　）

 ※2.0  ・（　　　　）

 ※1.5  ・（　　　　）

 ※1.5  ・（　　　　）

 ※カラー　　　・シルバー

 ※カラー　　　・シルバー

　・仕上げ塗料の種類　　※製造メーカー標準仕様による　･（　　　　）

　・仕上げ塗料の使用量　･（　　　　　）

　・S-C1工法のモルタル塗り厚　※20㎜　･（　　　　）

  4 ．塗膜防水 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表9.5.1)(表9.5.2)
施　工　箇　所 種 　　　別 備　　　　　考

 ・Ｘ－１　・Ｘ－２

 ・Ｙ－１　・Ｙ－２

　仕上げ塗料塗り　※カラー　・シルバー

　種別Y-2における保護層　※適用する　・適用しない

種別X-1における脱気装置　※図面図示による　・種類（　　　　）・設置数量（　  　）

  5 ．ケイ酸質系

  　　塗布防水

　防水の種類　・Ｃ－ＵＩ　・Ｃ－ＵＰ　施工箇所（      　　　） (9.6.2・3) （表9.6.2）

  6 ．シーリング用材料　「標仕」表9.7.1による。           　　　　                             　  (9.7.5)

　接着性試験　※簡易接着性試験

　　　　　　　・引張接着性試験（部位　　　　　　　　　）

  7 ．施工 　次表のとおりとする。
（1）延べ面積が５００㎡以上の建築物

（2）特殊な用途等に係る建築物で、高度な

     防水技術を要するものと監督員が承諾

     する場合

　防水施工業者は建設業法第３条の許可（防水工事業）を

　受けている者で、（一社）福岡県防水工事業協会会員

　又は、これと同等以上の施工責任が認められる者から

　選ぶこと。

（3）（1）､（2）以外の場合 　防水施工業者は建設業法第３条の許可（防水工事業）を

　受けている者から選ぶこと。

  8 ．保証年限 　防水保証年限は、引渡しの日から次表のとおりとする。

　防水工事業者、（一社）福岡県防水工事業協会の連名保証とする。

 保証年限（年）

１０

７

防　　水　　の　　種　　類

アスファルト防水（A-1,2,3、AI-1,2,3、B-1,2,3、BI-1,2,3、D-1,2,3,4、DI-1,2)

SI-F1,2、SI-M1,2）、塗膜防水（X-1,2）

合成高分子系ルーフィングシート防水（S-F1：ｼｰﾄ(ｱ)1.2mm）

  9 ．その他の防水 施　工　箇　所 種別・工法 保証年限（年） 備　　　　考

石
　
　
工
　
　
事
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　石裏面処理　・行う　・行わない

　目地幅　屋内　・（　　　　　mm）  　屋外 ・（　　　　　mm）

　・監督員の承諾による　　・（　　　　　　　　）同等以上　　　　　

　 　 施工業者

11

タ
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工
　
　
事

  1 ．材料

　 タイルの見本焼き　※行わない　　・行う

うわぐすり 役物 色

　下地及びタイルごしらえ

　壁タイル張りの工法 

 　 

  2 ．セラミックタイル

　　　張り

　　　工法　　※「標仕」表11.2.3による　　・（ 　　　　　　               ）

　・接着剤張り

　・モルタル張り

　　　張付け用材料　　※既調合モルタル　　・（　　　　　　　　）　　　　　 （11.2.3）

　　　張付け用材料　　・有機系接着剤（内装用）　　・有機系接着剤（外装用）

　　　　　　　　　　　・（　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　(11.3.2)

　　　工法　　※「標仕」表11.3.2による　　・（ 　　　　　　               ）

  3 ．施工後の確認

　　  及び試験 　※接着力試験

施 工 箇 所 形状・寸法
きじの質

無ゆう 施ゆう 有 無 標準 特注

見本

焼き
備考

  1 ．木材

　木材含水率　※Ａ種　・Ｂ種　　   造作材の品質　※Ａ種　・Ｂ種
12

木
　
　
工
　
　
事

施工箇所 表　面　形　状 厚　さ（mm） 耐　火　性　能

　※無し

　・有り(　　  )

　・（　　　　　）　※フラットパネル

　・デザインパネル(図示)

　・製造所（　　　　　　　　　）同等以上　・評価名簿による

Ⅱ類 Ⅲ類Ⅰ類

  2 ．製材

　間伐製材の適用　　※図示による　　・（　　　　　　　　）

　ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆等級のもの　　・（　　　　）    　  　 (12.2.1)

  3 ．造作用集成材

  4 ．造作用単板積層材

  5 ．直交集成板

  6 ．合板等

　接着剤は、接着する材料に適したものとする。 　　　　　　                  (12.2.2)

　ホルムアルデヒド放散量　※Ｆ☆☆☆☆等級のもの　　・（　　　　　　　　　）

　・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理　　　　　　　　　　　　　　　　　　（12.3.1）
保存処理性能区分施 工 箇 所

・K2　　・K3　　・K4

　・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

※標準仕様書12.3.1(イ)(b)①～④による

処理の方法施 工 箇 所

防蟻処理　保証期間５年、専門業者の責任施工とし、報告書を提出すること。

  7 ．接着剤

  8 ．防腐、防蟻処理

  1 ．長尺金属板葺 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　(13.2.2) (表13.2.1）

屋
　
　
根
　
　
及
　
　
び
　
　
と
　
　
い
　
　
工
　
　
事

屋根葺形式 長尺金属板の種類 備　考板厚(mm)

※JIS G 3322塗装溶融55%アルミニウム-亜鉛メッキ鋼板及び鋼帯  ・0.4mm以上

　施工業者　※監督員の承諾による　　・（　　　　　　　　　　　　　）同等以上

  2 ．折板葺                                                                 (13.3.2) (表13.2.1）
材　　　種 形式による区分 山高及びピッチ 板厚(mm) 耐力による区分

・塗装溶融亜鉛めっき鋼板 ※重ね形又ははぜ締め形  山  高（     ）  （  　　　）種

 ピッチ（     ）

　軒先面戸板　　※有り　　・無し

　施工業者　※監督員の承諾による　　・（　　　　　　　　　　　　　）同等以上

  3 ．粘土瓦葺 　                                                      　 　　　          (13.4.2)
種　　類 大きさ・産地等 備　　考金　　物

　棟の工法

    ・7寸丸伏せ棟　・のし積み棟　・（　　　　　　   　　） 　　　　　　　　(13.4.3)

  4 ．とい                                                              　  (13.5.2)(表13.5.1)
材　　　種 径 施　工　箇　所 備　　考

・配管用鋼管

・ステンレス鋼管 SUS304　厚(　　)

・硬質塩化ビニル管（ＶＰ）

・硬質塩化ビニル管（ＲＦ－ＶＰ）

       　     　　・次の箇所には行わない（  　　                  ）
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　防　　　露　※「標仕」表13.5.3により行う                     　    　　  (13.5.2)

金
　
　
属
　
　
工
　
　
事
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                                                  　　　　　　　(表9.4.1）（表9.4.2)

　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　　　　(12.2.1)

　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　　　　(12.2.1)

　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　　　　(12.2.1)

　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　　　　(12.2.1)

　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　　　　　　　　　(12.2.1)

改質アスファルト防水（AS-T1,2,3,4、AS-J1、ASI-T1、ASI-J1）

合成高分子系ルーフィングシート防水（S-F1,2:ｼｰﾄ(ｱ)1.5mm及び2.0mm、S-M1,2、

　壁及びその他(床を除く)の石材  ※1等品　　・（　      ）

施　工　箇　所 種類・産地・名称 厚さ(mm) 仕上げの種類 備　考

　・テラゾブロック及びテラゾタイル

　　　種石の種類　　　※大理石　　 　・（　　      ）

　　　種石の大きさ　　※1.5～12mm　　・（　　      ）

　　　表面仕上げ　　　※本磨き　 　　・（　　      ）

　・外壁湿式工法及び内壁空積工法用金物　　　　　　　　　      　  　　　　　(10.2.2)

　　　・スライド方式　　　　・ロッキング方式　　　　・（　　　　　　　　　）

　・その他金物の材質、形状及び寸法

　　　・（　　　　　　　　　）　・（　　　　　　　　　）　・（　　　　　　　　　）

　・乾式工法用金物　　　　材質　※SUS304 　　　　　　　　　　　　　　　  （表10.2.4)

　石裏面処理　・行う　・行わない　　　　　 裏打ち処理　・行う　・行わない 

　目地幅　※6mm以上　・（　　　　　　　）　　　　　

　下地ごしらえ　※あと施工ｱﾝｶｰ・横筋流し工法　　・あと施工ｱﾝｶｰ工法        (10.4.3)

　石裏面処理　・行う　・行わない　　　　　 裏打ち処理　・行う　・行わない 

　石材の厚さ　※有効厚さ 20mm以上　 ・（ 　　        ）                   (10.4.2)

　石材の厚さ　※有効厚さ 25mm以上　 ・（ 　　        ）                   (10.3.2)

　石裏面処理　・行う　・行わない　　　　　 裏打ち処理　・行う　・行わない 

　下地ごしらえ　※流し筋工法　・（　　　　　　　） 　　　　　　　　　　　 (10.3.3)

　目地幅　※6mm以上　・（　　　　　　　）　　　　　

　石材の厚さ　外壁　※有効厚さ 30mm以上　・（ 　　        ） 　　　　　   (10.5.2)

　　　　　　　内壁　※有効厚さ 25mm以上　・（ 　　        ） 　

 　 目地幅　※8mm以上　・（　　　　　　　）                               (10.5.3)

　石の品質  ※2等品　　・（   　   ）     　　(10.6.2)(10.6.3)(表10.2.1)(表10.2.2)

施　工　箇　所 種類・産地・名称 厚さ(mm) 仕上げの種類 備　考

※粗磨き・（　　　  ）

※粗磨き・（　　　  ）

  7 ．特殊部位の

 　　 石張り

　・仕上塗材塗り

　・（　　　　　　　　　　）

  9 ．基礎及び地中梁

　　　型枠

　・普通型枠　　・ラス型枠

　※監督員の承諾する工場　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(7.1.3)

　・Ｓｸﾞﾚｰﾄﾞ　　・Ｈｸﾞﾚｰﾄﾞ　　・Ｍｸﾞﾚｰﾄﾞ　　・Ｒｸﾞﾚｰﾄﾞ　　・Ｊｸﾞﾚｰﾄﾞ

　　加工能力等条件（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　※適用する 　　・適用しない　   　　　　　　　　　                   　　　(7.1.4)

        ・建築基準法に基づき指定又は認定を受けた構造用鋼材及び鋳鋼

　種類　・ＳＳ４００

　・その他の認定高力ボルト　（　　　　　　　　　　）

　材質　※ＪＩＳ等の規格品　　　 　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　  　(7.2.1)

  ・ＪＩＳ形高力ボルト        JIS B 1186　セットの種類　 ※２種（F10T）

　胴の種類 ※割枠式 ・（　　　）  ボルトの種類 ※羽子板ボルト ・（　　　）   (7.2.6)

　切断箇所及び切断範囲　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7.6.7）

　材質　・構造用アンカーボルト　※JIS B 1220のABR400 　・（　　　　　　）  　(7.2.4)

　材質　・建方用アンカーボルト　※JIS G 3101のSS400　　・（　　　　　　）　 (7.10.3)

　※外観試験　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （7.6.12）

　　　（参考）「突合せ継手の食い違い仕口のずれの検査・補強マニュアル」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　独立行政法人　建築研究所　監修

AOQL  ※4.0％　・2.5％

検査水準　※第６水準　・（　　　　）

　※超音波探傷試験（完全溶け込み溶接）

　　　試験箇所　　※全数試験　　・図示による　　・（　　　　　）

・現場溶接

　  ※表18.3.1 鉄鋼面錆止め塗料の種別　Ａ種

　　・（　　　　　　　　　）

※全数試験

・工場溶接

　耐火被覆材の接着面

　　・（　　　　　　　　　）

　※所用性能は図面図示による　　・（　　　　　　　　　　　）

　建方用ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの保持及び埋込み工法　                         　 (7.10.3)(表7.10.1)

　  種別　・Ａ種　　※Ｂ種

  1 ．鉄骨製作工場

  2 ．施工管理技術者

  3 ．鋼材の種類

  4 ．高力ボルト

  5 ．アンカーボルト

  6 ．ターンバックル

  7 ．柱底均しモルタル

  8 ．エンドタブ

  9 ．溶接部の試験

 10 ．塗料の種別

 11 ．耐火被覆材の

　 　 種別及び性能

 12 ．ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ等の

　 　 設置
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  1 ．補強コンクリート

 　 　ブロック積み

　種類　※JIS A 5406 の空洞ブロック16　　・（　　　　　　　　　　　）　    　(8.2.2)

　厚さ　・（　　　　　　）

　種別　※Ａ種　　・Ｂ種　                           　     　　　(7.10.3)(表7.10.2)

　SRC造の溶接された鋼製スリーブの内面　                          　    　　　(7.8.4)

ｃ　　種
　・胴縁下地

　・溶融亜鉛メッキ高力ボルト  認定品　セットの種類　※１種（F8T相当）

(7.9.2) 　　　寸法　  ※L-75x75x6  長さ=100又は150mm 　　・（  　    　      ）

　・（　　　　　　　　　　）

　厚さ　・（　　　　　　）

　種類　※「標仕」表8.3.1による　・（　　　　　　　　　　　　）       　  　 (8.3.2)

　※厚物（厚さ５０mm以上）    　                   　   　  (8.5.2)(表8.5.1)(表8.5.2)

　　　種類　※ＪＩＳ　Ａ　５４４１
施工箇所 表　面　形　状

※フラットパネル

・デザインパネル(図示)

・タイルベースパネル

※フラットパネル

・デザインパネル(図示)

・タイルベースパネル

・50 ・60 ・（　　）

・50 ・60 ・（　　）

・60 ・（　　）

・50 ・60 ・（　　）

・50 ・60 ・（　　）

・60 ・（　　）

※有り

　（　　　 ）

・無し

※有り

　（　　　 ）

・無し

・Ａ種

・Ｂ種
・外　　壁

・間仕切り
・Ｂ種

・Ｃ種

厚　さ（mm） 工　法 耐　火　性　能

　・製造所（　　　　　　　　　）同等以上　・評価名簿による

　・外壁のパネル幅及びパネル相互の目地幅　　※図示による （8.5.3）

　鉄筋　SD295

  2 ．コンクリートブロ

 　 　ック帳壁及び塀

  4 ．押出成形ｾﾒﾝﾄ板

耐火目地材　　※図示による　　・（　　　　）

　種類　※JIS A 5416                    　　　    (8.4.2)(表8.4.2)(表8.4.3)(表8.4.4)
種　　類 単位荷重（Ｎ/㎡） 厚さ（mm） 取付け工法（種別）

・外壁パネル ・（　　　　　　）  ・Ａ　　・Ｂ

・間仕切パネル

・屋根パネル

・床パネル

・（　　　　　　）

・（　　　　　　）

・（　　　　　　） ・100　・150

 ・Ｃ　・Ｄ　・Ｅ※100　・(　　　)

 ※「標仕」8.4.4による

床パネルの耐火性能　　・要　　・不要

  3 ．ＡＬＣパネル

      アルミニウム合金

      の表面処理

種　　　 類 施　　工　　箇　　所 備　　　　　　考

 ・ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ
　無着色

　溶融 ・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種
　電気 ・Ｄ種 ・Ｅ種 ・Ｆ種

 JIS H 8641
施　工　箇　所 亜鉛めっきの種別 備　　　考

 ・ＢＢ－１種
 ・ＢＢ－２種

　野縁等の種類                                       　　　      (14.4.2)(表14.4.1)

　　屋内　※１９形　　・２５形　　・（　　　　　）

　　屋外　・１９形　　※２５形　　・（　　　　　）

　屋外における野縁等の間隔　（                                 　）　　    (14.4.3)

　　※「標仕」表14.5.1による　　・図示による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　　(14.6.2)(表14.2.1)

材　　種 製　法 材　種 寸法(mm ) 厚(mm ) 表　面　処　理

 ※ﾌﾟﾚｽ
 ・ﾛｰﾙ
 ・押出し  ※ｱﾙﾐﾆｳﾑ

 ・(　　　)
 ・ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ系

 ・ﾊﾟﾈﾙ系

　伸縮調整継手　・設ける　　・設けない

 　　 笠木 　表面処理  　 ※ＢＢ－１種又はＢＢ－２種　　・（          ）　  (14.7.2)(表14.2.1)

左
　
　
官
　
　
工
　
　
事
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・防水形複層塗材Ｅ

  2 ．モルタル塗り

  1 ．防火材料など 　屋内の壁及び天井の仕上げ材は、建築基準法に基づき指定又は認定を受けた防火材料

　とする。

　材料　　・既調合モルタル　　・現場調合モルタル 　　　　　　　　　　　 　（15.3.2）

  3．仕上塗材仕上げ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (15.6.2)(表15.6.1)(15.6.6)
種　　類 呼　び　名

・薄付け仕上塗材

・厚付け仕上塗材

・複層仕上塗材

・軽量骨材

  仕上塗材

・外装薄塗材Ｓｉ

・外装材薄塗材Ｓ

・内装薄塗材Ｃ

・内装薄塗材Ｌ

・内装薄塗材Ｓｉ

・内装薄塗材Ｅ

・内装薄塗材Ｗ

・外装厚塗材Ｃ

・外装厚塗材Ｓｉ

・外装厚塗材Ｅ

・内装厚塗材Ｃ

・内装厚塗材Ｌ

・内装厚塗材Ｇ

・内装厚塗材Ｓｉ

・内装厚塗材Ｅ

・複層塗材ＣＥ

・可とう形複層塗材ＣＥ

・吹付用軽量塗材

・こて塗用軽量塗材

・外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｅ

・防水形外装薄塗材Ｅ

・可とう形外装薄塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｓｉ

・複層塗材Ｅ

・複層塗材ＲＥ

・防水形複層塗材ＣＥ

・砂壁状

・ゆず肌状

・さざ波状

・平たん状

・凹凸状

・着色骨材砂壁状

・砂壁状じゅらく

・京壁状じゅらく

・吹放し

・凸部処理

・平たん状

・ひき起こし

・かき落とし

・凹凸状

・凸部処理

・凹凸状

・ゆず肌状

・砂壁状

・平たん状

 ・吹付け

 ・こて塗り

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・吹付け

 ・吹付け

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・こて塗り

 ・吹付け

 ・ﾛｰﾗｰ塗り

 ・こて塗り

 上塗材

　・外装厚塗材C

　・外装厚塗材Si,E

　・ｾﾒﾝﾄｽﾀｯｺ以外の塗材の場合

　（　　　　　　　）

　・適用　　　・適用しない

 上塗材

 ※水系アクリルつやあり

 ・水系ポリウレタンつやあり

 ・（　　　　　 　        ）

仕上げの形状 工　法 備　　　考

    ※ホルムアルデヒドの放散量　Ｆ☆☆☆☆等級のもの・（　　      ）    

・防水形複層塗材ＲＥ

 　　 仕上げ

  4 ．ﾏｽﾁｯｸ塗材塗り

　・しっくい塗り　　・こまい壁塗り

　※　下地、仕上げ等は図示による

  5 ．しっくい塗り等

　種別　　・Ａ種　　・Ｂ種                                        　　　　 　(15.7.2)

　・一般用   ・( 　    　　) 　・着色    ・原色 　・10 ・15 ・20 ・( 　　)

種　　　類 厚　　さ

    ※ホルムアルデヒドの放散量　Ｆ☆☆☆☆等級のもの・（　　      ）    

  6 ．ﾛｯｸｳｰﾙ吹付け 　                                                                 (15.12.2)(15.12.3)

　　　　　　　                        　(10.2.1)(10.7.2)(10.7.3)(表10.2.1)(表10.2.2)

種　 　　類 施　　工　　箇　　所 備　　　　　　考
・下記以外の見え掛かり全て ※ＨＬ程度

 ・No.２Ｂ程度
 ・鏡面仕上げ

  1 ．ステンレスの

      表面仕上げ

                                                                                    建築工事監理指針（14.2.3)(表14.2.6)

  4 ．軽量鉄骨天井下地

  3 ．鉄鋼の亜鉛めっき

  2 ．アルミニウム及び

  5 ．軽量鉄骨壁下地

  6 ．金属成形板張り

  7 ．アルミニウム製

　石裏面処理　・行う　・行わない

　目地幅　屋内　・（　　　　　mm）  　屋外 ・（　　　　　mm）

基礎、基礎梁、土間スラブ

　※合板せき板を用いる場合                                    (6.2.5)(表6.2.4)(6.8.3)

　※トルシア形高力ボルト　　　認定品セットの種類　※2種(S10T)  　　　　　 　(7.2.2)

　・ラス張りモルタル塗り　・耐火材吹付け　・耐火板張り　・耐火材巻付け  ・耐火塗料 

　保証については防水工事業者が（一社）福岡県防水工事業協会会員の場合は、受注者、

　その他の場合は、受注者、防水工事業者、製造メーカーの連名保証とする。

  1 ．材　料

  2 ．取付金物

　　　材質　  ※SUS304　　・（  　　      ）

　3 ．外壁湿式工法

  4 ．内壁空積工法

  5 ．乾式工法

　6 ．床及び階段の

　笠木、甲板等の乾式工法の場合は行う。                                　   (10.7.2)

  8 ．製造所及び

　 タイルの試験張り　※行わない　　・行う　                  　　　 (11.1.4)(11.2.2)

    ・MCR工法　・目荒らし工法　・（              ）           　　 (11.2.6)（11.3.5）

　※打診による確認                                                      　　(11.1.7)

　とい受金物　※ステンレス製　　・鋼製（亜鉛めっき）           　　　　  (表13.5.2)

                                              　   　　　　　    (14.2.1)(表14.2.1)

                                                         　　    (14.2.2)(表14.2.2)

 JIS H 8610

　スタッド、ランナの種類                           　      　  (14.5.3)(表14.5.1)

 ・BB-1種
 ・BB-2種(　　　　　　)

　雷保護システム JIS Z 9290-3-2019　※無　　・有

　※セメントスタッコ

　・せっこうプラスター塗り　　・ドロマイトプラスター　　　　　　 　（15.8.1～15.11.8）

色　　彩

　 　                       　　    　　　　　　　　　　　　 (11.2.2～3.6)(表11.2.1)

A　－　02建築工事特記仕様書(2)
－

捨てコン 土間コン

　・（　塩ビシート　）

図示

        ・（　図示　　）　　・（　　　　　）　　・（　　　　　）

校舎屋上屋根 AⅠ-1 保護コンクリートt80 断熱材t25

　防水立上がり部の保護材                            　　　　　　　　　　　 　(9.2.5)

　　・乾式保護材　※押出成形セメント板 厚さ（　15　mm）　　・（　　　　　　　　　）

配膳室屋根

室外機置場

昇降口床

スロープ(昇降口)

300角

100角

○

○

○

○

○

○

○

○

φ100、75 図示

　部材の種類　・250形　　・300形　　・350形　　・（　 図示       ）  　　  (表14.7.1)

図示

24

基礎・地中梁・壁
・1F床・デッキコン

（　土間コンクリート　）

・（　15   ）

捨てコン

６
　
　
コ
　
　
ン
　
　
ク
　
　
リ
　
　ー

　
　
ト
　
　
工
　
　
事
　（

構
　
造
　
特
　
記
　
に
　
よ
　
る）

７
　
　
鉄
　
　
骨
　
　
工
　
　
事
　（

構
　
造
　
特
　
記
　
に
　
よ
　
る） EVピット 自閉性塗膜防水(B-2) 10※ ※現場監督員との協議による

・100 ・t1.0

図示

図示・アルミパイプ φ40 オーバーフロー管



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
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カ
　
　ー

　
　
テ
　
　
ン
　
　
ウ
　
　
ォ
　
　ー

　
　
ル
　
　
工
　
　
事

  1 ．メタルカーテン

　　　ウォール

                                                                   (17.1.3)(17.2.2)

　主要構成材料

　気密性

　水密性

　枠の見込み寸法

　表面処理

　耐震性（層間変位量）

　遮音性

　断熱性

　耐火性

　※アルミニウム製　　　・ステンレス製

　・A-3　　　・A-4　　  ・(  　      )

　・W-4　　　・W-5　　　・( 　       )

　※図示

　・A-1種　　・B-1種　　・(  　      )

　※±1/200ｈ以上　 　　・(     　   )

　・T-3　　　・T-4　　　・(  　      )

　・H-4　　　・H-5　　　・( 　       )

　・適用しない　　・適用する(　         )時間

種　　　　　　　　　　　別

　　　　　　　・正圧　　kg／㎡以上及び負圧　　kg／㎡以上に対して安全であること

　シーリング材及びガラス留め材の種類　　　　                            　 (17.2.2)

　　・金　属－－－ガラスの場合　　（　　　　　　　　　　）

　耐風圧性能　※建築基準法で定められた風圧力に対して安全であること。

　　・金　属－－－石、タイルの場合（　　　　　　　　　　）

　　・ガラス－－－ガラスの場合　　（　　　　　　　　　　）

　構造用ガスケット　※適用しない　　・適用する（施工箇所：　　　　　　　　　　）

　断熱材　※適用しない　　・適用する（種類：　　　　厚さ：　　　施工箇所：図示）

　熱線反射ガラスの映像調整　※行う　　・行わない

　カーテンウォールの方式

　　・パネル方式

　　・方立方式

    ・バックマリオン方式（・単純２片支持構法　・ＳＳＧ構法）

　　・スパンドレル方式

　　・小型パネル組み合わせ方式（・ノックダウン方式　・ユニット方式）

      ウォール

 2 ．ＰＣカーテン

  　設計基準強度（Fc）　※３０N/m㎡　           　　・（　   　　　　　　 　　）

　鉄筋　　　　※ＳＤ２９５Ａ　　・（　　　　　　　）

　補強鉄線　※図示による

  目地用シーリング材　※（　　　　　　　　）

　断熱材　※適用しない　　・適用する（種類：　　　厚さ：　　　施工箇所：図示）

　先付け材料等　※図示による

  表面仕上げ　※（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  耐風圧性能　※建築基準法に定められた風圧力に対して安全であること。

　　　　　　　・正圧　　kg／㎡以上及び負圧　　kg／㎡以上に対して安全であること

　耐震性能（層間変位量）　※±１／２００ｈ以上　　・（　　　　　　　　　　　　）

  屋内の壁及び天井の塗装仕上げ材は、建築基準法に基づき防火材料の指定又は認定を受  1 ．材料

　けたものとする。　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　   (18.1.3)

　塗料は、トルエン等の含有量が少ない規格品とする。

　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　・（　　　　　　　）

  ・（-社）日本塗装工業会の会員　　※監督員の承諾する塗装業者　2 ．塗装業者

　3 ．素地ごしらえ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表18.2.1)～(表18.2.7)
素地 種別 備考

　・木部
　※Ａ種(不透明塗料塗りの場合)

　※Ｂ種(透明塗料塗りの場合)

　・鉄鋼面 　・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

　・Ａ種　　　　　・Ｂ種

　・Ａ種　　　　　※Ｂ種

　・亜鉛めっき鋼面

　・モルタル面、プラスター面

　・コンクリート面、ＡＬＣパネル面 　・Ａ種　　　　　※Ｂ種

　・押出成形セメント板面

　・ボード面

　・Ａ種　　　　　・Ｂ種

　※Ａ種　　　　　・Ｂ種

　・Ａ種　　　　　※Ｂ種

　目地継ぎ目処理工法

　4 ．錆止め塗料塗り 　塗料種別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表18.3.1)～(表18.3.2)

　・亜鉛めっき鋼面

　・鉄鋼面

塗装面 種別 備考

　錆止め塗料塗り

　・鉄鋼面

塗装面 種別 備考

　5 ．合成樹脂調合

　　  ﾍﾟｲﾝﾄ塗り(SOP) 塗装面 種別 塗料の種類 備考

　・木部

　・鉄鋼面 　・Ａ種　　　※Ｂ種　

　※１種　　　・２種

　※１種　　　・２種

　※１種　　　・２種

　6 ．クリヤラッカー 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表18.5.1)
備考種別塗装面　　　塗り(ＣＬ)

　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表18.6.1)
塗装面 備考種別

　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　

　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　
　　　塗り(ＮＡＤ)

　　　非水分酸形塗料

　7 ．アクリル樹脂系

　8．耐候性塗料塗り

　　　(ＤＰ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表18.7.1)～(表18.7.3)
塗装面 備考

　※上塗り１級　・（　　　）　・Ａ種　　・Ｂ種

　・Ａ種　　・Ｂ種 　※上塗り１級　・（　　　）

塗料の種類
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建
　
　
具
　
　
工
　
　
事

                                        　　　　　  (16.2.2～4)(表16.2.1)(表16.2.2)

　※普通サッシ

　・防音サッシ

　・断熱サッシ

　表面処理

外部に面する建具種　　別

　・A種  ・B種  ・C種　・D種　・E種　・（　　　）

　性能 (　　　　　                  )

　性能 (　　　　　                  )

内部建具

　※枠の見込み寸法　・図示による　　・（　　　）

  1 ．ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具

　　・上記以外のシーリング材の種類は「標仕」表9.7.1による

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表18.4.1)～(表18.4.3)

　壁紙はJIS A 6921により、建築基準法に基づく防火材料の指定または認定を受けたもの。

  ホルムアルデヒドの放散量　※F☆☆☆☆　　　・（　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　 　                                      　  (19.8.2)
施　工　箇　所 品　質 程　　度 防火性能の級別

　素地ごしらえの種別                                                  　   (19.8.3)

　　モルタル及びプラスター面 　・Ａ種　　※Ｂ種

20

ユ
　
　
ニ
　
　
ッ
　
　
ト
　
　
及
　
　
び
　
　
そ
　
　
の
　
　
他
　
　
工
　
　
事

  1 ．フリーアクセス

 　　 フロア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　  (20.2.2)

 ・500×500  ・1.0Ｇ

 ・0.6Ｇ

 ・3,000Ｎ

 ・5,000Ｎ

 ・帯電防止床タイル

 ・タイルカーペット

施工箇所 構　法
寸法

（ｍｍ）

高さ

（ｍｍ）

適用地震時

水平力
耐荷重性能 表面仕上材 備　考

　帯電防止性能（U値）　　・0.6以上　　　・1.2以上　　　・（　　　　　）

　感電防止性能　（漏えい抵抗　R≧1×106Ω）

　構成材の材質　　・アルミニウム　　・鋼製　　・（　　　　　）

  2 ．可動間仕切

    　（既製間仕切）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　  (20.2.3)
構　造　形　式 パネル部の総厚さ 表 面 材 種 厚 さ 仕　　上　　げ

 ※パネル式

 ・スタッド式

 ・スタッドパネル式

 ・(　　　　)以上  ※鋼板　・(　　　　)

 ※0.6   ・( 　　　 )

 ・(　　　　　　　)

 ※メラミン樹脂又はアクリル樹

　 脂焼付け

 ・(　　　　　　　　　　　　)

　9 ．つや有合成樹脂

　　　ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

　　　塗り(ＥＰ－Ｇ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表18.8.1)～(表18.8.4)

塗装面

　・鉄鋼面

　・亜鉛めっき鋼面

　・コンクリート面

　※Ａ種　　　・Ｂ種

　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　

　・Ａ種　　　・Ｂ種　　　

　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　

　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　

種別 備考

 10 ．合成樹脂

　　　ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

　　　塗り(ＥＰ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (表18.9.1)
塗装面 種別 備考

　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　

　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　

塗装面 種別 備考

　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　

　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　

　　　ワニス塗り

　　　(ＵＣ)

備考

塗装面 種別 備考

　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　

　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　

      （ＷＰ）

　・木部

19

内
　
　
装
　
　
工
　
　
事

　1 ．接着剤 　壁紙、ビニル床タイル、ビニル床シート、幅木に使用する接着剤は、トルエン等の含有量

  が少ない規格品とする。壁紙用の接着剤は、フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２

　－エチルヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を使用している規格品とする。　

　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　・（　　　　　）　　　　　　　（19.2.2)

　2 ．ビニル床シート

　　　張り

       　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　   (19.2.2 )(19.2.3)
材　　種

 ※発泡層のないもの

 ・発泡層のあるもの

 ※ＦＳ

 ・(   )

 ※無地

 ・模様

 ※2.5  ※熱溶接

 ・突付け

 ・帯電防止

 ・耐動荷重性

 ・防滑性

 ・耐薬品性

種　　　類 記号 色柄 厚さ 工　法 特殊機能 備　 考

　3 ．ビニル床タイル

　　　張り 材　　種 種　　　　　　類

 ビニル床シート

 ビニル床タイル

 ※コンポジションビニル床タイル（半硬質）

 ・コンポジションビニル床タイル（硬質）

 ・ホモジニアスビニル床タイル

 ・帯電防止ビニル床タイル（置敷タイプ）

 ・帯電防止ビニル床タイル（パネル一体タイプ）

                                                                　 (19.2.2)(19.2.3)

　帯電防止ビニル床タイル（置敷タイプ）の接着剤は粘着剥離形とし、製造所の指定する

　製品とする。

  4 ．ビニル幅木

　高さ　※60　　・75　　・100　　・（         ）

  5 ．カーペット敷き

　材種　※軟質　　・硬質　　 　                                            (19.2.2)

 ・A種

 ・B種

 ※C種

 ※カットパイル

 ・ループパイル

 ・( 　        )

 ※無地

 ・柄物

 ・防虫加工品

 ・人体帯電圧

 　※3kv以下・(    )

種　　別 織　り　方 パイルの形状 色　柄 備　　考

　下敷き材　　※反毛フェルト（JIS L 3204）第２種２号（厚８）

備　　考工　　法パイル長パイル形状

 ・人体帯電圧

　 ※3kv以下・(     )

 ※全面接着工法

 ・グリッパー工法

 ※５～７　・(　　)

 ※４～６　・(　　)

 ※４    　・(　　)

 ・(　　　　　)

 ・カットパイル

 ・マルチレベルループ

 ・レベルループパイル

 ・カット、ループ併用

 ※一種

 ・二種

 ※ループパイル

 ・カットパイル

 ※５００角

 ・(　　  )

 ※6.5

 ・(　 )

 ※無地

 ・柄物

 ※適用しない

・102　Ω以下

種　　 別 パイルの形状 寸　法 総厚さ 色柄 電気抵抗

種　　別 仕　上　げ　の　種　類

 ※平滑仕上げ　　・防滑仕上げ　　・つや消し仕上げ

　ホルムアルデヒド放散量　※F☆☆☆☆　　　　　　　・（　　　　　　　）

 ・ウィルトン

 ・アキスミンスター
 ・ダブルフェース

 ※300角

 ・（    　）

 ※500角

 ・（    　）

形　状

 ・（　）

 ・（　）

厚　さ 色　柄

図示による

　タフテッドカーペット                        　　  (19.3.1～3)(表19.3.1)(表19.3.2)

　織じゅうたん             　　　　　　　         　(19.3.1～3)(表19.3.1)(表19.3.2)

　タイルカーペット                       　　　　   (19.3.1～3)(表19.3.1)(表19.3.2)

  6 ．合成樹脂塗床

  　所要スランプ　　　　※12　　　　　　　　　・（　　　　　　　　　　　）

 ・弾性ウレタン塗床材

 ・エポキシ樹脂塗床材

 ・25　・（　　　） ・ロックウール吸音材

厚　　さ品　質 ・ 規　格材　　　　種

　　　厚　　さ　 ・２５  　・（　　　　）

      ・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　※現場発泡工法に示された施工箇所以外の箇所

  ホルムアルデヒドの放散量　※F☆☆☆☆　　　・（　　　　　　　　）

　施工箇所

 ・(        )

 ※25　　 ・(        )

厚　　　さ種　　　類材　　　　　　種

　施工業者　※内装専門業者とする　　・（　　　　　　　　　　　　　　　）

　　せっこうボード面　　　　 　・Ａ種　　※Ｂ種

 ※2種b　　・(　　     )

 ・3種b（接地部分）

 ・　　    ・(　　     )

 　 ポロプロピレン及びプラスチックファスナー留め　４本／㎡程度以上

　ガラスクロス張りグラスウール吸音ボード（910×1820）の取付け工法

 ※25
 ・グラスウール吸音材

 ガラスクロス（ＪＩＳ Ｒ3414）額縁張

　品質 JIS A 6512によるもの又は評価名簿によるもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　  (20.2.4)
表面板 仕上げ パネル厚 遮音性

 ・鋼板

 ・(　　　 　)

 ・焼付け

 ・(　　　　　)

 ※６０　・８０　・１００

 ・（　　　　）

 ・一般タイプ

 ・遮音タイプ

　仕　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          　 (20.2.5)

　　パ ネ ル　 ・メラミン樹脂系化粧板　・ポリエステル樹脂系化粧板　・（　　 　　　）

      　　  形　式　※ビニルタイヤまたは合成ゴムタイヤ入り　　・タイヤなし

       　　 幅　　　※３５　　・（         ）

      　　  取付け　※接着工法　　・（　　　　　　　）

　・磁器製　幅　　　※６０　　・（　　　　 ）

材　種 表面仕上げ 直径（mm） 取付箇所

 ※集成材

 ・ステンレスパイプ

 ・鋼製パイプ

 ・ビニル製

 ※クリヤラッカー　

 ・ＨＬ　　　　　　

 ・ＥＰ－Ｇ　　　

 ・60　・45

   　 （ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞﾄﾞｱ）

  4 ．トイレブース

  3 ．移動間仕切

　　部　　材　 ・アルミ製　　・ステンレス製 　 ・（ 　　　     　    ）

　　附属金物　 ※ステンレス製　　・（　　　　　　　　　）

　　足 形 状　 ※幅木型　　・足金物型

　　形　　式 　・丁番吊　　・中心吊

　・図示による

　ガラス厚　※５ｍｍ　　・（　　　　　）

　・下記による
種　　　　類 材　　　　　　　　種 寸　　　法 取　付　方　法

 ・衝突防止表示

 ・非常用進入口の表示

 ・室名札

 ・ピクトグラフ

 ・案内板

 ・(　　　　　　　　　)

 ・(　　　　　　　　　)

 ・ステンレス製市販品　・(　　　　　　　　　　　　)

 ・市販品　　　　　　　・(　　　　　　　　　　　　)

 ・(　　　　　　　　　　)

 ・(　　　　　　　　　　)

 ・(　　　　　)  ・面付　・持出し

　   ※ステンレス製６×１２　  ・ステンレス製４×１２　　・黄銅製４×１２

 　　 ボード

　※外面納まりの可動式　　・（               　　　　 ）  　     　 　  (16.2.3～4)

                                          　　　　 　　(16.3.2)(表16.3.1)(表16.3.2)

　※普通サッシ

　・防音サッシ

　・断熱サッシ

外部に面する建具種　　別

　・A種  ・B種  ・C種　・D種　・E種　・（　　　）

　性能 (　　　　　                  )

　性能 (　　　　　                  )

内部建具

　簡易気密型ドアセットの性能値                               　　　　　　  (16.4.2)

　※枠の見込み寸法　・図示による　　・（　　　）

　　※適用する（※Ａ－３　・　　　　）　　・適用しない

　亜鉛めっき鋼板のめっき付着量　　※Ｚ１２又はＦ１２　　・（　　　　）     (16.4.3)

  鋼板の厚さ　　※「標仕」表16.4.2による　　・建具表による　　　　　　　  （16.4.4)

　簡易気密型ドアセット　※適用する（※Ａ－３ ・ 　　　） ・適用しない  　  (16.5.2)

　カラー鋼板　　　　　　・適用する　　　　　　・適用しない

  召合わせ、縦小口包み板などの材質　※鋼板  ・ステンレス鋼板  ・（　　　　　　　） 

  鋼板の厚さ　　※「標仕」表16.5.1による　　・建具表による　　　　　　　  （16.5.4)

  材質　※SUS304 ・（　　　　）　表面仕上げ　※HL ・（　　　　） 　　　 (16.6.2～5)

  曲げ加工　※普通曲げ　　・角出し曲げ

　　網の材種　※合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製　　・ステンレス製　　

  5 ．鋼製軽量建具

  4 ．鋼製建具

  3 ．樹脂製建具

  2 ．網戸

  7 ．木製建具

  8 ．建具用金物

  6 ．ステンレス製建具

18
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　建具材の加工、組立時の含水率　・A種　　※B種　　・C種       (表16.7.1)(16.7.2～4)

  合板　※普通合板　　・天然木化粧合板　　・特殊加工化粧合板

  ミディアムデンシティファイバーボード（ＭＤＦ）及びパーティクルボード  

 　 ホルムアルデヒドの放散量                                        

　　　※F☆☆☆☆等級のもの　　　　・F☆☆☆等級のもの

　かまち戸の樹種　かまち（　　　　）　　鏡板（　　　　）

　ふすまの上張り　・新鳥の子程度又はビニル紙程度　　・鳥の子

  フラッシュ戸の表面板の厚さ　※「標仕」表16.7.6による　　・（　　        　）

　見本品を監督員に提出して承諾を受ける。 　                   (表16.8.1)(16.8.2～4)

  マスターキー　※製作する（※新規　・既存に合わせる）　・製作しない

　建具金物の種類                                          　　　　　　   (表16.8.1)

 ピポットヒンジ

 フロアヒンジ

 ヒンジクローザ

 ドアクローザ

 本締り錠 　評価名簿による。

　評価名簿による。

種　　　　類 品　質　・　規　格

  駆動装置の性能値                                   　　       　　　  (16.9.2～3)

　　引き戸用　※「標仕」表16.9.1による　　・（　　　　　　　      ）

　　引き戸（多機能トイレ）用　※「標仕」表16.9.2による　　・（　　　　　　　      ）

　検出装置　※「標仕」表16.9.3による　　・（　　　　　　　　　　　　）

　戸の開閉方式　※図示による　　・（　　　　　　　　　　　　　）

　検出装置の種類　・光線（反射）センサー　　・熱線センサー　　・音波センサー

　　　　　　　　　・光電センサー　　・電波センサー

　　　　　　　　　・タッチスイッチ　　・押しボタンスイッチ　　・多機能トイレスイッチ

　機能による種類                       　　　　　　　　　　　  　　　  (16.11.2～4)

    ・管理用　　・防火（・外壁用　・屋内用）　　・防煙

  シャッターケース（防火・防煙以外の場合）  ・ 設ける  ・ 設けない　　　　(16.11.2)

  開閉機能による種類                                             　 　  (表16.11.1)

    ※上部電動式（手動併用） 電源※　　φ　　　V　　　kw 以下（過電流保護装置付）

    ・上部手動式

  耐風圧強度　　・（　　　　　　　　　）

  屋内用防火、防煙シャッターの危害防止機構　※障害物感知装置・シャッター二段降下方式

　落下防止装置　・二重チェーン　　・急降下制動装置　　・急降下停止装置

　　設置個所は図示による

  工事範囲　一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次側配線は本工事に含む。

  9 ．自動ドア開閉装置

 10 ．重量シャッター

  7 ．床目地棒

　8 ．黒板及びホワイト

  9 ．鏡

  10 ．表示

　・亜鉛めっき鋼面

　・亜鉛めっき鋼面

複　合

単　層

 ・(　             )

 ・(　             )

類　　　　別 樹　種 工 法 及 び 寸 法

 ※複合フローリング  ※なら

 ・( 　　   )

 ・( 　　   )

   ・Ａ種　・Ｂ種　※Ｃ種

 ・(                 )

 ・接着工法

 厚 さ ・ 15 ・ （ 　 ）

 幅 ・ 75  ・ 9 0 ･ (  )

 長さ・     以上

※塗装品

・無塗装品

厚さ・大きさ(mm) 塗　装

　　　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　・（　　　　　　　）

 　　 フローリング張り

  樹　　種　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  表面塗装　・ポリウレタン樹脂塗料３回塗り　　・（　　　　　　　　　　　　　　）

　張り付け　・下張り板に接着剤で接着し、隠し釘と脳天釘で止める

　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　・（　　　　　　　）

  ※別添1　畳工事特記仕様書による

  　　その他ボード

  　　及び合板張り

                                                                            (19.7.2)

 寸法

 ・9.5

 ・12.5

 ・15

 ※9.5

 ・突付け

 ・目透し

 ・継目処理工法

 ・下地張り

 ・上張り

 ・せっこうボード

 ・直張り  ※突付け ・トラバーチン模様

 ・木目模様

  （裏桟付）

 ・直張り  ※目透し  ※9.5  専用軽鉄下地材付き

 　カルシウム板

 ・目透し

 ・継目処理

 ※6　・8

 ・10 ・12

 ・（　　　）

 ・木質セメント板  ・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板

 ・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

 ・打込み

 ・張付け

 ・敷込み

 ・20 ※25

 ・30

 ・繊維板

 ・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

材　種 種　別 備　　　考厚　さ張　り　方

 ・天然木化粧合板  ・福岡県産材

　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　・（　　　　　　　）

　・910×910

　※450×910

                                                                   (19.7.2)(19.7.3)
材　　種 表　面　の　品　質 厚　　さ 工　法

 ・普　通　合　板

 ・天然木化粧合板

 生地のまま又は透明塗料塗りの場合

 ※ラワン程度　　・(            )

 不透明塗料塗りの場合

 ※しな程度　　　・( 　         )

 ・(  　　　　　　　　　　　　　)

 ・5.5　・9　・12

 ・5.5　・9　・12

 ・(　　　　)

 ※A種

 ・B種

  壁又は天井に使用する合板は、建築基準法に基づき防火材料の指定又は認定を受けたもの。

　　　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　　・（　　　　　　　）

  パーティクルボード及びＭＤＦのホルムアルデヒド放散量         　          (19.7.2)

　　※Ｆ☆☆☆☆　　　　　　・（　　　　　　）

 ・けい酸

　※BB-1種　・BB-2種　・(　　　　) 　※BC-1種・BC-2種

　　ステンレス鋼板　※SUS304　　

　ビニル被覆鋼板　　　・適用する　　　　　　・適用しない　　　　　　　　 (16.5.3)

  フラッシュ戸の工法　※「標仕」表16.7.8による　　・（　　        　）

 シリンダー箱錠

  工事範囲　一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次側配線は本工事に含む。

　コンクリートの種類及び品質                                       (17.1.3)(17.3.2)

　　コンクリートの種類　※軽量コンクリートの１種　　・（普通コンクリート　　　　　　　　　　　）

※Ａ種(屋外) Ｂ種(屋内)・Ｃ種・Ｄ種

※・Ｂ種(ＥＰ－Ｇの場合)

※Ａ種　　　　　※Ｂ種（その他）

※Ｃ種(ＥＰ－Ｇの場合)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表18.3.3)(表18.3.4)

　※Ａ種(見え掛り部)　　※Ｂ種(見え隠れ部)

　※Ａ種(鋼製建具等)　※Ｂ種(その他)　　

　※Ａ種(屋外) ※Ｂ種(屋内)

　・木部(屋内）

　・コンクリート面（屋内）

種別

　・鉄鋼面（屋外）

　・亜鉛めっき鋼面

・ｺﾝｸﾘｰﾄ面、押出成形ｾﾒﾝﾄ板　・Ａ種 ・Ｂ種 ・Ｃ種 　※上塗り１級　・（　　　）

　・モルタル面

　・コンクリート面

 11 ．ウレタン樹脂

 12 ．ステイン塗り

 13 ．木材保護塗装塗り

　・木部（屋内）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表18.10.1)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表18.11.1)
塗装面

　・木部

種別

　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　

　・Ａ種　　　※Ｂ種　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(表18.12.1)

　・木部（屋外）

 ・2.0

 ・(   )

 ※2.0

 ・3.0

 ※2.0

　厚さ　※1.5　　・（          ）

                                                      (19.4.2)(19.4.3)(表19.4.1～8)

 ※薄膜流しのべ仕上げ　　・厚膜流しのべ仕上げ（※平滑　・防滑）

 ・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　・防滑）　　・薄膜型床塗仕上げ

　7 . フローリング張り                                             　(19.5.2～19.5.6)(表19.5.1～表19.5.6)

 ※釘留め工法

  8 . 体育館用

  接 着 剤　・エポキシ樹脂系     ・ウレタン樹脂系

  下張り板　・１２ｍｍ以上（木製根太）　　※１５ｍｍ以上（鋼製根太）

　厚さ ※1.8 　　　幅・　　　　                               　　　　　　　  

  9 ．畳敷き

 10 ．せっこうボード

                                                                            (表19.6.1)

 タイプ２（無石綿）

　遮音シール材　※アクリル系シーリング材　・ｳﾚﾀﾝ系シーリング　・ジョイントコンパウンド

 11 ．壁紙張り

 ・不燃　・準不燃　・(　　)

 ・不燃　・準不燃　・(　　)

 ・不燃　・準不燃　・(　　)
 ・不燃　・準不燃　・(　　)

　　コンクリート面 　・Ａ種　　※Ｂ種

 12 ．断熱材 　・打込み断熱材                                                        　 (19.9.3)

 ※押出法ポリスチレンフォーム断熱材

   (スキン層なし)

 ・硬質ウレタンフォーム断熱材

　・現場発泡断熱材（吹付け硬質ウレタンフォーム断熱材）                  　 (19.9.4)

　　　難 熱 性　 ※評価名簿による

 13 ．吸音材

 ・ロックウール化粧吸音材  DR

 ロックウール吸音ボード1号（60K）　RW-B

 ※9　 ・（　　　）

 グラスウール吸音ボード2号32K 　 　GW-B

 ・支柱調整式

 ・置敷式

　品質　評価名簿による

　ホルムアルデヒドの放散量　　※F☆☆☆☆

　品質　評価名簿による

　ホルムアルデヒドの放散量　　※F☆☆☆☆

  5 ．手すり

  6 ．・階段滑り止め

　　　・階段手すり

　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 　  

 ・手すり  亜鉛めっき　外部　※Ｃ種
 内部　※Ｅ種

 ・鉄
 ※ステンレスＳＵＳ３０４  ※HL程度　・鏡面仕上げ　・(　　　　)

種　　類 材料の種別 表　面　処　理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   　　　　　 (20.2.6)

　・金属製　材　種　※ステンレス製（SUS304）　　・真鍮製                　 (20.2.7)

　床仕上げの異なる箇所には目地棒を入れる。                　　　　　    　 (20.2.8)

　※別添2 福岡県黒板工事特記仕様書の項目を適用する                         (20.2.9)

　縁　※なし　　・あり（　　　　　）　  　　　　　　　　　　　　　　　  　 (20.2.10)

　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 　  (20.2.11)

  11 ．タラップ

 ・タラップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   　　　　　(20.2.12)

種　　類
 ※ステンレスＳＵＳ３０４
 ・鉄

材料の種別
 ※ 研 磨 無 し 　

表　面　処　理

 亜鉛めっき　内外部　※Ｃ種
 ・(　　　　　　)

A　－　03建築工事特記仕様書(3)
－

　・ボード面

 ・抗菌、抗ウイルス

　　　施工箇所　※窓回り等の断熱補修部分　・（　外気に面する外壁　　　）

 ・50

 ・ステンレス製　・(　図示　　　)

 ・ステンレス製　・(　図示　　　)

 ・ステンレス製　・(　図示　　　)

 ・化粧(吸音)

 　せっこうボード  ・穴あき

　開閉機能による種類                                    　  (16.12.2～4)(表16.12.1)

    ※手動式

    ・上部電動式（手動併用） 電源※　　φ　　　V　　　kw 以下（過電流保護装置付）

  耐風圧強度　　・（　　　　　　　　　）

  スラットの形状　※インターロッキング形　・オーバーラッピング形

  工事範囲　一次側配線は別途工事とし、開閉機構以降の二次側配線は本工事に含む。

　セクション材料　※スチールタイプ　　・アルミニウムタイプ       　　  　 (16.13.2)

            　　　・ファイバーグラスタイプ

　開閉方式　　　　※バランス式　　・チェーン式　　・電動式

　収納方式 　　　・スタンダード形　　・ローヘッド形　　・ハイリフト形

       　　　　　・バーチカル形

  耐風圧性能　　・（　　　　　　　　　）

　建具に取り付けるガラス及びガラスブロックは図面図示（建具表）による。    (16.14.2)

建具の種類 材　　　　　　　種

　アルミニウム製

　鋼製、ステンレス製

　※シーリング材（SR-1）   ・グレイジングガスケット

　※シーリング材（SR-1）

　ただし、防火戸は建築基準法に基づく個別認定品とする。

 11 ．軽量シャッター

 12 ．ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ

 13 ．ガラス

  (16.13.3)

　ガラス留め材                                　　　　　　    (16.14.2(2))(16.14.3)

　ガイドレール　　※溶融亜鉛めっき鋼板(めっきの付着量Z27)　　・ステンレス鋼板（SUS304）

・耐火クロス製　防火/防煙スクリーン



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事

　・細粒度アスファルト混合物（１３）

22 　盛土の種類　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種　    　       (22.2.3)(表3.2.1)

 2 ．路床土の支持力比 　※行わない　　・行う（※乱した土　　・乱さない土）                　  　(22.2.5)

　　（ＣＢＲ）試験

 3 ．路床締固め度試験

舗
　
　
装
　
　
工
　
　
事

 4 ．現場ＣＢＲ試験 　※行わない　　・行う                                                  　(22.2.5)

　※行わない　　・行う                                                  　(22.2.5)

 5 ．路盤材料 　※再生クラッシャランＲＣ－４０                             　 (22.3.3)(表22.3.1)

　・クラッシャランスラグＣＳ－４０

　・クラッシャランＣ－４０　･（　　　　　　　　　　）

 6 ．アスファルト舗装 　車道部の基層　　※なし　　・あり　　　　　　　　　　　　　　    (22.4.2)(表22.4.1)

  アスファルト　　※再生アスファルト　　　・ストレートアスファルト          (22.4.3)

  加熱アスファルト混合物の種類                                    (22.4.4)(表22.4.4)
区分 　※一般地域

　※密粒度アスファルト混合物（１３）

　・寒冷地域

　※密粒度アスファルト混合物（１３Ｆ）

 1 ．路床材料

工　　事　　内　　容

電気と十分協議

すること

（○印を塗りつぶしたものを適用する）施　工　区　分　表

建築 外構 植栽 電気 電話 昇降 ガス
黒板

畳
備　　　考給衛 空調

機械関係

特記した基礎

電気関係

配電盤・制御盤の基礎

自家発電機の基礎　　（アンカーボルトを除く）

テレビアンテナの基礎（　　　　〃　　　　　）

避雷針の基礎　　　　（　　　　〃　　　　　）

屋内設備

屋外設備（架台、アンカーボルト含む）

屋上設備（架台、アンカーボルト除く）

屋内

屋外

屋上

機器の基礎

梁、床、壁

　　貫通スリーブ

梁、床、壁

　　貫通部型枠

　　壁・天井ボード類の切込み

　　端子盤等の型枠

上記開口部の補強

上記開口部の墨出し

スリーブの穴埋め（型枠の穴埋めを含む）

ＯＡフロア器具取付用

埋込型分電盤、

軽量鉄骨下地、

補強を要するもの

補強を要しないもの

補強を要するもの

補強を要しないもの

補強を要するもの

補強を要しないもの

補強を要するもの

補強を要しないもの

開口部

点検口 床、壁、天井

外壁面（ダクト、チャンバーの接続用含む）

ガラリ 建具取付

空調用リターン

厨房

上記以外
排気フード

換気扇の取付枠及びアルミパネル

流し台

壁換気扇（ウェザーカバー含む）

天井換気扇（ベントキャップ含む）

排水トラップ含む

オイルサービスタンクの防油提

床下水槽のマンホール蓋

自火発電用

空調用

換気扇

防油提

雨水

汚水、雑配水管
屋外配水管

雨水竪樋

身障者用便所手すり

ガスボンベ転倒防止用の鎖

はめ込み形洗面器用カウンター（前板共）

電気配管配線

機械設備機器付属の制御盤以降の配管配線（接地共）

機械設備機器付属の制御盤と電源供給及び配管配線

機械設備自動制御と電気設備盤との電源供給

機械設備自動制御と電気設備盤との操作回路の渡り配管配線

天井吊り型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換器と操作スイッチとの渡り配管

天井吊り型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換器と操作スイッチとの渡り配線

天井吊り型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換器と操作スイッチ

天井吊り型ＦＣＵ、個別パッケージ、全熱交換器と操作スイッチ埋込ボックス

煙感知器から連動制御盤を経て防煙ダンパー及び排煙口に至る配管配線

小便器用節水装置制御盤以降の配管配線

自動ドア及び電動シャッターなどの制御部への電源供給

自動ドア及び電動シャッターなどの制御部

自動ドア及び電動シャッターなどの操作スイッチ間の配管配線及び操作スイッチ

防火扉レリーズ

配線ピット及び蓋

別途機器などへの接続

室外機・室内機間の伝送線

室外機・室内機間の電源渡り線

室内機・リモコン間の配線

室内機・リモコン間の配管

リモコン埋込ボックス

室内機・集中リモコン間の渡り伝送線

パッケージエアコン

の配線

ガス漏れ探知機（遮断弁連動）

ＯＡフロア用配線器具

電気錠及び通電金具

ＴＥＮキー及び制御盤
電気錠

エレベーター出入口三方枠（金属製）

シャワーユニット（バスユニット）

ガス給湯器リモコン用ケーブル

ガス給湯器電線管及びボックス

畳工事

植栽工事

黒板工事
下地補強

黒板・白板・掲示板

大理石のみ建築工事

機械と十分協議

すること
表層

21

排
　
　
水
　
　
工
　
　
事

 1 ．排水管 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           　　　　  (21.2.1)(表21.2.1)

 2 ．排水桝及びふた

 3 ．グレーチングふた

  形　　式　※受枠付き　・（　　　　　　　）

  種　　類　・溝ふた用　・桝ふた用　　・かさ上げ用　　・Ｕ字溝用

  適用荷重　・歩行用　　・Ｔ－２用　　・Ｔ－６用　　・Ｔ－（　　）用

  上面形状　・凹凸形　　・平形　　  　・（　　　　　）

  ﾒｲﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ・細目　　　・普通目　  　・（　　　　　）

 4 ．鋳鉄製マンホール 　種　　類　・水封形　　・密閉形　　・簡易気密形　　・中蓋付密閉形

  　 ふた 　適用荷重　・Ｔ－２用　・Ｔ－６用　　・Ｔ－（　　）用

 5 ．埋戻し材料 　「標仕」表3.2.1による　※Ｂ種　　・（      ）種

材　　　　　種 管　の　種　類 管形状（接合方法）

　※遠心力鉄筋コンクリート管 　※外圧管（※１種　・２種）

 形式　・一般型　　・簡易密閉型　　・密閉型　　・（　　　　　　　　）

　・キャスタブル耐火材

　　  製造所　※監督員の承諾する製造所　・（　　　　　　　　　　　　　　）同等以上

※横型ブラインド（JIS A4801） ・縦型ブラインド形　　　式

 ※アルミニウム合金

 ※ギヤ式　・コード式　・操作様式

 ※25　・35

 ・アルミニウム合金 ・クロス

 ・80　・100

開 閉 方 式

スラットの材種

スラットの幅

  　　カーテンレール 施工箇所 きれ地名称品質 形　　　式 開閉装置

 ・片引き　・引分け

 ・片引き　・引分け

 ・片引き　・引分け

 ・片引き　・引分け

 ・有 　※無

 ・有 　※無

 ・有 　※無

 ・有 　※無

　※暗幕用カーテンの両端、上部及び召合せの重掛けは３００mm以上とする。

　　材種　※ステンレス製　　・アルミニウム製　　・鋼製

      カーテンボックス

　材　　種　※アルミニウム押出型材　　・塩化ビニル製

　施工箇所　※仕上表による　　・（　　　　　　　　　　　　　）

    　物品棚

　材種　※アルミニウム合金製　　・（　　　　　　　　　　　　）

　形状　・テーバー式          　・同一断面

　形式　・ローブ式              ・ハンドル式

　寸法　・（　　　　　　　　　　　）

　材種　※ステンレス製（市販品）SUS 304　　・（　　　　　　　　　　　　）

  コンロ台   　     　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  吊戸棚          　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

  水切棚          　　　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

    　誘導床材

　・ビニル被覆エキスパンドフェンス       　・樹脂塗装メッシュフェンス

　※鋼製市販品　　・３０組用　　・６０組用　　・１２０組用

施工箇所 材　　　　　　種 寸　　　　　法

天　　井

床

 ※アルミニウム　　・(　　　　　　)

 ※アルミニウム　　・ステンレス

 ・450×450　　※600×600

 ・450×450　　※600×600

種　類 規格等

 ・鋼製書架

 ・鋼製物品棚

 ＪＩＳ　Ｓ　１０３９による

耐荷量による種類

 ・１種　・２種　・３種

 ・４種　・５種　・６種　

施　工　箇　所 材　　　質 寸　　　法 備　　　考

 ・磁器製又はせっ器製

 ・ビニル床タイル

 ・コンクリート製  ・300角   厚60

 ・300角

 ・300角　 ・(　　　)  無ゆう   黄色

 黄色

 真ちゅう製

 黄色

 ・点字鋲

　　形状　※Ｃ型      　  　・角型

　※VP ・VU ・RS-VU

  アスファルト混合物等の抽出試験　　※行わない　　　・行う　                (22.4.6)

 7 ．コンクリート舗装 　コンクリート舗装等に使用するコンクリートは「標仕」表22.5.1による。      (22.5.3)

　早強セメント　※使用しない　　・使用する

　コア採取厚さ試験　・行う　　・行わない　　　　　　　　　　　　　　　　　(22.5.6)

 8 ．カラー舗装

　　結合材による種類　・図示　・（　　　　　　）

　  カラー舗装の種類　加熱系　・アスファルト混合物　・石油樹脂系混合物　・図示

　　　　　　　　　　　常温系　・ニート工法　・塗布工法　・図示

　　常温系カラー舗装の下部　・アスファルト舗装　・コンクリート舗装

　　車道部の基層の適用　・適用しない　・適用する

　歩道部

　　カラー舗装の種類　加熱系　・アスファルト混合物　・石油樹脂系混合物　・図示

　　　　　　　　　　　常温系　・ニート工法　・塗布工法　・図示

　　常温系カラー舗装の下部　・アスファルト舗装　・コンクリート舗装

　　結合材による種類　・図示　・（　　　　　　）

　　車道部の基層の適用　・適用しない　・適用する

　アスファルト混合物の抽出試験　・行う　　・行わない　                  　(22.7.6)

　　 舗装

 10 ．ブロック系舗装

 9 ．透水性ｱｽﾌｧﾙﾄ

  車道部                                              (22.6.2)（22.6.3）(表22.6.1)

 11 ．区画線等 　トラフィックペイント　JIS K 5665                                       

　※溶触型（厚1.5）　・加熱型（厚1.0程度）

　区画線幅　※１５０　　・（　　　　　）

　・身障者用駐車場スペース表示（1500角）

　・駐車スペースナンバー表示（ 350角）

　ジオテキスタイル　・適用する(60g/㎡)　　・適用しない

　照明器具　※あり　　・なし

  施　　錠　※あり　　・なし

　材種　※ステンレス製（上下式鎖内蔵型）　　・（　　　　　　　　　　　　　）

  形状　※スプリング付き　　・スプリングなし

　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　家具専門メーカーの製作品とする。

  合板類

  　ホルムアルデヒドの放散量　※F☆☆☆☆　　　・（　　　　　　　　）

  ミディアムデンシティファイバーボード（ＭＦＤ）及びパーティクルボード

  　ホルムアルデヒドの放散量　※F☆☆☆☆　　　・（　　　　　　　　）

　接着剤及び塗料の配布に当たっては、使用方法及び塗布量を十分に管理し、適切な乾燥

　時間をとるものとする。また、施工時、施工後の通風、換気を十分に行い、室内に発散

　した化学物質等を室外に放出させる。

 12 ．煙突ライニング

　　  適用安全使用温度　※６５０℃　　・（　　　　）℃

　・煙突用成形ライニング材                                             　 (20.2.13)

                                                                      　　(20.2.14) 13 ．ブラインド

 14 ．ロールスクリーン

 15 ．カーテン及び

 ・１本操作コード ※2本操作コード

　材種、品質等　（　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　         　）　　(20.2.15)

                                                         　   （20.2.16）(表20.2.1)
ひだの種類

　カーテンレール　(JIS A 4802)

 16 ．ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ及び

 17 ．コーナービード

 18 ．天井見切縁

 19 ．点検口

 20 ．くつふきマット 　材種　※塩化ビニル製又はゴム製（受枠ステンレス製）SUS304

        ・硬質アルミニウム製（受枠硬質アルミニウム合金製）

　　　　・ステンレス製（受枠ステンレス製）SUS304

 21 ．鋼製書架及び

 22 ．旗ざお

 23 ．旗ざお受金物

 24 ．流し台ユニット

 25 ．視覚障害者用

 26 ．既製フェンス

 27 ．かぎ箱

 28 ．敷地境界標

    　　・花こう岩類の石材（文字記号等入り）

　種類　※コンクリートブロック製（市販品）

 29 ．屋外掲示板

 30 ．車止め支柱

 31 ．新聞受・郵便受

 32 ．木製家具

 33 ．収納・収納家具

 34 ．施工中の安全管理

　・硬質ポリ塩化ビニル管

　※Ｂ形（ゴム接合）

　※図示による　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (21.2.1)

　材　　質　・鋼製　　  ・ステンレス製　　・（　　　　　　　）             (21.2.1)

                                                                    (22.8.2)(22.8.3)
　種　類　
　厚　さ

・ｺﾝｸﾘｰﾄ平板舗装　
※６０　 

・ｲﾝﾀｰﾛｯｷﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ舗装　
※歩行部６０ ※車道部８０　           

・(　　　　 ）
・(　　　　 ）

ルーフドレイン含む

タラップ含む

電極棒（フロートスイッチ含む）

消火栓始動器（起動装置）

A　－　04建築工事特記仕様書(4)
－

　材種　※アルミニウム製（既製品）　　・鋼製　　・（　図示　　　）

　色彩　※シルバー　　・着色　　・（　図示　　　）

  形状　※溝幅９０×深さ１５０　　・溝幅（　150　）×深さ（　120　）

　材種　※ステンレス製　　・（ 　樹脂製       ）

  ステンレス流し台  仕様・寸法（　図示　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

階段

図示

  ・鋼管フェンス              ・（　図示　）



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 解体工事等特記仕様書(1)
－

○

（「工事写真撮影ガイドブック 建築工事編及び解体工事編」参照）

１
　
一
般
共
通
事
項

Ⅱ　解体工事等仕様

　

　

・ ・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

６
　
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
建
材
除
去
工
事
現
場
管
理
等

　　

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７
　
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
吹
付
け
材
の
除
去
工
事

２
　
調
査
・
計
画

５
　
解
体
工
事

４
　
土
工
事

３
　
仮
設
工
事

３．工事概要

２．工事場所

４．別途工事

項  目 特　　記　　事　　項

　現場内で発生する建設副産物の処理については、現場内において発生する品目ごとに分

別し指定された場所へ集積すること。

　また、施工区分表に積み込み・運搬・処分までの指示がある工事については、現場内に分

別保管場所（他業者の分別したものを含む）を設置するとともに、再生資源の利用の促進に

関する法律、建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律、廃棄物の処理及び清掃に関

する法律、建設廃棄物処理方針その他関係諸法令等によるほか、建設副産物適正処理推進

要綱に従い、指定された方法により適正に処理を行うこと。

　工事に際しては、工事着手時に建設副産物処理計画書、再生資源利用計画書等を、工事

竣工時に建設副産物の処理結果報告書、再生資源利用実施書等を提出すること。

１．標　準　仕　様

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項はすべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建築物解体工事共通仕様書

２．特　記　仕　様

１）項目は番号に○印のついたものを適用する。

２）特記事項は○印のついたものを適用する。

○印のつかない場合は、※印のついたものを適用する。

○印と※印のついた場合は、共に適用する。

３）特記事項に記載の 解（　　　　　）は、建築物解体工事共通仕様書、（標仕　　　　）は、公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

　また改（　　　　　）は、公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）の当該項目、当該図、または当該表を示す。

４）形状寸法の単位は特記なきかぎり、ミリメートルとする。

章

１．　工事範囲 ・ 建築物

・ 付属構造物

・ 地上部

・ 浄化槽

・ 建物内配管配線

・ 地下部

・ 貯油槽

・ 杭

・ 杭

・ （　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　）

・ 電気設備

・ 建物への引込線

・ 電気設備機器 ・ （　　　　　　　　　　）

・ 敷地への引込線（廃止）

・ 給排水設備 ・ 建物内配管配線 ・ 衛生設備機器

・ 建物への引込管 ・ 敷地への引込管（玉下ろし）

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 空調設備 ・ 建物内配管 ・ 空調設備機器

・ 建物内風道

・ 建物内配管・ ガス設備

・  建物への引込管

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 敷地への引込管（廃止）

・ ガス設備機器 ・ （　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　）

・ 門、門塀・ 屋外付帯 ・ 塀、フェンス

・ 植栽（　　　　　　　　）

・ 有害廃棄物の処理

・ 廃ＰＣＢ ・ 特定フロンガス ・ 廃石綿等 ・ （　　　　　　　　　　）

・ 什器、備品類等の撤去

オイルタンク内のオイル

建物管理者

※ ・

・

・

・

※

・

・・

・

・

※

※

※ピット（浄化槽、便槽）汚泥

使用されていた酸、アルカリ、薬品等の残さ

医療系特別管理産業廃棄物、放射性廃棄物

フロン、ハロン使用機器

２．　適用基準等 　・廃棄物の処理及び清掃に関する法律

　・建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律　

　・建築改修工事監理指針

　・建築工事安全施工技術指針

　・建設工事公衆災害防止対策要綱

　・建設副産物適正処理推進要綱　　　　

　・建設廃棄物処理指針

国土交通省

国土交通省

国土交通省

国土交通省

厚生労働省生活衛生局

環　境　へ　の　配　慮　に　つ　い　て

　「国による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」により、環境負荷

　の低減できる材料を選定すること。

　指定品目、判断基準は「福岡県環境物品等調達方針」によること。

　ダンプトラック等による工事用資機材等の超過積載を行わないこと。さし枠の装置等又は物品

　積載装置の不正改造をしたダンプトラックは工事現場内に出入りさせないこと。

区分 分類

※カラー

・ モノクロ

規格

※サービス版

部数

※１部

・

原版の大きさ

24×36以上

又はﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像

備　考

監督員の承諾する

撮影者

監督員の承諾する

撮影者

特に地下構造物撤去

部分

監督員の承諾する

専門業者

24×37以上

又はﾃﾞｼﾞﾀﾙ画像

※１部

・

※１部

・

※１部

・

※着工前

※施工中

※完成時

※カラー

・ モノクロ

※サービス版

・ 

・

※サービス版

・ 

・ ビデオ

・

※カラー

・ モノクロ

・

　種類及び記入内容

※「標仕」表１．７．１による ・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

内容の変更時は変更があった日から１０日以内に、完成時は完成後１０日以内に、工事実績情

11．　工事実績情報の登録

10．　完成図

７．　過積載の防止

報サービス（ＣＯＲＩＮＳ）に基づき、「建設情報実績」を作成し、建築都市総務課契約室の

確認を受けた後に、（一財）日本建設情報総合センターに提出しなければならない。

また、（一財）日本建設情報総合センター発行の「登録内容確認書」の写しを建築都市総務課

契約室に提出しなければならない。

問い合わせ先　〒812-0013　福岡市博多区博多駅東3-11-28 博多サンシティビルⅡ 6階

（一財）日本建設情報総合センター九州地方センター

TEL  092-411-3664 FAX  092-411-3486

１．　解体対象物の調査 ・ アスベスト含有建材の有無

・ ＰＣＢ使用機器の有無

・ オイルタンク内のオイルの有無

・ ピット（浄化槽、便槽）汚泥の有無

・ 使用されていた酸、アルカリ、薬品等の有無

・ 医療系特別管理産業廃棄物、放射性産業廃棄物の有無

・ ハロン、フロン使用機器の有無

・ 什器、備品類等の有無

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２．　敷地状況の調査

３．　工事説明会

４．　発生材の処理

敷地内障害物の調査

敷地内配管、配線の調査

地下水位の調査

・ 行う

・ 行う

・ 行う

・ 行わない

・ 行わない

・ 行わない

・ 行わない※行う近隣への工事説明会

建　設　副　産　物　の　処　理　に　つ　い　て

　資源の有効利用、環境負荷の低減等を図り、「資源循環型社会」を構築するため、建設副

産物の発生抑制、再利用、適正処理を推進する。

指定副産物（原則として再資源化施設へ持ち込むもの）

・ がれき類（コンクリート塊）（アスファルト塊）

・ 木くず

・ 建設発生土

・ 汚泥

その他の副産物

・ 廃プラスチック

・ ガラス、陶磁器くず

・ 廃石こうボード

・ 金属くず ・ 繊維くず

　特別管理産業廃棄物

・廃石綿等

「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル（環境省大気保全局）」及び、

「石綿障害予防規則（平成17年7月1日施行）」に従い、収集・運搬・処分を行う。

・廃ＰＣＢ等

「電気事業法：電気関係報告規則」及び「ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推

進に関する特別措置法」に従い、報告書の作成・届出を行うとともに、適正に保管でき

るようにして施設管理者に引き渡すこと。

※参考受入場所は現場説明書による

を文書にて監督員に報告すること。

工事に伴って、障害となるすべてのものを撤去・移動もしくは保護処置を行う場合は、監督員の

承諾を受けること。

※要する ・ 要しない

５．　近隣対策

６．　障害物対策

７．　施工計画書

８．　各種届出等 各種許可申請及び届出

許可申請・届出等 提出先 提出者

県知事（各建築行政窓口）

電力会社

電力会社

（財）電気絶縁物処理協会

九州経済産業局

電話会社

水道局

ガス会社

消防署

消防署

消防署

保健所

道路管理者

道路管理者

警察署

警察署

市町村（公害係）

・ 建築物除却届

・ 電灯、電力撤去申込

・ 自家用電気廃止申込

・ ＰＣＢ使用電気機器保有状況調査票

・ ＰＣＢ使用電気機器保管場所変更届出書

・ 電話機撤去申込書

・ 水道使用中止届

・ ガス装置撤去申込

・ 危険物貯蔵所廃止届

・ 危険物仮貯蔵仮取扱届

・ 圧縮アセチレンガス等の貯蔵取扱届

・ 浄化槽廃止届

・ 道路占用許可申請

・ 特殊車両通行許可申請

・ 道路使用許可申請

・ 通行禁止道路通行許可申請

・ 特定建設作業実施届

１．工事名称

Ⅰ　工　事　概　要

許可申請・届出等 提出先 提出者

労働基準監督署

労働基準監督署

市町村（水道部局）

・ 労働基準法に関する各種届出

・ 労働安全衛生法に関する各種届

・ 給水の開栓に関する届

１．　監督員事務所

２．　工事用水

３．　工事用電力

４．　危険防止

・ 設けない

備品については監督員の指示による。

構内既存の施設 ・ 利用できる（※有償　　・ 無償） ※利用できない

構内既存の施設 ・ 利用できる（※有償　　・ 無償） ※利用できない

仮囲い等

設置方法

・ 設けない ※設ける

ゲート ・ パネル（Ｗ＝　　　　ｍ）

・ ハンガー（Ｗ＝　　　　ｍ）

・ メッシュシート ・ 防炎シート ・ 枠付き金網

・ （　　　　　　　　　　）・ アルミ防音パネル・ 防音シート

・ 防護柵（朝顔） ・ ダブルネット

垂直防護施設

水平防護施設

防護施設等取付足場

・ 単管一本足場

・ 監督員の指示による

・ 監督員の指示による

※図示による

※工事期間中

設置範囲

設置期間

手　す　り　先　行　足　場　に　つ　い　て

　足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン」について」（厚生労働省　基発

　安心感のある足場に関する基準」に適合する手すり、中さん及び幅木の機能を有する足場とし、

５．　構台

６．　工事表示板等

７．　工事車両の出入口

養生構台

乗入れ構台

・ 設置する（図示による） ・ 設置しない

・ 設置しない

監督員の指示による。

工事用車両の出入口では、一般通行人及び一般車両の安全確保に努めること。

交通誘導員 ・ 配置しない

１．　埋戻し及び盛土

２．　建設発生土の処理

３．　地均し

４．　山留め工事

種別 ・ Ａ種 ・ Ｂ種 ・ Ｃ種 ・ Ｄ種

・ 構内指示の場所に敷き均し・ 構内指示の場所に堆積※現場説明書による

・ 不陸直し ・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ のり切りオープンカット工法

・ 自立山留め工法（・ 親杭横矢板　　　・ シートパイル）

・ 山留め壁（・ 親杭横矢板　　　・ シートパイル　　　・ 柱列　　　・ 連続壁）

・ 水平切りばり工法

・ アースアンカー工法

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５．　排水工事 ・ かま場排水

・ 井戸排水

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ ウェルポイント工法

・ ディープウェル工法

使用する建設機械等については、低騒音型・低振動型・排気ガス対策型とする。

２．　とりこわし

１．　使用機器及び機材

木造の解体

内装材、造作材の撤去

外装材屋根葺き材の撤去

軸組構造材の撤去

基礎、土間の撤去

鉄骨造の解体

内装材、造作材の撤去

外装材屋根葺き材の撤去

鉄骨部材の撤去

基礎、土間の撤去

ＲＣ造、ＳＲＣ造の解体

内装材、造作材の撤去

地上部分の撤去

地下部、基礎部の撤去

鉄骨部材の撤去

引き抜き工法

・ プレボーリング

・ ケーシングオーガー・ ケーシングジャッキ

・ 直接引き抜き

粉砕工法

・ ロックオーガー・ ドーナツオーガー

・ オールケーシング（ベノト）

４．　安全対策等

３．　杭の撤去

５．　公害の防止

６．　準備作業

工事に際しては、墜落災害の防止、飛来落下災害の防止に努めるとともに、地域住民及び周

辺環境への影響を最優先に考慮し、安全かつ円滑なる行程で工事を進めること。

粉塵の飛散防止のため、高圧ジェットポンプ等により十分な散水を行うこと。

（１）解体対象物、敷地状況及び周辺状況の調査

（２）関連法規と各種規制事項の確認

（３）各種許可申請、届出（各種廃止届含む）等の手続き及び関係機関との調整

（４）施工計画書、建設副産物処理計画書、再生資源利用計画書の作成

（５）近隣への工事説明会の実施

（２）工事用水、工事用電力の確保

（１）仮囲い及び出入口の設置

（３）監督職員事務所の設置

（４）足場、防護施設（防音パネル、防護柵等）、山留め及び構台等の設置

（５）設備関係引き込み配管及び配線の除去

（６）解体障害物の移設及び養生

（７）交通誘導員の配置

７．　仮設作業

８．　解体作業

９．　集結作業

（１）什器・備品類等の撤去（特記されたものに限る）

（２）有害廃棄物の撤去

１）アスベスト含有物の撤去搬出

２）ＰＣＢの処理

３）ハロン・フロンの処理

（３）処理方法の異なるものの撤去搬出

１）蛍光管

２）電線

３）その他第２章第４項による分類

（４）内装材、造作材の撤去搬出

（５）外装材の撤去搬出

（６）建具撤去搬出

（７）屋根葺材の撤去搬出

（８）床材の撤去搬出

（９）地上部構造材の撤去搬出

（１０）埋め戻し及び整地

（１）仮設物の撤去

（２）障害物等の原形復旧

（３）損傷部分の原形復旧

（４）竣工図書及び建設副産物処理結果報告書・再資源利用実施書の提出

（５）竣工検査立ち会い

（６）工事完了時は地中部分の撤去状況を確認するため、監督員の指示に従いバックホウを準備

しておくこと。

 1．現場代理人

 ２．作業管理者

 3．除去処理作業

管理者の選任

 4．除去処理作業

従事者の資格

現場代理人とは、工事請負規約書に規定する現場代理人という。

石綿作業主任者の資格を有する作業管理者とする。

除去作業管理者は、除去作業全般を統括すること。

行する作業手帳を有し、除去作業管理者の指示を受け作業を行うこと。

範囲科目

石綿等の有害性

石綿等の使用状況

発散を抑制するた

石綿等の粉じんの

めの処置

保護器具の使用状況

その他石綿等のば

く露の防止に関し

必要な事項

石綿の性状、石綿による疾病の病理及び病状

石綿を含有する製品の種類及び用途、事前調査の方法

建築物又は工作物の解体等の作業の方法、湿潤化の方法

作業場所の隔離の方法、その他石綿等の粉じんの発散を

抑制する為の処置についての必要な事項

保護具の種類、性能、使用方法及び注意事項

1時間

1時間

時間

施工の確認及び報告

（１）アスベスト管理地区を設定し、養生が完了した段階。

（２）アスベスト含有吹付け材の除去作業が完了した段階。

（３）アスベスト粉じん濃度の測定整備が完了した段階。

（４）内部足場を取り外す前の段階。

（５）その他監督員により指示のあった時。

 6．濃度の測定 アスベスト粉じん濃度の測定

周辺環境及び監督員が指示する箇所において空気中のアスベスト濃度測定を行うこと。

（２）測定方法はJIS K 3850-1（空気中の繊維状粒子測定方法-第1部：光学顕微鏡法

及び走査電子顕微鏡法）による。

（３）測定は、厚生労働省・都道府県基準局に登録されている作業測定機関又は、こ

れと同等の技術を有するものに委託し、その測定機関が証明する測定結果を監督員に

提出する。

 1 ．施工調査等 　施工調査等は、特記による。特記がなければ、次による。

(ⅰ) 処理工事に当たり、あらかじめ事前の施工調査等を次の事項について行う。

調査結果は、図面により記録し、監督職員に提出する。

①　アスベスト含有吹付け材使用部位の確認

②　アスベスト含有吹付け材層の厚さの確認

③　施工範囲と工事管理区分の確認

④　更衣施設等の仮設計画

⑤　廃棄物などの搬出方法

（ii）アスベスト粉じん濃度測定

①　アスベスト粉じん濃度測定は、特記がなければ、表９.１.９による。

測定時期

作業開始前

作業中

作業終了

位置

・図示による

・図示による

・図示による

個所

・（　　　）

・（　　　）

・（　　　）

表９.１.９の他に上記の位置を測定とする。

②　処理作業後の測定は、負圧・除じん装置で、粉じんを十分に吸引ろ過したか

 又は粉じん飛散抑制剤吹付け後、噴霧した粉じん飛散抑制剤が沈殿したと思われる

　時期において実施する。

③　アスベスト粉じん濃度の測定方法は、JIS K 3850-1による。

④　次の項目について記録し報告する。

　ア. アスベスト含有建材の種類

　イ. 測定点の位置

　ウ. 測定日時、天候、気流

　エ. 試料採取条件

　ク. 繊維総数

　ケ. 定量限界

　キ. 計数条件（HSEテストスライドの読取グループ番号を含む）

　カ. 使用顕微鏡の種類（開口数を含む）

　オ. 標本作成方法

　箇所及び方法については、監督員の指示による。

　工事に際し、取合部その他本工事範囲外の部分に汚損が生じた場合、または障害物等を移

　設・切りまわしを行った場合は、原形に復元する。

８．　原形復旧

９．　工事写真等

（標仕1.7.2）

※設ける　　（　　　　　）㎡程度 解（2.3.1）、改（2.3.1）

・ シート（Ｗ＝　　　ｍ）

・ 枠組本足場（Ｗ＝　　　ｍ）

・ 設置する（幅員　　　　ｍ、長さ　　　　ｍ）

（標仕3.2.3）

・（　　　　　　　　）

・ 配置する（　　名以上）

※手ごわし

※手ごわし

※機械、手ごわし併用

※圧砕機、ブレーカ併用

※手ごわし

※機械、手ごわし併用

※ガス切断

※圧砕機、ブレーカ併用

※手ごわし

※圧砕機、ブレーカ併用

・ （　　　　　　　　　　　　）

※圧砕機、ブレーカ併用

※ガス切断 ・ 鉄骨切断カッター

・ バイブロケーシング

・ （　　　　　　　　　　　　　　　）

・ 深基礎

・ （　　　　　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　）

・ 圧砕機、転倒併用

・ 両者併用・ 機械解体

・ （　　　　　　　　　　　　）

・ 鉄骨切断カッター

・ （　　　　　　　　　　　　）

・ 両者併用

・ （　　　　　　　　　　　　）

・ （　　　　　　　　　　　　）

・ 両者併用

・ 両者併用・ 機械解体

・ 機械解体

・ 機械解体

0.5時間

改（9.1.2）

 5．安全対策及び協議 安全衛生に関する管理者は、現場代理人が選任者になり、関係法令等に従ってこれを

行う。また着工に先立って工期・工事方法及び安全の為の立入禁止区域の設定等につ

いて当該施設関係者、監督員と十分に協議し施工計画に盛り込むこと。

除去作業に従事する作業者は事前に、一般健康診断（石綿を取り扱う場合は6ヶ

月ごと）・じん肺健康診断・アスベストに関する特化則による健康診断の実施につい

ては、下記の記載の場合は除くことができる。

ア．じん肺健康診断

・除去処理作業に従事する期間において、3年以内に診断を実施した者とする。

イ．石綿障害予防規則による健康診断

・除去処理作業に従事する期間において、6ヶ月ごとに診断を実施した者とする。

労働安全衛生法（昭和47年法律57号）、労働安全衛生法施行令

（昭和47年政令第318号）、労働安全衛生規則（昭和47年労働省

令32号）及び石綿障害予防規則中の関係条項、石綿等による健

康障害を防止するため当該関係条項、石綿等による健康障害を

防止するため当該業務に付いて必要な事項

 1時間

1時間

24×36以上

・ シート張り

・ ロープ張り

３．　適用範囲等

４．　文化財その他埋蔵物

５．　施工中の安全確保

　・石綿粉じんへのばく露防止マニュアル

　・建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル

　・石綿障害予防規則

　・特定化学物質等障害予防規則　

　・労働安全衛生法　

建設業労働災害防止協会

環境省大気保全局

厚生労働省労働基準局

厚生労働省労働基準局

厚生労働省労働基準局

すべての設計図書は相互に補完するものとする。

ただし、設計図書間に相違がある場合、設計図書の優先順位は、次の（１）から（５）の順番

のとおりとする。

（１）質問回答書（（２）から（５）に対するもの）

仕様書（以下「標仕」という。）、公共建築改修工事標準仕様書（以下「改修標仕」という。）

（２）現場説明書

（３）特記仕様書

（４）図面

（５）建築物解体工事共通仕様書（以下「解体共通仕様書」という。）及び公共建築工事標準

工事の施工に当たり、文化財その他の埋蔵物を発見した場合は、直ちにその状況を監督員

に報告する。その後の措置については、、監督員の指示に従う。

建築基準法、労働安全衛生法、その他関係法令等によるほか、「建設工事公衆災害防止対

策要綱」に従うとともに、「建築工事安全施工技術指針」を参考に、常に工事の安全に留意し

て現場代理人が管理を行い、施工に伴う災害及び事故の防止に努める。

建築基準法、環境基本法、騒音規制法、振動規制法、大気汚染防止法、廃棄物処理法、土

工事に伴い発生する廃棄物は選別等を行い、リサイクル等再資源化に努める。

排　出　ガ　ス　対　策　型　建　設　機　械

　「排出ガス対策型建設機械指定要領」に基づき、指定された建設機器を使用すること。

　（対象機種：バックホウ、ブルドーザ、トラクターショベル（車輪式）、空気圧縮機（可動式）、

　油圧ユニット（油圧ハンマ・アースオーガ油圧式鋼管圧入引抜機・油圧式杭圧入引抜機

　アースオーガ・オールケーシング掘削機・リバーサーキュレーションドリル・アースドリル

　地下連続壁施工機・全回転型オールケーシング掘削機の基礎工事用機械のうち、ベース

　マシンとは別に独立したディーゼルエンジン駆動の油圧ユニットを搭載しているもの）、ロー

　ドローラ、タイヤローラ、振動ローラ、ホイールクレーン、発電発動機（可動式（溶接兼用機

　を含む））但し、以上はディーゼルエンジン（エンジン出力7.5Kw以上260Kw以下）を搭載した

　ものに限る。

６．　環境保全等

解（1.1.1） 改（1.1.1）

解（1.1.12） 改（1.1.12）

解（1.3.6） 改（1.3.7）

解（1.3.9）

改（1.3.11）

等によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」に従い、周辺環境の保全に努める。また、

壌汚染対策法、資源の有効な利用の促進に関する法律、建設リサイクル法その他関係法令

（建築工事編）（令和４年版）」による。

（平成２４年版）」、及び同上監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和４年版）」、「公共建築改修工事標準仕様書

工事受注者

受注者は、工事請負額が５００万円以上の工事について、受注時は契約後１０日以内に、登録

工事に伴う現場周辺からの苦情については、受注者が誠意を持ってこれに対処し、その内容

県（工事受注者代行）

県（工事受注者代行）

県（工事受注者代行）

県（工事受注者代行）

県（工事受注者代行）

県（工事受注者代行）

県（工事受注者代行）

県（工事受注者代行）

県（工事受注者代行）

工事受注者

工事受注者

県（工事受注者代行）

工事受注者

工事受注者

工事受注者

工事受注者

工事受注者

工事受注者

工事受注者

工事受注者

※ 鋼製仮囲い（Ｈ＝　　　ｍ）　

工事受注者は、除去作業管理者を選任し、除去工事現場に常駐させること。

除去作業従事者は、下記のあげる事前教育及び健康診断を受けた者で工事受注者の発

（１）工事受注者は、除去処理工事の工事着工前、工事中及び除去完了後の作業所内

　足場の組立て、解体又は作業の変更は、「手すり先行工法による足場の組立て等の作業に関する基

　準」の２の（１）手すり据置方式又は（２）手すり先行専用足場方式により行うこと。

　1226第2号令和5年12月26日）の「手すり先行工法等に関するガイドラインにより、「働きやすい

津屋崎中学校校舎増築１期工事

福岡県福津市津屋崎1丁目5-16

　・ 週休２日促進工事　　　　　　　　　　　　　 ・快適トイレ設置対象工事　

　・ 入札時積算数量書活用方式対象工事　　 　　　・余裕工期設定工事（１章８項参照）

５．その他(○印のついたものを適用する。)

・ 舗装（　アスファルト舗装　　）

・ （　駐輪場、渡り廊下　　）

A　－　05

1期増築工事に伴う解体工事(屋外倉庫、駐輪場、渡り廊下)

解　　体　　工　　事　　等　　特　　記　　仕　　様　　書



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
－

解体工事等特記仕様書(2)

1
　
　
仮
設
工
事

（各処理作業室ごと）

●

　装置の性能確認を行うこと。

８
　
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
保
温
材
等
の
除
去
工
事

仕　　上　　復　　旧　　特　　記　　仕　　様

施　行　区　分　表　　　　　（○印を塗りつぶしたものを適用する）

建
築

解
体

電
気

電
話

衛
生

空
調

ガ
ス

別
途

２
仕
上
復
旧
工
事

9　
ア
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ベ
ス
ト
含
有
成
形
板
の
除
去
工
事

７
　
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
吹
付
け
材
の
除
去
工
事

⑤　報告書は、（※５　・　　部）作成し監督職員に提出する。

⑥　測定機関は、都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関とする。

測定時期 重要度 測定場所

表９.１.９　測定点の取り方

測定点数
備考

2又は3点

2点

2点

1点

1点

4方向各1点

2点

4方向各1点

空気の流れ

の性能確認
除じん装置

を確認

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地境界

処理作業室内

セキュリティーゾーン入口

負圧・除じん装置の排出口

（処理作業室外の場合）

施工区画周辺又は敷地境界

処理作業室内

施工区画周辺又は敷地境界

△

△

△

◎

◎

○

◎

△

処理作業前

処理作業中

処理作業後

（隔離シート

撤去前）

(注） １．重要度の記号は、◎は必須、○は条件により必須、△は望ましいという意味である

２．施工区画とは、処理作業室、セキュリティーゾーン、廃棄物置場、資材置き場を含む

　範囲で、セキュリティーゾーン、負圧・除じん装置の排出口が施工区画周辺に設置され

　ている場合の測定点は2点となる。

3.各施工箇所ごとの室面積が50m2以下までは２点,300m2以下までは３点とする。

　300m2を越えるものは、監督職員と協議する。

４．処理作業中にセキュリティーゾーン入口におけるアスベスト粉じん濃度測定の場合は、

　セキュリティーゾーン内の空気の流れ（処理作業室内に空気が流れている）を、また

　負圧・除じん装置の排出口におけるアスベスト粉じん濃度測定の場合は、負圧・粉じん

 2 ．施工計画 (1) 施工業者

　施工業者は、工事に相応した技術を有することを証明する資料を、監督職員に提出する。

(2) 作業管理者

　石綿作業主任者の資格を有する作業管理者を選任し管理させる。

(3) 特別管理産業廃棄物管理責任者

　排出事業者者は、特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を有する者を選任し管理させる。

(ⅰ) 着工に先立ち、処理工事に伴うアスベスト粉じんの飛散防止対策を盛り込んだ

施工計画書を施工調査等の結果に基づき作成し、監督職員の承諾を受ける。

(ⅱ) 施工計画書に記載すべき事項は、次のとおりとする。

①　工事概要

　ア. 工事名称

　イ. 工事場所

　ウ. 工事期間

　エ. 工事内容（部位別の状況及び工法）

　オ. その他

②　管理組織（工事管理者，石綿作業主任者，特別管理産業廃棄物管理

責任者等）

③　安全衛生管理及び飛散防止対策

④　使用用具，機器類，材料及び調合

⑤　工事の流れ

⑥　仮設計画（足場，養生）

⑦　作業要領（作業計画図面を含む。）

⑧　確認，検査方法及びトラブル時の対応方法

⑨　アスベスト廃棄物処理計画

⑩　添付書類

　ア. 工事工程表

　イ. 使用処理剤の説明

(4) 官公署その他への手続き等

⑪　その他必要事項

一般建築工事の手続きの他、次の手続きを行う。

①　労働安全衛生法の工事計画書（所轄労働基準監督署）。

③　特別管理産業廃棄物管理責任者設置報告書（都道府県知事または保健所設置市）。

④　特性粉じん排出等作業実施届出書（都道府県知事または市長）。

⑤　その他、地方公共団体が定めている届出書類。

(1) 休憩室の設置

(ⅱ) 十分湿らせたマット，衣服用のブラシ，真空掃除機等を備える。

(ⅰ) 作業場以外の場所に設置する。

(2) 洗浄設備

(ⅰ) 洗顔，洗身，うがいの設備を設ける。

(ⅱ) 更衣設備，衣服洗浄の設備を設ける。

(3) 負圧防じん装置の設備

 3 ．安全衛生管理

ＨＥＰＡフィルタを備えた負圧防じん装置を設置する。

(4) 表示，掲示

(ⅰ)特定化学物質等作業主任者名と職務内容，関係者以外立入禁止,喫煙･飲食の

禁止，アスベスト除去作業中等の表示を行う。

(ⅱ) アスベストの有害性，取扱い上の注意事項，使用すべき保護具の掲示を行う。

(ⅲ) アスベスト使用の有無に関する事前調査年月日、当該調査の方法及び結果の概要

の掲示を行う。

(5) 作業の隔離

（ⅰ）除去に伴いアスベストを作業場から外部へ飛散させないため、プラスチック

シート等を用いて隔離する。

(ⅱ) 隔離した作業場への作業員の出入りによるアスベストの飛散を防止するため、

セキュリティーゾーンを設置する。

(6) 保護具・保護衣

(ⅰ) 隔離された作業場所において、石綿等の除去を行う作業者は、電動ファン付き

呼吸用保護具又はこれと同等以上の性能を有する空気呼吸器、酸素呼吸器もしく

は送気マスクを使用する。

(ⅱ) 作業者は、アスベストが付着しにくく、付着したアスベストが容易に除去できる

作業衣服または保護服を使用する。

 4 ．除去処理工事 　工法

（a) 除去工法は、特記による。特記がなければ以下による。

（２）除去するにあたっては、飛散抑制剤等の効果を確認し、ケレン棒等によりアスベスト含有吹

付け材を掻き落とす。

（３）付着しているアスベスト含有吹付け材が残った場合は、再度湿潤化し、ワイヤーブラシ等を

使用して取り除く。

（４）十分に除去が行われたことを確認した後に、除去面に粉じん飛散防止剤を散布する。

(b) 除去物及び汚染物等

除去したアスベスト含有吹付け材等の処理は以下により、適用は特記による。特記がなければ

密封処理とする。

（１）密封処理（二重袋梱包）

（ⅰ）除去作業所において、除去したアスベスト含有吹付け材は、適宜、プラスチック袋の中に入れ、

粉じん飛散抑制剤等を散布することにより湿潤化して、密封する。

（ⅱ）前室で高性能真空掃除機により、プラスチック袋に付着している粉じんを除去する。

（ⅲ）前室又は洗浄室で、更にプラスチック袋をかぶせ、密封し、「廃石綿等」である旨の表示を行う。

（２）セメント固化

（ⅱ）プラスチック袋で二重にかぶせ、密封し、「廃石綿等」である旨の表示を行う。

分な強度が得られる配合とする。

（ⅰ）アスベスト含有吹付け材をセメントによって固化する場合は、アスベストが飛散しないように十

 5 ．汚染物処分工事 (2) 除去物及び汚染物の処分等

(ⅰ) 除去したアスベスト含有吹付け材の処理方法は、以下による。

①　密封処理の場合

イ. 除去作業場所において、除去したアスベスト含有吹付け材をプラスチック袋

ア. 除去したアスベスト含有吹付け材は、適宜密封する。

　の中に入れ、粉じん飛散抑制剤等を散布することにより湿潤化して、密封する。

ウ. 前室で高性能真空掃除機により、プラスチック袋に付着している粉じんを除去する。

エ. 保護衣等着脱室で、更にプラスチック袋をかぶせ、密封し、「アスベスト含有吹付け材」

　である旨の表示を行う。

オ. 除去したアスベスト含有吹付け材等の保管、運搬及び処分は、廃棄物の処理

　及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）の規定を遵守し行う。

　なお、これを委託する場合は、都道府県知事（政令市長）の許可を受けている

特別管理産業廃棄物処理業者（運搬業者）と特別管理廃棄物処理に関する契約を

結び、廃棄物処理場の現地確認等を行うこと。

②　除去したアスベスト含有吹付け材を固化処理する場合

ア. アスベスト含有吹付け材をセメントによって固化する場合は、アスベストが

　飛散しないように十分な強度が得られる配合とする。

イ. アスベスト含有吹付け材を溶融化する場合は、アスベスト含有吹付け材の中間処理

　に適する溶融施設によって行う。

ウ. 処理方法は、①オに準ずる。

(ⅱ) アスベスト廃棄物の搬出を行ったときには、適宜、搬出量と処理先を監督員に報

告するとともに、産業廃棄物管理票（マニフェスト）の写しを添付した廃棄物処理報告

を提出する。

 6 ．検査及び後片付け (1) 除去作業が終了後、高性能真空掃除機で床などの清掃を行う。

(2) 監督職員立会いのうえ、除去が十分に行われたかを、目視により検査を行う。

(3) 養生用のプラスチックシートに付着した粉じんの再飛散を防止するために、シート

　全体にまんべんなく粉じん飛散抑制剤を散布する。

(4) 壁面等の養生用のプラスチックシートの撤去は、負圧・除じんを十分に吸引，ろ過

　した時点又は粉じん飛散抑制剤吹く付後、沈降した時点で行う。

(ⅵ) その他必要事項

作業者の作業記録、特殊健康診断記録は石綿則により40年間保存しなければならない。

(ⅴ) 作業者の作業記録、各種健康診断記録、安全衛生教育記録

(ⅳ) 施工調査等記録

(ⅲ) 産業廃棄物処理記録

(ⅱ) 工事記録及び工事写真

(ⅰ) 施工計画書

(2) 施工記録報告書は、下記事項により作成する。

(1) 施工記録報告書を作成し、監督員に提出する。

　　なお、シートは、取り外して粉じん付着面を内側にして折りたたみ、プラスチック

　袋に入れる。

(5) 養生を行っていない足場、仮設材を清掃した後に解体搬出する。

(6) 床養生用プラスチックシートは、粉じん付着面を内側にして折りたたみ、プラス

　チック袋に入れる。

(7) 養生用のプラスチックシート等の廃棄物は、５(2)により処理等を行う。

(8) 後片付け終了後は、高性能真空掃除機で床等の清掃を行う。

 7 ．施工記録

 1 ．施工調査等

 2 ．施工計画書

　施工調査は、特記による。特記がなければ、次による。

(ⅰ)　処理工事に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項について行う。

調査結果は、図面により記録し、監督職員に提出する。

①　アスベスト含有保温材等の使用部位の確認

②　アスベスト含有保温材等の厚さの確認

③　施工範囲と工事管理区分の確認

④　廃棄物などの搬出方法

(ⅱ)　アスベスト粉じん濃度測定は６.１(ⅱ)に準じて行う。

(1) 施工計画書

　着工に先立ち、処理工事に伴うアスベスト粉じんの飛散防止対策を盛り込んだ施工

計画書を施工調査等の結果に基づき作成し、監督職員の承諾を受ける。

　なお、施工計画書に記載すべき事項は、次のとおりとする。

①　工事概要

ア. 工事名称

イ. 工事場所

ウ. 工事期間

エ. 工事内容

オ. その他

②　管理組織

③　安全衛生管理及び飛散防止対策

④　使用用具，器具類，材料及び調合

⑤　工事の流れ

⑥　仮設計画（足場，養生）

⑦　作業要領（作業計画図面を含む。）

⑧　確認，検査方法

⑨　工事工程表

⑩　その他必要事項

(2) 官公署その他への手続き等

　一般建築工事の手続きのほか、地方公共団体が定めている手続きを行う。

 3 ．安全衛生管理 (1) 建物内部で除去作業を行う場合は、作業場所を他の場所を隔離する。

　なお、作業場所において、開閉部位（出入口、喚起孔、窓等）は閉とし、ガラスの破損箇所等で

　開となっている部分を、プラスチックシート等で塞ぐものとする。

(2) 建物外周部で除去作業を行う場合は、当該部分をプラスチックシート等で囲い、

　該部分をプラスチックシート等で囲い、周辺環境へのアスベスト飛散を防止する。

(3)作業場所内では、除去に関する作業以外の作業は厳禁とする。

(4)表示、掲示については「改修標仕」9．1．2(f)に基づいて行う。

(5)アスベスト保温材等の切断、穿孔、研磨等の作業が伴うものは「改修共仕」9.1.3(a)

　に基づき隔離を行う。なお、グローブバック方式を使用して該当除去部分を覆う場合も隔離

　と見なす。

 4 ．除去処理工事 　アスベスト含有保温材等（煙突用断熱材は除く）の除去は可能なかぎり粉じん飛散抑制剤で

　十分に湿潤化した後、手ばらしで行うこと。

　手ばらし以外の除去（グローブバック方式による除去は除く）の場合は、「改修共仕」9.1.3

　および「改修指針」9.1.3による。

(ⅰ)　除去したアスベスト含有保温材の処理方法は、「改修共仕」9.1.3(b)(2)および「改修指針」

　　9.1.3(b)(2)により、密封処理する。

 5 ．汚染物処分工事

(ⅱ)　施工区域内において、アスベスト含有保温材等の廃材を高所から移動する場合は、

　　揚重機を使用して、アスベスト含有保温材等を高所より落下させないこと。

なお、アスベスト含有保温材等の保管、運搬、処分等については、「改修共仕」9.1.3（c）

及び「改修指針」9.1.3（c）による。

　７.６に準じて行う。 6 ．検査及び後片付け

 1 ．施工調査 　施工調査は、特記による。特記がなければ、次による。

　処理工事に当たり、あらかじめ事前の施工調査を次の事項について行う。

調査結果は、図面により記録し、監督職員に提出する。

(ⅰ) アスベスト含有成形板使用部位の確認

(ⅱ) アスベスト含有成形板の種別，厚さ等の確認

(ⅲ) アスベスト含有成形板使用数量の確認

(ⅳ) 施工範囲と工事管理区分の確認

(1) 施工計画書 2 ．施工計画書

(ⅴ) 廃棄物等の搬出方法について

　着工に先立ち、処理工事に伴うアスベスト粉じんの飛散防止対策を盛り込んだ施工

計画書を施工調査等の結果に基づき作成し、監督職員の承諾を受ける。

　なお、施工計画書に記載すべき事項は、次のとおりとする。

①　工事概要

ア. 工事名称

イ. 工事場所

ウ. 工事期間

エ. 工事内容

オ. その他

②　管理組織

③　安全衛生管理及び飛散防止対策

④　使用用具，器具類，材料及び調合

⑤　工事の流れ

⑥　仮設計画（足場，養生）

⑦　作業要領（作業計画図面を含む。）

⑧　確認，検査方法

⑨　工事工程表

(2) 官公署その他への手続き等

⑩　その他必要事項

　一般建築工事の手続きのほか、地方公共団体が定めている手続きを行う。

 3 ．安全衛生管理 (1) 建物内部で除去作業を行う場合は開閉部位（出入口、喚起孔、窓等）は閉とし、

　ガラスの破損箇所等で開となっている部分を、養生シート等で塞ぐものとする。

(2) 建物外周部で除去作業を行う場合は、当該部分を養生シート等で囲う。

(3)施工区画入口に、「アスベスト含有成形板除去中、関係者以外の立ち入り禁止」

　を、作業場所の出入口に呼吸用保護具着用を掲示する。

 4 ．除去処理工事 (1) アスベスト含有成形板の除去

(ⅰ) 除去は、アスベストを含まない内装材及び外部建具等の撤去にさきがけて行う。

(ⅱ) 除去は可能な限り破壊又は破断を伴わない方法で行うものとし、原則として、

　「手ばらし」とする。

(ⅲ) 除去作業中は、原則として散水その他により、アスベスト含有成形板を常に湿潤な

状態として作業を行う。

(2) アスベスト含有成形板の集積，運搬等

(ⅰ) 除去したアスベスト含有成形板の集積及び積み込みに当たっては、高所より投下しな

い事のほか、粉じんの飛散防止に努める。

(ⅱ) 細かく粉砕されたアスベスト含有成形板は、湿潤化の上、丈夫なビニル袋に入れる等、

に提出し、処分が確実に行われたことの確認を受ける。

(ⅰ) アスベスト含有成形板は、関係法理等に従い適切に処分する。

(3) 除去物の処分等

速やかに監督職員に報告し、確実に処理されたことの確認を受ける。

(ⅴ) アスベスト含有成形板の撤去，集積，積込み及び保管等の処理が完了した場合は、

飛散防止に努める。

(ⅳ) アスベスト含有成形板の運搬に当たっては、運搬車両の荷台全体をシート等で覆い

飛散防止の措置を講じる。また、保管場所には、アスベスト含有成形板の保管場所である

ことの表示を行う。

の保管場所を定め、一般の内装材と分別して保管するものとし、シートで覆う等、

(ⅲ) 除去したアスベスト含有成形板を運搬するまでの間、現場内に保管する場合は、一定

飛散防止の措置を講じる。

(ⅱ) 撤去されたアスベスト含有成形板の処分が完了した場合は、マニフェストを監督職員

なお、マニフェストは、アスベスト含有成形板であることを明示する。

(1) 除去作業が終了後、アスベスト含有成形板の破片，破断粉および作業衣等に付着した

粉じんが残存しないように、真空掃除機等により、清掃および片付けを十分に行う。

(2) 監督職員の立会いのうえ、除去が十分に行わらたことを、目視により検査を行う。

(1) 施工記録報告書を作成し、監督職員に提出する。

(2) 施工記録報告書は、７.７により作成する。

 6 ．施工記録

 5 ．検査及び後片付け

 1 ．危険防止

 3 ．工事表示板等

4 ．設備工事との

　　 取合い

　１）仮囲い等　　・設けない　　※設ける

         　　 　　・シート張り 　　　　　　 ・ロープ張り

　　　　　　　　　※施設管理者と協議の上、バリカーによる安全区画を行うものとする。

　　　　　　　　　・ハンガー（W =  　m ）

　垂直防護施設　　・メッシュシート　　・防炎シート　　　　　・枠付き金網

       　　  　   ・防音シート　　　　・アルミ防音パネル　　・（　　　　　　　）

　水平防護施設　　・防護棚（朝顔）　　・ダブルネット　　　　・（　　　　　　　）

　防護施設等取付足場

  設置範囲　   ※図示による　  　・監督員の指示による

　設置期間   　※工事期間中　  　・監督員の指示による

枠組足場を設ける場合は、「手すり先行工法に関するガイドライン」（厚生労働省

手　す　り　先　行　足　場　に　つ　い　て

平成１５年４月）により、設置については同ガイドラインに基づく働きやすい安心感

のある足場とし、二段手すりと幅木の機能を有する部材があらかじめ備えられた手す

り先行専用足場型とするか、または改善措置機材を用いて手すり先行専用足場型と同

等の機能を確保するものとする。

　養生構台　 　・設置する（図示による）　　　・設置しない 2 ．構　　　台

　監督員の指示による。

　乗入れ構台　 ・設置する（幅員　　　ｍ、長さ　　　ｍ）　　　・設置しない

　※施工区分表による

　・施工範囲は下記による

　　・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　※自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

　　※駆動装置が電動による建具類の２次配線及び操作スイッチ

　　※図示した壁、天井の仕上げ材、下地材の切込み及び下地材の補強

　　※図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の型枠及びそれらの補強

　施工図　 設備機器の設置、取合いなどの検討のできる施工図を提出して、監督員の承諾を

受ける。

5 ．総合図での調整 各工事の着工に先立ち、各施工図の基準となる総合図を作成し、監督員の承諾を受ける。

総合図は施工図作成に先立ち、建築・設備・その他別途発注工事業者の情報などをすべて

盛り込んだ図面とし、それらの接点の細部調整を行う。

 1 ．軽量鉄骨天井下地

2 ．せっこうボード

　野縁等の種類                                       　　　    標仕(14.4.2 )(表14.4.1 )

標仕(14.4.3 )

　　屋内　※１９形　　・２５形　　・（　　　　　）

　　屋外　・１９形　　※２５形　　・（　　　　　）

　屋外における野縁等の間隔　（                                 　）

材　種 種　別 張　り　方 厚　さ 備　　　考

・15

・突付け

・目透し

・せっこうボード

・化粧せっこう

　ボード

・無石綿けい酸

　カルシウム板

・木質セメント板

・繊維板

・ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ

・ロックウール吸

・トラバーチン模様

・木目模様

 （裏桟付）

・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板

・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板

・フラット

・凹凸

・下地張り

・上張り

・直張り

・直張り

・打込み

・張付け

・敷込み

・下地張り

※突付け

※目透し

・目透し

・継目処理

・突付け

・9.5

・12.5

※9.5

※9.5

※6　・8

・10 ・12

・（　　　）

・20 ※25

・30

・9.5

・12.5

寸法

・9.5

・12.5

・突付け

・目透し

・下地張り

・上張り

・しな合板

・ラワン合板

　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　・（　　　　　　　）

 　　及び合板張り

 　　その他ボード

 7 ．塗装業者

 5 ．木質繊維吹付け

 4 ．ﾛｯｸｳｰﾙ吹付け

3 ．吸音材 材　　　　種

・ロックウール吸音材

　遮音シール材　※アクリル系シーリング材　　・ジョイントコンパウンド

品　質 ・ 規　格 厚　　さ

・25　・（　　　）

※25

ガラスクロス（ＪＩＳ Ｒ3414-P-17A）額縁張

グラスウール吸音ボード2号32K

ロックウール吸音ボード1号（60K）

・グラスウール吸音材

ガラスクロス張りグラスウール吸音ボード（910×1820）の取付け工法

ポロプロピレン及びプラスチックファスナー留め　４本／㎡程度以上

厚さ色採種類

    ※ホルムアルデヒドの放散量　Ｆ☆☆☆☆等級のもの・（　　      ）    

種類 色採 厚さ

(18.1.3 )

    ※ホルムアルデヒドの放散量　Ｆ☆☆☆☆等級のもの・（　　      ）    

  屋内の壁及び天井の塗装仕上げ材は、建築基準法に基づき防火材料の指定又は認定を受

　けたものとする。　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　　   

　塗料は、トルエン等の含有量が少ない規格品とする。

　ホルムアルデヒド放散量　　　※F☆☆☆☆　・（　　　　　　　）

 6 ．塗装材料

アスベスト除去写真

撮影要領

除去着工前の清掃

ビニール養生（床二重が分かる撮影・壁養生・機器養生等）

クリーンルームの撮影（設置状況、完了時）

負圧除塵装置撮影（フィルター確認状況を含む）

各種掲示板等の撮影

飛散抑制・防止剤噴霧施工時の写真

負圧除塵装置撮影（フィルター確認状況を含む）

袋詰めの撮影

アスベスト除去後の確認時の撮影

飛散防止剤の吹付け時の撮影

産業廃棄物の処理状況の撮影

（保管状況、数量確認、積み込み、搬出、運搬、処理場搬入、

荷下ろし、数量確認、退場の各状況）

各指定段階の濃度測定時の撮影

使用材料、配合状況及び使用機器の状況

その他、監督員が指示する箇所14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

備考

法的手続き含む

工事内容

　電気引き込み撤去工事

　通信　　　　〃

　水道　　　　〃

　ガス　　　　〃

　下水接続撤去工事

　空調フロン回収処理

　浄化槽、便槽の撤去処分

　備品類の撤去処分

　ＰＣＢ使用状態の確認、撤去、引渡

(１）アスベスト含有吹付け材を粉じん飛散抑制剤等により十分湿潤化し、その後に除去する。

　　　ゲート  　　・シート　（W =    　m ） 　・パネル（W =  　m ）

　　　　　　　 ・単管一本足場　　・枠組本足場（W =   　　　　）　・（ 　　　　　　）

・継目処理工法

　※450×910・910×910

専用軽鉄下地材付き

タイプⅡ（無石綿）

音板

  ・（一社）日本塗装工業会の会員　　※監督員の承諾する塗装業者

・一般用   ・( 　    　　)

・一般用   ・( 　    　　)

・着色    ・原色

・着色    ・原色

・10 ・15 ・20 ・( )

・10 ・15 ・20 ・( )

(15.8.2 )

　　　設置方法　　・鋼製仮囲い（H =   m ）　　

総合図の調整は、建築工事の受注者が行い、設備工事・その他の受注者がそれに協力する。

②　石綿障害予防規則の計画届（所轄労働基準監督署）。
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/400
A3：S=1/800

附近見取図

工事場所：津屋崎中学校

住所：福岡県福津市津屋崎1丁目5-16

Ｎ

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑧

⑨

19.00

4.52

2.20

38
.7
4

8.66

11.
74

2.36

13
.7
4

5.56
6.80

89.50

16
2.
39

32.92

87.
74

34.22

87
.4
9

8
2
.
9
8

4
1.
67

4
1
.
2
5

4.74

41
.
18

4.61

79.69

36
.7
3

21
.4
0

27.82

3.
5
7

54.36

25
.6
0

番号 底辺 高さ 倍面積 面積

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

合計

敷地面積

⑬

⑭

⑮

⑯

87.49 19.00

4.52

2.20

38.74 8.66

11.74 2.36

13.74

13.74

5.56

6.80

41.18

36.73

335.4884

27.7064

76.3944

93.4320

162.39 89.50

162.39 32.92

87.74 34.22

82.98

41.67

41.25 4.74

4.61

79.69

79.69 21.40

27.82 3.57

54.36 25.60

14533.9050

5345.8788

3002.4628

1662.3100

375.0696

91.6740

195.5250

189.8398

2927.0137

99.3174

1391.6160

7266.9525

2672.9394

1501.2314

831.1550

187.5348

45.8370

167.7442

13.8532

38.1972

46.7160

97.7625

94.9199

1463.5068

49.6587

695.8080

1705.3660 852.6830

16,026.4996

16,026.49㎡

附近見取図・敷地求積図 A　－　07



受水槽

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

A1：S=1/400
A3：S=1/800

内数値は設計GLからの高低差を示す

(設計GL±0)

普通教室棟

Ｎ

正門

（１項１号道路）
県道

グランド用地

（
１

項
１

号
道

路
）

市有地

特別教室棟

隣
地

境
界

線

可燃 不燃

管理教室棟

多目的ホール

トイレ

16
,0

00

6,000

津
屋

崎
・

中
松

原
４

号
線

（
市

道
）

隣地境界線

配置図　S=1/400

1Y6

1Y4

1Y1

1X1 1X5 1X6

3,
65

0
6,

50
0

19
,8

00

30,000 4,200

23
,0

00

隣
地

境
界

線

駐輪場

受変電設備

駐車場

駐輪場

駐輪場

電柱

採
光

係
数

K
1

算
定

位
置

(
最

小
値

)

△庇位置

▽庇位置

12
.9

0m

算
定

位
置

(最
小

値
)

採
光

係
数

K
3

3
.5

2m

津屋崎中学校校舎増築１期工事

渡り廊下

卓球場

設計概要・配置図

道路境界線<接道距離：119.6ｍ>

道
路

境
界

線
<
接

道
距

離
：

1
2
2
.
1
ｍ

>

道
路

境
界

線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

駐車場

メッシュフェンス
H=1,900

メッシュフェンス
H=1,900

メッシュフェンス
H=2,500

+350

-290

-290

±0

±0

±0

算
定

位
置

(
最

小
値

)

2
1.

6
0m

採
光

係
数

K2

-460-460

中庭

-40

正門

-15-790
-525

-525

+10 +10

±0 ±0

±0

±0

±0

+200

プロパン庫

ゴミ置場隣地境界線

12
,8

50

設備工事に伴う建具改修有り

※1階建具キープラン参照

▽
延

焼
ラ

イ
ン

5
ｍ

▽
延

焼
ラ

イ
ン

3
ｍ

1
,5

0
0

避難経路

±0

1,5001,500

給食棟

マンホール天端
KBM=設計GL±0
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第１期工事
増築棟

+3501SL＝

2,895

1Y7

14
,5

90

隣
地

境
界

線

工事名称

■設計概要

津屋崎中学校校舎増築１期工事

技術科教室棟

機械室

開放渡り廊下B

開放渡り廊下A

渡り廊下B

渡り廊下A

（RC造２階建て）

（RC造２階建て）

（RC造平屋）

（RC造３階建て）

（RC造平屋）

（S造2階建て）

（RC造平屋）

武道館

（S造平屋）

（RC造平屋）

体育館棟
（RC造地上2階建て）

区域区分 都市計画区域内（区域区分非設定）

用途地域

防火地域

地域地区

法第22条地域

高度地区(12ｍ)

敷地面積 16,026.49㎡

工事概要

主要用途 中学校

工事種別

構造規模

第1種住居地域、容積率：200％、建蔽率：60％

延べ面積

建築面積

工期予定 ※現場説明書参照

今回申請建物渡り廊下

小計(申請部分)

既存建物

管理教室棟

特別教室棟

普通教室棟

多目的ホール

昇降口

技術科教室棟

給食棟

卓球場

受水槽

プロパン庫

ゴミ置場

944.99㎡ 1,727.51㎡

該当建物 建築面積 延べ面積 備考

669.97㎡ 1,170.00㎡

681.23㎡ 1,883.00㎡

397.94㎡ 308.80㎡

254.62㎡ 228.98㎡

274.56㎡ 232.14㎡

818.15㎡

287.99㎡ 285.74㎡

41.16㎡ 41.16㎡

6.60㎡ 6.60㎡

23.27㎡ 23.27㎡

-

体育館棟

合計

建蔽率

容積率

小計(申請以外)

渡り廊下A

渡り廊下B

解放渡り廊下A・B

1,823.67㎡ 1,996.72㎡

44.80㎡ 44.80㎡

28.60㎡ 28.60㎡

51.82㎡ -

機械室 7.30㎡ 7.30㎡

6,356.67㎡

53.52㎡

該当建物 建築面積 延べ面積 備考

今回申請建物増築棟

増築建物

1,563.20㎡

9,547.82㎡

847.64㎡

901.16㎡

2,243.81㎡

2,243.81㎡

7,257.83㎡ 11,791.63㎡

45.29　%　　　＜　　　60　%

73.58　%　　　＜　　　200　%

S造3階建て(塔屋付)一部RC造平屋、耐火建築物

2,243.81㎡

901.16㎡（オープン渡り廊下：53.52㎡を含む）

　改修工事

　解体工事

　既存普通教室棟及び給食棟の１階接続部分

　既存屋外倉庫、既存駐輪場、既存渡り廊下

増築工事、改修工事、解体工事

敷地概要

地名地番
福津市津屋崎1丁目566-1の一部、500-1、566-109

福津市津屋崎2丁目566-108の一部

+50FL＝

昇降口
（RC造平屋）

津屋崎体育センター



Ｐ

体育館棟

　部分の両方に含める。

特記事項 工事名称 図面名称 日付 図面番号

面積表津屋崎中学校校舎増築１期工事 縮尺 A1：S=図示
A3：S=図示/2

A　－　09

Ｊ
特別教室棟 普通教室棟 昇降口棟 技術科教室棟 給食棟 卓球場棟区分 階 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｋ

（ＲＣ造２階建） （ＲＣ造２階建） （ＲＣ造３階建） （ＲＣ造１階建） （ＲＣ造１階建） （Ｓ造２階建） （Ｓ造１階建）

■既存建物

管理教室棟

19
,8

00

30,000 4,200

9,000

8,
44

0
5,

40
0

1

30,000 4,200

3,350
9,000

8
,4

40
5
,4

00

2,800 3,575

6
,5

00

1
3,

95
0

3,
65

0

1

19
,8

00

8
,4

4
0

4,750

１　階 2，3　階

Ｒ　階

増築棟：１期工事　求積図　S=1/300

渡り廊下Ｄ　求積図　S=1/300

津屋崎・中松原４号線
（１項１号道路）

受水槽

正門

駐車場

管理教室棟

特別教室棟

ＲＣ平屋

943.5㎡

Ｈ＝9,700

渡り廊下Ｂ

市有地

渡り廊下Ａ

ポーチ

Ａ

ＢＣ

道路境界線

道
路

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

体育館

道
路

境
界

線

隣地境界線
隣地境界線

正門

駐車場隣地境界線 隣地境界線

隣
地

境
界

線

隣地境界線

武道館

武道館用地面積：1,815.32㎡

社会体育用地面積：2,419.46㎡

給食棟Ｇ

Ｆ 技術科教室

卓球場Ｈ

（ＲＣ造１階建）耐火建築物

（ＲＣ造２階建）耐火建築物

（ＲＣ造３階建）耐火建築物 （ＲＣ造２階建）耐火建築物

昇降口Ｅ

（ＲＣ造１階建）耐火建築物

多目的ホールＤ

（ＲＣ造１階建）耐火建築物

（Ｓ造１階建）その他

北

中庭

（１項１号道路）
県道

2

3

4

5

6

7

8

2

3

Ｉ
受水槽棟

（ＲＣ造１階建）
プロパン庫棟

（ＣＢ造１階建）
ゴミ置場棟

（Ｓ造１階建）

Ｉ

Ｊ

　

▽庇位置

庇位置

▽

（Ｓ造２階建）その他

区分 階

■増築建物

（Ｓ造３階建）
解放渡り廊下Ｄ増築棟：１期工事

既存建物合計 合計

増築棟：１期工事　求積表

ｘ

面積算　式番号

9.00 13.95

30.00 19.80

4.20

9.00 5.40

8.44

2.80 ｘ 6.50

ｘ

ｘ

ｘ

ｘ

3.35 ｘ 3.65

8.44ｘ4.75

1,170.00

１ 813.45 585.00 616.28 308.80 228.98 232.14 285.74

２ 914.06 585.00 616.28 － － － 783.00 －

床面積 ３ － － 616.28 － － － － －

ＰＨ － － 34.16 － － － － －

合計 1,727.51 1,883.00 308.80 228.98 232.14 285.74

本体 914.06 585.00 616.28 308.80 228.98 232.14 285.74

建築面積 庇 30.93 84.97 64.95 89.14 25.64 42.42 － 2.25

合計 944.99 669.97 681.23 397.94 254.62 274.56 287.99

最高高さ 11,000 9.930 11.550

41.16

－

－

－

41.16

41.16

－

41.16

23.27

－

－

－

23.27

23.27

－

23.27

3.30×2

－

－

－

6.60

6.60

－

6.60818.15

818.15

Ｂ１ － － － － － － － － － － －

１

２

床面積 ３

ＰＨ

合計

本体

建築面積 庇

合計

最高高さ

- -

-

-

-

-

-34.16

678.04

678.04

40.09

面積

678.04

階

１

２

３

ＰＨ

合計

1

1

1

～

～

～

3

3

7

8

678.04

40.09

算　式 面積

1 ～ 7

算　式

増築棟：１期工事　建築面積表

面積算　式

A

3,885.83

1,294.32

74.25

解放渡り廊下Ｄ　建築面積表

Ｂ１ 7.62

3,207.79

616.28

4,
0
00

4
,0

00

1,
00

0

1 8002 400

500

2
,4

00

B

-- 7.62

6.530 5.300

グランド用地

配置図　S=1/400

普通教室棟

増築棟：１期工事

プロパン庫

Ｋ ゴミ置場

Ｍ

Ｍ

Ｑ Ｒ

（ＲＣ造１階建）

－

－

－

－

－

Ｌ
機械室棟

7.30

7.30

7.30

7.30

6,356.67

機械室Ｌ

Ｎ

Ｏ

Ｑ
A

+ B

20
,5

00

4,
00

0
4,

0
00

4,
5
00

1
,0

00

53.52

53.52

53.52

2.720

（ｱﾙﾐ造１階建：既製品）

（Ｓ造３階建）耐火建築物

1

2

3

4

5

6

7

8

3,
8
10

594.0000

35.4480

48.6000

125.5500

18.2000

12.2275

40.0900

増築棟：１期工事　床面積表

ｘ

面積算　式番号

A 2.40

ｘB 1.80 2.40 4.3200

20.50 49.2000

解放渡り廊下Ｄ　求積表

※⑥の区画室の床面積は、分離される二の建築物の

1,563.20

901.16

2,243.81

2,243.81

847.64

13.62073.575 3.81

847.64 847.64

847.64

847.64 7,257.83

780.20

9,547.82

5,681.97 6,529.61

11,791.63

・・・本工事対象外敷地を示す

解放渡り廊下Ｄ
（ｱﾙﾐ造１階建：既製品）

Ｒ

ＲＣ平屋

（ＲＣ造地上２階建）
合計

7.62

3,207.79

616.28

34.16

（Ｓ造１階建）
渡り廊下棟Ａ

（Ｓ造１階建） （Ｓ造１階建）
渡り廊下棟Ｂ 解放渡り廊下ＡＢ

1，679.65

309.45

－

－

14.500

44.80

－

－

－

44.80

44.80

－

44.80

28.60

－

－

－

28.60

28.60

－

28.60

－

－

－

－

－ － －

1996.72

1774.08

49.59

51.821,823.67

45.5+6.32
＝51.82

－

－

Ｎ Ｏ Ｐ

6,356.67

9,547.82

5,681.97

7.62

（ＲＣ造地上２階建）

多目的ホール棟
（ＲＣ造１階建）

16.217

開放廊下Ｂ

開放廊下Ａ

17.000

津屋崎体育センター
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 各室面積表
A1：S=1/200
A3：S=1/400

普通教室A1

普通教室A2

昇降口

廊下1

71.32 

階 室　名 床面積

70.56

110.12

階 室　名 床面積

普通教室B

２階

廊下3

普通教室C

普通教室D

階段B

女子トイレ

多目的トイレ

PS

SK

男子トイレ

37.80 

26.76 

4.50 

3.96 

1.98 

普通教室B

70.56

70.56

73.08

72.24

36.81

33.36

1.98

倉庫

女子更衣室

階段室B

女子トイレ

PS

SK

男子トイレ

男子更衣室

１階

階段室A

EVホール1

EV

渡り廊下1

16.28

36.81

4.50

3.96

26.76

35.28

18.48

37.98

7.58

12.23

33.36

EV 8.54 

階段A

配膳室4

EVホール2 24.57

37.98

多目的トイレ

4.5 3.96 1.98

33.36 72.2426.76

70.56 70.56 37.80

90.00

24.57

8.5415.48

73.08

36.81

8.408.6 72.2400

教室D

8,
40

0
3,

00
0

2
,0

00
3
,3
7
5

2
,3

70

4,700 3,700 4,200

13,1108,400

4.5 3.96 1.98

8.55

3.35

渡り廊下1

4,293 4,407

36.81

0.8

26.760

4,500

35.2800
37.98

33.36

7.58

4,400 4,000

EV

EVホール

8.44

昇降口

110.1240

37.9800

配膳室3

階段室A

廊下4

4.2

33.6000

18.4800

18.4800

3.65 12.2275

16.28

18.48

18.48

12.23

33.67

A　－　10

廊下2

配膳室1

2.50

3.575

2.5

6.5

-3.2

4.5

4.4

4.00

9.0

3.2

4.2

13.11

渡り廊下2（コア部含む）

-2.56

55.5750

7.5840

33.6760

11.8

配膳室1

渡り廊下2

廊下2

（コア部）

3.2

67.30

62.40

25.41

4.4

110.12

71.32 70.56

8,490

30,000

8,700 8,400 8,400 4,500

30,000

8
,4

4
0

2,
67

0
2,

73
0

5,800 3,200

9,000

2,484 1,809

4,395

102

1,
8
00

6,
6
00

1,300 2,500 900 1,100

4
,2

00
4
,2

00

4
,3

00

4,000 4,500

9,000

8,
44

0

12
,3

84

3
,8

35

2
,6

65

2,
37

0

1,
5
70
80

0

3,200

6,5008
,5

5
0

2,500 6,800 3,575

3,0753,725

3,
8
10

2,
59

0

11,800

3
,6

50

3,350

2,500

90.001,300

配膳室2

8.4

4.7 8.4

1.8

39.4800

女子トイレ

8.4

1.8

男子トイレ

0.102 2.0 -0.2040

4.407 8.4 37.0188

女子更衣室

3.7 31.0800

2.433.3600

36.8148

-4.3200-6.1200 26.76003.4

8.4

男子更衣室

35.28004.2

多目的トイレ

2.5 4.5000 2.2 1.8 3.9600

1.1 1.98 1.9800

PS

SK

廊下1

30.00

4.00

8.4

4.7 8.4

1.8

39.4800

女子トイレ

8.4

1.8

男子トイレ

0.102 2.0 -0.2040

4.407 8.4 37.0188

3.7 31.0800

2.433.3600

36.8148

-4.3200-6.1200 26.76003.4

多目的トイレ

2.5 4.5000 2.2 1.8 3.9600

1.1 1.98 1.9800

PS

SK

4.293 8.4

2.0

36.0612

0.2040

階段B（２，３F）

36.26520.102

1.809 3.375 6.1054

階段B内倉庫（１F）

4.293 2.37 10.1744

16.2798

１F　階段B

36.2652-16.2798 19.9854

教室A2

8.4 70.5600

教室A1

8.49 71.3160

1階求積図　S＝1/200

8.4 70.5600

2・3階求積図　S＝1/200

教室C 教室B

8.70 73.0800

8.4

8.4 8.4

8.4 8.4

EV

配膳室4

EVホール

15.4860

8.5440

24.5700

4.5 37.8000

5.8

3.2

9.0

2.67

2.67

2.73

8.4

廊下1

30.00 3.00 90.0000

33.76008.444.00 123.7600

配膳室3 18.48

配膳室2 9.59

33.67

36.27

15.49

8
,4

00

37.9833..60

33.60

8.4

4.3 38.7000

-5.0240

2.37

1.57

8.4

3 90.0000

33.6000 123.6000

123.60

123.60

階 室　名 床面積

普通教室B

廊下3

普通教室C

普通教室D

階段B

女子トイレ

多目的トイレ

PS

SK

男子トイレ

普通教室B

３階

EV

階段A

配膳室4

EVホール2

37.80 

26.76 

4.50 

3.96 

1.98 

70.56

70.56

73.08

72.24

36.81

33.36

8.54 

24.57

37.98

36.27

15.49

123.60

階 室　名 床面積

Ｒ階 40.09 階段室B

62.40

30.960

3.835 9.5875

3.835

67.30

12.384

3.725

3.81

3.075 3.835

14.2853

13.6207

11.7926

25.4133

67.3003

62.4072.665 31.447

（13.62）（11.79）

25.41
9.59

19.99

19.99

36.27

多目的室A

多目的室B

多目的室C

多目的室A

多目的室C

多目的室B

多目的室B

多目的室C
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

-
仕上表津屋崎中学校校舎増築１期工事

NM-8578

NM-8577

NM-8619

NM-8613

NM-0879

NM-9645

NM-8615

NM-8599

NM-8601

NM-8605

NM-9252

NM-8585

NM-8572

NM-9639

（塔屋）

屋根（PH）

階段Ａ庇

外壁

外部仕上表 ※認定番号は同等以上とする

部位

H （㎜） H （㎜）

100

　RC直

　V 2700

100

　RC直

　V

100

　V

100

100

2700

　RC直

V

V

V

V

V

CH CH見切巾木

ﾚﾍﾞﾙ下地

巾木壁 備　考BOX廻縁室　名 床 備　考BOX室　名 床

下地塗装 塗装下地塗装ﾚﾍﾞﾙ下地

　LGS

EP-G 　LGS

　LGS

　LGS

　LGS

EP-G

EP-G

天　井

塗装 下地

EP-G

天　井

2700

2500

　V

昇降口

廊下１

更衣室（男・女）

廊下２

位置

１
Ｆ

位置

共
通

　V

　LGS

　LGS

　RC直 　LGS

EP-G　LGS

　RC直、M

塗装塗装
　VS-1　ｔ2.5

　VS-1　ｔ2.5

　VS-1　ｔ2.5

　VS-1　ｔ2.5

　VS-1　ｔ2.5

　下足入、傘立て、上り框（御影石）　GB-P

　GB-P

　GB-P

　GB-P

　GB-P

　RC直

　V

100

V

EP-G 　LGS

　RC直

　V

100

V

EP-G 　LGS

配膳室１

配膳室２

　VS-1　ｔ2.5

　VS-1　ｔ2.5

　GB-P

　GB-P

　RC直

　V

100

V

EP-G 　LGS

　VS-1　ｔ2.5 　GB-P渡り廊下１

渡り廊下２

　RC直

　V

100

　VS-1　ｔ2.5
　LGS

2500

EP-G　LGS

　GB-P V

　手洗い

ＥＶホール１

2500

　GB-P

　RC直

　V

100

V

EP-G 　LGS

　VS-1　ｔ2.5 　GB-P 　手洗い配膳室３

　RC直

　V

100 EP-G

倉庫1

　LGS

　GB-P

　RC直

　V

100

V

EP-G 　LGS

　VS-1　ｔ2.5 　GB-P

V

　RC直

　V

100

2700

　V

100

V

EP-G　LGS

2700

普通教室

階段Ａ

階段Ｂ

　V

100

V

EP-G　LGS

2700

　PL+RC直

　PL+RC直

EP-G

　手摺

　手摺

　VS-1　ｔ2.5

　VS-4　ｔ2.5

　VS-4　ｔ2.5 　防火ドア（潜り戸付）（煙感知器連動）

　特定防火設備

　特定防火設備

2700

2600

2600

V

2500V

100　RC直

ＳＫ

　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ、手洗いｶｳﾝﾀｰ、｛鏡｝
　RC直 100

2500

2500

　RC直 100

　RC直 100

V

V

V

　床ｼｰﾄ巻上

　床ｼｰﾄ巻上

　床ｼｰﾄ巻上 2500
ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁

　V

ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁

　LGS

　VS-3　ｔ2.0

　VS-3　ｔ2.0

　VS-3　ｔ2.0

　VS-3　ｔ2.0

2600

2550

　LGS

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5
　GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5
　GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　LGS

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　GB-Fｔ21×2

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5
　GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5
　GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5

EP-G

EP-G

　LGS

　LGS

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　GB-Fｔ21×2、RC(B）

　RC(B）

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5
　LGS

　GB-Rｔ12.5
　GB-Fｔ21×2

　ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ（BOX共）

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　GB-Fｔ21×2

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　GB-Fｔ21×2

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5
　GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5

男子トイレ

女子トイレ

多目的トイレ

　GB-Sｔ9.5+MBｔ3

　GB-Sｔ9.5+MBｔ3

　GB-Sｔ9.5+MBｔ3

　LGS　　　　GW

　LGS　　　　GW

　LGS　　　　GW

　GB-Sｔ9.5+MBｔ3

　LGS・GW　掲示壁

　床下点検口600×600

　床下点検口600×600

　床下点検口600×600

　V

100

2700V

　LGSEP-G　RC直 　LGS

　VS-1　ｔ2.5 　GB-PＥＶホール２

　GB-P

　RC直

　V

100

V

EP-G 　LGS

　VS-1　ｔ2.5 　GB-P

　GB-P

　RC直

　V

100

V

EP-G 　LGS

　VS-1　ｔ2.5 　GB-P

配膳室４

　GB-P

　RC直

　V

100

V

EP-G 　LGS

　VS-1　ｔ2.5 　GB-P

　RC直

　V 2700

100

V

EP-G 　LGS　LGS

　VS-1　ｔ2.5 　GB-P廊下３

2600

2700

2700
　LGS

　LGS

　LGS

　手洗い、（2F：屋上ドア）

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　GB-Fｔ21×2

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5
　GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5
　GB-Fｔ21×2

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　RC直

　V

100

　VS-1　ｔ2.5

EP-G　LGS

　GB-P V 2550

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　消火栓BOX（埋込）

　SUS流し台

　ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ（BOX共）、更衣室ロッカー

　リフト、階段、手すり（FB）、手洗い

　SUS流し台、掲示板

　消火器（埋込）、消化栓BOX（埋込）

　ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ（BOX）

　ノンスリップ（段鼻一体型）

　掃除具入、袋掛け
　曲面ｽﾗｲﾀﾞｰ黒板、ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ、生徒用ﾛｯｶｰ

　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ、手洗いｶｳﾝﾀｰ、手摺、｛鏡｝

　汚垂石、壁目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

　壁目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

　手摺、壁目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

　｛鏡、ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ、手洗｝

　壁目地ｼｰﾘﾝｸﾞ

　｛掃除用流し｝

　NTL-300角、SUSｔ2

　特定防火設備（2ヶ所）、EXP.J

　注意喚起床材

　注意喚起床材

　消火器（埋込）、掲示壁（W4ｍ）

　掲示壁（W4ｍ）

　SUS流し台、消火器（埋込）

　ノンスリップ（段鼻一体型）

　（一部汚垂石）

ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁

　GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5+MBｔ3

ﾗｲﾆﾝｸﾞ壁
　GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5+MBｔ3

下地

　LGS

　LGS

　LGS

　GB-P

　GB-P

　GB-P

　LGS

　LGS

　LGS

　LGS

壁

　床下点検口600×600

　SUS SOP（ｻｻﾗ桁）

SOP（ｻｻﾗ桁）

　案内板

内部仕上表　

凡例

GB-R

GB-D

石膏ﾎﾞｰﾄﾞDP-F ﾌｯｿ系樹脂耐候性塗料

GB-H

GB-S

GB-F

FK

FK-S

硬質石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

耐水石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板

化粧ｹｲｶﾙ板

GW

RW 吹付けﾛｯｸｳｰﾙ

GB-P 化粧吸音石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞｔ9.5

PF ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

F ﾌｯｿ系樹脂ｸﾘﾔｰ塗料 ｔ25

ECP

RC直

RC-A

RC-B

RC-C

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放A種（化粧仕上）

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放しB種（仕上塗料下地）

FL 複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞｔ15（塗装品）

FB フラットバー（鉄板）

LGS 軽量鉄骨下地

VP カラー塩ビ管

RD ルーフドレーン（鋳鉄製）

ｺﾝｸﾘｰﾄ直均し（金ごて）

押出成形ｾﾒﾝﾄ板 断熱材A 押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板3種b

A防水 ｱｽﾌｧﾙﾄ防水（冷熱併用工法）

保護断熱工法（AI-1）

S防水

UF ウレタンフォーム

断熱材B

（UF） ｔ25

吹付硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ（発泡断熱材）

グラスウール（ｔ50、24kg）

認定番号

P防水 塗膜防水（X-2）

立上り（S-F2工法）

シート防水（S-M2工法）

A　－　11

　（塩ビ見切）

　（塩ビ見切）

　GB-D

　GB-D

　GB-D

　GB-D

　GB-D

　GB-D

　LGS

　LGS

　LGS

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放のﾏﾏ　C種

◇参考メーカー（同等以上）

立川ブラインド VP-30
ピクチャーレール
（壁掛けフック）

リフト ワタベ産業 PL1-1914-07-05

ｽﾄﾚｯﾁｬｰｶﾞｰﾄﾞ ナカ工業 NS-200V

UFB-1F-2811Nユニオン消火器BOX

ツリーサークル カネソウ RVC-1

渡り廊下 三協アルミ
ﾌｧｲﾌﾞｵｰﾄ
通路シェルター

ﾙｰｰﾊﾞｰ：SHS-2050
ﾏﾘｵﾝ：ML-5015アルミルーバー RIKEN

朝日スチール 朝日FM・PCフェンスネットフェンス

繊維強化セメント板

化粧繊維強化セメント板

石膏ボードt12.5、15mm

不燃積層石膏ボードt9.5m

強化石膏ボード

t12.5、15、18、21、25mm

ロックウール化粧吸音板

グラスウール保温板

押出成形セメント板

塗料塗装/不燃材料

(下地・法定不燃材)

(下地・法定不燃材)

仕上塗材/不燃材料

耐水石膏ボードt12.5mm

(けい酸ｶﾙｼｳﾑ板)  t5mm以上

吹付ロックウールt10mm以上
不
燃
材
料

硬質石膏ボードt9.5mm

防火材料一覧表

区分 材料名称・企画

化粧吸音石膏ボードt9.5mm

　｛ｵｽﾄﾒｲﾄ（1Fのみ）｝

｛ ｝：設備工事を示す

◇特記事項 ◇間仕切壁仕様（ｽﾗﾌﾞﾏﾃﾞ）

項目 メーカー 製品番号 項目 メーカー 製品番号

SUSﾀﾗｯﾌﾟ、RDφ75、ｱﾙﾐ笠木

庇：ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ1.2曲げ加工

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板ｔ1.2曲げ加工

屋上（RS）

（校舎棟） +押えｺﾝｸﾘｰﾄｔ80（伸縮目地W25＠3000）

RDφ100、ｱﾙﾐ笠木、丸環SUSφ19：20ｹ所

屋根

（配膳室棟）

ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰ、AC屋外機置場室外機置場

（庇）

根廻
伸縮目地25×15＠3000～4200

昇降口ﾎﾟｰﾁ

RC直+S防水(ｼｰﾄ防水)ｽﾗﾌﾞ下：断熱材Bｔ25吹付

RC直+A防水(ｱｽﾌｧﾙﾄ防水-AI-1)断熱材Aｔ25

RDφ100、φ75　ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ：ｱﾙﾐﾊﾟｲﾌﾟφ40

竪樋：VPφ100、φ75

上面-RCｺﾃ押え+P防水、下面-浸透性吸水防止材

RC直+S防水(ｼｰﾄ防水)ｽﾗﾌﾞ下：断熱材Bｔ25吹付

ｱﾙﾐ笠木、EXP.Jｱﾙﾐ笠木

内側に断熱材B(現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ)ｔ25吹付

RCｽﾗﾌﾞ：小口-ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙｔ2.0+DP-F

竪樋貫通穴φ120

※1・2階(1X1-1Y2～1Y3)ECP竪張(2期工事撤去)

靴拭ﾏｯﾄ(SUS枠・SUSﾏｯﾄ、排水ﾊﾟｲﾌﾟ(目皿共))

床：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁器ﾀｲﾙ300角(M下地)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放(RC-B)+F

(ｺｰﾅｰ：突付け)

押出成形ｾﾒﾝﾄ板ｔ60(W450-500-600)横張+DP-F

スロープ

昇降口

部位

配管ピット RC-B　集水桝500×500×H300　側溝W250

ﾙｰﾌﾄﾞﾚｰﾝ

竪樋

断熱材A

鋳鉄製（横型）φ100、φ75

建具

空調屋外機

基礎、ﾌｪﾝｽ

受変電設備

基礎

雨水桝

埋設管：VPφ100、φ150、φ200

舗装工事 ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装

VPｶﾗｰ：φ100、φ75、ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ：ｱﾙﾐφ40

仕上 仕上

床：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁器タイル100角(M下地)

換気ﾊﾟｲﾌﾟVPφ100、ﾀﾗｯﾌﾟ：SUS丸鋼φ22

（本体：設備工事）、基礎：RC-B

（本体：設備工事）、基礎：RC-B増設（図示）

ｱﾙﾐ製建具、ｽﾁ-ﾙ製建具

渡り廊下2（コア）

V

　RC直

2700

EP-G

　GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5

　LGS

給食棟通路

　LGS

部位 仕上

接続部分

給食棟

（コア）

RC造（火熱遮断壁）

延焼範囲

屋根（コア）

外壁（コア）

　VS-1　ｔ2.5

　防火シャッター+防火戸（煙感知器連動）

ＴＯＫＯ イスターカーテン
（スリムタイプ）

アルミ製横引き

アルミ笠木（既製品）

ｽﾗﾌﾞ下：断熱材Bｔ25吹付

RC直+S防水（ｼｰﾄ防水）

RD、竪樋VPφ75　ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ：ｱﾙﾐﾊﾟｲﾌﾟφ40

手摺：ｽﾃﾝﾚｽﾊﾟｲﾌﾟφ42.7　ﾎﾞｰﾀﾞｰ：RC-B

EP

　（塩ビ見切）

折りたたみ戸

EP-G つや有合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

UC ウレタン樹脂ワニス

MB ﾒﾗﾐﾝ不燃化粧板

有孔合板PW-P

PW 合板

VS-1

防滑性ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ

VS-2

VS-3

長尺塩ビ床シート（（耐薬品）

長尺塩ビ床シート（防汚性）

VS-4

長尺塩ビ床シート（抗菌）

V

W

M

軟質ﾋﾞﾆﾙ幅木、塩ビ製見切縁

木製幅木、木製見切縁

ﾓﾙﾀﾙ下地

ノンスリップ磁器タイルNTL

CL クリヤラッカー

SOP 合成樹脂調合ペイント

EP 合成樹脂ｴﾏﾙｼﾞｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ

　ｽﾄﾚｯﾁｬｰｶﾞｰﾄﾞ

　ｽﾄﾚｯﾁｬｰｶﾞｰﾄﾞ

b

ｂ

ｂ

ｃ

ｃ

ｃ

ｃ

段鼻：役物　天井：ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ(ｶﾗｰ)ｔ1.0

コンクリート打放（RC-A）+F

（屋根・壁・床-耐火仕様）

構造分離-EXP.J：樹脂製及びアルミ製

ﾈｯﾄﾌｪﾝｽ：片開き扉+施錠付H1500

ｺﾝｸﾘｰﾄ現場施工、ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

　RC-B

給食棟改修

外壁

延焼範囲 ｻｯｼｭ部分を鋼板ｔ1.6加工+SOPで塞ぐ。

普通教室棟

階段室外壁

既存B階段ｱﾙﾐﾄﾞｱ撤去の上ECPｔ60竪張+DP-F

ｻｯｼｭ部分をECPｔ60+DP-Fで塞ぐ。

V

　RC直

普通教室棟 　VS-1　ｔ2.0一部補修 　V一部補修 　一部補修 2175一部補修

B階段一部改修

一部改修

　FKｔ6一部張替　VS-1　ｔ2.0一部貼替 　V一部補修

　一部張替 　折りたたみ戸設置

ガルバリウム NM-8697

・軽鉄下地（壁）は特記なき限り65型とする。

　一部に薄型軽鉄下地を使用する。

・壁出隅にはコーナーガード（樹脂製50×50×2000）を設置する。

・天井コーナーについてはアルミ見切縁（50×50）を設置する。

・化学物質発散建材に関してはF☆☆☆☆仕様
　又はこれと同等の大臣認定建材とする。

・校舎屋上（外断熱）以外の屋上スラブ下は現場発泡ウレタン

　フォ－ムｔ25吹付とする。

・特記なき限りＲＣ床に直貼りする場合はセルフレベリングｔ15

　（セメント系）を施す。

・石膏ボード面の継目は突付け工法（パテ処理）とする。

：GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5

：GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5

：GB-Fｔ21+21

W5：耐水壁

：GWｔ50　24kg充填

：GB-Sｔ9.5+MBｔ3

：GWｔ50　24kg充填

：GWｔ50　24kg充填

：GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5+MBｔ3

W2：両面１時間耐火壁（FP060NP-0473-1（1））

W4：片面１時間耐火壁（FP060NP-0497）

W1：一般壁

：GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5

・コンクリート打放仕上の増打ちについて

　外部はｔ20，内部はｔ10とする。

W3：両面１時間耐火遮音壁（FP060NP-0473-1（2））

・外気の面する壁断熱材は現場発泡ウレタンフォームｔ25とする。

・１階スラブ下は断熱材Ａ（PF板ｔ25）敷き込みとする。

・鉄部表しは防錆処理の上SOP塗装とする。

　＠3000～4200

・カーテンレール（アルミ製）、カーテン及びブラインドは本工事。

・コンクリート壁（根廻を含む）の伸縮目地（25×15）
◇ライニング壁

◇掲示壁

　：GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5+PWｔ5.5+掲示シート（着磁性）

　：GB-Sｔ9.5+MBｔ3/面台：ﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑ

W6：耐火耐水壁

・ECP（柱）　：FP060CN-0540-3

・ALC-ｔ50　：FP060NE-9293

・ECP（壁）　：FP060NE-9036

・ECP（梁）　：FP060BM-0332

◇外壁-耐火認定番号

ｽﾁｰﾙﾄﾞｱ設置 QM-9828

QM-9826

QM-9824

耐水石膏ボードt9.5mm

普通石膏ボードt9.5mm

化粧石膏ボードt9.5mm

準
不
燃
材
料

※共通事項

・内装材（小屋浦共）に使用する材料について、

　シックハウス対策により規制対象となる建築
　材料は「F☆☆☆☆（JAS）」、「非ホルムア

　ルデヒド系」、「大臣認定品」の何れかの製

　品とする。

伸縮目地、打継目地：25×15

内側に断熱材B(現場発泡ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ)ｔ25吹付

多目的室Ａ

多目的室Ｂ

多目的室Ｃ

　既存建具撤去の上二方枠設置

二方枠設置

通路部分の窓ｻｯｼｭ・ALCを撤去→ALCｔ50増設・



凡例

ピット（GL-1500）

１階スラブ下には断熱材A（押出法ポリスチレンフォーム保温板3種ｂｔ25）を敷設する。

ピットの断熱については+450の折下げを行う
津屋崎中学校校舎増築１期工事

A1：S=1/100
A3：S=1/200

地下ピット平面図

地下ピット平面図　S=1/100
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

1X7

ＥＶピットのみGL-1485

タラップ

床下点検口

集水桝500×500×H300

タラップ

床下点検口

タラップ

床下点検口

集水桝500×500×H300

タラップ

集水桝500×500×H300

床下点検口

リフト：GL±0

集水桝500×500×H300
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1X21X1

1階平面図　S=1/100

AC屋外機

男子更衣室

昇降口
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 1階平面図
A1：S=1/100
A3：S=1/200
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 2階平面図
A1：S=1/100
A3：S=1/200
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EXP.J笠木

7,
4
50

3
,6

5
0

配膳室棟屋上

(水勾配：1/70)

RDφ100

RDφ100

PS

PS

普通教室B 普通教室B

普通教室D

普通教室C

SK

AC屋外機 AC屋外機 AC屋外機

竪樋：VPφ100 竪樋：VPφ100

竪樋：VPφ100 竪樋：VPφ100

竪樋：VPφ100竪樋：VPφ100

300 4,200 4,200 4,700 3,700 8,100

AC屋外機

1Y4

1Y3

1Y2

1Y1

1Y5

1Y4

1Y3A

1Y2

1Y1

1X4A 1X6

1Y5

1Y6

34,200

8,400 8,400 4,500 4,2008,400300

300 300

1X1 1X2 1X3 1X5 1X61X4

2階平面図　S=1/100
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 3階・R階平面図
A1：S=1/100
A3：S=1/200
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

立面図（1） A　－　16

東側　立面図　S=1/100

▽2SL

▽1SL

△GL
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竪樋：VPφ75

タラップSUSφ25

オープン渡り廊下

ｶﾗｰｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑｔ1.2加工

給食棟

伸縮目地25×15＠4200

▽1FL給食棟

▽2FL給食棟

伸縮目地25×15

1Ｘ7

1Xa 1Xb

竪樋VPφ75

ｵｰﾊﾞｰﾌﾛｰ：ｱﾙﾐﾊﾟｲﾌﾟφ40

EXP.J樹脂（耐火）

EXP.J樹脂（耐火）
ｱﾙﾐ笠木+EXP.J（耐火）

アルミ笠木

打継目地25×15

SUS-HL

根廻：RC-B+F

RC-A+F

RC-A+F

隣地境界線

隣地斜線制限

▽2SL

▽1SL

△GL

▽3SL

▽RSL

▽PT

ECP-ｔ60×W450
・500・600型+DP-F

△平均地盤

5,400

25,200

4
,
0
0
0

3
5
0

3 ,0 00 8,400

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

3
,
5
0
0

4
,
0
0
0

3
5
0

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

6
0
0
×

5

1
5
0

1
5
0

6
0
0
×

5
6
0
0

1
5
0

5
0
0
×

4

4
5
0

5
0
0
×

2
5
0
0
×

2
5
0
0
×

2

6
0
0
×

2
5
0

6
5
0

1
6
,
2
0
0

5
0

9
5
0

1
3
,
0
0
0

6
0
0
×

2
4
5
0

5
0

5
0
0

7 ,4 50

17,600

3,6508,400

5
0
0
×

2 4
5
0

3
5
0

3
,
6
5
0

1
0
0

9 0
3,810 2,600

1
,
1
3
0

2
,
5
5
0

3
6
0

4
，

4
9
0

4
,
0
0
0

3
5
0

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

3
,
5
0
0

6
5
0

1
6
,
2
0
0

8 ,4 00 8,400 8,400 4,200
300

4,200

6
0
0
×

5

1
5
0

3 00

30,000

1
5
0

6
0
0
×

5
6
0
0

1
5
0

6
0
0
×

2

4
5
0

5
0
0
×

4

4
5
0

5
0
0
×

2
5
0
0
×

2
5
0
0
×

2

6
0
0
×

2
5
0

5
0

5
0

4
,
0
0
0

3
5
0

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

9
5
0

1
3
,
0
0
0

4
,
1
7
0

1
,
1
3
0

3
5
0

4
,
0
0
0

5
0
0

5
0
0
×

2 4
5
0

2 ,9 05 3102,800
360

2,895

2
0
,
0
0
0

1
7
.
3
2

1
6
,
2
1
7
.
3
2



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200
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西側　立面図　S=1/100

1Y41Y5 1Y3 1Y2 1Y1

△PT1

▽PT2

▽PT3

1Y6

3
,
6
2
0

6
5
0

1
6
,
2
0
0

9
5
0

4 2, 800

5
0
0

3 ,6 50 7,450

竪樋：VPφ100

竪樋：VPφ75

渡り廊下1

▽2SL

アルミ笠木

ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞｰﾏﾘｵﾝ

ECP-ｔ60W500・600+DP-F
アルミ笠木

シート防水

竪樋：VPφ100

300

40,575

竪樋：VPφ100

AC屋外機

▽給食S-1FL

▽給食S-2FL

△水下RSL
▽既存校舎-2FL

1
,
1
3
0

4
,
1
7
0

3
8
0

R C- B+F

RCｽﾗﾌﾞ小口：ｱﾙﾐﾊﾟﾈﾙﾌｯｿ樹脂焼付塗装

▽PHRSL

▽PHRSL

▽PHT3

4
,
0
0
0

3
5
0

3
,
8
5
0

3
,
8
5
0

3
,
5
0
0

6
5
0

9
5
0

立面図（2）

ECPｔ60-W600（2期工事で撤去）
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A　－　17

既存校舎
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▽GL
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AC屋外機

水切り：SUS
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ｱﾙﾐ笠木+EXP.J（耐火）
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

断面図　

1X1 1X2 1X3 1X4 1X5 1X6

▽PHPT（最高高さ）

▽PHSL

Ｘ方向　断面図　S=1/100

1X4A 1X6A

配膳室2

渡り廊下2

▽1SL

△GL

△水下ｽﾗﾌﾞ天

△GL

渡り廊下2　断面図　S=1/100

設備用ピット

廊下2

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天

▽1FL

A　－　18

既存校舎

▽既存校舎2FL

△GL

▽既存階段出入口FL

渡り廊下2

Ｙ方向　断面図　S=1/100 渡り廊下1　断面図　S=1/100
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▽GL
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
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SUS-2M12貫通ﾎﾞﾙﾄ

L-65×65×6
（溶融亜鉛ﾒｯｷ）

L-65×65×6
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換気用フードφ150
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（ｽﾗﾌﾞ穴あけφ120）
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竪樋VPφ100

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放

ｽﾗﾌﾞ穴あけφ120

1Y2

普通教室 廊下3 普通教室

GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5（LGS下地）

天井：GB-Pｔ9.5（LGS下地）
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2 5×50+CL

ビニール巾木ｈ100

RDφ100鋳鉄製

V

ビニール巾木ｈ100

竪樋：VPφ100

アルミパネルｔ2.0ﾌｯｿ樹脂焼付塗装

L-30×30×2.3

塗膜防水

L-50×50×5×500（4ヶ所）

L-50×50×5×500＠（4ヶ所）

L-50×50×5×500（4ヶ所）

断熱材Aｔ25

換気用ダクトφ200

断熱材B

換気用ダクトφ200

断熱材B

断熱材B

断熱材B

断熱材B

集成材ｔ25+CL

木製100×25+CL

集成材ｔ25+CL

集成材ｔ25+CL

木製100×25+CL

GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5+EP-G
（LGS-65型）

GB-Rｔ12.5+GB-Hｔ9.5+EP-G
（LGS-65型）

A1：S=1/30
A3：S=1/60

矩計図（1）

塗膜防水(X-2）

雨水枡350角（ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋）

浸透性吸水防止剤

水切り目地W15

塗膜防水（X-2）
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1 ,0 00
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木製100×25+CL
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ﾋﾟｸﾁｬﾚｰﾙ（ﾌｯｸ個数35）

天井：GB-Pｔ9.5（LGS下地）

ﾋﾟｸﾁｬﾚｰﾙ（ﾌｯｸ個数35）

ビニール巾木ｈ100

カーテンBOX（ｱﾙﾐｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共）：木製+CL

GB-Fｔ12.5+GB-Hｔ9.5
（GWｔ50　24kg充填）

GWｔ50　24kg充填

ﾋﾟｸﾁｬﾚｰﾙ（ﾌｯｸ個数35個）

水切り：SUS

廊下1

水切り：SUS

カーテンBOX（ｱﾙﾐｶｰﾃﾝﾚｰﾙ共）：木製+CL

アルミ笠木

ネットフェンス
（側面扉施錠付）

1Y1

木製55×25+CL

耐火被覆：RWｔ25吹付

セルフレベリングｔ15

多目的室Ａ



18
0

1
50

15
0

1
,3

35
1,

18
5

1
5

C
H=

2,
5
00

CH
=2

,5
00

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/30
A3：S=1/60
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天井：GB-Pt9.5

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5

+EP-G

床：VS-1t2.5

耐火壁(両面)：GB-Ft12.5+GB-Ht9.5+EP-G

上貼り：MBt3.0

壁：GB-St9.5+MBt3.0

※GWt50(24K)充填

※GWt50(24K)充填

床シート巻上げ H=100

床：VS-3t2.0

多目的トイレ

壁：GB-St9.5

床シート巻上げ H=100

※GWt50(24K)充填
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天井：GB-Pt9.5
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床：VS-1t2.5

天井：GB-Pt9.5

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5

+EP-G

耐火壁(両面)：GB-Ft12.5+GB-Ht9.5+EP-G

※GWt50(24K)充填

床：VS-1t2.5

壁：GB-St9.5+MBt3.0

※GWt50(24K)充填

壁：GB-St9.5+MBt3.0

上貼り：MBt3.0

床シート巻上げ H=100

床：VS-3t2.0 床：VS-3t2.0

床シート巻上げ H=100

ビニル巾木 H=100

ビニル巾木 H=100 床：VS-1t2.5

天井：GB-Pt9.5

ビニル巾木 H=100 床：VS-1t2.5

+EP-G

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5

床シート巻上げ H=100 床シート巻上げ H=100

ビニル巾木 H=100 ビニル巾木 H=100

壁：GB-St9.5+MBt3.0
※GWt50(24K)充填

壁：GB-St9.5+MBt3.0

床：VS-3t2.0

※GWt50(24K)充填
壁：GB-St9.5+MBt3.0

床：VS-3t2.0

壁：GB-St9.5+MBt3.0
※GWt50(24K)充填

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5

+EP-G

+EP-G

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5

+EP-G

床：VS-1t2.5

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5

+EP-G

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5

+EP-G

天井：GB-Pt9.5

床：VS-1t2.5

1,
2
35

再生クラッシャランt100

断熱材A(PF板t25)
ポリエチレンフィルムt0.15
サンドクッションt30

再生クラッシャランt100

ポリエチレンフィルムt0.15
サンドクッションt30

※GWt50(24K)充填

断熱材A(PF板t25)

断熱材A(PF板t25)

押えコンクリートt80

RC直+A防水(A1-1)

乾式保護版：ECPt15

耐火壁(両面)：GB-Ft12.5+GB-Ht9.5+EP-G

※GWt50(24K)充填

曲面スライダー黒板

226522

掲示壁：耐火壁の上

PWt5.5+掲示シート(着磁性)

ビニル巾木 H=100

65 2225

ホワイトボード

生徒用ロッカー

掲示壁：耐火壁の上

PWt5.5+掲示シート(着磁性)

木製見切縁：25×25 CL

耐火壁(両面)：GB-Ft12.5+GB-Ht9.5+EP-G

※GWt50(24K)充填

226522

掲示壁：耐火壁の上

PWt5.5+掲示シート(着磁性)

ビニル巾木 H=100

65 2225

ホワイトボード

生徒用ロッカー

掲示壁：耐火壁の上

PWt5.5+掲示シート(着磁性)

木製見切縁：25×25 CL

曲面スライダー黒板

矩計図(2) A　－　20

天井：GB-Dt9.5 天井：GB-Dt9.5

天井：GB-Dt9.5天井：GB-Dt9.5

天井：GB-Dt9.5 天井：GB-Dt9.5
天井：GB-Dt9.5 天井：GB-Dt9.5

多目的室A

多目的室C

多目的室C



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/30
A3：S=1/60
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天井：GB-Pt9.5

曲面スライダー黒板

床：VS-1t2.5

生徒用ロッカー

天井：GB-Pt9.5

床：VS-1t2.5

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5
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曲面スライダー黒板
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耐火壁(両面)：GB-Ft12.5+GB-Ht9.5+EP-G
※GWt50(24K)充填
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掲示壁：耐火壁の上

PWt5.5+掲示シート(着磁性)
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掲示壁：耐火壁の上
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乾式保護版：ECPt15

RC直+A防水(A1-1)

断熱材A(PF板t25)

押えコンクリートt80
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普通教室A

普通教室C
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掲示壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5+EP-Gの上

PWt5.5+掲示シート(着磁性)

掲示壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5+EP-Gの上

PWt5.5+掲示シート(着磁性)

掲示壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5+EP-Gの上

PWt5.5+掲示シート(着磁性)
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乾式保護版：ECPt15
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掲示壁：耐火壁の上

PWt5.5+掲示シート(着磁性)

ホワイトボード

PWt5.5+掲示シート(着磁性)

掲示壁：耐火壁の上

ホワイトボード

木製見切縁
：25×25 CL

木製見切縁
：25×25 CL

PWt5.5+掲示シート(着磁性)

掲示壁：耐火壁の上

ホワイトボード

：25×25 CL
木製見切縁

ホワイトボード

掲示壁：耐火壁の上

PWt5.5+掲示シート(着磁性)
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：25×25 CL
木製見切縁
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矩計図(3)
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多目的室B

多目的室B



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事

Ｂ-Ｂ　断面詳細図　S=1/50
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Ａ-Ａ　断面詳細図　S=1/50

勾配=1/18.9

階段Ａ　１階平面詳細図　S=1/50
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

階段Ｂ詳細図津屋崎中学校校舎増築１期工事
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称
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配膳室1外壁側詳細図　S=1/30
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渡り廊下2　矩計図　S=1/30
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AC屋外機

朝日FMフェンス同等品
(側面扉施錠付)

アルミ笠木

配管ピットRC-B

RC-B

A　－　28

SUS水切り

木製見切縁t25 CL

ストレッチャーガード

止水板

：ガルバリウム鋼板t0.8
水切り

水勾配：1/60

断熱材t25吹付

再生クラッシャランt100

断熱材A(PF板t25)
ポリエチレンフィルムt0.15
サンドクッションt30
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天井：GB-Pt9.5
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防火戸
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※建具工事
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2
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61
0

2
00

15

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5
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床：VS-1t2.5

ビニル巾木 H=100

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5
+EP-G

断熱材t25吹付

断熱材t25吹付

再生クラッシャランt100

断熱材A(PF板t25)
ポリエチレンフィルムt0.15
サンドクッションt30

RC直+S防水

▽水上スラブ天
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断熱材t25吹付

水勾配：1/70

RC直+S防水

：アルミパイプφ40

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 配膳室棟詳細図(2)
A1：S=1/30
A3：S=1/60

275 275

3,650

1Y6

▽GL

▽1SL

▽ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天
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▽既存給食棟SL

▽水下スラブ天

▽水上スラブ天
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渡り廊下1
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5
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2
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350 350 500

12030

RC直+S防水

断熱材t25吹付
アルミ笠木A A

床：VS-1t2.5

天井：GB-Pt9.5

渡り廊下2
天井：GB-Pt9.5

断熱材t25吹付

EXP.J(屋根)

EXP.J(天井)

EXP.J(床)

既存校舎

床：VS-1t2.5

B
B

RC直+S防水

シーリング：25×10

シーリング：25×10

アルミ笠木

アルミ笠木

2
75

1X6A

外壁：ECPt60

245 150

275

A-A平面図　S=1/30

EXP.J(屋根)

EXP.J(壁)

外壁：ECPt60(縦貼り)

オーバーフロー

既存校舎
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=
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5
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=
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5

内壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5
+EP-G

ビニル巾木
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屋根伏図　S=1/30
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既存校舎
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既存竪樋
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水勾配：1/70

オーバーフロー
：アルミパイプφ40
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(支持金物共)

竪樋：VPφ75

再生クラッシャランt100

断熱材A(PF板t25)
ポリエチレンフィルムt0.15
サンドクッションt30

渡り廊下1・2　矩計図　S=1/30
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腰壁：W3

ビニル巾木 H=100

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

1X1 1X2

300 8,400

A面

1Y1 1Y2

2607,840300

D面

普通教室C

普通教室B

8,400

A面 C面1Y11Y2

260 7,840 300

B面
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0
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3
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1X4
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1X3
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▽1FL

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 展開図(1)
A1：S=1/50
A3：S=1/100

2,
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00

▽1FL

8,400 2607,840300

1Y4 1Y3

2,
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0
4
0

5
30

3
0

8,400 260 7,840 300

1Y41Y3A面 B面 C面

普通教室D

2,
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00

▽1FL

1X1 1X2

300 8,400

A面

2
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00

▽1FL

普通教室A

1X2 1X3

1Y11Y2

260 7,840 300

1X11X2

3008,400

1Y1 1Y2

2607,840300

B面 C面 D面

2,
1
00

4
0

5
30

3
0

1X3 1X2

1X4 1X4

1X11X2

3008,400

C面

床

巾木 ビニル巾木 H=100

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

1X3 1X3

木製見切縁t25 CL

木製見切縁t25 CL腰壁：W3

腰壁

壁

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

壁：W1

壁：W1

壁：W1

腰壁：W1腰壁：W1
木製t25 CL

木製t25 CL
腰壁：W1

木製t25 CL
腰壁：W1

木製t25 CL
腰壁：W1

柱型：W7A

柱型：W7A

柱型：W7A

柱型：W7A

柱型：W7A

柱型：W7A

柱型：W7A

柱型：W7A

柱型

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

掲示壁

ホワイトボード

W2,700×H900

壁：W1

曲面スライダー黒板
W3,600×H1,200

掲示壁

柱型：W7A

掲示壁

ホワイトボード

W2,700×H900

生徒用ロッカー

曲面スライダー黒板
W3,600×H1,200

掲示壁

柱型：W7A

木製見切縁t25 CL腰壁：W3

曲面スライダー黒板
W3,600×H1,200

掲示壁 掲示壁

ホワイトボード

W2,700×H900

生徒用ロッカー

W3・W6：GB-Ft12.5+GB-Ht9.5 EP-G ※GWt50(24K)充填

掲示壁：(W1・W3・W6)の上PWt5.5+掲示シート(着磁性)

掃除用具入れ

掃除用具入れ

D面

曲面スライダー黒板、ホワイトボード、

備考

カーテンボックス

ビニル巾木 H=100

カーテンボックス

柱型：W7A

ビニル巾木 H=100 腰壁：W6

カーテンボックス

W3850×H185

W3850×H185

W3850×H185

W3850×H185

A　－　30

生徒用ロッカー

掃除用具入れ

腰壁：W3

ピクチャーレール

ピクチャーレール

ピクチャーレール

生徒用ロッカー、掃除用具入れ、ピクチャーレール、

カーテンボックス、額縁：木製t25 CL、窓台：集成材t25 CL

普通教室

窓台：集成材t25 CL

窓台：集成材t25 CL

窓台：集成材t25 CL

窓台：集成材t25 CL
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/50
A3：S=1/100

展開図(2)

2,
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0
2
,7

00

1X3 1X4 1X5

8,400 4,200 300

▽1FL

▽1FL

3007,840

1Y1 1X31X41X5

8,4004,200300

300 7,840

1Y1

昇降口

昇降口

A面 B面 C面

D面

上り框(御影石)
：100×50

上り框(御影石)
：100×50

下足入れ

傘立て

外壁：ECPt60
+フッ素樹脂耐候性塗料

傘立て 傘立て

傘立て

下足入れ

床：長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

床：300角磁器質タイル

備考

女子更衣室

▽1FL

1X2

4,200 300 7,840 260

1Y31Y4 1X2

4,200

A面 B面 C面 1X2

4,200 3007,840260

1Y3 1Y4D面C'面

PS

2,
6
00

男子更衣室

4,200

1X3

300 7,840 260

1Y31Y4

4,200

1X3

4,200

1X3

3007,840260

1Y3 1Y4A面 B面 C面 C'面 D面

▽1FL

一方枠：木製t25 CL

2
,6

00

壁：W1

壁：W3

壁点検口300角

下足入れ、傘立て、額縁：木製t25 CL、

10
0

2,
10

0
53

0
1
5

壁

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

昇降口

腰壁

300角磁器質タイル

-

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

巾木

床

ビニル巾木 H=100

W3：GB-Ft12.5+GB-Ht9.5 EP-G ※GWt50(24K)充填

床

巾木

腰壁

ビニル巾木 H=100

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

女子更衣室

天井

壁 W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

床

巾木

腰壁

ビニル巾木 H=100

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

天井

壁 W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

柱型

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

柱型 W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G 柱型 W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

柱型：W7A 柱型：W7A

壁：W1

柱型：W7A

柱型：W7A

柱型：W7A 柱型：W7A柱型：W7A

207

一方枠：木製t25 CL

2
,1

00

2
,1

00

22

SUS製巾木 SUS製巾木

1X1A 1X1A 1X1A

柱型：W7A

木製壁見切りt25 CL

更衣室ロッカー

更衣室ロッカー

PS

ビニル巾木 H=100

ビニル巾木 H=100

男子更衣室

消火器ボックス(埋込型)

ビニル巾木 SUS製巾木

SUS製巾木 ビニル巾木

SUS製巾木 H=115

備考

A　－　31

壁：W1

壁点検口300角、消火器ボックス(埋込型)
備考

額縁：木製t25 CL、更衣室ロッカー、ブラインドボックス 額縁：木製t25 CL、更衣室ロッカー、ブラインドボックス

ブラインドボックス

ブラインドボックス

化粧石膏ボードt9.5 化粧石膏ボードt9.5



1X6

300 7,450 300

1X6

6,200300

1Y6 1Y5B面 C面

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/50
A3：S=1/100

2,
70

0

▽1FL

6,200

A面

配膳室1

2,
5
00

▽1FL

展開図(3)

配膳室2

2,500

A面 B面

2,500

C面 D面

RC-Bの上EP-G

備考
額縁：木製t25 CL、面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt20

手洗い(設備工事)

床

巾木

腰壁

ビニル巾木 H=100

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5 床

巾木

腰壁

ビニル巾木 H=100

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

配膳室1 配膳室2

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

壁
W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

ライニング壁：GB-St9.5+MBt3.0

一部RC-Bの上EP-G 一部RC-Bの上EP-G

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

柱型 -

4,200

1X4A面

配膳室3

▽1FL

▽1FL

配膳室4

1X4

300

2,
6
00

手洗い(設備工事)

A面(2階)

210

1X4

300

A面(3階)

5,500 5,500

1Y5

300

B面

2,390

B面

3,940 260

1Y3

92
0

面台t20

ライニング壁

4,200

1X4 C面 D面

3,940260

1Y3

210

1X4

300

手洗い(設備工事)

C面

5,500

1Y5

300

D面

9
20

2,390

ライニング壁

面台t20

柱型：W7A 柱型：W7A

2,
60

0

PS

ビニル巾木 H=100 92
0

面台t20

ライニング壁

7,450

1Y5 1Y6D面

1,100

手洗い(設備工事)

ビニル巾木 H=100

壁：W1

92
0

ライニング壁

面台t20 手洗い(設備工事)

ビニル巾木 H=100

ビニル巾木 H=100

PS PS

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

ライニング壁：GB-St9.5+MBt3.0

柱型 W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

壁 W4：GB-Ft21×2 EP-G

壁：W1

EV壁：W4

EV壁：W4

PS

PS

消火器ボックス(埋込型)

床

巾木

腰壁

ビニル巾木 H=100

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

-

配膳室4

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

ライニング壁：GB-St9.5+MBt3.0

柱型 -

壁 W4：GB-Ft21×2 EP-G

額縁：木製t25 CL、面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt20、

備考

A　－　32

アルミ製押え金物

ステンレス製手摺

ステンレス製手摺

RC-Bの上EP-G

35
0

1
,0

00
60
0

木製見切縁t25 CL

ブラインドボックス ブラインドボックス

額縁：木製t25 CL、ブラインドボックス、

手洗い(設備工事)

備考
額縁：木製t25 CL、面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt20

手洗い(設備工事)

床

巾木

腰壁

ビニル巾木 H=100

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

-

配膳室3

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

壁
W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

ライニング壁：GB-St9.5+MBt3.0

柱型 W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

消火器ボックス(埋込型)

手洗い(設備工事)

備考

ブラインドボックス

ブラインドボックス

3,83565 3,835 65



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/50
A3：S=1/100

展開図(4)

2,
70

0

▽1FL

1X2

4,200

A面

300 7,840 260

1Y31Y4 B面

30
53

0
40

1X2

4,200

C面

3007,840260

1Y3 1Y4D面

30
53

0
40

2
,1

00

1,
20

0
9
00

4,200

1X4

▽1FL

A面

2
,6

0
0

2
,7

00

▽1FL

1X4 1X5

3004,200 260 3007,840

1Y1

3
0

5
30

4
0

2,
10

0

1X5 1X4

300 4,200 260300 7,840

1Y21Y1

3
0

5
30

4
0

1
,2

00
90

0

A面 B面 C面 D面1Y2

PS

PS

壁点検口450角

▽1FL

倉庫

1,
65

0
85

0

2,
50
0

1Y4

300 3,900

B面

柱型：W7A

柱型：W7A

柱型：W7A 柱型：W7A

柱型：W7A

300

1Y4

5,445

壁：W1 壁：W4

295 3,698 207 2953,698

壁：W4

壁：W2

207 300

1Y4

5,445

壁：W4

A面 B面 C面 D面

2
,1

00

4,200

1X4 1Y4

3003,900

C面 D面

210

2,
10

0

PS

210

カーテンボックス

ビニル巾木 H=100

PS

壁：W1

W3450×H185

W3400×H185

壁：W1 壁：W3

ビニル巾木 H=100

消火器ボックス

カーテンボックス

カーテンボックス

W3800×H185

消火器ボックス

壁：W6 壁：W1
木製壁見切りt25 CL

ビニル巾木 H=100

壁：W1

A　－　33

窓台：集成材t25 CL

窓台：集成材t25 CL

窓台：集成材t25 CL

82
0

柱型：W7A

天板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt20

8
20

柱型：W7A

天板：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt20

床

巾木

腰壁

ビニル巾木 H=100

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

備考

天井

柱型

備考

床

巾木

腰壁

ビニル巾木 H=100

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

-

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

W2：GB-Ft12.5+GB-Ht9.5 EP-G

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

柱型 W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

壁

W4：GB-Ft21+21 EP-G

-

W6：GB-Ft12.5+GB-Ht9.5 EP-G ※GWt50(24K)充填
壁

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

化粧石膏ボードt9.5

備考

床

巾木

腰壁

ビニル巾木 H=100

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

床

巾木

腰壁

ビニル巾木 H=100

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

壁

柱型

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

柱型 W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

W3：GB-Ft12.5+GB-Ht9.5 EP-G ※GWt50(24K)充填
壁

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

備考
額縁：木製t25 CL、カーテンボックス、

窓台：集成材t25 CL、壁点検口450角

額縁：木製t25 CL、カーテンボックス、窓台：集成材t25 CL

額縁：木製t25 CL、カーテンボックス、窓台：集成材t25 CL

倉庫

多目的室A

多目的室B

多目的室C

多目的室A

多目的室B

多目的室C



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/50
A3：S=1/100

1X2

4,700

2,
5
00

300

1Y4

6,300

1X2

4,700

1X2

1,300

1Y4

260 7,840 300 300

1Y4

6,300

A面 B面 C面 D面 D'面1Y3

2,
5
00

3,700 300

1Y4

7,840

1Y3

260

1X3 1X3

2,4001,300

1X3

3,700

1Y4

260 7,840 300

1Y3

2,
50

0

1,8002,500 2,500

2,
0
00

1,800

2,
50

0

SK

1,100 1,800 1,100 1,800

A面 B面 C面 D面

C'面

C'面

A面 B面 C面 D面 A面 B面 C面 D面

▽1FL

▽1FL

▽1FL

展開図(5)

衛生機器、洗面器、化粧鏡(設備工事)

備考

92
0

化粧鏡
(設備工事)

洗面器
(設備工事)

ライニング壁

面台t20 洗面カウンター

1
,2

20

壁：W5(1階)
壁：W6(2・3階)

92
0

面台t20

ライニング壁

汚垂石t6.0

面台t20

化粧鏡
(設備工事)

洗面器
(設備工事)

洗面カウンター

トイレブース

化粧鏡
(設備工事)

(設備工事)

92
0

面台t20

ライニング壁

オストメイト
(1階のみ)

跳ね上げ式手摺

L型手摺

手洗い ライニング壁

面台t20

92
0

一方枠：SUS製t25

三方枠：SUS製t25

三方枠：SUS製t25

一方枠：SUS製t25

一方枠：SUS製t25
トイレブース

床

巾木

腰壁 -

長尺塩ビ床シート(防汚性)t2.0

床シート巻上げ H=100

ライニング壁：GB-St9.5+MBt3.0

天井

壁

柱型 W7B：GB-St9.5+MBt3.0

W5(1階)：GB-St9.5+MBt3.0 ※GWt50(24K)充填

W6(2・3階)：GB-Ft12.5+GB-Ht9.5+MBt3.0 ※GWt50(24K)充填

備考

床

巾木

腰壁 -

壁
ライニング壁：GB-St9.5+MBt3.0

天井

長尺塩ビ床シート(防汚性)t2.0

床シート巻上げ H=100

W5：GB-St9.5+MBt3.0 ※GWt50(24K)充填

床

巾木 ビニル巾木 H=100

腰壁 -

壁
ライニング壁：GB-St9.5+MBt3.0

天井

SK

長尺塩ビ床シート(防汚性)t2.0

W5：GB-St9.5+MBt3.0 ※GWt50(24K)充填

柱型 柱型- -

柱型：W7B

柱型：W7B

女子トイレ

男子トイレ

多目的トイレ

多目的トイレ男子トイレ

掃除用流し
(設備工事)

掃除用流し(設備工事)

汚垂石t6.0、壁目地シーリング、床下点検口：600×600

洗面カウンター、面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt20、L型手摺、

L型手摺

L型手摺

2,
10

0

柱型：W7B

壁目地シーリング

柱型：W7B

壁：W5(1階)
壁：W6(2・3階)

2
,1
0
0

OPEN

OPEN

壁目地シーリング

壁目地シーリング

2
,1

0
0

床

巾木

腰壁

長尺塩ビ床シート(防汚性)t2.0

床シート巻上げ H=100

-

W5：GB-St9.5+MBt3.0 ※GWt50(24K)充填

衛生機器、洗面器、化粧鏡(設備工事)

備考

ライニング壁：GB-St9.5+MBt3.0

天井

柱型 W7B：GB-St9.5+MBt3.0

壁目地シーリング

壁

洗面カウンター、面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt20、L型手摺、

W6(2・3階)：GB-Ft12.5+GB-Ht9.5+MBt3.0 ※GWt50(24K)充填

女子トイレ

壁目地シーリング

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt20、壁目地シーリング

衛生機器、手洗い、オストメイト、化粧鏡(設備工事)

備考

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt20、L型手摺、跳ね上げ式手摺、

壁目地シーリング

A　－　34

化粧石膏ボードt9.5 化粧石膏ボードt9.5

化粧石膏ボードt9.5 化粧石膏ボードt9.5

H=2500

H=2500

額縁：木製t25 CL、トイレブース H=2500、 額縁：木製t25 CL、トイレブース H=2500、



1X5

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/50
A3：S=1/100

▽1FL

展開図(6)

8,400 8,400 8,400 4,200

1X2 1X3 1X41X1 1X5

300300

2,
70

0

OPENOPEN

A面

▽1FL

2
,7

00

8,4008,4008,4004,200

1X21X31X4 1X1

300 300

C面

階段B

昇降口 昇降口

壁：W1 EVホール1

柱型：W7A柱型：W7A

消 火 栓

屋内消火栓(埋込型)

(設備工事)

▽1FL

300

2,
70

0

1Y2

8,100 3,000

1Y31Y4 B面

防火戸

1Y31Y2

260 3,000 260

D面

防火戸

2
,1

00
53

0
30

40

300

1Y2

8,1003,000

1Y3 1Y4D'面

ビニル巾木 H=100

OPEN

▽1FL

EVホール1

300

2,
7
00

火消 栓

屋内消火栓(埋込型)

(設備工事)

EV壁：W4壁：W1

下がり壁：W1

8,400 300

1X4 1X6

廊下2

5,400

1Y5 1Y4

2
,5

00
20
0

シャッターレール

1Y4

5,400

1Y5

面台t20

ライニング壁
柱型：W7A

PS

SUS製流し台

消火器ボックス(埋込型)

ビニル巾木 H=100

廊下1

廊下1

廊下1

A面 B面 D面

壁：掲示壁

木製見切り縁t25 CL

ビニル巾木 H=100

木製見切り縁t25 CL

壁：掲示壁

A　－　35

床

巾木

腰壁 -

床

巾木

腰壁

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5 長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

ビニル巾木 H=100 ビニル巾木 H=100

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

-

ライニング壁：GB-St9.5+MBt3.0

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

柱型 W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

備考

壁

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

W4：GB-Ft21×2 EP-G

廊下1

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt20、壁目地シーリング

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

額縁：木製t25 CL

柱型 W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

備考
屋内消火栓(埋込型) (設備工事)

壁
掲示壁：W1の上PWt5.5+掲示シート(着磁性)

額縁：木製t25 CL、SUS製流し台、消火器ボックス(埋込型)、

屋内消火栓(埋込型) (設備工事)

EVホール1



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/50
A3：S=1/100

展開図(7)

▽1FL

1X4A

275 8,450

1X6A

275

A面 B面

面台t20

SUS製流し台

柱型：W7A

2,
50

0

▽1FL

2
,5

0
0

ライニング壁

消火器ボックス(埋込型)

1X4A

2758,450

1X6A C面

OPEN

RC-Bの上EP-G

壁：W1
壁：W1

1Y5 1Y6

2755,9502757,450300

D面

柱型：W7A 柱型：W7A

柱型：W7A

面台t20

1,
22

0

80
0

ビニル巾木 H=100

ビニル巾木 H=100

廊下2

廊下2

▽1FL

1X6A 1X6B

275 2,800 275

2
,5
0
0

3,650

1X6A1X6B

2,800275 3,650

EXP.J EXP.J

既存RC躯体
下地補修の上EP-G

壁：ECPt60の上EP-G

A面 B面 C面 D面

渡り廊下1

2
,5

50

▽1FL+765

柱型：W7A

A　－　36

7
85

RC-Bの上EP-G

2,390 12,385

OPEN

柱型：W7A

2,600 65

木製見切縁t25 CL

木製見切縁t25 CL

1Y71Y7

1Y7

1Y7

2,60065

OPEN

床

巾木

腰壁

壁
ライニング壁：GB-St9.5+MBt3.0

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

ビニル巾木 H=100

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

額縁：木製t25 CL、SUS製流し台、

柱型 W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

廊下2

一部RC-Bの上EP-G

壁目地シーリング、消火器ボックス(埋込型)
備考

床

巾木

腰壁

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

ビニル巾木 H=100

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

一部RC-Bの上EP-G

渡り廊下1

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

壁 一部既存RC躯体下地補修の上EP-G

一部ECPt60(縦貼り)の上EP-G

柱型

備考 額縁：木製t25 CL

床

巾木

腰壁

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

ビニル巾木 H=100

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

渡り廊下2

渡り廊下2

1X6A 1X6B

3,725 2,800

2,
55

0

▽1FL+765

ストレッチャーガード

A面 1Xb1Xa

635 2,905 310

防火戸

横引き折りたたみ戸 防火スクリーンシャッター

EXP.J

ビニル巾木 H=100

EXP.J

1Yb

3,810

1YaB面

OPEN

B'面

3,74565 90

OPEN

柱型：W7A

柱型：W7A

壁：RC-Bの上EP-G

1X6A1X6B

3,7252,800

1Xb 1Xa

6352,905310

EXP.J
EXP.J

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

SUS製手摺

OPEN

横引き折りたたみ戸

ストレッチャーガード

C面

防火スクリーンシャッター

1Ya1Yb 1Ya

3,810

1YbD面

OPEN

D'面1Ya 1Yb

3,745 6590

ビニル巾木 H=100

ストレッチャーガード

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G 壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

-

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G柱型

備考 額縁：木製t25 CL、ストレッチャーガード

壁
一部RC-Bの上EP-G

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

冷蔵庫

▽1FL+765

既存給食棟

2,
70

0

OPEN

1,840

D面

竪枠：スチールt1.6

SOP 25×180

冷蔵庫

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5

EP-G

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5

EP-G※GL工法

ビニル巾木 H=100

下がり壁：RC-Bの上EP-G 天井：FKt6+EP



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/50
A3：S=1/100

展開図(8)

▽1FL

8,400 8,400 8,400 4,200

1X2 1X3 1X41X1 1X5

300300

2,
70

0

OPENOPEN

A面

▽1FL

2
,7

00

8,4008,4008,4004,200

1X21X31X4 1X11X5

300 300

C面

階段B

消 火 栓

屋内消火栓(埋込型)

(設備工事)
EVホール2

消火器ボックス(埋込型)

柱型：W7A

柱型：W7A 柱型：W7A

壁：W1

廊下3(2・3階)

▽1FL

300

2,
70

0

1Y2

8,100 3,000

1Y31Y4 B面

防火戸

1Y31Y2

260 3,000 260

D面

防火戸

300

1Y2

8,1003,000

1Y3 1Y4

OPEN

廊下3(2・3階)

廊下3(2・3階)

AD-4(3階のみ)

ビニル巾木 H=100

▽1FL

300

2,
7
00

EV壁：W4壁：W1

8,400 300

1X4 1X6

EVホール2(2・3階)

ボード突付部
※シール処理

8
001,

22
0

2,730

1Y4

シャッターレール

ビニル巾木 H=100

面台t20

ライニング壁

PS

A面 B面

木製見切り縁t25 CL

壁：掲示壁

ビニル巾木 H=100

2,710

SUS製流し台

PS

EVホール2　D面

消火器ボックス(埋込型)

D'面

床

巾木

腰壁 -

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

ビニル巾木 H=100

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

廊下3(2・3階)

床

巾木

腰壁

長尺塩ビ床シート(抗菌)t2.5

ビニル巾木 H=100

-

ライニング壁：GB-St9.5+MBt3.0

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

額縁：木製t25 CL、SUS製流し台、

柱型 W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

備考

壁

W1：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

W4：GB-Ft21×2 EP-G

EVホール2(2・3階)

天井 化粧吸音石膏ボードt9.5

柱型 W7A：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5 EP-G

備考

壁
掲示壁：W1の上PWt5.5+掲示シート(着磁性)

2
,1

00
53

0
30

40

A　－　37

消火器ボックス(埋込型)

額縁：木製t25 CL、消火器ボックス(埋込型)

屋内消火栓(埋込型) (設備工事)

消火器ボックス(埋込型)

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt20、壁目地シーリング、
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男子更衣室

CH=2,700b

女子更衣室

CH=2,700

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
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倉庫

CH=2,500

～1,650

CH=2,500

SK

CH=2,500

多目的トイレ

a

廊下1

CH=2,700

a CH=2,700

a

渡り廊下1

CH=2,500

A1：S=1/100
A3：S=1/200

EVホール1

200

80
0

天井伏図(1)

庇

PS

庇

庇

シャッターレール

A　－　38
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d

竪樋：VPφ75

b
CH=2,500

男子トイレ

bCH=2,500

女子トイレ
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1Ya
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2,905 310

1Xa 1Xb

9
0
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25
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竪樋：VPφ75

2,900 300

615

CH=2,500

配膳室2

a

昇降口

CH=2,700aa CH=2,700

普通教室A

a CH=2,700

普通教室A

CH=2,600a

CH=2,600

配膳室3

a

a -

階段A

CH=2,700

配膳室1

a

CH=2,500a

廊下2 渡り廊下2

CH=2,550a

階段B

-a

a

廊下2

CH=2,500

a GB-P：化粧吸音石膏ボードt9.5

天井仕上

浸透性吸水防止材

カラーガルバリウム鋼板t1.2

b

c

d

GB-D：化粧石膏ボードt9.5

点検口・開口補強サイズ

950角(1階：9か所)

670×1060(1階：3か所)

1120×400(1階：4か所)

350角(1階：14か所)

400角(1階：1か所)

450角(1階：2か所)

500角(1階：12か所)

650角(1階：1か所)

330角(1階：2か所)

390角(1階：2か所)

カーテンボックス カーテンボックス

ブラインドボックスブラインドボックス カーテンボックス

e アルミスパンドレルt1.0

昇降口 e

(ポーチ)

天井点検口600角(1階：25か所)

多目的室A



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
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A3：S=1/200
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EVホール2
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天井伏図(2)

庇
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庇

R階天井伏図　S=1/100

庇

アルミ見切縁

アルミ見切縁

シャッターレールシャッターレール
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b b b b
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女子トイレ

CH=2,500 CH=2,500

男子トイレ 女子トイレ
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男子トイレ

b b b b

a CH=2,700

普通教室B

a CH=2,700

普通教室B
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普通教室C
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普通教室B
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普通教室B

a CH=2,700

普通教室C
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階段B

-a
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a GB-P：化粧吸音石膏ボードt9.5

天井仕上

浸透性吸水防止材

カラーガルバリウム鋼板t1.2

b

c

d

GB-D：化粧石膏ボードt9.5

点検口・開口補強サイズ

天井点検口600角(2・3階：24か所)

950角(2・3階：9か所)

670×1060(2・3階：2か所)

1120×400(2・3階：2か所)

330角(2・3階：1か所)

390角(2・3階：1か所)

350角(2・3階：13か所)

400角(2・3階：1か所)

500角(2・3階：16か所)

550角(2・3階：2か所)

カーテンボックス カーテンボックス カーテンボックス カーテンボックス

カーテンボックス カーテンボックス

ブラインドボックス

カーテンボックス カーテンボックス カーテンボックス カーテンボックス

カーテンボックス カーテンボックス

ブラインドボックス

多目的室B

多目的室C 多目的室C

多目的室B
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
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A3：S=1/300
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STF

木製建具の合板、集成材及び単板積層材の

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量　　　　　※F☆☆☆☆
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/50
A3：S=1/100

記号・型式
1
AD

袖付アルミ製両開き戸 【撤去】

使用個所

見込寸法
材料

使用金物

備考

記号・型式

ガラス

塗装・仕上

1

アルマイト仕上

アルミ　枠見込：70

使用個所

見込寸法
材料

使用金物

備考

記号・型式

ガラス

塗装・仕上

使用個所

見込寸法
材料

使用金物

備考

ガラス

塗装・仕上

建具で額縁（ｱﾙﾐﾆｳﾑ製）、ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ受け板（ｱﾙﾐﾆｳﾑ製L型金物）等

を取付ける場合は、特記による。

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の結露水の処理方法は特記なき限り、外部排出型とする。

1 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の引き戸(窓)にはｸﾚｾﾝﾄを設ける。

2

3

4

5

外部廻りのｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具には既成押出形材の水切り板を設ける。

くつ摺はSUS304ＨＬ　ｔ＝2.0とする。

6 外部廻りの扉性能はＳＡ以上とする。

7 鋼製扉はドア厚40mm以上とし、軽量鋼製扉は35mm以上とする。

8 外部廻りの面付扉は水切り庇(出30mm程度)を設ける。

9 排煙窓のオペレーターは隠蔽仕様とする。

煙感知連動装置付き戸及び防火戸のＤＣ,ＨＣ,ＦＨは特記以外

ｽﾄｯﾌﾟなしとする。ＤＣは特記なき限り露出型とする。

10 木製建具の仕上げで特記以外は、ＣＬ仕上げを行う。

鋼製建具で、片開き,親子及び両開き戸の一枚の戸の有効開口幅が12

11

950mm又は有効高さが2400mmを越える場合の、出入口（枠類一般部分）

に使用する鋼板類の厚さは2.3mmとする。項

共

事

通

種 別
ｶｰﾃﾝ
ｳｫ-ﾙ

戸 窓 ガラリ 三方枠 障子 戸ぶすま ｼｬｯﾀｰ

木 製 WD WW WG WF P TH

ｽﾃﾝﾚｽ製

LS鋼製軽量

鋼 製 SD SW SG SF SS

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ACWAW AGAD AS

建
具
略
号

特定防火設備

建
具
記
号

補
助
略
号

建具番号

建具略号

0 0

ＯＯ

トイレブース　TB トップライト　TL

ガ
ラ
ス
符
号

防火設備

SAT セミエアタイト

AT エアタイト

LSD
ＳＴＦ　　学校用強化型ガラス

ＳＴ　　　学校用強化ガラス

Ａ　　　　空気層

金
物
符
号

ドアクローザーＤＣ

ＰＨ ピボットヒンジ

ＣＬ シリンダー本締錠

ＮＰ　　　網入りトーメイガラス

ＮＦ　　　網入り型板ガラス

Ｆ　　　　型板ガラス

Ｐ　　　　フロート板ガラス

NP6.8、NF6.8

附属金物一式

1階　既存校舎出入口

ＨＣ ヒンジクローザー

フロアヒンジＦＨ

ＡＨ オートヒンジ

ＬＨ レバーハンドル錠

ＣＨ ケースハンドル錠

形状・寸法

形状・寸法

形状・寸法

STD STW STG

建具表(1)

1
AW

【撤去】

アルマイト仕上

アルミ　枠見込：70

P5

附属金物一式

1

AD

アルマイト仕上

アルミ　枠見込：70

附属金物一式

2
アルミ製引違いサッシランマ付アルミ製引違い戸 【改修】

1階　管理棟-普通教室棟　渡り廊下 2

ランマ部分アルミパネルに改修

-

TB
1

トイレブース

メラミン化粧合板　枠見込：40

-

グラビティヒンジ、帽子掛戸当、表示錠、SUS製頭繋ぎ、SUS製巾木、附属金物一式

3

▽FL

-

メラミン化粧合板　枠見込：40

-

グラビティヒンジ、帽子掛戸当、表示錠、SUS製頭繋ぎ、SUS製巾木、附属金物一式

TB
トイレブース

2

3

TB
トイレブース

3

-

メラミン化粧合板　枠見込：40

-

グラビティヒンジ、帽子掛戸当、表示錠、SUS製頭繋ぎ、SUS製巾木、附属金物一式

3

P5

NP

NF

2
,1

65

950 70 1,800 70 950

3,840

1,
46

0

1,700

2
,0

00
10

0
58

5

2
,6

8
5

50875 875

1,800

アルミパネル

アルミパネルに改修

A　－　42

3,850

600 600 600 600 1,400

仕切 仕切：3か所

600 600 600 600

3,890 1,400

90°

1,400

仕切 仕切：3か所

600 600 600 1,400

2,9501,400

90°

仕切：2か所仕切

2
,5

00

1,
90
0

60
0

2
,5

00

1,
90
0

60
0

2
,5

00

1,
90
0

60
0

1

6

-

2,
10

0

950

STF
SUS製三方枠

ヘアライン仕上

ステンレス　枠見込：120

2A：2　2B：2

SP SP
2A 2B

スクールパーティション

70 1,900

(　　)内数値は2Bとする

600

60
0

化粧鋼板　パネル厚：80

-

附属金物一式

ST4　※図中特記なき限りST4とする

2,
10

02
,6

70
3
0

4
0

5
30

1,375

(1,250)

掲示シート(着磁性)
※建築工事

3,345(3,220)

1
SP

▽FL

2,
10

02
,6

70
3
0

4
0

5
30

7,790

1,900 70 1,890 70 1,890 70 1,900

600

60
0

1～3階　普通教室 10

化粧鋼板　パネル厚：80

-

附属金物一式

スクールパーティション

※建築工事
掲示シート(着磁性)

ST4　※図中特記なき限りST4とする

1
AP AP

2

1階　既存給食棟

1
,0

00

2
,6

50
5
0

3,500

▽FL

11階　渡り廊下2

1
,0

00

2,
50

0
5
0

3,180

11階　既存給食棟

アルミ　枠見込：70

上段：ポリカt3　下段：アルミ樹脂複合パネルt3

電解着色

アルミ　枠見込：70

上段：ポリカt3　下段：アルミ樹脂複合パネルt3

電解着色

14枚10枚

サムターン鎌錠、抗菌堀込取手、ノンレール、全面丁番、附属金物一式 サムターン鎌錠、抗菌堀込取手、ノンレール、全面丁番、附属金物一式

アルミ製横引き折りたたみ戸(R300 14枚)アルミ製横引き折りたたみ戸(10枚)

2～3階　多目的室B・C 1～3階　男子・女子トイレ

1～3階　女子トイレ 1～3階　女子トイレ 1～3階　男子トイレ



木製建具の合板、集成材及び単板積層材の
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/50
A3：S=1/100

記号・型式

使用個所

見込寸法
材料

使用金物

備考

記号・型式

ガラス

塗装・仕上

使用個所

見込寸法
材料

使用金物

備考

記号・型式

ガラス

塗装・仕上

使用個所

見込寸法
材料

使用金物

備考

ガラス

塗装・仕上

建具で額縁（ｱﾙﾐﾆｳﾑ製）、ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ受け板（ｱﾙﾐﾆｳﾑ製L型金物）等

を取付ける場合は、特記による。

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の結露水の処理方法は特記なき限り、外部排出型とする。

1 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の引き戸(窓)にはｸﾚｾﾝﾄを設ける。

2

3

4

5

外部廻りのｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具には既成押出形材の水切り板を設ける。

くつ摺はSUS304ＨＬ　ｔ＝2.0とする。

6 外部廻りの扉性能はＳＡ以上とする。

7 鋼製扉はドア厚40mm以上とし、軽量鋼製扉は35mm以上とする。

8 外部廻りの面付扉は水切り庇(出30mm程度)を設ける。

9 排煙窓のオペレーターは隠蔽仕様とする。

煙感知連動装置付き戸及び防火戸のＤＣ,ＨＣ,ＦＨは特記以外

ｽﾄｯﾌﾟなしとする。ＤＣは特記なき限り露出型とする。

10 木製建具の仕上げで特記以外は、ＣＬ仕上げを行う。

鋼製建具で、片開き,親子及び両開き戸の一枚の戸の有効開口幅が12

11

950mm又は有効高さが2400mmを越える場合の、出入口（枠類一般部分）

に使用する鋼板類の厚さは2.3mmとする。項

共

事

通

種 別
ｶｰﾃﾝ
ｳｫ-ﾙ

戸 窓 ガラリ 三方枠 障子 戸ぶすま ｼｬｯﾀｰ

木 製 WD WW WG WF P TH

ｽﾃﾝﾚｽ製

LS鋼製軽量

鋼 製 SD SW SG SF SS

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ACWAW AGAD AS

建
具
略
号

特定防火設備

建
具
記
号

補
助
略
号

建具番号

建具略号

0 0

ＯＯ

トイレブース　TB トップライト　TL

ガ
ラ
ス
符
号

防火設備

SAT セミエアタイト

AT エアタイト

LSD
ＳＴＦ　　学校用強化型ガラス

ＳＴ　　　学校用強化ガラス

Ａ　　　　空気層

金
物
符
号

ドアクローザーＤＣ

ＰＨ ピボットヒンジ

ＣＬ シリンダー本締錠

ＮＰ　　　網入りトーメイガラス

ＮＦ　　　網入り型板ガラス

Ｆ　　　　型板ガラス

Ｐ　　　　フロート板ガラス

ＨＣ ヒンジクローザー

フロアヒンジＦＨ

ＡＨ オートヒンジ

ＬＨ レバーハンドル錠

ＣＨ ケースハンドル錠

形状・寸法

形状・寸法

形状・寸法

STD STW STG STF

建具表(2)

1
SD

1～3階　階段A 3

-

SOP塗装

CH、シャッター使用金物一式、非常時安全装置、障害物感知装置、連動中継器、自動閉鎖装置、附属金物一式

鋼製くぐり戸付片開き防火戸(常開)+鋼製電動シャッター

スチール　扉：70、枠見込：100

3,882.5

▽天井面

2
,7

0
0

2,
69

0
1
0

94
1,

80
0

750

2
,6

75

3,736

9

-

SOP塗装

1階　渡り廊下2

スチール

煙感連動、シャッター使用金物一式、附属金物一式

1
SS

特定防火設備

1

SD
鋼製くぐり戸付両開き防火戸(常開)

2

-

31～3階　階段B

SD
3

1階　渡り廊下2

-

特定防火設備 特定防火設備

SOP塗装SOP塗装

CH、AH、順位調整器、附属金物一式 CH、AH、順位調整器、附属金物一式

1
,8

00
15

0

750

2,
6
60

3,440

▽FL

▽FL

▽FL

SD

11

SD
4

1階　渡り廊下1

-

5

1階　倉庫

-

SOP塗装 SOP塗装

SD

-

SOP塗装

6
鋼製片開きフラッシュ戸鋼製両開きフラッシュ戸

CH、附属金物一式

2,
10

0

900

LH、DC、附属金物一式 LH、DC、附属金物一式

鋼製両開きアングル戸

10
0

1,600

2
,0

00

スチール　扉：40、枠見込：100 スチール　扉：40、枠見込：100

2
,1

45

1,800

特定防火設備、SUS沓摺 特定防火設備、SUS沓摺

1階　PS 1

スチール　枠見込：120

SD

-

SOP塗装

CH、附属金物一式

2・3階　PS 2

10
0

2
,0

00

1,000

鋼製片開きアングル戸
7

スチール　枠見込：120

スチール　扉：60、枠見込：274

1

軽量鋼製片開きフラッシュ戸

SOP塗装 SOP塗装

LSDLSD
2a 2b

LSDLSD
3a 3b

LSD
4

STF4 STF4

スチール　扉：36、枠見込：205 スチール　扉：36、枠見込：205

ハンガー金物、SUS引手、表示錠、附属金物一式 ハンガー金物、SUS引手、表示錠、附属金物一式

SUS沓摺 SUS沓摺

SOP塗装

SUS沓摺

LH、DC、附属金物一式

31～3階　SK

スチール　扉：40、枠見込：120

-

2,
10

0

800

3a：1　3b：12a：5　2b：2 1階　男子・女子更衣室

小窓：100×100

2,
10

0
15

0

900150(引残し)

(有効)

2,
10

0
15

0

5
00

900150(引残し)

500

(有効)

軽量鋼製片引きハンガー戸　※左右対称 軽量鋼製片引きハンガー戸　※左右対称

スチール　扉：36、枠見込：195

LSD

3

1

SOP塗装

軽量鋼製片引きハンガー戸

SUS沓摺、ガラリ

ハンガー金物、SUS引手、表示錠、附属金物一式

STF4

80

2,
10

0
15

0

90
0

90
0

1
50

ガラリ

900 150 (引残し)

(有効)

A　－　43

鋼製片開き防火戸(常開)

2
,1

00

1,100
▽天井面

2,300

2
,5

40
1
0

2,
55

0

特定防火設備、スチール三方枠：25×220

スチール　扉：60、枠見込：310

1
,7

0
0

60

750

鋼製くぐり戸付スクリーンシャッター(手動)

1～3階　多目的トイレ 1～3階　配膳室1・2・3・4　、多目的室A
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/50
A3：S=1/100

建具で額縁（ｱﾙﾐﾆｳﾑ製）、ｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ受け板（ｱﾙﾐﾆｳﾑ製L型金物）等

を取付ける場合は、特記による。

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の結露水の処理方法は特記なき限り、外部排出型とする。

1 ｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具の引き戸(窓)にはｸﾚｾﾝﾄを設ける。

2

3

4

5

外部廻りのｱﾙﾐﾆｳﾑ製建具には既成押出形材の水切り板を設ける。

くつ摺はSUS304ＨＬ　ｔ＝2.0とする。

6 外部廻りの扉性能はＳＡ以上とする。

7 鋼製扉はドア厚40mm以上とし、軽量鋼製扉は35mm以上とする。

8 外部廻りの面付扉は水切り庇(出30mm程度)を設ける。

9 排煙窓のオペレーターは隠蔽仕様とする。

煙感知連動装置付き戸及び防火戸のＤＣ,ＨＣ,ＦＨは特記以外

ｽﾄｯﾌﾟなしとする。ＤＣは特記なき限り露出型とする。

10 木製建具の仕上げで特記以外は、ＣＬ仕上げを行う。

鋼製建具で、片開き,親子及び両開き戸の一枚の戸の有効開口幅が12

11

950mm又は有効高さが2400mmを越える場合の、出入口（枠類一般部分）

に使用する鋼板類の厚さは2.3mmとする。項

共

事

通

種 別
ｶｰﾃﾝ
ｳｫ-ﾙ

戸 窓 ガラリ 三方枠 障子 戸ぶすま ｼｬｯﾀｰ

木 製 WD WW WG WF P TH

ｽﾃﾝﾚｽ製

LS鋼製軽量

鋼 製 SD SW SG SF SS

ｱﾙﾐﾆｳﾑ製 ACWAW AGAD AS

建
具
略
号

特定防火設備

建
具
記
号

補
助
略
号

建具番号

建具略号

0 0

ＯＯ

トイレブース　TB トップライト　TL

ガ
ラ
ス
符
号

防火設備

SAT セミエアタイト

AT エアタイト

LSD
ＳＴＦ　　学校用強化型ガラス

ＳＴ　　　学校用強化ガラス

Ａ　　　　空気層

金
物
符
号

ドアクローザーＤＣ

ＰＨ ピボットヒンジ

ＣＬ シリンダー本締錠

ＮＰ　　　網入りトーメイガラス

ＮＦ　　　網入り型板ガラス

Ｆ　　　　型板ガラス

Ｐ　　　　フロート板ガラス

ＨＣ ヒンジクローザー

フロアヒンジＦＨ

ＡＨ オートヒンジ

ＬＨ レバーハンドル錠

ＣＨ ケースハンドル錠

STD STW STG STF

備考

建具表(3) A　－　44

記号・型式

使用個所

見込寸法
材料

ガラス

塗装・仕上

形状・寸法

1

▽FL

1

AD

2,
10

0
1
00

53
0

30

2,
76

0

3,780 60 3,780 60 3,780

30 11,460 30

FIX FIX FIX

FIX FIX

FIX FIX FIX

FIX FIX

FIX FIX FIX

FIX FIX

1階　昇降口

AD
2

アルミ製ランマFIX窓付き引分けハンガー戸

1

P5+A6+ST5

二次電解着色(カラー)

11階　階段A

AD

二次電解着色(カラー)

1

3
アルミ製片開き戸

アルミ　枠見込：70

AD

二次電解着色(カラー)

アルミ製片開き戸

アルミ　枠見込：70

アルミ製両開き框戸

アルミ　枠見込：110

P5+A6+ST5

二次電解着色(カラー)

アルミ　枠見込：70

STF4 STF4

備考

記号・型式

使用個所

見込寸法
材料

使用金物

備考

記号・型式

ガラス

塗装・仕上

使用個所

見込寸法
材料

ガラス

塗装・仕上

▽FL

形状・寸法

形状・寸法

▽FL

使用金物
本締錠、附属金物一式

LH、DC、アルミ額縁、アルミ水切、アルミアングル、附属金物一式 LH、DC、アルミ額縁、アルミ水切、アルミアングル、附属金物一式

400

1
,6

20
56

0

5
00

600

2階　配膳室4

1
AW

アルミ製2連引違い窓

1
,5

50
1
,1

25

1,400 1,40070

2,870

アルミ　枠見込：70

二次電解着色(カラー) 二次電解着色(カラー)

アルミ製2連引違い窓
AW
2A

P5+A6+ST4 P5+A6+ST4

クレセント、アルミ額縁、アルミ水切、アルミアングル、附属金物一式 クレセント、アルミ額縁、アルミ水切、アルミアングル、附属金物一式

1

AD

二次電解着色(カラー)

アルミ製片開き戸

アルミ　枠見込：70

R階　階段B

80
0

2,
00

0

50
0

850

500

STF4

LH、DC、アルミ額縁、アルミ水切、アルミアングル、附属金物一式

5

4

800

3階　廊下3

3

SUS押棒、DC、アルミ額縁、アルミ水切、アルミアングル、沓摺：SUS製、

2
,0

00

1,700

ハンガー金物、SUS引手、本締錠、附属金物一式

開口制限有 開口制限有

500

1,
27

0

1
,0

90
1,

57
0

70

1
,5

50
1
,1

25

1,7001,700

300

アルミパネル

使用金物

開口制限有

AW

アルミ　枠見込：70

二次電解着色(カラー)

5
アルミ製縦滑り出し窓

クレセント、アルミ額縁、アルミ水切、アルミアングル、

附属金物一式

AWAW
4A 4B

(　　)内数値は4Bとする

70900 900

1,870

※
1,

05
0

(9
00
)

アルミ　枠見込：70

二次電解着色(カラー)

1～3階　階段A・B

アルミ額縁、アルミ水切、アルミアングル、附属金物一式

AW
アルミ製2連FIX窓

4C

4A：2　4B：1　4C：2

P5+A6+ST4、4C：NP6.8+A6+Low-E4

4C：防火設備

AW

アルミ　枠見込：70

二次電解着色(カラー)

P5+A6+ST4

クレセント、アルミ額縁、アルミ水切、アルミアングル、附属金物一式

AW
アルミ製引違い窓+FIX窓

3A 3B

(　　)内数値は3Bとする
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AW
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アルミ製FIX窓
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ST4

附属金物一式
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開口制限有、6C：防火設備
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アルミ　枠見込：70

二次電解着色(カラー)

1～3階　EVホール1・2、廊下1～3、配膳室4
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アルミ製引違い窓

6C

P5+A6+ST4、6C：NP6.8+A6+Low-E4

(　　)内数値は6B、6Cとする

クレセント、アルミ額縁、アルミ水切、アルミアングル、

附属金物一式
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1階　男子・女子更衣室、多目的室A 2～3階　多目的室B・C

1～3階　男子・女子トイレ



25

25

熱橋補強（断熱範囲=450mm） 25硬質ウレタンフォーム・吹付Ａ種１Ｈ

熱橋補強（断熱範囲=450mm） 25

壁・床

熱橋補強（断熱範囲=450mm） 25ピット壁 押出法ポリスチレンフォーム・３種ｂＡ

硬質ウレタンフォーム・吹付Ａ種１Ｈ

注記
備考

部位

屋根スラブ上

施工箇所 種類 厚さ(㎜)凡例

屋根

25

25

屋根 屋根スラブ下 硬質ウレタンフォーム・吹付Ａ種１Ｈ

押出法ポリスチレンフォーム・３種ｂＡ敷込

25床 1階土間スラブ下

ピット内天井天井

壁・屋根

1階断熱範囲図　S=1/150

２階スラブ下

地下部断熱範囲図　S=1/150

押出法ポリスチレンフォーム・３種ｂＡ敷込

押出法ポリスチレンフォーム・３種ｂＡ打込

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 断熱材範囲図(1)
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A3：S=1/300
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25

25

熱橋補強（断熱範囲=450mm） 25硬質ウレタンフォーム・吹付Ａ種１Ｈ

熱橋補強（断熱範囲=450mm） 25

壁・床

熱橋補強（断熱範囲=450mm） 25ピット壁 押出法ポリスチレンフォーム・３種ｂＡ

硬質ウレタンフォーム・吹付Ａ種１Ｈ

注記
備考

部位

屋根スラブ上

施工箇所 種類 厚さ(㎜)凡例

屋根

25

25

屋根 屋根スラブ下 硬質ウレタンフォーム・吹付Ａ種１Ｈ

押出法ポリスチレンフォーム・３種ｂＡ敷込

25床 1階土間スラブ下

ピット内天井天井

壁・屋根

2,3階断熱範囲図　S=1/150

スラブ下

R階断熱範囲図　S=1/150

スラブ上

PR階断熱範囲図　S=1/150

スラブ下

押出法ポリスチレンフォーム・３種ｂＡ敷込

押出法ポリスチレンフォーム・３種ｂＡ打込

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/150
A3：S=1/300
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

A　－　471階壁種キープラン

W5/W5(片)

壁仕様

GB-Rt12.5+GB-Ht9.5(LGS下地)

符号

W1/W1(片)

W2 GB-Ft12.5+GB-Ht9.5(LGS下地)

W3
GB-Ft12.5+GB-Ht9.5(LGS下地)

※GWt50(24K)充填

W4 GB-Ft21×2(LGS下地)

備考

両面1時間耐火

※GWt50(24K)充填

GB-St9.5+MBt3.0(LGS下地)

W7A GB-Rt12.5+GB-Ht9.5(薄型LGS下地)

W7B GB-St9.5+MBt3.0(薄型LGS下地)

掲示壁 PWt5.5+掲示シート(着磁性)

※GWt50(24K)充填

GB-Ft12.5+GB-Ht9.5+MBt3.0(LGS下地)
W6

片面1時間耐火

■壁種凡例
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遮音壁
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両面1時間耐火
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
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A3：S=1/200
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3階平面図　S=1/100

W1(片)

W
4

W1(片)

W
1(

片
)

DN

W
1(

片
)

4,200

7
,8

40

8
,4

40

1X1 1X1A

4,750

1Y4

1Y3A

300 250

30
0

3
00

塔屋平面図　S=1/100

W5/W5(片)

壁仕様

GB-Rt12.5+GB-Ht9.5(LGS下地)

符号

W1/W1(片)

W2 GB-Ft12.5+GB-Ht9.5(LGS下地)

W3
GB-Ft12.5+GB-Ht9.5(LGS下地)

※GWt50(24K)充填

W4 GB-Ft21×2(LGS下地)

備考

両面1時間耐火

※GWt50(24K)充填

GB-St9.5+MBt3.0(LGS下地)

W7A GB-Rt12.5+GB-Ht9.5(薄型LGS下地)

W7B GB-St9.5+MBt3.0(薄型LGS下地)

掲示壁 PWt5.5+掲示シート(着磁性)

※GWt50(24K)充填

GB-Ft12.5+GB-Ht9.5+MBt3.0(LGS下地)
W6

片面1時間耐火

■壁種凡例

多目的トイレ SK

W5

W5

掲
示

壁

W
1(

片
)+
掲

示
壁

掲
示

壁

W5

掲
示

壁

W
1(

片
)+
掲

示
壁

掲
示

壁

W5

W5

W5

両面1時間耐火

遮音壁

遮音壁

遮音壁

両面1時間耐火

※GW充填無し

※GW充填無し

※GW充填無し

※GW充填無し

W7A W7A

W7A W7AW7A

W7A W7A W7A

W7A W7A

W7A

W7A W7A

W7A

W7BW7A W7AW7B

W7A

W7A

W7AW7A W7A

W7A W7AW7A

W7A W7A W7A

W7A W7A

W7A

W7A W7A

W7A

W7BW7A W7AW7B

W7A

W7A

W1
(片

)

W1
(片

)

女子トイレ 男子トイレ女子トイレ 男子トイレ

W5 W5

多目的室C

多目的室B 多目的室B

多目的室C



ランナー

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：図示
A3：図示/2

部分詳細図(1)

ロックウールフェルト(四方)

廻り縁

10
0

廻り縁

10
0

1
0以

下

スタッド※1

22
22

22
22

※*

上張り：GB-Ht9.5

下張り：GB-Rt12.5

ランナー

上張り：GB-Ht9.5

下張り：GB-Ft12.5

ロックウールフェルト(四方)

廻り縁

10
0

1
0以

下
22

22
※

上張り：GB-Ht9.5

下張り：GB-Ft12.5

ロックウールフェルト(四方)

GWt50(24K)

1
0以

下

ロックウールフェルト(四方) ロックウールフェルト(四方)

ランナー ランナー ランナー

ランナー

スタッド スタッド

ロックウールフェルト(四方)

ランナー

廻り縁

10
0

ロックウールフェルト(四方)

ロックウールフェルト(四方)
ランナー

※
42

GB-Ft21×2

ロックウールフェルト(四方)

耐火シール(四方)

耐火シール(四方)

耐火シール(四方)

耐火シール(四方)耐火シール(四方)

耐火シール(四方)

耐火シール(四方)

耐火シール(四方)

1)　*は共通仕様書による

2)　W1(片)は、ボード片面貼りを示す

1)　*は共通仕様書による 1)　*は共通仕様書による 1)　*は共通仕様書による

10
0

ランナー

*

ランナー

1)　*は共通仕様書による

2)　W5(片)は、ボード片面貼りを示す

床シート巻上げ H=100

スタッド スタッド

廻り縁

12
.
5

12
.
5

GWt50(24K)

ロックウールフェルト(四方)

廻り縁

1
0以

下
22

※

上張り：GB-Ht9.5

下張り：GB-Ft12.5

ロックウールフェルト(四方)

GWt50(24K)

ロックウールフェルト(四方)

ランナー

スタッド

ランナー

耐火シール(四方)

耐火シール(四方)

耐火シール(四方)

10
0

下張り：GB-Ft12.5

上張り-1：GB-Ht9.5

25

耐火シール(四方)

床シート巻上げ H=100

上張り：MBt3.0

上張り-2：MBt3.0
(壁目地：シーリング)

下張り：GB-St9.5

(壁目地：シーリング)

6
50

姿図

姿図

150
面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt20

上張り：MBt3.0
(壁目地：シーリング)

床シート巻上げ H=100

アルミジョイナー

下張り：GB-St9.5

下張り：GB-St9.5

上張り：MBt3.0

(壁目地：シーリング)

補強材：C-60×30×10×2.3
溶接止め

9
20

35
0

下張り：GB-St9.5

上張り：MBt3.0

(壁目地：シーリング)

150
面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt20

上張り：MBt3.0

(壁目地：シーリング)

下張り：GB-St9.5

溶接止め
(上下2か所)

（ＬＧＳ壁埋め込み）

258

467

20
0

20
0

補強材：C-100×50×20×2.3

01 02 W2：耐火壁(1時間)S＝1/10 S＝1/10W1：一般壁 S＝1/1003 W3：耐火遮音壁(1時間) S＝1/1004 W4：耐火壁(片面 1時間) S＝1/1005 W5：耐水壁

S＝1/1006 W6：耐水耐火壁(1時間) 07 W7A・W7B：薄型軽鉄間仕切壁 ※柱型

10 手洗い前ライニング壁 S＝1/10S＝1/10 11 小便器前ライニング壁 12 消火器ボックス・扉付（既製品） 13 天井点検口S＝1/10

6
0
0

2
8

600 35

補強野縁受野縁受

吊ボルト位置900＠程度

取付け用補強材補強野縁

野縁

補強野縁

Ｂ

Ｂ

Ａ Ａ

野縁受 補強野縁受

取付け用補強材

35 600 35

伏　図　S=1/20

補強野縁

28 600 28

取付け用補強材

Ｂ断面　S=1/10

Ａ断面　S=1/10

S＝1/10,20

LGS65型

LGS65型

見切りジョイナー

見切りジョイナー

：25×25 CL

廻り縁

10
0

掲示壁：PWt5.5

+掲示シート(着磁性)

H

木製見切縁

S＝1/10 S＝1/10掲示壁08 便所内手摺補強09

床シート巻上げ H=100

廻り縁

10
0

55

17
.5

12
.
5

下張り：GB-St9.5

上張り：MBt3.0

鉄骨柱

W7B

見切りジョイナー

廻り縁

上張り：GB-Ht9.5

下張り：GB-Rt12.5

6
518

2
2

鉄骨柱

W7A

吹付ロックウールt25吹付ロックウールt25

(LGSに固定)

補強木t60以上

黄銅ダイカストメッキ付LGS

（※メーカー仕様による）
LGS

(LGSに固定)

補強木t30以上

黄銅ダイカストメッキ付LGS

フランジ

LGS
（※メーカー仕様による）

(樹脂被覆タイプ)
ステンレス手摺φ34

コーチねじφ6
（3ヶ所締め） （4ヶ所締め）

コーチねじφ6

上張り：MBt3.0

(壁目地：シーリング)

下張り：GB-St9.5

(壁目地：シーリング)

上張り：MBt3.0

下張り：GB-St9.5

(樹脂被覆タイプ)
ステンレス手摺φ34

LGS

補強木t60以上
(LGSに固定)

補強木t60以上

(LGSに固定)

ハンガーボルトφ6
（4ヶ所締め）
（※メーカー仕様による）

(樹脂被覆タイプ)
ステンレス手摺φ34

上張り：MBt3.0

(壁目地：シーリング)

下張り：GB-St9.5

L型手摺 小便器用手摺

跳ね上げ式手摺

S＝1/10

600

(1
,2

20
)

汚垂石t6.0

シーリング

2)　認定番号：FP060NP-0497

A　－　49

1)　*は共通仕様書による

※補強は各メーカー仕様による ※補強は各メーカー仕様による

註）消火器ボックスは建築工事とする。ただし、消火器は備品とする。

註）その他固定していない消火器については、置台共備品とする。

59
6

10
0

200

220

面台：ﾒﾗﾐﾝﾎﾟｽﾄﾌｫｰﾑt20

82
0

2)　認定番号：FP060NP-0473-1(1) 2)　認定番号：FP060NP-0473-1(2)



6
0

Fエンド

Ａ部

ステンレス手摺H800　L1,500

ステンレス手摺H800　L650

ステンレス手摺H1,100　L425

※手摺の部材は共通とする。

ステンレスチェーン（フック付）

ステンレスP-34×3.0

ステンレスP-34×3.0

ステンレスP-42.7×3.0

ステンレスチェーン（フック付）

ステンレスP-27.2×2.5
＠150内外

08

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：図示
A3：図示/2

20

430

400

300

55
15

0

15
15

RDφ100(横型)：鋳鉄製

アルミ押え金物　L-30×10×2

乾式保護版

：押出成形セメント板t15

受け金物：アルミ製（かさ上げﾀｲﾌﾟ）

竪樋：VPφ100

断熱材ｔ25

溶接金網6φ100×100

押えｺﾝｸﾘｰﾄｔ80

モルタル金ゴテ仕上（溶接金網φ2.6－50角）目地＠600

絶縁シートｔ0.15

押出法ポリスチレンフォーム保温板3種ｂ ｔ50

防水層

排水溝

パラペット部詳細図 S＝1/10

ビニル巾木 H=100 ビニル巾木 H=100

※

各室

廻り縁

外壁：ECPt60 1
00

LGS壁下地(65型)＠303

150

開口補強：□-100×100×6

普通教室

吹付ロックウールt25

吹付ロックウールt25

157

LGS壁下地(65型)＠303
壁：W1(片)

カーテンボックス150

シーリング(MS-2)

シーリング(MS-2)

外壁：ECPt60

12
0

1
85

外部サッシ廻り詳細図(普通教室) S＝1/10

吹付ウレタンフォームt25

S＝1/10丸環詳細図

シーリング

PL60×9（SUS304）

60

30 160 100 30

320

丸環φ19（SUS304）※20所

01 02 03 04

ウレタン塗膜防水(X-2)アルミ笠木(既製品)

シーリング：MS-2

アルミフレーム

05 06 07S＝1/10

S＝1/10外壁側詳細図

3
5▼1FL

▲1SL

外部 内部

8
5

10
0

15

100

310

*

1020

100

120

10 10

SUS水切

シーリング15×10

シーリング15×10
水抜きパイプ

50
10

49
0

パ
ネ

ル
W

1
5

シーリング10×10

押し出し成形セメント板t60
GB-Rt12.5+GB-Ht9.5+EP-G
(LGS65型)

09 S＝1/5,10アルミ枠壁点検口（既製品）

600

20
仕上げ材
※

補強材

固定ボルト

外枠
内枠60

0

20

Ａ

Ａ

平面詳細図　S＝1/20

80

14 554 14

差筋

有効開口寸法

外枠パッキン

固定ボルト

600

57811 11

20

20φ

50 15

ボルトパッキン

補強材

モルタル充填
仕上げ材
※

内枠
外枠

アンカーピース

80

ＳＵＳ製床下点検口 600角
(モルタル充填仕様)

25

A-A断面詳細図　S＝1/10 ※　設置個所の床仕上材とする

アルミフレーム

壁ボード

（
4
5
0
）

（450）
300

3
0
0

姿図　S=1/10

壁ボード

鍵

ビス止め

Ｌ-30×30×2　SUS

壁ボード

アルミフレーム

2

3030

3
0

2

3
0

S＝1/10,20床下点検口詳細図

伸縮目地　詳細図 S＝1/2

25

5

20 15

20

ボンドブレーカー
(布製ガムシート程度)

ポリサルファイド系シーリング

タラップ詳細図 S＝1/2010 11

断熱材B：吹付硬質ウレタンフォームt25

15

60
10

60

10

15長さ

15

シーリング

不燃パッキング材

耐火被覆

S＝1/10外壁(押出成形板) 下部詳細図 外壁(押出成形板) コーナー部詳細図

長
さ 60

70

シーリング

不燃パッキング材

縦樋：VPφ100

S＝1/10外壁(押出成形板) 縦樋取付部詳細図

※壁仕上げは各室の仕上に準ずる

1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
2
0
0

1
0
0

1
,
1
0
0

1
5
0

9
5
0

8
0
0

1,500

1
0
0

1
,
1
0
0

1
,
2
0
0

1
0
0

8
0
0

9
0
0

2,400

1
,
5
0
0

2,400

425 650

425

6
5
0

8
0
0

UP

リフト(固定式)

W1900×D1400

12 配膳室リフト廻り　手摺詳細図 S＝1/10,50 S＝1/1013 ストレッチャーガード詳細図

部分詳細図(2)

支柱埋込み（アンカー固定）

押出成形板t60押出成形板t60

ピクチャーレール(壁付け)※
フック個数：各教室35か所

木製100×25 CL

8

笠木

笠木受

2
00

2 18

50300以内

ステンレス手摺H800　L1,500

溶接

孔φ26
ステンレスFB-50×6

65

5
0

平面図　S=1/5 断面図　S=1/5

Ａ部詳細図　S＝1/10

平面図

姿図

A　－　50

60

※外壁面の取付金物は全て鉄骨下地に固定すること。

  

22φ

立面図

ステンレスSUS304

400

ＳＵＳ製床下点検口 600角
(モルタル充填仕様)

 
 

  

35
0

3
50

35
0

200 130

10
0

3
50

  

1,
86

5

46
5

断面図

ピット

窓台：集成材t25 CL



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=図示
A3：S=図示/2

アルミルーバー詳細図

【参考図】
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 A　－　52EXP.J詳細図(1)
A1：S=図示
A3：S=図示/2

既存校舎接続部 EXP.J ルート図 S=1：50

外壁・内壁

天井・床

（アーキウェイブ）

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」

 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。
共　通

● 2.4mm以上の厚みを有すること。

● 樹脂製Exp.J.C.として15年以上の施工実績のある商品とすること。

● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。

● 気密性試験を実施し、通気量が100Paの圧力差で約2.36m3/(h･m2)以下の性能を有する製品とする。

● 動風圧試験装置による加圧試験で5000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。

● ジョイント部、端部フサギ材の締結は、強固なビスもしくはピン挿入式とし、外側嵌合式は不可とする。

● 振動台実験によって可動性能を確認された製品とする。（JSSI A種相当）

● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。

● 段差がなくフラットな納まりであること。また、可動時も安全面から床面から突出する変形を生じないこと。

● 本体樹脂部のジョイント部は機械的固定による連結納まりとし、突きつけ納まりは不可とする。

【耐震EXP.J．C特記仕様書】

部位別要求性能

● 屋根Exp.J.Cは動風圧試験装置による加圧試験で4000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。

● 屋根Exp.J.C.の端部可動フタはアングルアクシス機構とし、Y方向の可動量にも追従できる仕様とする。

● 水平面の耐火帯はスライド機構を設けてY方向の可動量にも追従できる仕様とする。

屋根（アルミ材）

● 可動性能を確認した製品とする。

● 耐火帯は日本エキスパンションジョイント工業会の適合証を取得した耐火帯とする。
耐火帯

S=1：5H325-APW

S=1：5

S=1：5EU-FX100

S=1：5

S=1：5EU-100C

S=1：5

① 屋根ー外壁（アルミ製）耐火仕様 ③ 床ー床（熱可塑性エラストマー製）耐火仕様② 外壁コーナー（熱可塑性エラストマー製）耐火仕様

④ 床コーナー（熱可塑性エラストマー製）耐火仕様 EU-FX100C EU-BC100CEU-BU100C ⑥ 天井コーナー（熱可塑性エラストマー製）⑤ 内壁コーナー（熱可塑性エラストマー製）

：耐火帯

：コーナー溶着加工EXP.J ルート図
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● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」

 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● 屋根Exp.J.Cは動風圧試験装置による加圧試験で4000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。

● 屋根Exp.J.C.の端部可動フタはアングルアクシス機構とし、Y方向の可動量にも追従できる仕様とする。

● 水平面の耐火帯はスライド機構を設けてY方向の可動量にも追従できる仕様とする。

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」

 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● 2.4mm以上の厚みを有すること。

● 樹脂製Exp.J.C.として15年以上の施工実績のある商品とすること。

● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。

● 気密性試験を実施し、通気量が100Paの圧力差で約2.36m3/(h･m2)以下の性能を有する製品とする。

● 動風圧試験装置による加圧試験で5000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。

● ジョイント部、端部フサギ材の締結は、強固なビスもしくはピン挿入式とし、外側嵌合式は不可とする。
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● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」

 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● 振動台実験によって可動性能を確認された製品とする。（JSSI A種相当）

● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。

● 段差がなくフラットな納まりであること。また、可動時も安全面から床面から突出する変形を生じないこと。

● 本体樹脂部のジョイント部は機械的固定による連結納まりとし、突きつけ納まりは不可とする。

100 50

3 94 3

60 100 60

30 30 30 30

50

1
5

1
8
0

4
2
.
1

1
5
2
.9

1
5

1
50

4
2
.
1

1
2
2.

9

増築校舎1FL+15
増築校舎1FL

CP：AL-2.0t

ホルダー

ホルダー受け

ガスケット

EVシート

耐火帯 t12.5

専用ボルト・アンカー

オールアンカー

PWフラッシング

アッパージョイント

オールアンカー

UC見切り（AL）

セルフタッピングネジ

シーリング（建築工事）

鉄骨用ネジ

下地鉄骨（建築工事）

熱可塑性エラストマー

（t=2.4mm）

UA見切り（AL）

セルフタッピングネジ

UBホルダー（AL）

フィッシャー+

ALC用ステンレスファスナー

（皿頭M5x60）

内壁EXP.J：EU-BC100C

EVシート

耐火帯

t12.5

UA見切り（AL）

ドリルねじ

UD-Aホルダー（AL）

軽天用ねじ・ワッシャー

熱可塑性エラストマー

（t=2.4mm）

FB-3x25
ドリルねじ

UBホルダー

（AL）

フィッシャー+

ALC用ステンレスファスナー

（皿頭M5x60）

外壁EXP.J：EU-100C
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（皿頭M5x60）
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熱可塑性エラストマー

エラストマー目地

Fホルダー Fホルダー

オールアンカー オールアンカー

EVシート耐火帯 t12.5

熱可塑性エラストマー

エラストマー目地

Fホルダー

オールアンカー

EVシート耐火帯 t12.5

Cレール

オールアンカー

ネジ・アンカープラグ

クリアランス

可動量（ X、 Y）

100mm

±50mm

クリアランス

可動量（ X、 Y）

100mm

±50mm

クリアランス

可動量（ X、 Y）
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● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」

 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● 2.4mm以上の厚みを有すること。

● 樹脂製Exp.J.C.として15年以上の施工実績のある商品とすること。

● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。

● 気密性試験を実施し、通気量が100Paの圧力差で約2.36m3/(h･m2)以下の性能を有する製品とする。

● 動風圧試験装置による加圧試験で5000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。

● ジョイント部、端部フサギ材の締結は、強固なビスもしくはピン挿入式とし、外側嵌合式は不可とする。

2
2
0

14
1
.
5

2
5

6
5

70
6
0

3
0

30

19
0

1
71

.
5

30 100

10025

5

53 104.5

50 50

1
5
2

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」

 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● 振動台実験によって可動性能を確認された製品とする。（JSSI A種相当）

● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。

● 段差がなくフラットな納まりであること。また、可動時も安全面から床面から突出する変形を生じないこと。

● 本体樹脂部のジョイント部は機械的固定による連結納まりとし、突きつけ納まりは不可とする。

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」

 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● 2.4mm以上の厚みを有すること。

● 樹脂製Exp.J.C.として15年以上の施工実績のある商品とすること。

● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。

● 気密性試験を実施し、通気量が100Paの圧力差で約2.36m3/(h･m2)以下の性能を有する製品とする。

● 動風圧試験装置による加圧試験で5000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。

● ジョイント部、端部フサギ材の締結は、強固なビスもしくはピン挿入式とし、外側嵌合式は不可とする。
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【参考図】



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 A　－　53EXP.J詳細図(2)

【参考図】

A1：S=1/5
A3：S=1/10
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アンダーシート

CP:AL-2.0tガスケット

ホルダー
ホルダー受け

ドリルねじ

EVシート

セルフタッピングねじ

専用ボルト・アンカー
オールアンカー

耐火帯12.5mm

オールアンカー

アンダーシート

専用ボルト・アンカー

CP:AL-2.0t

ガスケット

ホルダー

アンダーシート

EVシート専用ボルト・アンカー

耐火帯12.5mm

ホルダー受け

水切り:AL-1.5t

オールアンカー

M6x75 ALC ドライブ

コーナー固定バネ

ボーンホルダーA

EW可動バネ

共通ブラケット

オールアンカー
EVシート

ドリルねじ
コーナーEWカバー

（t=2.0）
ガスケット

耐火帯12.5mm

ビス:M5x90

St C-100x50x20x2.3t

（建築工事）

ボーンホルダーB

EVシート

耐火帯12.5mm

ドリルねじ

UA見切
熱可塑性エラストマー（2.4mm）

オールアンカー

UBホルダー

UBホルダー

St L-50x50x4.0t

（建築工事）

ビス:M5x30

コーナーEWカバー（t=2.0）

ガスケット

コーナーEWブラケット

ドリルねじ

EVシート

耐火帯12.5mm
オールアンカー

EW共通ホルダー

コーナーEWバネ

EW-Cホルダー

EWバネ固定ホルダー

ビス:M5x80

St C-100x50x20x3.2t

（建築工事）
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可動小ロフタ可動小ロフタ

ロゼッタクッション

ロゼッタクッション

コーナー溶着加工

ロゼッタクッション

コーナー溶着加工

ロゼッタクッション

可動小ロフタ可動小ロフタ

ロゼッタクッション

ロゼッタクッション

コーナー溶着加工

コーナー溶着加工

① 屋根ー屋根:

H850-APR-BT

④ 外壁ー外壁:

EU-150

可動小ロフタ

笠木

（建築工事）

ECP壁 t60

（建築工事）

RC壁

（建築工事）

笠木

（建築工事）

パネル:

AL-2.0t

：耐火帯

EXP.Jルート図 S=1:40

【耐震EXP.J．C特記仕様書】
　部位別要求性能

共　通

耐火帯

屋根（アルミ材）

外壁・内壁・天井

（アーキウェイブ）

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」
　 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● 2.4mm以上の厚みを有すること。
● 樹脂製Exp.J.C.として15年以上の施工実績のある商品とすること。
● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。
● 気密性試験を実施し、通気量が100Paの圧力差で約2.36m3/(h･m2)以下の性能を有する製品とする。
● 動風圧試験装置による加圧試験で5000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。
● ジョイント部、端部フサギ材の締結は、強固なビスもしくはピン挿入式とし、外側嵌合式は不可とする。

● 屋根Exp.J.Cは動風圧試験装置による加圧試験で4000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。
● 屋根Exp.J.C.の端部可動フタはアングルアクシス機構とし、Y方向の可動量にも追従できる仕様とする。
● 水平面の耐火帯はスライド機構を設けてY方向の可動量にも追従できる仕様とする。

● 可動性能を確認した製品とする。
● 耐火帯は日本エキスパンションジョイント工業会の適合証を取得した耐火帯とする。

1X4 1X6A 1X6B 1Xa 1Xb

1Y7

1Y6

1Y5

1Y4

1Yb

1Ya

渡り廊下2

渡り廊下2

キープラン

A B

既存

あ-詳細図 S=1:20

⑧' ⑨'

あ

1Y6 1Ya 1Yb 1Y7 1Y7 1Yb 1Ya 1Y6

① 屋根ー屋根（アルミ材）耐火仕様

④ 外壁ー外壁（熱可塑性エラストマー製）

② 屋根ー外壁（アルミ材）耐火仕様

   耐火仕様

クリアランス 350mm

±75mm可動量（ X, Y）

クリアランス クリアランス150mm 220mm

±75mm ±110mm可動量（ X, Y） 可動量（ X, Y）

クリアランス クリアランス150mm 150mm

±75mm ±75mm可動量（ X, Y） 可動量（ X, Y）

H850-APR-BT S=1:5

S=1:5S=1:5

S=1:5S=1:5EU-150 S15-AEWC

H25-AEWCH425-APW ③ 外壁コーナー（アルミ材）耐火仕様

⑤ 外壁コーナー（アルミ材）耐火仕様

1X6B 1Xb1X

1Xa 1Xb 壁芯

1X6B 1Xb1Xa

1Yb

1X6B 1Xb

1Ya

1Xa

1Y6

1Xa

1Yb

1Xb 壁芯

渡り廊下2

既存渡り廊下2

● 耐火帯は日本エキスパンションジョイント工業会の適合証を取得した耐火帯とする。
● 水平面の耐火帯はスライド機構を設けてY方向の可動量にも追従できる仕様とする。
● 屋根Exp.J.C.の端部可動フタはアングルアクシス機構とし、Y方向の可動量にも追従できる仕様とする。
● 屋根Exp.J.Cは動風圧試験装置による加圧試験で4000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。
　 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。
● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」

● 耐火帯は日本エキスパンションジョイント工業会の適合証を取得した耐火帯とする。
● 水平面の耐火帯はスライド機構を設けてY方向の可動量にも追従できる仕様とする。
● 屋根Exp.J.C.の端部可動フタはアングルアクシス機構とし、Y方向の可動量にも追従できる仕様とする。
● 屋根Exp.J.Cは動風圧試験装置による加圧試験で4000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。
　 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。
● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」

● 耐火帯は日本エキスパンションジョイント工業会の適合証を取得した耐火帯とする。
● 振動台実験によって可動性能を確認された製品とする［JSSI A種相当］

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」
　 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● 耐火帯は日本エキスパンションジョイント工業会の適合証を取得した耐火帯とする。
● ジョイント部、端部フサギ材の締結は、強固なビスもしくはピン挿入式とし、外側嵌合式は不可とする。
● 動風圧試験装置による加圧試験で5000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。
● 気密性試験を実施し、通気量が100Paの圧力差で約2.36m3/(h･m2)以下の性能を有する製品とする。
● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。
● 樹脂製Exp.J.C.として15年以上の施工実績のある商品とすること。
● 2.4mm以上の厚みを有すること。

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」
　 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● 耐火帯は日本エキスパンションジョイント工業会の適合証を取得した耐火帯とする。
● 振動台実験によって可動性能を確認された製品とする［JSSI A種相当］

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」
　 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

既存



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事

【参考図】

A　－　54EXP.J詳細図(3)
A1：S=1/5
A3：S=1/10
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EVシート

ドリルねじ

UA見切

オールアンカー
M6x75 ALC ドライブ

UC見切

熱可塑性エラストマー（2.4mm）

UDホルダー

UBホルダー

耐火帯12.5mm

ドリルねじ

UA見切

熱可塑性エラストマー（2.4mm）

UD-Aホルダー

UA見切

UD-Aホルダー
軽天用ネジ・ワッシャー

ネジ・アンカープラグ

内壁:GB-R t12.5

+GB-H t9.5+EP-G

（建築工事）

ドリルねじ

UA見切

熱可塑性エラストマー（2.4mm） ビス:M5x30

UBホルダー

ネジ・アンカープラグ

スチール枠

（建築工事）
サッシ

（建築工事）
St L-80x80x3.2t

（建築工事）

St C-100x50x20x3.2t

（建築工事）

ドリルねじ

UA見切

熱可塑性エラストマー（2.4mm） ビス:M5x30

UBホルダー

ネジ・アンカープラグ

スチール枠

（建築工事）

St L-80x80x3.2t

（建築工事）

St C-100x50x20x3.2t

（建築工事）

ドリルねじ

UA見切

熱可塑性エラストマー（2.4mm）

UD-Aホルダー

UA見切

UD-Aホルダー

軽天用ネジ・ワッシャー

ネジ・アンカープラグ

天井:GB-P t9.5

（建築工事）

ドリルねじ UA見切

熱可塑性エラストマー（2.4mm）

UD-Aホルダー

UA見切
ネジ・アンカープラグ

天井:GB-P t9.5（建築工事）

ドリルねじ

M10x150 六角ボルト 半ねじ

（建築工事）

St L-80x80x1.6t

通し（建築工事）

UD-Aホルダー

St L-80x80x1.6t

（建築工事）

スチール製三方枠 SOP

（建築工事）

Lカバー（t=1.5）

コーナーFTカバー（t=2.0）

コーナーLカバー（t=1.0）

Uキャップ

皿ネジ

コーナーFホルダー

ガスケット

オールアンカー

Fホルダー

オールアンカー

EVシート

耐火帯12.5mm

床:VS-1t2.5

（建築工事）
FTカバー（t=2.0）

Uキャップ

皿ネジ

オールアンカー

Fホルダー オールアンカー

FホルダーEVシート

耐火帯12.5mm

Lカバー（t=1.5）床:VS-1t2.5

（建築工事）

St C-60x30x10x1.6t

（建築工事）

ドリルねじ

UA見切

熱可塑性エラストマー（2.4mm） ビス:M5x30

UBホルダー

ネジ・アンカープラグ

スチール枠

（建築工事）

サッシ

（建築工事）

St L-80x80x3.2t

（建築工事）

St L-65x65x6.0t

（建築工事）

ドリルねじ

UA見切

熱可塑性エラストマー（2.4mm） ビス:M5x30

UBホルダー

ネジ・アンカープラグ

スチール枠

（建築工事）

St L-80x80x3.2t

（建築工事）

St L-65x65x6.0t

（建築工事）

クリアランス 150mm

可動量（ X, Y） ±75mm

クリアランス 150mm

可動量（ X, Y） ±75mm

クリアランス 150mm

可動量（ X, Y） ±75mm

クリアランス 150mm

可動量（ X, Y） ±75mm

クリアランス 150mm

可動量（ X, Y） ±75mm

クリアランス 150mm

可動量（ X, Y） ±75mm

クリアランス 150mm

可動量（ X, Y） ±75mm

クリアランス 150mm

可動量（ X, Y） ±75mm

クリアランス 150mm

可動量（ Y） ±60mm

可動量（ X）

クリアランス 150mm

可動量（ Y） ±60mm

可動量（ X）-25mm+35 +57 -36mm

⑥ 外壁コーナー（熱可塑性エラストマー製） ⑦ 内壁コーナー（熱可塑性エラストマー製） ⑧ 内壁ー内壁（熱可塑性エラストマー製） ⑧' 内壁コーナー（熱可塑性エラストマー製）

⑪ 天井コーナー（熱可塑性エラストマー製）⑩ 天井コーナー（熱可塑性エラストマー製）⑨' 内壁コーナー（熱可塑性エラストマー製）⑨ 内壁ー内壁（熱可塑性エラストマー製）

⑫ 床コーナー（SUS材）耐火仕様 ⑬ 床ー床（SUS材）耐火仕様

   耐火仕様

S=1:5 S=1:5 S=1:5 S=1:5

S=1:5S=1:5S=1:5S=1:5

S=1:5 S=1:5S15-SFXC S15-SFX

EU-BC150CEU-BC150CEU-150EU-150

EU-150EU-150EU-BC150CEU-150C

● 耐火帯は日本エキスパンションジョイント工業会の適合証を取得した耐火帯とする。
● 振動台実験によって可動性能を確認された製品とする［JSSI A種相当］

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」
 　の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● 耐火帯は日本エキスパンションジョイント工業会の適合証を取得した耐火帯とする。
● 振動台実験によって可動性能を確認された製品とする［JSSI A種相当］

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」
 　の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● ジョイント部、端部フサギ材の締結は、強固なビスもしくはピン挿入式とし、外側嵌合式は不可とする。
● 動風圧試験装置による加圧試験で5000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。
● 気密性試験を実施し、通気量が100Paの圧力差で約2.36m3/(h･m2)以下の性能を有する製品とする。
● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。
● 樹脂製Exp.J.C.として15年以上の施工実績のある商品とすること。
● 2.4mm以上の厚みを有すること。

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」
　 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」

● ジョイント部、端部フサギ材の締結は、強固なビスもしくはピン挿入式とし、外側嵌合式は不可とする。
● 動風圧試験装置による加圧試験で5000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。
● 気密性試験を実施し、通気量が100Paの圧力差で約2.36m3/(h･m2)以下の性能を有する製品とする。
● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。
● 樹脂製Exp.J.C.として15年以上の施工実績のある商品とすること。
● 2.4mm以上の厚みを有すること。
　 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● ジョイント部、端部フサギ材の締結は、強固なビスもしくはピン挿入式とし、外側嵌合式は不可とする。
● 動風圧試験装置による加圧試験で5000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。
● 気密性試験を実施し、通気量が100Paの圧力差で約2.36m3/(h･m2)以下の性能を有する製品とする。
● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。
● 樹脂製Exp.J.C.として15年以上の施工実績のある商品とすること。
● 2.4mm以上の厚みを有すること。

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」
　 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● ジョイント部、端部フサギ材の締結は、強固なビスもしくはピン挿入式とし、外側嵌合式は不可とする。
● 動風圧試験装置による加圧試験で5000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。
● 気密性試験を実施し、通気量が100Paの圧力差で約2.36m3/(h･m2)以下の性能を有する製品とする。
● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。
● 樹脂製Exp.J.C.として15年以上の施工実績のある商品とすること。
● 2.4mm以上の厚みを有すること。

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」
　 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● ジョイント部、端部フサギ材の締結は、強固なビスもしくはピン挿入式とし、外側嵌合式は不可とする。
● 動風圧試験装置による加圧試験で5000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。
● 気密性試験を実施し、通気量が100Paの圧力差で約2.36m3/(h･m2)以下の性能を有する製品とする。
● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。
● 樹脂製Exp.J.C.として15年以上の施工実績のある商品とすること。
● 2.4mm以上の厚みを有すること。

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」
　 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● ジョイント部、端部フサギ材の締結は、強固なビスもしくはピン挿入式とし、外側嵌合式は不可とする。
● 動風圧試験装置による加圧試験で5000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。
● 気密性試験を実施し、通気量が100Paの圧力差で約2.36m3/(h･m2)以下の性能を有する製品とする。
● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。
● 樹脂製Exp.J.C.として15年以上の施工実績のある商品とすること。
● 2.4mm以上の厚みを有すること。

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」
　 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● ジョイント部、端部フサギ材の締結は、強固なビスもしくはピン挿入式とし、外側嵌合式は不可とする。
● 動風圧試験装置による加圧試験で5000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。

● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。
● 気密性試験を実施し、通気量が100Paの圧力差で約2.36m3/(h･m2)以下の性能を有する製品とする。

● 樹脂製Exp.J.C.として15年以上の施工実績のある商品とすること。
● 2.4mm以上の厚みを有すること。

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」
　 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。

● 耐火帯は日本エキスパンションジョイント工業会の適合証を取得した耐火帯とする。
● ジョイント部、端部フサギ材の締結は、強固なビスもしくはピン挿入式とし、外側嵌合式は不可とする。
● 動風圧試験装置による加圧試験で5000Paにおいて脱落がないことを確認した製品とする。
● 気密性試験を実施し、通気量が100Paの圧力差で約2.36m3/(h･m2)以下の性能を有する製品とする。
● 促進耐候性試験、温冷繰返し試験、塩水噴霧複合サイクル試験の耐候性試験を実施している製品とする。
● 樹脂製Exp.J.C.として15年以上の施工実績のある商品とすること。
● 2.4mm以上の厚みを有すること。

● 一般社団法人 日本免震構造協会（ＪＳＳＩ）「免震エキスパンションジョイントガイドライン」
　 の性能指標Ａ種に準じ、振動台実験により損傷しないことを確認したA種相当製品とする。
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=図示
A3：S=図示/2

【参考図】

SD-1+SS詳細図

展開方向
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防災信号:DC24V 0.5A

当社外工事

1X 6 A

1 Y 4

1 Y 4

ﾚﾘ-ｽﾞ裏板

概算重量 451kg

階段Ａ

▽2FL

当社外工事
3φ200V 60Hz 1.01A ｱｰｽ付き

階
段
Ａ

（建築工事）

□-100x100x3.2

F-66

金 具 品 名 メ－カ－ 品　番　型　式
単位

数量
備　　考

親扉用ハンドル シブタニ ＣＨＺ-７０(両面)

子扉用ハンドル ＭＩＷＡ ＭＡＣＣ-０ ＢＳ／６４

オートヒンジ 日東工器 A F D - 3 0 - M 親扉

オートヒンジ 日東工器 AFD-12H-M・U-2N付 子扉

袖扉開放用ハンドル タキゲン Ａ-８６６-１

ロッド用ラッチ錠 タキゲン Ｃ-４０

ストライカー 文化

袖扉用自動閉鎖装置 能美防災 ＳＬＤＪ００４－Ｕ－ＥＢ ラッチ式

上部内蔵リミットＳＷ ニッケイ Ｎ-８３ＡＹ

ＡＴゴム マツエイ ＢＵ-３００ １式

型　式

手動時

連動中継器

自動閉鎖装置

ハーネス

押釦・手動閉鎖装置

電動、特定防火設備(防火防煙)

EGLM-30

ハンドル

SRB-1SH-D

MCA-60B-L

L-4

-

EHE-1UBC-SH

-

スラット

ケース

シャフト

ブラケット
Dサイド

Fサイド

非常時安全装置

障害物感知装置

開閉機
F-66

St-1.6mm

Rケース

3.5B-3030

BRL-135-30

BRL-135-30

有り

コードリール

スラット：錆

止め塗装

65

非常

EHE-1UBC-SH
埋込用

押釦・手動閉鎖装置
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（当社外工事）

押釦+手動閉鎖装置

（裏箱取付当社外工事

φ25配管

1.5

）

詳細図　S=1/5

（ブラケット寸法）

75175 100

20 30 30 20

350

47
0

2
70

20
0

10

601

CH
]2

70
0

Ｈ
＝

2
6
90

21 214
00

10
0

2
2.

5
2
2.

51
5

7
5

27
5

3
50

2
0

3
0

2
0

3
0

65 10200

20
0

20
0

6
5

25
0

1
00

60

10540

275

1 X 6 A

1 Y 4

▽2FL

PL-6x150x300
（建築工事）

階段Ａ

階
段
Ａ

（鉄骨工事）

（建築工事）

□-100x100x3.2
（建築工事）

St-1.6t

ブラケット下地　

St-1.6t

L-75x75x6

L-100x100x7

Ｗ
＝

3
80

2.
5

（
ブ

ラ
ケ

ッ
ト

寸
法

）

119

5
4

1
3011
8

1
215

65

20
.
5

17
.5

25

15 15

70 12

16.6

750

70

76

15

15

22.5

835

1
22

.5

4
2

4
5 27

15

2
0.

5

1
30

2.
5

1
5

70
27

1
8

EDW:828

835

2
5

40

150

64
.5

41
5.

5

10
5

20
70

1
5

6
0

15

40 25

10

15

D
=9

1

7
0

D
H=

26
75

E
DH

=1
82

0
77

5

10
E
H=

18
00

7
90

C
H=

27
00

105

18 70 15

25

28

3
02
0

10

150

2
0

10

3
0

15

1
0

CH
=

15702718

1302.5

10020.565

6
5

20
.5

97

75

203020 30

100

20
70

1
5

1
05

1800

1830

653 500

600.5

DW:1903

430

430

638

638

1911

2
69

0 27
00

St 1.6

階段Ａ

レリーズ

裏箱【ＢＸ支給】

ラッチ錠部戸袋上枠加工図
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裏板
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裏箱取付･配管（電気工事）

S＝1/50 展開図・断面図 S＝1/50

S＝1/5詳細図2S＝1/6詳細図1

SD-1+SS(階段A-特定防火設備) 平面図・仕様書
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=図示
A3：S=図示/2

【参考図】

SD-2詳細図
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一液型ウレタン塗料は建具には不適合です。

ゴム接触面が付着によりゴムが軟化したり、塗膜が剥離・変色します。

金 具 品 名

符　号

仕　上

※ 常閉扉　特定防火設備(例示仕様)

SD

ケースハンドル

煙感知器連動

オートヒンジ

潜り戸ヒンジ

扉重量≒240ｋｇ

2

メ－カ－

数　量

枠

扉

ＳＯＰ（当社外工事）

ＳＯＰ（当社外工事）

ミ　ワ

1

日東工器

日東工器

品　番　型　式
単位

数量
備　　考

内　部 外　部

ＳＴ ＰＡＴ

一般 防火 特定防火

内外仕様

枠形状

防火性能

充填材

扉重量

無し

ＳＡＴ

当社外工事２

240kg用

１
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当社外工事

上部ﾌｻｷﾞ
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当社外工事
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1X1まで 300

C-60x30x10x2.3
当社外工事

C-60x30x10x2.3
当社外工事

1X1A

SD-2(階段B-特定防火設備) 平面図・仕様書 S＝1/30 展開図(階段側) S＝1/30

平面詳細図 S＝1/4 断面詳細図 S＝1/4

L-100×200×7

(建築工事)

L-100×100×7

(鉄骨工事)
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既存給食棟

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=図示
A3：S=図示/2

【参考図】

A　－　57SD-3、SS-1詳細図
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=図示
A3：S=図示/2

【参考図】
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事

【参考図】

A1：S=1/3,25
A3：S=1/6,50
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符号
製品名

タイプ
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事

【参考図】

A1：S=1/3,25
A3：S=1/6,50

AP-2詳細図 A　－　60
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荷重に耐えられる様補強願います。
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1,
30
0

4,
00
0

4,
00

0

渡り廊下

4
,5
0
0

1Y7

3,
81

0
6,

25
0

1Ya

1Yb

3,
62

5
1
85

635 2,905 310

渡り廊下2

1Xa 1Xb

竪樋：VPφ75

7,
4
50

9
0

多目的室A

K-01K-02 K-02

数量 備　考

 1

 1

　１階 家具リスト

家具番号 品　名室　名

Ｋ－０４

昇降口 生徒用下足箱(両面)

生徒用下足箱(片面)

傘立て

普通教室

Ｋ－０１

Ｋ－０２

Ｋ－０３

掃除具入れ

Ｋ－０５ くず入れ＋生徒用ロッカー

Ｋ－０６

Ｋ－０６

流し台

流し台

15

6

18

2

2

K-03

 1

 1

男子更衣室 Ｋ－０７

Ｋ－０７女子更衣室

更衣室ロッカー

更衣室ロッカー

K-07 K-07

K-06

K-06

廊下２

ＥＶホール１

K-04K-05 K-04K-05

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

1階家具キープラン A　－　61



2階平面図　S=1/100

AC屋外機

19
,8
0
0

8,
40

0
3
,0

00
8,

40
0

7,
8
40

7
,8

4
0

30
0

2
60

26
0

30
0

5,
40

0
8
,4

4
0

7
,8

4
0

30
0

3
00

3
00

2,
96
0

8,
40

0

7,
8
40

26
0

30
0

9,000

8,400300 300

9,000

既存校舎

配膳室4

RDφ75
EXP.J笠木

7,
4
50

3
,6

5
0

配膳室棟屋上

(水勾配：1/70)

RDφ100

RDφ100

PS

PS

普通教室B 普通教室B

普通教室D

普通教室C

SK

AC屋外機 AC屋外機 AC屋外機

竪樋：VPφ100 竪樋：VPφ100

竪樋：VPφ100 竪樋：VPφ100

竪樋：VPφ100竪樋：VPφ100

300 4,200 4,200 4,700 3,700 8,100

AC屋外機

1Y4

1Y3

1Y2

1Y1

1Y5

1Y4

1Y3A

1Y2

1Y1

1X4A 1X6

1Y5

1Y6

34,200

8,400 8,400 4,500 4,2008,400300

300 300

1X1 1X2 1X3 1X5 1X61X4

1
,0

0
0

300

【新設】

外
装

材
：

E
C
P
t
6
0
(
縦

貼
り

)

DN

2,
37

0
2
,7

30

1X21X1 1X31X1A

5,500 2,900

EV

UP

階段A

女子トイレ

男子トイレ

多目的トイレ

階段B

UP DN

廊下3

消

消

消

PS

PS

EVホール2

廊下3

AC屋外機

1Xa 1Xb

3,160 2,905 310

1Y7

6
,5

00

既存給食棟

3,
81

0
2,

60
0

3
,6

5
0

1Ya

1Yb

9
0

EXP.J笠木
【新設】

(水勾配：1/60)

オーバーフロー
：アルミパイプφ40

EXP.J笠木
【新設】

(水勾配：1/62)

RDφ75

：アルミパイプφ40
オーバーフロー

多目的室B

多目的室C

数量 備　考家具番号 品　名室　名

　２階 家具リスト

 1

Ｋ－０４普通教室 掃除具入れ

Ｋ－０５ くず入れ＋生徒用ロッカー

Ｋ－０６ 流し台

4

4

K-04 K-05

ＥＶホール２

K-06

K-04K-05K-04K-05K-04K-05

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

2階家具キープラン A　－　62



3階平面図　S=1/100

300 300
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3
00

1
9,

8
00

8
,4

00
3,

00
0

8
,4

00

7,
84

0
7,

8
40

30
0

2
60

3
00

26
0

2
60

3
00

30
0

5
,4

00
8,

4
40

7,
8
40

PS

2,
96

0
8
,4

00

7,
84

0

配膳室4

階段A

9,000

8,400

PS

1X4A 1X6

1Y5

1Y4 1Y4

1Y3 1Y3A

1Y2 1Y2

1Y1 1Y1

普通教室B 普通教室B

普通教室D

普通教室C

SK

竪樋：VPφ100

AC屋外機 AC屋外機 AC屋外機

竪樋：VPφ100

34,200

8,400 8,400 4,500 4,2008,400

300 300

300

1X1 1X2 1X3 1X4 1X5 1X6

300300 4,200 4,200 4,700 3,700 8,100

AC屋外機 AC屋外機

1,
0
00

DN

竪樋：VPφ100 竪樋：VPφ100

竪樋：VPφ100 竪樋：VPφ100

2
,3

70
2,

73
0

1X21X1 1X31X1A

EV

5,500 2,900

女子トイレ

男子トイレ

多目的トイレ

UP DN

階段B

消

消

消

PS

PS

EVホール2

廊下3

廊下3

多目的室B

多目的室C

K-04 K-05

数量 備　考家具番号 品　名室　名

 1

Ｋ－０４普通教室 掃除具入れ

Ｋ－０５ くず入れ＋生徒用ロッカー

Ｋ－０６ 流し台

4

4

　３階 家具リスト

ＥＶホール２

K-06

K-04K-05 K-04K-05 K-04K-05

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

3階家具キープラン A　－　63



各階　普通教室 計１０ヶ所くず入れ＋生徒用ロッカーＫ－０５

Ｋ－０１ １階　昇降口 計１５ヶ所 １階　昇降口Ｋ－０２生徒用下足箱(両面) 生徒用下足箱(片面) 計６ヶ所 １階　昇降口Ｋ－０３ 計１８ヶ所

Ｋ－０４ 掃除具入れ 各階　普通教室 計１０ヶ所

傘立て(30～36本)
3
50

4
00

150

6015

1/3 〃 1/3

1/2 1/2

通気すきま
台輪：化粧合板貼 20 430

本体：
ユニボード ピュアＨｉ ｔ２０

ステンレスパイプ　φ２５
（Ｓカン　５ヶ付）

フック：
ステンレス玉付回転フック  ２ヶ

棚：
ユニボード ピュアＨｉ ｔ２０

雑巾掛け：
ステンレス棒  φ５  Ｌ３００

水受皿：
ステンレス  ｓｕｓ４３０  ｔ０．４

セフティーエッジ

1
0
0

1
,
9
0
0

※コロビ止め：
両サイド  ２０ｍｍ

掃出し口有

250

1,100

1
0
0

台輪:ポリ合板貼

セフティーエッジ

2
0

1,
4
8
0

2
7
2

1
,6
0
0

棚：ユニボードピュアＨｉ　ｔ２０

中棚板：ユニボードピュアＨｉ　ｔ２０

本体：ユニボードピュアＨｉ　ｔ２０

150 8 150

1
00

2
0

20
1
00

40 40

10 700 10

20 660 20

1
0
0

台輪:ポリ合板貼

中棚板：ユニボードピュアＨｉ　ｔ２０

棚：ユニボードピュアＨｉ　ｔ２０

1
00

20

セフティーエッジ

10 350

360

2
0

1,
4
8
0

2
7
2

本体：ユニボードピュアＨｉ　ｔ２０

150 40

1
,6
0
0

33020

250

1,100

数量

普通教室

普通教室

普通教室

１

２

３

階 室名

２

４

４

2
0

4
5
0

20 450600 600

(676)

(2
75

)
(4
90

)

(726)

(φ6)

(□25)

(1
0)

(φ
16

)

(225)

(□
25

)
(□

25
)支柱：アルミパイプ

上枠：アルミパイプ、ＰＰ

下枠：アルミパイプ、ＰＰ

トレー：ＰＰ(再生)

ＰＵＳＨ

下ル 上ル

20

3
0

52

52

3
0

６

33

28

　　　　（ＡＢＳ製）

鴨居：両面メラミン化粧
　　　パーティクルボード

　　（ユニボードピュアＨｉ）ｔ２０

スライダー

スライドガイド（３５Ｍ）

スライドガイド（３５Ｍ）

樹脂成型レール（ＡＢＳ製）

戸車

敷居：樹脂成型レール

上下調整ネジ

戸車詳細図

20

１
９

２
７

２７

５２０５

９
５

３０

２
０

９.５

１１.５

２

ハンドル型把手詳細図（樹脂成型品）

２
０仕切板

２
０

調整ネジ

扉

側板

側板取り付け

扉

　外径φ５×１８
（内径φ４）

中仕切取り付け
扉

１２０

２０

タッピングネジ　φ４×２０

６
.５

２
０

６
.５

７

皿ボルト φ４×１６

２０

２０

　インサートネジ

キャッチ機構付インターマートヒンジ１１０°開き用丁番

家具工事　共通仕様 「特記なき場合は、下記仕様とする」  

1 本体・棚板 室内ＶＯＣ（ ホルムアルデヒド等 ）の低減効果と抗菌機能を持った可視光増感型触媒を工業的に配合した

上記材料は、ＪＩＳ－Ａ５９０８適合、１８タイプ（曲げ強さ１８Ｎ／平方ミリメートル以上）とし、

ＪＩＳマーク認定の国内工場での生産品、且つグリーン購入法適合品とする。

2 木口処理 躯体からの水分浸入を防ぐ為に、本体は背面も含めてフラットエッジ（ ＡＢＳ製樹脂をホットメルト練付 ）加工とする。

3 表面処理

開き扉・抽斗前板はセフティーエッジ（ ＡＢＳ製　厚さ３ｍｍ　ホットメルト練付 ）加工とする。

本体・棚板・建具等は使用時の擦り傷の発生を抑制する為に鉛筆硬度　９Ｈ　以上の表面材を使用する。

4 裏板 樹脂化粧合板（ポリ化粧合板）F☆☆☆☆厚さ4mmを使用し片面フラッシュ(裏桟は450mmピッチ程度に格子状組)

加工とすること。

組立ては、製作工場での木製ダボ組接合とし、接合部のノックダウン金物は使用不可とする。 5 本体組立て

6 台輪 下地は積層合板厚さ15mmを使用し、ポリ合板（厚さ4mm）貼りとすること。

7 建具 板戸・戸枠はくるいやホゾ抜け防止の為、かまち組み等は不可とし１枚物とする。

引違戸の鴨居側には耐震外れ止めスライドガイド、敷居側には上下調整戸車を使用する。

8 鴨居・敷居 引違い戸の鴨居側には耐震外れ止めのスライドガイド・敷居側には上下調整戸車を使用すること。

鴨居レール・敷居レールは樹脂成型品（ABS製）を使用すること。

9 把手・引手

10 丁番

11 棚板受け 棚板受けはステンレス製ダボφ８ネジ込み式を使用し、棚板はダボ受けシャクリ加工をすること。

12 特記事項 製作にあたり品質証明書及び、材料、接着材の安全データシートを提出し承認を受けて製造すること。

ＩＳＯ９００１及び１４００１認証取得企業による管理製品とする。

戸枠付きガラス戸は安全性の為、透明強化の刻印入り　厚さ４ｍｍを使用し　樹脂成型　押縁(ABS製)で固定する。

全面ガラス戸は怪我防止面取加工の透明強化の刻印入り　厚さ５ｍｍとし、引違戸は戸車付きハカマ(ABS製)を使用する。

Ｈ

3
0

3
0

30

30

30 30 30 30

＠
45

0以
内

3

R3

3

R3

20

扉 扉

※ 扉木口：セフティーエッジ

Ｗ

＠450以内

3R

木口：ＡＢＳシート　ｔ３　ホットメルト練付 アール加工

20

セフティーエッジ

木口：ＡＢＳシート t０．４５　ホットメルト練付

20

フラットエッジ

両面メラミン化粧パーチクルボード

(ユニボードピュアＨｉ)　ｔ２０

両面メラミン化粧パーチクルボード

(ユニボードピュアＨｉ)　ｔ２０

［ 接合部詳細 ］[木口詳細]

［ 開き扉詳細 ］

［ 裏板枠詳細 ］

木製ダボ（端部）

30

13 17

8

20
木製タボ：φ８－３０

木製ダボ（中間部）

55

20

8

20

17.5 17.5

木製タボ：φ８－５５

把手・引手は樹脂成型品（ABS製）を使用すること。

キャッチ機構付インターマートヒンジ（１１０°開き）を使用すること。

[引違い戸　鴨居・敷居部詳細図][把手・引手詳細]

引手（引違戸用）

[丁番詳細]

（樹脂成型品）

両面メラミン化粧パーティクルボード（ ユニボードピュアＨｉ ）厚さ２０ｍｍ、Ｆ☆☆☆☆を使用すること。

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事

Ｂ Ａ
＜Ａ断面図＞ ＜Ｂ断面図＞

本体：
ユニボード ピュアＨｉ ｔ２０ 本体：

ユニボード ピュアＨｉ ｔ２０
棚：投入口：φ２００
ユニボード ピュアＨｉ ｔ２０（エッジ：樹脂シート）

ポリバケツ置場

裏板： 裏板：
ポリ合板　ｔ４　片面フラッシュ

450

5,850

425

1,800 1,800 1,800

450

5,850

425

1,8001,8001,800

430

ポリ合板　ｔ４　片面フラッシュ

1
0
0

1
0
0

台輪:ポリ合板貼

2
0

43020 20

3
2
0

2
0

台輪:ポリ合板貼

3
2
0

2
0

Ａ Ｂ

3
2
0
2
02
0

階 室名

450

460

10

1
,
1
6
0

数量

１ 普通教室

200

3
3
1

1
,
1
6
0

450

460

10

２

２ 普通教室 ４

３ 普通教室 ４

A1：S=1/20
A3：S=1/40

家具図詳細図(1) A　－　64



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/20
A3：S=1/40

家具図詳細図(2)

Ｋ－０６ 流し台 各階　各室 計４ヶ所 更衣室ロッカーＫ－０７ １階　各室 計２ヶ所

1
8
0

95

25

Ｔ１４ＡＡ－Ｋ（ＳＵ）５０

シンク：ステンレスｓｕｓ３０４　ｔ１．０
(裏面結露防止処理)

排水トラップ

本体：
ユニボード ピュアＨｉ ｔ２０

数量

１

１

室　名

男子更衣室

女子更衣室

2
0

3
2
0

2
0

3
2
0
2
02
0

本体：

450

460

10

1
0
0

台輪:ポリ合板貼

2
0

43020

1
,
5
0
0

3
2
0

2
0

3
2
0

裏板：

棚：

ユニボード ピュアＨｉ ｔ２０

ポリ合板　ｔ４　片面フラッシュ

ユニボード ピュアＨｉ ｔ２０

425

1,800 1,800 1,800

5,400

数量

１

１

１

１

※水栓は材工ともに家具工事外

※躯体との隙間処理は材工ともに家具工事外

ポリ合板（取り外し可）

裏板：

点検口：

ポリ合板　ｔ４　片面フラッシュ

1,900(ステンレス寸法) 50

8
0

7
2
0

8
0
0

380

525

550

台輪：ポリ合板貼 20

1
0
0

500

ケンドン式扉

1
5
0

5
5
0

50 1,800 50

1,900

R10R10

廊下２

１

階 室名

２

３ EVホール２

EVホール２

EVホール１
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1階平面図　S=1/100

1X21X1

AC屋外機

男子更衣室

昇降口

倉庫

女子更衣室
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冷蔵庫 冷蔵庫
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EV

配膳室2

25 ※芯ずれ
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1
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3
,6

5
0

13
,
95

0

7,
4
50

6
,5

00
1Y6

下部ピット

下部ピット

PSPS

※芯ずれ 25

AC屋外機

34,200

8,400 8,400 4,500 4,2008,400300

300 300

1X1 1X2 1X3 1X5 1X61X4

AC屋外機
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2階平面図　S=1/100

AC屋外機

19
,8
0
0

8,
40

0
3
,0

00
8,

40
0

7,
8
40

7
,8

4
0

30
0

2
60

26
0

30
0

5,
40

0
8
,4

4
0

7
,8

4
0

30
0

3
00

3
00

2,
96
0

8,
40

0

7,
8
40

26
0

30
0

9,000

8,400300 300

9,000

既存校舎

配膳室4

RDφ75
EXP.J笠木

7,
4
50

3
,6

5
0

配膳室棟屋上

(水勾配：1/70)

RDφ100

RDφ100

PS

PS

普通教室B 普通教室B

普通教室D

普通教室C

SK

AC屋外機 AC屋外機 AC屋外機

竪樋：VPφ100 竪樋：VPφ100

竪樋：VPφ100 竪樋：VPφ100

竪樋：VPφ100竪樋：VPφ100

300 4,200 4,200 4,700 3,700 8,100

AC屋外機

1Y4

1Y3

1Y2

1Y1

1Y5

1Y4

1Y3A

1Y2

1Y1

1X4A 1X6

1Y5

1Y6

34,200

8,400 8,400 4,500 4,2008,400300

300 300

1X1 1X2 1X3 1X5 1X61X4

1
,0

0
0

300

【新設】

外
装

材
：

E
C
P
t
6
0
(
縦

貼
り

)

DN

2,
37

0
2
,7

30

1X21X1 1X31X1A

5,500 2,900

EV

UP

階段A

女子トイレ

男子トイレ

多目的トイレ

階段B

UP DN

廊下3

消

消

消

PS

PS

EVホール2

廊下3

AC屋外機

1Xa 1Xb

3,160 2,905 310

1Y7

6
,5

00

既存給食棟

3,
81

0
2,

60
0

3
,6

5
0

1Ya

1Yb

9
0

EXP.J笠木
【新設】

(水勾配：1/60)

オーバーフロー
：アルミパイプφ40

EXP.J笠木
【新設】

(水勾配：1/62)

RDφ75

：アルミパイプφ40
オーバーフロー

多目的室B

多目的室C

1

BB

1

WB

1

BB

1

WB

1

BB

1

WB

1

BB

WB

1

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

2階黒板キープラン A　－　67



3階平面図　S=1/100

300 300

3
00

30
0

19
,
80

0

8,
40

0
3
,0

00
8,

40
0

7,
8
40

7,
84

0

3
00

26
0

30
0

2
60

26
0

30
0

3
00

5,
40

0
8,

44
0

7,
84

0

PS

2,
9
60

8,
40

0

7,
8
40

配膳室4

階段A

9,000

8,400

PS

1X4A 1X6

1Y5

1Y4 1Y4

1Y3 1Y3A

1Y2 1Y2

1Y1 1Y1

普通教室B 普通教室B

普通教室D

普通教室C

SK

竪樋：VPφ100

AC屋外機 AC屋外機 AC屋外機

竪樋：VPφ100

34,200

8,400 8,400 4,500 4,2008,400

300 300

300

1X1 1X2 1X3 1X4 1X5 1X6

300300 4,200 4,200 4,700 3,700 8,100

AC屋外機 AC屋外機

1,
00

0

DN

竪樋：VPφ100 竪樋：VPφ100

竪樋：VPφ100 竪樋：VPφ100

2,
37

0
2
,7

30

1X21X1 1X31X1A

EV

5,500 2,900

女子トイレ

男子トイレ

多目的トイレ

UP DN

階段B

消

消

消

PS

PS

廊下3

EVホール2

廊下3

多目的室B

多目的室C

111

BB

1

BB

1

BB

1

BB

WB

1

WBWB

WB

1

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

3階黒板キープラン A　－　68
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縮尺

工事名称
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A3：S=1/10,50

黒板詳細図

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄﾋﾟｯﾁ　2,445

4
0
0

2
0
0

2
0
0

4
0
0

3
0
0

1
,
2
0
0

3
0
0

6
0
0 350

ｺｰﾅｰﾊﾟｰﾂ

ｿﾌﾄｱｰﾙ枠

2,445

3,600

AC100V 350W 50/60Hz

建築工事

電気工事

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ用ｺﾝｾﾝﾄ

電気工事

ｸﾘｰﾅｰ用ｺﾝｾﾝﾄ

(黒板下地補強位置)
1次側　電気工事　別途

ｻｲｸﾛﾝ式ﾗｰﾌﾙｸﾘｰﾅｰ
(ｾﾊﾟﾚｯｸｽ)
ﾁｮｰｸBOX

黒板下地補強

ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽﾎﾞｯｸｽ

(壁付 別途)

(別途)
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ本体 ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ

ﾌｯｸ 2/m

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰｱｰﾑ
(NPJK-UD)

(e3ﾎｰﾛｰ製・ｸﾞﾘｰﾝ色・暗線入)

ｿﾌﾄｱｰﾙ枠付ｽﾗｲﾀﾞｰ曲面黒板

　予告なく変更することがあります。
※ｻｲｸﾛﾝ式ﾗｰﾌﾙｸﾘｰﾅｰの仕様は

※ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰｱｰﾑの位置(左･中央･右)は

　使用者との協議により決定する

85 30 100

2
5

2
0

300

300

UP
DN

ﾛｯｸ解除

ﾛｯｸ位置

ｽﾗｲﾀﾞｰﾒｶ

RC

LGS

LGS
1
,
2
0
0

100

6

30 103

5
0
0

5
0

5
0

ﾌﾞﾚｰｷ操作ﾊﾝﾄﾞﾙ

安全ｺﾞﾑﾊﾟｯﾄ

M-10 左右3ヵ所ずつ
計6ヵ所

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ

貫通全ﾈｼﾞﾎﾞﾙﾄ

M10(3ヵ所)

ｽﾗｲﾀﾞｰ曲面黒板

（両袖部）

ﾚﾍﾞﾙ調整ﾅｯﾄ

ｿﾌﾄｱｰﾙ枠

8
1
0
3

粉溝

17 17

1
1
0

RC

3,44080 80

10
50

LGS LGS LGS

幕板

ｽﾁｰﾙ鋼板
小口塩ﾋﾞ巻き

黒板下地補強(建築工事)

ﾎﾞﾙﾄ隠し(化粧ｶﾊﾞｰ)

3
0

ｽﾗｲﾀﾞｰﾒｶ
ﾒｶ全巾　2,479

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄﾋﾟｯﾁ　2,445
C-60×30×10×2.3

ｻｲﾄﾞﾊﾟｰﾂ

ｱﾙﾐ粉受

ｿﾌﾄｱｰﾙ枠

3,600

階 室　　名 数寸法（W×H） 備　　考

1 3600×1200 2

2

3

普通教室

普通教室

普通教室

3600×1200

3600×1200

4

4

e3ﾎｰﾛｰ製・暗線入・ｻｲｸﾛﾝ式ﾗｰﾌﾙｸﾘｰﾅｰ・ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ・ﾁｮｰｸBOX

e3ﾎｰﾛｰ製・暗線入・ｻｲｸﾛﾝ式ﾗｰﾌﾙｸﾘｰﾅｰ・ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ・ﾁｮｰｸBOX

e3ﾎｰﾛｰ製・暗線入・ｻｲｸﾛﾝ式ﾗｰﾌﾙｸﾘｰﾅｰ・ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ・ﾁｮｰｸBOX

階 室　　名 数寸法（W×H） 備　　考

1 2

2

3

普通教室

普通教室

普通教室

4

4

e3ﾎｰﾛｰ製・無地

e3ﾎｰﾛｰ製・無地

e3ﾎｰﾛｰ製・無地

2700× 900

2700× 900

2700× 900

粉受け

LGS

RC

併行合板

ｱﾙﾐ枠

黒板取付金物 27×60×30 t2.6

30 64

9
0
0

3
5

RC LGS

3
0

6
4

40
2,700

黒板取付金物 27×60×30 t2.6
＠900以内

アルミ粉受

ｻｲﾄﾞﾊﾟｰﾂ

ｱﾙﾐ枠

固定ﾋﾞｽ
ﾀｯﾋﾟﾝｸﾞﾋﾞｽ

棚

24×30

＠900以内

棚

2,700

9
0
0ｱﾙﾐ枠付平面白板

(e3ﾎｰﾛｰ製・無地)

※黒板・白板の表面材：e3ｴﾝﾊﾞｲﾛﾒﾝﾀﾙ・ｾﾗﾐｯｸｽﾃｨｰﾙ

WB-1

A　－　69



1階平面図　S=1/100

1Xa 1Xb

1X4A 1X6A 1X6B

1Y7

1Yb

1Ya1Y6

1Y5

19
,8
0
0

5,
40

0

8,
40

0
3
,0

00
8,

40
0

7,
8
40

7
,8

4
0

8,725

1Y5
1X1 1X1A 1X2 1X3

1Y4

5,
40

0
8
,4

4
0

3,
22

0

7
,8

4
0

1Y4

1Y3 1Y3A

1Y2

1Y1 1Y1

1X1 1X2 1X3 1X4 1X5 1X6

275 275 275

1
85

9
0

25 ※芯ずれ ※芯ずれ 25

300

2,800

3
00

6,
49

0
1,
6
50

1,
35

0

300

30
0

3
003
9,
1
50

3
,6

5
0

13
,
95

0

7,
4
50

6
,5

00

26
0

30
0

2
60

4
,5
0
0

30
0

30
0

300

34,200

8,400 8,400 4,500 4,2008,400

300

300

竪樋：VPφ75

渡り廊下1

消

廊下2
竪樋：VPφ100

冷蔵庫 冷蔵庫
集水桝

下部ピット

渡り廊下2配膳室2

3,900300 4,200 4,200 4,700 3,700 4,200

EV

PS

UP 竪樋：VPφ75

3,000

廊下2

AC屋外機

配膳室1

消

竪樋：VPφ100
集水桝EV

下部ピット
PS竪樋：VPφ100

2,
37

0
2
,7

30

竪樋：VPφ100AC屋外機

2,900

AC屋外機
集水桝 集水桝

EVホール1

消

80
0

PSPS

倉庫 階段A

UP
下部ピット

男子トイレ 下部ピット

女子更衣室 男子更衣室

女子トイレ 廊下1

UP

配膳室3
UP

2,500 2,500 3,725

5
,1

00

19
,3

50

12
,8

50

7
,7

5
0

2
75

5
,9

50
27

5

6
,5

00

階段B

PS SK多目的トイレ

廊下1

外
装

材
：

E
C
P
t
6
0
(
縦

貼
り

)

消

昇降口

渡り廊下
普通教室A1 普通教室A2

AC屋外機

昇降口
(ポーチ)

930 3,300

450 2,400 450

1,
30
0

4,
00
0

4,
00

0

AC屋外機

竪樋：VPφ100竪樋：VPφ100

3,
81

0
6,

25
0

竪樋：VPφ100 竪樋：VPφ100

3,
62

5

AC屋外機

635 2,905 310

集水桝集水桝 集水桝 集水桝

ス
ロ

ー
プ

　
1
/1
2

7,
4
50

UP

多目的室A

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

1階サインキープラン

3 34 4 4

7 7

2 2

3

3

3

3

4

6

6

7

5

1

A　－　70



2階平面図　S=1/100
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3階平面図　S=1/100
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200

3階サインキープラン
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 サイン詳細図

総合案内板1 縮尺 数量　　　11:3,1:10 突出室名札2 縮尺 数量　　　121:2,1:3 平付室名札3 縮尺 数量　　　101:3

突出ピクトサイン4 縮尺 数量　　　121:3 5 トイレ蝕知図案内板 6縮尺 数量　　　31:2,1:3 階数表示

7

縮尺 数量　　　71:2,1:3

シート文字 縮尺 数量　　　71:1

突出ピクトサイン4 縮尺 数量　　　121:3 5 トイレ蝕知図案内板 6縮尺 数量　　　31:2,1:3 階数表示 縮尺 数量　　　71:2,1:3

R30

U　　　アルミ型材

U　　アルミ複合板 t2

U　　　小口：単板貼

U表示基板：タモ材練付板 t18

クリア塗装仕上

UV印刷

S=1:10

S=1:3

U表示基板：タモ材練付板 t18

クリア塗装仕上

UV印刷

点字加工(SUS点字ピン)

※スイング可能角度 160°

※取付ビス位置

S=1:2

S=1:3 S=1:3

※スライドロック機構　脱着式

（ABS樹脂成形）
S=1:3

S=1:3 S=1:3

※スイング可能角度 160°

※取付ビス位置

S=1:3

S=1:3 S=1:3

S＝1:2

S=1:1

S＝1:3

S＝1:2

■サイン特記仕様

[１]使用材料

　　ａ．木材　　　　：ＶＯＣ商品（ホルムアルデヒド基準Ｆ☆☆☆☆対応）とする。

　　ｂ．アルミ　　　：ＪＩＳ－Ｈ４１００　Ａ－６０６３　Ｓ－Ｔ５（アルミ押出型材）

　　ｃ．アクリル　　：ＪＩＳ－Ｋ－６７１８ー１（キャスト板），ＪＩＳ－Ｋ－６７１８ー２（押出板）

　　ｄ．ステンレス　：ＪＩＳ－Ｇ４３０５　ＳＵＳ３０４、ＨＬ仕上

[２]フォント

　　ａ．書体については、丸ゴシックは「スーラＤＢ」、角ゴシックは「新ゴＭ」を基準とする。

　　　※ただし、係員より特定の書体の指示があった場合にはこの限りではない。

[３]ピクトグラム

　　ａ．図柄については、原稿を作成し係員の承認を受けること。

[４]ユニバーサルデザイン

　　ａ．ピクトグラム表示や点字サインの導入を推奨する。

　　ｂ．多様な色覚に対応した配色や明度差を理解しているＣＵＤ賛助会員による製作とする。

[５]取付位置・方法

　　ａ．取付位置については、視認性を考慮し係員と協議の上決定する。

　　ｂ．取付方法については、取付位置の下地などを考慮し適切な方法で取り付けを行うこと。

　　ｃ．障害者用サインについては、自治体福祉要綱に基づき、係員と協議の上決定する。

[６]その他

　　ａ．室名札については、部屋の移動・名称変更に対応できるよう脱着式を基本とする。

　　　　又、室名札脱着の際には　スライドロック機構、専用吸盤などを利用し

        商品の損傷等がなくスムーズに脱着できる仕様とすること。

　　ｂ．サイン計画については、当施設の他工事と充分に調整協議をすること。

R20

5R
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18

ブラケット：アルミ型材

焼付塗装仕上

スプリングスイング 160°可動式

フレーム：タモ材 クリア塗装

クリアー艶消し仕上

スチール複合版 t3

マグネットシート t0.8

 　表示基板：アクリルマット板 t3

UV印刷

表示基板：アクリルマット板 t3

UV印刷

フレーム：タモ材 クリア塗装

クリアー艶消し仕上

ブラケット：アルミ型材 焼付塗装仕上

スプリングスイング160°可動式

スチールキャップ t1.2

焼付塗装仕上

3
18

6565 70

65
5
5

3

8
02
00

200

200

2
00

18

表示基板：タモ材練付板 t18

クリア塗装仕上

UV印刷

　　ベース：スライドロック機構

脱着式

小口：単板貼

表示基板：タモ材練付板 t18

クリア塗装仕上

UV印刷

　　表示基板：タモ材練付板 t18

クリア塗装仕上

UV印刷

　　ベース：スライドロック機構

脱着式

 　　小口：単板貼

45

45

17
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20
3

23

15
13

20
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R20

1
.2

1.
2

27 18

表示基板：タモ材練付板 t18

クリア塗装仕上

UV印刷

ブラケット：アルミ型材

アルマイト仕上

スプリングスイング 160°可動式

小口：単板貼

表示基板：タモ材練付板 t18

クリア塗装仕上

UV印刷

ブラケット：アルミ型材 アルマイト仕上

スプリングスイング160°可動式

スチールキャップ t1.2

焼付塗装仕上

表示基板：アクリル板t3

UV印刷

UF点字加工

表示基板：アクリル板t3

UV印刷

UF点字加工

捨板 t3

文
字

巾

33

表示基板：

アクリルマット板 t3

捨板：

アクリルマット板 t3

Uマーキングフィルム

35

20
0

アクリルマット板 t3

30
0

300

A1：S=図示
A3：S=図示/2
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
－

昇降機設備図(1)

【参考図】

（ Ｆ ２ ６ ８ ５ ） Ｙ

標準装備仕様

及び

基本仕様

広角ミ ラ ー付操作盤

し き い間すき ま レ ス

故障時最寄階自動着床運転

イ オン発生装置

気配り ア ナウ ン ス機能（ 非常時４ ヶ 国語対応）

行先階取消し機能

戸開放時間自動設定

反転時呼び一括キャ ン セル機能

２ Ｄ多光軸（ マ ルチビ ーム） ド ア セフ テ ィ

照明・ 換気装置自動休止機能

ローラ ーガイ ド （ かご 、 おも り ）

有　 全自動形（ ピ ッ ト 冠水時（ 最寄階） ）浸水時／冠水時

概
略
仕
様

単相

三相３ 線

エ レ ベータ ー仕様
（ １ 台）

かご内連絡装置

耐震ク ラ ス

停電時自動着床装置

自家発時

火災時

地震時管制運転

照明

動力電源

電動機出力

ド ア方式

出入口寸法（ Ｗｘ Ｈ ）

かご内法（ Ｗｘ Ｄ ｘ Ｈ ）

停止ヶ 所・ 出入口方向

操作方式

制御方式

速度

積載量（ 定員）

用途（ 形式）

号機名（ 台数）

ｍｍ２ ３ ０ ０Ｘ

）ギヤレ ス（

方向2

）１ Ｆ Ｌ（背面 ヶ 所１

）１ ～３ Ｆ Ｌ（正面 ヶ 所３

ｍｍ２ １ ０ ０Ｘ

ｍｍ１ ３ ５ ０Ｘ

Ｖ１ ０ ０ Ｈ ｚ６ ０

Ｈ ｚ６ ０Ｖ２ １ ０

　 車いす仕様 )Ｓ Ｐ １ １ －Ｃ Ｏ４ ５（

人）１ １（

２ ４ Ｖ 同時通話イ ン タ ーホン

Ａ １ ４

有

無

無

有（ Ｐ 波＋Ｓ波感知器（ ３ 段検知） リ ス タ ート 機能付）

２ 枚戸中央開き （ 電動式）

ｍｍ９ ０ ０

Wｋ３ ． ５Ａ Ｃ －

ｍｍ１ ４ ０ ０

乗合全自動方式

交流イ ン バータ 制御方式（ 回生無）

ｍ／ｍｉ ｎ４ ５

ｋ ｇ７ ５ ０

乗用

１ 号機

乗
場
仕
様

有１ Ｆ Ｌ （ 背面）

ス テ ン レ ス製板曲げ１ Ｆ Ｌ （ 背面）

鋼板製単色塗装仕上１ Ｆ Ｌ （ 背面）

大枠・ 全傾斜　 ステ ン レ ス製ヘア ラ イ ン仕上１ Ｆ Ｌ （ 背面）

板曲げ　 ステン レ ス製ヘア ラ イ ン仕上　 （ 一部樹脂製）１ Ｆ Ｌ （ 背面）

デジタ ル階床表示式１ Ｆ Ｌ （ 背面）

抗菌凸矢印ボタ ン （ Ｓ Ｉ Ａ Ａ 認証）１ Ｆ Ｌ （ 背面）

遮煙 有１ ～３ Ｆ Ｌ （ 正面）

敷居 ステ ン レ ス製板曲げ１ ～３ Ｆ Ｌ （ 正面）

ド ア 鋼板製単色塗装仕上１ ～３ Ｆ Ｌ （ 正面）

三方枠 大枠・ 全傾斜　 ステ ン レ ス製ヘア ラ イ ン仕上１ ～３ Ｆ Ｌ （ 正面）

フ ェ ー ス プ レ ー ト 板曲げ　 ステン レ ス製ヘア ラ イ ン仕上　 （ 一部樹脂製）１ ～３ Ｆ Ｌ （ 正面）

イ ン ジケータ デジタ ル階床表示式１ ～３ Ｆ Ｌ （ 正面）ボタ ン

イ ン ジケータ

乗場 ボタ ン 抗菌凸矢印ボタ ン （ Ｓ Ｉ Ａ Ａ 認証）１ ～３ Ｆ Ｌ （ 正面）

か
ご
仕
様

敷居 硬質ア ル ミ 製

床 非塩ビ 系タ イ ル （ ｔ ２ ） ， 標準色（ Ｔ Ｋ －Ｆ ４ ３ ６ ）

幅木 化粧鋼板

側板 化粧鋼板

幕板 化粧鋼板

ド ア 化粧鋼板

出入口柱 ステン レ ス製ヘア ラ イ ン仕上

リ タ ーン パネル ス テ ン レ ス製ヘア ラ イ ン仕上

換気装置 フ ァ ン

フ ェ ース プ レ ー ト 標準（ 広角ミ ラ ー付） 　 抗菌樹脂成形品（ Ｓ Ｉ Ａ Ａ 認証・ 一部鋼鈑製）

イ ン ジケータ 液晶（ カ ラ ーユニ バーサルデザイ ン 認証）

操作盤 ボタ ン 抗菌凸文字ボタ ン （ Ｓ Ｉ Ａ Ａ 認証）

天井照明 ［ Ｓ Ｔ Ｄ－１ １ ］ ア ルミ フ レ ーム導光板Ｌ Ｅ Ｄ照明

１ ０ 秒）:　 戸開放時間（ 標準時間

、 ２ 方向） ）38　 かご内手摺（ ス テ ン レ ス製、 φ

　 かご内鏡（ リ ア ビ ュ ーミ ラ ー）

　 専用操作盤（ 主・ 副２ 面）

　 専用乗場ボタ ン

【 車いす仕様一式】

輪台車を使用するものと し 、 台車の重量を含む）4　 （500kg

※フ ォ ーク リ フ ト の使用はでき ま せん。

重量物の積込みは、 一回当り 荷重条件以下で積込み下さ い。

荷重条件積込み荷重制限

V. 23. 07） 0213533- 1（

特記事項

・ 車いす仕様一式

・ 戸開方向案内灯（ かご操作盤イ ン ジケータ ーに表示）

・ 高調波対策

・ かご床補強（ 重荷重対応　 ５ ０ ０ ｋ ｇ ）

・ 乗場点字注意銘板（ ス テ ン レ ス製貼付）

・ 特定客先仕様（ 国土交通省）

・ 点字銘板（ 標準品貼付） （ 一般･専用）

・ 荷摺（ ス テ ン レ ス製ヘア ラ イ ン ・ 一体形ビ ス止め・ 高さ ３ ０ ０ ｍｍ）

・ オート アナウ ン ス

・ 床マ ッ ト

・ 磁石式保護マ ッ ト （ 分割形、 ３ 面、 Ｈ １ ８ ０ ０ ｍｍ）

・ Ｂ ＧＭス ピ ーカ ー

・ かご内防犯カ メ ラ （ 別途工事： 電源・ 配線対応）

ルク ス以上必要です。50　 乗場出入口付近の照度は

・ ス マート ド ア

・ 機械式（ 両側） ド ア セフ テ ィ ー

・ 非常呼ボタ ン 透明ガード （ ポ リ カ ーボネート 製ス イ ン グ式）

・ 戸開延長ボタ ン

・ ス タ ン ダ ー ド 照明

）Ｆ Ｃ（

14 そ の他特殊な事情がある場合

（ 検査費用は【 労働安全衛生法関係手数料令】 別表第一の四を ご参照く だ さ い）
落成検査費用につき ま し てはご利用者様負担と なり ま す

以上の場合、 別途労働基準監督署の落成検査費用が発生し ま す1, 000kgた だ し 、 積載量
費用・ 定期保守費用・ コ ールバッ ク 対応費用等

下記の事項については別途見積と なり ま す

11

13

12

10

9

8

7

6

5

4

2

3

昇降機を 工事用と し て使用する場合の社内検査費用・ 復旧（ オ ーバーホール ・ 消耗部品の交換等）

を 超え る場合
2

48N/mmコ ン ク リ ート 基準圧縮強度が

昇降機着工前までに各階出入口開口部養生材設置作業（ 養生材のみの貸与含む） を ご用命の場合

負荷状況によ り 作業を請負でき ない可能性があり ま すので弊社担当へ都度ご相談く だ さ い

1

夜間作業発生の場合

）17: 00～8: 00標準施工作業時間以外でご用命の場合（ 標準： 月曜日～金曜日　

横引き通路に段差・ 階段・ 障害物がある場合

を超える場合30m荷下ろ し 場所から 設置・ 仮置き 場所ま での距離が

昇降機据付工事以外で立会いが発生する場合

階以上の階若し く は地下階への搬入作業の場合2

搬入に際し 、 警備員・ 誘導員及び道路使用許可を要する場合

床・ 壁に養生を必要と する場合

据付工事短縮を必要と する場合

昇降路を養生する必要がある場合（ ガラ ス壁等）

を超える場合は都度対応協議のこ と
2

48N/mm

引き起こ す可能性が高いこ と から 使用し ないこ と
工事用発電機によ る工事用使用は電源電圧が不安定なため、 内部基板への悪影響を
エ レ ベータ ーを 工事用と し て使用する場合、 電力会社から 供給さ れる電源を使用願いま す23

消耗部品の交換等） 費用・ 定期保守費用・ コ ールバッ ク 対応費用等が生じ ま す

17 搬入に支障のない経路を確保する こ と

ものを使用する こ と

ま た 、 個人宅や占有部、 鍵が必要な場所を経由する必要がないこ と
通路を設ける こ と

おそ れがある ため建物側で気密性を上げる こ と 　

％以下と し 、 氷結・ 結露し ないこ と95日平均

塑性変形が生じ ない構造と する こ と

24

15

11

6

22

21

20

19
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8

7

5

4

3

2

漏電遮断器・ 漏電継電器を設置する場合、 不要動作防止のためイ ン バータ 対応の( 5)

弱電機器と のア ース 線共用は避ける こ と( 3)

エ レ ベータ ー動力用電源ト ラ ン スは弱電機器のト ラ ン ス と 独立し て設ける こ と( 2)

輪台車で積込み荷重制限（ 台車含む） 以下と する こ と4かご内へ一度に搬入可能な積載は

据付工事用現場詰所及びエ レ ベータ ー材料・ 据付工事用機材の保管場所を無償提供願いま す

・ 搬入運搬用台車を無償貸与願いま す)ラ フ タ ーク レ ーン 、 タ ワ ーク レ ーン 等(仮設揚重機・ 重機

据付工事用電源及び試運転調整時の動力電源を無償提供願います（ 容量は別途打ち合わせ）

エ レ ベータ ーを 工事用と し て使用する場合はこ の使用に伴う 検査費用・ 復旧（ オ ーバーホール

エ レ ベータ ー動力線は弱電機器近く の床下や天井に設置し ないこ と( 4)

高調波障害回避のため、 以下の対応を推奨し ます

以上分離する こ と1m弱電機器の電源線・ 通信線はエ レ ベータ ー動力線から( 1)

必要に応じ てモ ルタ ルを無償提供願いま す

％以内と する こ と5
％以内と し 、 動力用の電圧不平衡率を±5％以内、 照明用±10電源電圧の変動は動力用

エレ ベータ ーホールと 風除室が近い場合はド ラ フ ト によ り エ レ ベータ ーの戸が開閉できなく なる

と する こ と)防音・ 防振工事等(昇降路内の騒音・ 振動が居室に伝搬し ない配置及び躯体構造

保守・ 点検・ 緊急対応のため、 外部よ り 最上階のエ レ ベータ ーホールへア ク セスでき る

昇降路内に換気設備を設置する場合は外部よ り 点検可能な配置と し 、 雨水対策を実施する こ と

％以下、90℃以下、 湿度は月平均40℃以上5昇降路内の温度は

断熱材はガイ ド レ ール支持用フ ァ ス ナー及び乗場出入口廻り の取付材を避けて施工する こ と

断熱材の施工時期は協議するこ と

昇降路内及び乗場には風雨・ 塵埃・ 塩分・ 有害ガス等が入ら ないこ と

おそれがあるため難燃材料と するこ と
昇降路内に断熱材（ ウ レ タ ン ・ ス タ イ ロ フ ォ ーム等） を施工する場合は溶接火花によ る火災の

1

昇降路の壁又は囲いは隙間無き も のと する こ と( 1)

躯体と 昇降機承諾図に相違がある場合はエ レ ベータ ー着工ま でに躯体を是正する こ と

以上と する こ と150mmコ ン ク リ ート 厚さ は( 4)

を 超える変形及び15mmの外力が作用し た時に300N㎡辺り5c昇降路の壁又は囲いは( 3)

昇降路内にはエレ ベータ ーに関係のない配管・ 配線・ ダ ク ト ・ そ の他の機器を設置し ないこ と

昇降路の壁又は囲いは難燃材料（ 不燃材料・ 準不燃材料含む） と する こ と( 2)

以下と し 、
2

48N/mm以上
2

21N/mmコ ン ク リ ート 基準圧縮強度は( 5)

昇降路壁は後施工ア ン カ ーが可能な構造と する こ と( 6)

昇降路壁には配管・ 消火栓等を埋め込ま ないこ と

ク リ ッ プ等） が突出し ないこ とALC昇降路内には建築金物（

注　 意　 事　 項

分類 No.

（ 排水溝・ 水勾配・ 庇等）

他

の

そ

敷居取付後のモ ルタ ル充填工事

立柱・ 三方枠取付用ア ン グ ルへの穴加工

（ 防水面から 確保のこ と ）

（ ただし 、 必要寸法を確保のこ と ）

異なる場合の是正工事

6 そ の他建築・ 電気・ 設備に関する工事

気

電

（ 放送・ 遠隔監視・ 防犯カ メ ラ ・ 故障信号・ 非常呼信号・ 火災信号・ セキュ リ テ ィ 連動信号・ 監視盤等）

3
一次側端子への接続工事

昇降路内受電端子までの動力用電源・ 照明用電源・ 接地線の引込・ 立上工事及び

場

乗

6 開放廊下及び屋上等直接外気と 接する乗場における雨水対策工事

路

降

昇

を超える場合、 ト ロ リ ービ ーム設置は必須のこ と ）4000mm（ オ ーバーヘッ ド 高さ が
を確保のこ と ）5天井フ ッ ク 又はト ロ リ ービ ーム設置工事（ 荷重に対し 安全率

工事項目
昇降路構造

RC S

建築

エ レ ベータ ーを工事用と し て使用する場合の各種養生手配及び設置工事5

搬入用仮設開口及び搬入経路の段差解消・ 搬入後の復旧工事4

3

2

14

9

2

1

6

5

4

2

1

5

4

3

1

13

12

11

10

8

7

6

5

4

3

2

（ 昇降機工事によ る押し ボタ ン ・ 警報盤等の配線工事は除く ）

昇降路内配管工事に伴う 区画貫通部の耐火処理工事

三方枠・ イ ン ジケータ 等と 壁間の塞ぎ板によ る隙間塞ぎ工事

三方枠・ イ ン ジケータ 等と 壁間のモルタ ル又はロ ッ ク ウ ール充填工事

居室側防音及び防振工事

昇降路内受電端子ま でのイ ン タ ーホン ・ そ の他機器の配管配線工事並びに引込・ 立上工事

遮煙のり ばド ア適用時の建屋火災信号の供給

ピ ッ ト 内点検用コ ン セン ト の設置工事（ 単独回路）

エ レ ベータ ー工事着手後の昇降路内への浸水防止工事、 出入口先行着工時の止水工事

昇降路頂部の煙感知器設備の設置工事（ 外部よ り 点検可能な点検口の設置を含む）

乗場出入口用品取付後の壁並びに床・ 天井等の仕上工事

エ レ ベータ ー工事着工前ま での各階出入口開口部の養生作業

（ 三方枠・ バッ ク ア ン グ ル ・ ド ア ・ 敷居・ 押し ボタ ン ・ イ ン ジケータ ・ モ ニ タ ー等）
乗場出入口壁穴あけ・ 乗場出入口用品取付材設置工事及びイ ン サート 埋め込み工事

乗場出入口の敷居取付用欠き込み・ 敷居受け持ち出し工事及び

℃を超える場合の換気設備工事又は空調設備工事40昇降路内温度が

昇降路内建築工事仮設床用（ 水平養生） の金網、 デッ キプ レ ート 等の撤去工事

併設さ れたエ レ ベータ ーのピ ッ ト に段差がある場合の間仕切り 工事

急行ゾーン がある場合の昇降路救出口設置工事

昇降機承諾図に記載のない突出物や不要物の撤去切断等工事

ピ ッ ト 下を使用する場合の二重ス ラ ブ 、 釣合おも り 側の直下部厚壁等の建築躯体処置工事

設備建築 電気 昇降機

1

以上低い場合20mm　 オ ーバーヘッ ド ： 昇降機承諾図寸法に対し

昇降路の築造工事及び躯体・ オ ーバーヘッ ド ・ ピ ッ ト 寸法が昇降機承諾図と

中間ビ ーム・ セパレータ ビ ーム設置・ イ ンサート 埋め込み工事

フ ェ ッ シャ ープ レ ート 取付材設置工事（ フ ェ ッ シャ ープ レ ート 本体は昇降機工事）

以上深い場合30mm　 ピ ッ ト ： 昇降機承諾図寸法に対し 浅い場合又は

ガイ ド レ ール支持用フ ァ ス ナー及び立柱設置・ イ ン サート 埋め込み工事

溶接レ ス の場合のガイ ド レ ール支持用フ ァ ス ナー及び

昇降路内鉄骨材の耐火処理工事

ピ ッ ト 内防水工事

工　 事　 区　 分　 表（ 低圧）

ピ ッ ト コ ン セン ト 容量

電話用配管・ 配線

イ ン タ ーホン用配線

２ｍｍ接地線最小サイ ズ

建屋側ＭＣ Ｃ Ｂ

最大引込み距離（ ｍ）

２ ）動力線サイ ズ （ ｍｍ

最大電流

照明

動力電源設備容量

号機名

（ １ 台１ 回線）

電源設備
１ 号機

ｋ Ｖ Ａ ／台１

本１ ０

Ｐ１・ 電話線配管１ ９φ

 ×０ ． ９φ

２

Ａ３ ０

Ｖ２ １ ０

Ｖ１ ０ ０

２ ２ ０１ ２ ６８ ２

１ ４８５ ． ５

Ａ２ ０ ． ９

ｋ Ｖ Ａ１ ． ５

ｋ Ｖ Ａ４

上記サービ ス に必要な機器は、 保守会社と の遠隔監視メ ン テ ナン ス契約時に貸与さ れま す。
遠隔監視メ ン テ ナン ス では、 エ レ ベータ ーの遠隔診断・ 遠隔監視が可能です。※
こ のエ レ ベータ ーは、 遠隔監視メ ン テ ナン ス契約可能対応機種です。※

【 エ レ ベータ ー遠隔監視メ ン テ ナン ス 】

）Smokepr oof遮煙のりばド ア（

１ 号機

適用階 認定番号　 Ｃ Ａ Ｓ－１ ０ ７ ４ （ ２ ）１ Ｆ Ｌ （ 背面）

適用階 認定番号　 Ｃ Ａ Ｓ－１ ０ ７ ４ （ ２ ）１ ～３ Ｆ Ｌ （ 正面）

※

A　－　74



H-125x125x6. 5x9ト ロ リ ー ビ ー ムEB12T
H-150x150x7x10ト ロ リ ー ビ ー ムEB15T
t12（ φ75穴付）吊元（ 荷重9. 8kN用）EHST9
L-100x100x10敷居取付材EL10S
L-65x65x6バ ッ ク ア ン グ ル 取付材EL65B
L-65x65x6フ ェ ッ シ ァ プ レ ー ト 取付材EL65F
L-75x75x6三方枠取付材EL75
H-125x125x6. 5x9レ ー ル 支持柱EP12
H-150x150x7x10レ ー ル 支持柱EP15
H-175x175x7. 5x11レ ー ル 支持柱EP17

部材サ イ ズ部材用途部材記号

鉄骨部材記号表　 （ 建築工事）

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 昇降機設備図(2)
A1：S=1/20
A3：S=1/40

25ヒ フ ク 厚：25ヒ フ ク 厚：

昇降路平面図（ ３ Ｆ Ｌ ）

 1 :  20

昇降路平面図（ ２ Ｆ Ｌ ）

 1 :  20

昇降路平面図（ １ Ｆ Ｌ ）

 1 :  20
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3002900

60
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85
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5

（　
）

（ 　 ）

260
400140

27
5

14
5

10
0

42
0

3002900

（ 建築工事）

フ カ シ

40014025235

ボ ッ ク ス

イ ン タ ー ホ ン

】EL75【】EL75【

】EL75【 】EL75【

】EP15【

】EP17【 】EP17【

】EP12【 】EP12【

_2
73

0
_5

40
0

1Y4

3200
18401360

540
（ 　 ）

背面側

４３

２１

正面側

１ 号機

（ Ｐ 波＋Ｓ 波）地震感知器

ピ ッ ト 部取付

107 85
10

7

30
0

23
70

32
.5

23
05

32
.5

38
7.

5
18

50
67

.5

10
か

ご
外

法
 1

61
0

10
か

ご
内

法
 1

35
0

16
60

71
0

3200
32. 5 3112. 5 55

227. 5 2400 485
375 か ご 外法 1450 575

か ご 内法 1400
910 出入口幅 900 1390

1360 1840

1Y5

1X6

（ エ レ ベ ー タ ー 工事）Ｔ ． Ｃ 保護金網

（ 電気工事）ピ ッ ト 点検用コ ン セ ン ト

260 425

85

42
5

400

400235

10
0

正面側

】EL65F【 】EL65F【

】EL75【 】EL75【

】EP15【

】EP17【 】EP17【

】EP12【 】EP12【

_5
40

0
_2

73
0

1Y4

１ 号機107 85

85

10
7

26
70

55
25

82
.5

32
.5

37
0

21
45

67
.5

44
0

か
ご

外
法

 1
61

0
10

19
60

71
0

3002900
3200

32. 5 3112. 5 55
227. 5 2515 370

375 か ご 外法 1450 690
910 出入口幅 900 1390

1360 1840

1Y5

1X6

425

42
5

260

400

17
4.

5
(1

50
以

上
)

10
0

85

】EHST9【

】EB12T【

】EB15T【 】EB15T【

400235

】EL65F【 】EL65F【

】EL75【 】EL75【

】EP15【

】EP17【 】EP17【
】EP12【 】EP12【

正面側

_5
40

0
_2

73
0

1Y4

１ 号機

985 750 1465

107 85

85

10
7

26
70

55
25

82
.5

32
.5

37
0

21
45

67
.5

44
0

か
ご

外
法

 1
61

0
10

19
60

71
0

3002900
3200

32. 5 3112. 5 55
227. 5 2515 370

375 か ご 外法 1450 690
910 出入口幅 900 1390

1360 1840

1Y5

1X6

制
御

盤

・ 荷重：
】EHST9吊元フ ッ ク 【 （ 建築工事）

（ 電気工事）電源引込み（ 受電盤へ の 接続）

（ 電気工事）配線引込み

・ イ ン タ ー ホ ン 配線、 電話線

・ 動力・ 照明、 接地線

 kN９ ． ８

 m３引出長さ mm６ ５ ０最上停止階Ｆ Ｌ －

 mm１ ３ ５ ０最上停止階Ｆ Ｌ －  m３引出長さ

Ｐ
ｙ

Ｐ ｘ

上記　 荷重に よ る 柱及び 梁の た わ みは ５ ｍｍ以下と な る よ う 選定下さ い 。

Ｐ ｙ最上階

Ｐ ｘお も り 側

Ｐ ｙ一般階

Ｐ ｘお も り 側

Ｐ ｙ最上階

Ｐ ｘか ご 側

Ｐ ｙ一般階

Ｐ ｘか ご 側

レ ー ル 反力リ ス ト （ 地震時作用荷重） １ 号機

ｋ Ｎ５ ． ０ ０

ｋ Ｎ８ ． ８ ０

ｋ Ｎ３ ． ８ ０

ｋ Ｎ７ ． ６ ０

ｋ Ｎ２ ． ９ ０

ｋ Ｎ６ ． ０ ０

ｋ Ｎ２ ． ５ ０

ｋ Ｎ５ ． ０ ０

【参考図】
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】

1 :  30

H-125x125x6. 5x9ト ロ リ ー ビ ー ムEB12T
H-150x150x7x10ト ロ リ ー ビ ー ムEB15T
t 12（ φ75穴付）吊元（ 荷重9. 8kN用）EHST9
L-100x100x10敷居取付材EL10S
L-65x65x6バ ッ ク ア ン グ ル 取付材EL65B
L-65x65x6フ ェ ッ シ ァ プ レ ー ト 取付材EL65F
L-75x75x6三方枠取付材EL75
H-125x125x6. 5x9レ ー ル 支持柱EP12
H-150x150x7x10レ ー ル 支持柱EP15
H-175x175x7. 5x11レ ー ル 支持柱EP17

部材サ イ ズ部材用途部材記号

鉄骨部材記号表　 （ 建築工事）

昇降路縦断面図

( SL+15)
           ELV

( SL+15)
           ELV

フ カ シ （ 建築工事）
16

5

50
以

上
上

部
ク

リ
ア

46
0

】EHST9【

】EP12【

】EP12【

】EP12【

】EL65F【

】EL65F【

】EL65B【

EL75【

】EB12T【】EB15T【 】EB15T【

】EL10S【

】EL65B【

】EL75【

】EL10S【

】EL65B【

】EL75【

】EL65B【

】EL75【

】EP12【

】EP12【

】EP12【

16
5

（ エ レ ベ ー タ ー 工事）

フ ェ ッ シ ャ ー プ レ ー ト 取付

か ご 床先と 壁と の す き 間  25
敷居間す き 間 25

（ エ レ ベ ー タ ー 工事）

フ ェ ッ シ ャ ー プ レ ー ト 取付

正面側

正面側

背面側

( SL+15)
ELV

出
入

口
高

さ
 2

10
0

正面側

( SL+15)
ELV

( SL+15)
ELV

( SL+15)
ELV

1Y4 ※点検用タ ラ ッ プ は ピ ッ ト に 保管

ピ ッ ト 点検用コ ン セ ン ト

（ 電気工事）

（ 建築工事）

ピ ッ ト 内塗布防水仕上

か ご 床先と 壁と の す き 間  25
敷居間す き 間 25

10
0

70
0

69
4

ト
ッ

プ
ク

リ
ア

ラ
ン

ス
26

81

36
5

昇
降

路
全

高
 1

30
75

オ
ー

バ
ー

ヘ
ッ

ド
 3

37
5

昇
降

行
程

 7
85

0
ピ

ッ
ト

 1
85

0
38

35
38

50
40

00

出
入

口
高

さ
 2

10
0

1Y5

GL

2FL2FL

RSL

3FL3FL

1FL1FL

製品の 型番は 、 仕様変更な ど で 変更・ 廃止さ れて い る 場合が あ り ま す

）BV95351+BV95381H（

）NI D-T-G（

）FXS J001A-HU（

） ）W（KUS-1C（

・ パ ナ ソ ニ ッ ク

・ ニ ッ タ ン

・ 能美防災

・ ホ ー チ キ

点検ボ ッ ク ス は 下記エ レ ベ ー タ ー 昇降路専用品と し て 下さ い 。

以
内

60
0

煙感知器詳細

リ ミ ッ ト ス イ ッ チ 付（ エ レ ベ ー タ ー 工事）

昇降路頂部

（ 電気工事）
煙感知器

屋外の 場合は 、 防水形点検扉と す る 。
と す る 。
外部に 引き 出し た 状態で 点検可能な構造
昇降路頂部に 煙感知器を 設置す る 場合は

以上の 鋼板製（ 電気工事）1. 5mm

施錠装置付点検扉

※全周す み肉溶接脚長８ ｍｍ

2-C4

9. 8kN吊元フ ッ ク 荷重：

１ ２
8

φ７ ５62.
56

2.5
１２

５

１ ２ ５

62. 562. 5

】EHST9吊元フ ッ ク 詳細【

Ｃ ／Ｗ側

か ご 側ピ ッ ト 衝撃荷重

ピ ッ ト 反力

１ 号機

ｋ Ｎ７ ０ ． ３ ０

ｋ Ｎ５ ７ ． ４ ０

ｋ Ｎ８ ２ ． ８ ０

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 昇降機設備図(3)
A1：S=1/30
A3：S=1/60

【参考図】
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L-100x100x10敷居取付材EL10S
L-65x65x6バ ッ ク ア ン グ ル 取付材EL65B
L-65x65x6フ ェ ッ シ ァ プ レ ー ト 取付材EL65F
L-75x75x6三方枠取付材EL75

部材サ イ ズ部材用途部材記号
鉄骨部材記号表　 （ 建築工事） 開口図用

断面図

1 :  30

背面側出入口壁穴明図

1 :  30

背面側出入口正面図

1 :  30

正面側出入口壁穴明図

1 :  30

断面図

1 :  30

正面側出入口正面図

1 :  30

910 出入口幅 900 1390

乗場点字注意銘板

最上階補助操作盤付

専用乗場ボ タ ン 組込形

乗場イ ン ジ ケ ー タ ボ タ ン

乗場点字注意銘板

専用乗場ボ タ ン 組込形

乗場イ ン ジ ケ ー タ ボ タ ン

3FL( SL+15)～2▽
 ELV

( SL+15)
ELV

200

90
0

90
0

3200
1390910 1390出入口幅 900

300

12
00 出
入

口
高

さ
 2

10
0

１ 号機

200 300

12
00 出
入

口
高

さ
 2

10
0

１ 号機

1X6

1FL

61. 5

61. 5

61. 5

16
5

16
5

】EL10S【

】EL65B【

】EL75【

】EL10S【

】EL65B【

】EL75【

】EL65B【

】EL75【

38. 5

38. 5

38. 5

_ 2730

( SL+15)
ELV

( SL+15)
ELV

( SL+15)
ELV

1Y4

シ ル ブ ラ ケ ッ ト

（ エ レ ベ ー タ ー 工事）

床仕上面

100

シ ル ブ ラ ケ ッ ト

（ エ レ ベ ー タ ー 工事）

床仕上面

100

シ ル ブ ラ ケ ッ ト

（ エ レ ベ ー タ ー 工事）

床仕上面

100

2FL

3FL

1FL

1240

１ 号機

１ 号機

１ 号機

( SL+15)
ELV

( SL+15)
ELV

( SL+15)
ELV

90 105

75
0

78
0

】EL65B【

】EL75【

】EL75【 】EL75【

】EL65B【

】EL75【

】EL75【 】EL75【

】EL65B【

】EL75【

】EL75【 】EL75【

1800
300300

25
00

760 壁開口幅 1200

壁
開

口
高

さ
 2

17
0

33
0

15

65φ

1800
300300

25
00

760 壁開口幅 1200 1240

150

壁
開

口
高

さ
 2

17
0

33
0

15

11
65

3200
1240760

65φ

1800
300300

25
00

壁開口幅 1200

150

壁
開

口
高

さ
 2

17
0

33
0

15

11
65

1X6

2FL

3FL

1FL

乗場点字注意銘板

専用乗場ボ タ ン 組込形

乗場イ ン ジ ケ ー タ ボ タ ン

90
0

( SL+15)
ELV

3200
910出入口幅 9001390

200300

出
入

口
高

さ
 2

10
0

12
00

１ 号機

1X6

1FL

3FL( SL+15)～2▽
 ELV

( SL+15)
ELV

１ 号機
1235 1210 755

１ 号機

】EL65F【】EL65F【

】EL65B【

】EL75【

】EL75【 】EL75【

3200
755

65φ

1800
295295

25
00

1235 壁開口幅 1210

145

壁
開

口
高

さ
 2

17
0

33
0

15

11
65

1X6

1FL

3FL( SL+15)～2▽
 ELV

シ ル ブ ラ ケ ッ ト

（ エ レ ベ ー タ ー 工事）145275

720 フ カ シ （ 建築工事）

16
5

( SL+15)
ELV

】EL75【

】EL65F【

】EL65B【

】EL75【

720

366. 553. 5
420

床仕上面

420300

1Y5

1FL

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/30
A3：S=1/60

昇降機設備図(4)

【参考図】
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 リフト詳細図
A1：S=1/20
A3：S=1/40

正面図　S=1/20断面図　S=1/20

平面図　S=1/20

25

1450(ピット)

1080(本機有効寸法)25

7
6
5
(
揚

程
)

3
5
0
(
ピ

ッ
ト

)
1
2
0
0
(
手

す
り

高
さ

)

675 100

1
0
0

26060

7
6
5
(
揚

程
)

1750(本機有効寸法)

2000(ピット)

1
0
0

1
1
0
0

5
0
0

3
5
0
(
ピ

ッ
ト

)
1
2
0
0
(
手

す
り

高
さ

)

2
5

1
4
0
0
(
本

機
外

寸
)

2
5

2000(ピット)

501900(本機外寸)50

1750(本機有効寸法)

1
0
8
0
(
本

機
有

効
寸

法
)

2
6
0

6
0

1
4
5
0
(
ピ

ッ
ト

)

6
7
5

1
0
0

コーナーアングル

L-65×65×6t

(除外工事)

1FL+765

R1

1FL

3面

コーナーアングル

L-65×65×6t

(除外工事)

アコーデオンスカート

本機上フェンスH:1200

2次側配線用埋設配管

(除外工事)

インチング方式操作盤一体型制御盤

油圧シリンダー(内臓式)

765 m/m

3相，60Hz，200V

0.75 kw  4P   

約 19 秒/リフト

W1,750×D1,080 m/m

500 kg

落下防止バルブ・1面アコーデオン

スカート・チェーン(LS付)・信号灯〃

ピット、コーナーアングル,1次側

〃 電源引込工事,2次側配線用配管工事

AC 200V

メーカー標準色

W1,900×D1,400 m/m

〃 スローダウンバルブ・点検口

〃 車止めストッパー(機械式)

〃 リフト工事以外その他工事関係一式

〃 天板・フェンス・チェーン(SUS仕様)

(別途工事)

操作盤一体型制御盤(電源・上・下)

2次側配線用埋設配管

1FL＋765

信号表示灯(上昇停止位置赤点灯・下降停止位置青点灯)

油圧ユニット

1FL

制御盤(1次側電源引込は除外工事)

本機上フェンスH:1200

機械式 車止めストッパー

本機上フェンスH:1200

(除外工事)

3面

アコーデオンスカート

点
検

口

下降停止位置青点灯)

信号表示灯(上昇停止位置赤点灯

制御盤(1次側電源引込は除外工事)

1FL+765

1FL±0

コーナーアングル：L-65*65*6t

(除外工事)

コーナーアングル：L-65*65*6t

(除外工事)

機械式 車止めストッパー

チェーン(リミットスイッチ付)

チェーン(リミットスイッチ付)

本機上フェンスH:1200

本機上フェンスH:1200

操作盤一体型制御盤(電源・上・下)

2次側配線用埋設配管

(除外工事)

仕          様

積 載 荷 重

本機有効寸法

昇 降 速 度

電  動  機

電      源

操 作 電 圧

塗　装　色

揚      程

昇 降 方 式

操 作 方 式

搬出入扉(外)

特 別 装 備

除 外 工 事

本機外寸法

ポルティリフト：PL1-1914-07-05型

【参考図】
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4,700

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/50
A3：S=1/100

渡り廊下詳細図

D
=2

,6
00

L=22,550

25 25W=5,000W=5,000 W=4,000 W=4,000W=4,500

2
5 20

D
=2

,6
00

A

B

連結カバー

L=22,550

25W=5,000W=5,000 W=4,000 W=4,000W=4,50025

900

4,000 4,000 4,500 4,000 4,000

1,025 20,500

2,400 5001,100

140

屋根伏図　S=1/50

柱・基礎位置図　S=1/50

：排水位置を示す

立面図(A-A矢視)　S=1/50

△基礎天端

900

500 柱芯々＝2,400

2,260 140140

20

25

D=2,600

50
0

2,
72

0

H=
2,

60
0

12
0

1,025 20,500 1,025

4,000 4,000 4,500 4,000 4,000

900

90
0

柱
芯

々
＝

2,
40

0

50
0

柱
芯

々
＝

2,
40

0

　

　材質仕様書

　柱

　柱カバー

　桁

　妻垂木・垂木・パネル押え・妻破風

　桁連結スリーブ

　屋根パネル

　桁受けブラケット

　破風コーナーキャップ

　ボルト等

※建築基準法適合商品(国土交通省告示408・409・410・750号適合商品)

※メーカー：三協アルミ　通路シェルター「ファイブオート」両支持タイプ同等品

　一般構造用圧延鋼材

　アルミニウム合金押出形材

　アルミニウム合金押出形材

　アルミニウム合金押出形材

　アルミニウム合金押出形材

　アルミニウム合金押出形材

材　質 規　格

A6063S-T5

SS400

JIS　H4100

JIS　H4100

JIS　H4100

JIS　H4100

JIS　H4100

JIS　G3101

A1050P-H24　屋根：アルミニウム板t1.0 JIS　H4000

　(国土交通大臣認定番号：NM-8597)

名　称

A6063S-T5

A6063S-T5

A6063S-T6

A6063S-T6

　ステンレス

　ステンレス

▽設計GL

50
0

2,
72

0

12
0

H=
2,

60
0

20

1,225

30
0

2
,3

00

25
0

50

上部屋根を示す

溶接金網φ6-150×150

45
0

4
50

3
,3
0
0(

土
間

範
囲

)

18,175 3,300 1,275

柱芯々＝2,400450 450

22,750(土間範囲)

土間コンクリートt150(目地切※柱スパンごと)

900

△土間コンクリートt150
溶接金網φ6-150×150

平面図

断面図

基礎配筋図　S＝1/30

■コンクリート仕様

・普通ポルトランドセメント

・設計基準強度 21N/mm2 ※土間コン含む

・スランプ 15㎝

900

9
00 D13

D10＠200

D13

D10＠200

5
00

10
0

D13

D13 D10＠200

D10＠200

△基礎天端

140

1,800

925

既存側溝面

L=3,105

W=3,055

1,
80

0

4,
70

0
92
5

2
5

A

B

W=
3,

05
5

L=
3,

10
5

立面図(B-B矢視)　S=1/50

5,715

90

△

隣地境界線

90

25
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：図示
A3：図示/2

01 集水桝配置図、桝・側溝リスト

H-
1
50

1
50

50

H

125 125350×350

5050

12
5

65

12
5

65 65

6
5

125 125

枠
寸

法
＝

4
70

枠寸法＝470

15
0

捨コンクリートt50

再生クラッシャランt100

10
0

02 集水桝(現場打ち)

D10＠200（タテ・ヨコ共）1
50

管
底

高

S＝1/20
A：600×600(内寸350×350)

B：700×700(内寸450×450)

※(　　)内数値はB型集水桝を示す。

350(450)

600(700)

60
0
(7
0
0)

35
0
(4
5
0)

(570)

(
57

0
)

(450×450)

600×600(700×700)

700(800)

雨水排水計画

鋼製グレーチング蓋

1
00

35
0

250

・埋戻砂は水締めとする。

・硬質塩化ビニール管はＪＩＳ製品（ＪＩＳＫ６７４１）とする。

埋戻砂

硬質塩化ビニール管

S＝1/20埋設管VP04

S＝1/2003 集水桝(現場打ち)　C：500×500(内寸300×300)

1
00

10
0

50
0

30
0

6
5

鋼製グレーチング蓋
65 65

65

100 100300

500

枠
寸

法
＝

37
0

枠寸法＝370

10
0

5
0

再生クラッシャランt50

5050

600

500×500

D10＠200（タテ・ヨコ共）

鋼製グレーチング蓋(受け蓋)

300×300

35
0

50
0

100100

■桝リスト

桝符号 桝天端 管底高 桝底高 桝蓋 備考

GL±0 300

350 H＝650

H＝600 A型集水桝

A型集水桝

a

b

GL±0

GL±0

GL±0

GL±0

A

B

C

D

GL±0

GL±0

E

F

GL±0

GL±0 400

485

300

340

380

400

420

450

H＝600

H＝640

H＝680

H＝700

H＝720

H＝750

H＝785

H＝700

GL±0

GL±0

GL±0

GL±0

GL±0

I

J

K

L

M

850 H＝1,150GL-290

N

O

300 H＝600

400

500

510

GL±0 650

630

H＝700

H＝800

H＝810

H＝930

H＝950

A型集水桝

A型集水桝

A型集水桝

A型集水桝

A型集水桝

A型集水桝

A型集水桝

A型集水桝

A型集水桝

既存集水桝

B型集水桝

B型集水桝

B型集水桝

B型集水桝

P 300 H＝600

A型集水桝

A型集水桝

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

鋼製グレーチング

GL-100

GL-100

鋼製グレーチングc 200 H＝300 C型集水桝GL+100

鋼製グレーチング蓋(受け蓋)

※集水桝G・Hは既存埋設管と接続

G※

H※

【新設】

埋設管(VP)φ150

既存埋設管(VP)φ150

既存集水枡 O へ接続

【新設】

埋設管(VP)φ100

埋設管(VP)φ100

【新設】

埋設管(VP)φ150

【新設】

埋設管(VP)φ100

【新設】

【新設】

埋設管(VP)φ200

埋設管(VP)φ100

【新設】

※既存側溝へ接続

埋設管(VP)φ200

【新設】

集水桝 c

集水桝 a ×2

集水桝 b ×2

集水桝 F

集水桝 E

集水桝 C集水桝 B集水桝 A

集水桝 I 集水桝 J 集水桝 K

集水桝 L

集水桝 N

集水桝 M

集水桝 P

埋設管(VP)φ150【新設】

既存集水桝へ接続

集水桝 G ※ 集水桝 H ※

埋設管(VP)φ150【新設】

埋設管(VP)φ150

【新設】

S＝1/150
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【新設】

埋設管(VP)φ150

集水桝 D



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/250
A3：S=1/500

外構配置図

グランド用地

道路境界線

隣地境界線

正門

隣
地

境
界

線

北

道
路
境

界
線

（
１

項
１

号
道

路
）

津
屋

崎
・

中
松

原
４

号
線

道路境界線

正門

県道 （１項１号道路）

ポーチ

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

654321

654321

ＥＬＶ

ＵＰ

プロパン庫

可燃 不燃卓球場

電柱

受水槽

受変電設備

駐車場

駐輪場

駐輪場

300

渡り廊下

30,000

2,
5
20

3,000

8,0002,000

駐車場新設①

白線引き W100
【新設】

新設⑤

新設②

既存アスファルト舗装

裸地のまま

樹木【新設】

新設②

新設④

±0

樹木
【新設】

-280

±0

-300

-200

-400

-200

-200

+50

-100

-100

-100

新設③

-50

±0
±0

±0

±0

新設⑥

1期工事増築校舎

普通教室棟

管理棟

特別教室棟

昇降口

中庭

給食棟

多目的ホール

技術科教室

外構配置図　S=1/250

は設計GLからの造成レベルを示す

(設計GL＝±0)

はアスファルト新設範囲を示す

既存フェンス

※2期工事

武道館

体育館

増設⑦

プラスチックフェンス H1200
L=18.5ｍ

21,500

4,
25

0

A　－　81

津屋崎体育センター

※A-79参照



平面図

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=図示
A3：S=図示/2

① ② ③ ④S=1/10アスファルト舗装

車止め S=1/10

600

1
80

反射レンズ付キャップ

12
0

12
0

180

正面図

併用アンカーピン固定
接着剤(エポキシ樹脂)

断面図

外構詳細図

路　盤

表　層

(路  床)

5
0

1
50

再生アスファルト混合物

再生クラッシャラン

縁石 縁石S=1/10 S=1/10

100

1
00

10
0

5
0

捨てコンクリートt50

再生クラッシャランt100

50 50

50

縁石：100×100

※北側　L=3.0ｍ

南側(R付き)　L=22.5ｍ

整地面

アスファルト面

1
00

5
0

50

捨てコンクリートt50

再生クラッシャランt100

50150

25
0

アスファルト面

20
0

縁石：150×250　L=48.0ｍ

ツリーサークル(既製品)

φ
90

0

S=1/5,1/30

φ1940

φ900

φ2000

φ2020

4
0

6

4
6

40

ＦＣ２００，樹脂系塗装

3
0

5
0

連結金具：ＳＳ４００

本体：ＲＢＣ－１－２０００×９００

クラッシャーラン基礎

モルタル

コンクリート

4
0

樹脂系塗装

2
0

φ2020

φ2000

15

1
0

本体：ＦＣ２００

5 5

40 40

3
0

納まり詳細図　S=1/5

受枠接続部詳細　S=1/5連結部詳細　S=1/5

受枠：Ｌ４０×４０×５
ＳＳ４００，樹脂系塗装

アンカー：φ９
樹脂系塗装

皿ネジ･平座金･六角ナット

M8･S20C･ユニクロ

六角穴付ボルト：ＳＵＳ３０４

Ｍ１０×２５

樹脂系塗装，Ｌ５０×５０×６

※カネソウ(株)：ガーデングレート同等品

車止め 46か所

1
00

20
0

1
50

室外機基礎+フェンス

W

H

80
0

平面図

断面図

S=1/20

■コンクリート仕様

・普通ポルトランドセメント

・スランプ 15㎝

・設計基準強度 21N/mm2

室外機①

室外機②

室外機③

室外機④

室外機⑤

1800×1120×200

3000×1120×200

4050×1120×200

4300×1120×200

1300×870×200(2ヶ所)

室外機基礎　W×D×H

⑤ ⑥

フェンス　W×H

3200×1500(扉W800：1か所)

4400×1500(扉W800：1か所)

4600×1500(扉W800：1か所)

5700×1500(扉W800：2か所)

⑦ 受変電設備基礎詳細図

2
,3

1
0

W

200

既存

1
50

1
00▽GL

25
0

1
50

端部：D13

D10＠200

コンクリートコテ仕上げ

100 200

捨てコンクリートt50

再生クラッシャランt100

断面図　S=1/20平面図　S=1/50

後施工アンカー(樹脂系)にて接続

朝日FMフェンス同等品
(扉施錠付き)

増設

境界ネットフェンス

※朝日スチール㈱：PCフェンス同等品

50

L=132.8ｍ
PCフェンス

＠2000
支柱：スチール製φ60.5×3.2

3,
50

0

φ60.5×3.2

600 1
50

1
00

50

再生クラッシャランt100

捨てコンクリートt50

フェンス基礎400角 H600：65か所

H

門扉基礎550角 H800：2か所

断面図　S=1/50姿図　S=1/50

【既存のまま】
フェンス

【新設】
フェンスグラウンド

平面図　S=1/400

門扉：W2000×H2000

※門扉は施錠装置付とする

部室棟

フェンス フェンス
【撤去】【既存のまま】

⑧

新設⑧

S=1/50

A　－　82



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/250
A3：S=1/500

グランド用地

道路境界線

隣地境界線

正門

隣
地

境
界

線

北

道
路
境

界
線

（
１

項
１

号
道

路
）

津
屋

崎
・

中
松

原
４

号
線

道路境界線

正門

県道 （１項１号道路）

ポーチ

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

654321

654321

ＥＬＶ

ＵＰ

プロパン庫

可燃 不燃卓球場

電柱

受水槽

受変電設備

駐車場

駐輪場

駐輪場

30030,000

3,000

8,0002,000

-300

普通教室棟

管理棟

特別教室棟

昇降口

中庭

給食棟

多目的ホール

技術科教室

駐輪場

撤去②

ACBBBBBBBB

2
,0

00

撤去⑥

撤去⑧

50
0

撤去②

撤去⑩

撤去④

屋外倉庫

渡り廊下

撤去⑨

撤去⑦

増築校舎外形ライン

撤去①

※樹木廻り土【撤去】撤去⑥

撤去⑤

撤去①

外構撤去図　S=1/250

外構撤去図

±0

+110+100+100+50

-200

-230

-400

-240

-270-300

-320

-280

-360

-390

-230-310

+350

+500

-310

-370

-290

はアスファルト撤去範囲を示す

内数値は現況地盤数値を示す

-300

撤去③

撤去⑪

体育館

武道館

21,500

BDDDDDD

E

4,
25

0

※A-85参照

※A-86参照

※A-86参照

A　－　83
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=図示
A3：S=図示/2

外構撤去詳細図

① ② ③ ④ ⑤

⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

S=1/10アスファルト舗装 既存樹木 ネットフェンス+縁石 S=1/50 ネットフェンス+基礎 S=1/50 既存花壇 S=1/30

車止め 縁石 雨水側溝 車止めポール(アーチ) 車止めポール

表　層

路　盤

(路  床)

加熱アスファルト混合物

5
0

1
50

・樹木A：W2.0×H4.0 ※幹回りφ700：1本

・樹木C：W2.0×H4.0 ※幹回りφ1000：1本

GL

H

W
支柱：スチール製φ50.8×2.3

＠2000

1
,6

00
1
50

15
0 50

1
00

1
50

縁石
L=23ｍ

捨てコンクリートt50

再生クラッシャランt100

280

20
0

180

ネットフェンス
φ38.1×1.6

11か所

1
,6

00

20
0～

30
0

1
00

L=19.6ｍ

1
00

1
50

50 3
00

300

フェンス基礎

200

捨てコンクリートt50

再生クラッシャランt100

200

ネットフェンス

支柱：スチール製φ50.8×2.3
＠2000

φ38.1×1.6

500

120 1,520 120

5050

1
00

2
10

50
0

1
50

5
0

D10＠200(ﾀﾃﾖｺ共)

端部：D13

花壇土

捨てコンクリートt50

再生クラッシャランt100

1,760

花壇②：W8320×H210　2か所

50 300 50

1
00

35
0

5
0

雨水側溝 L=17ｍ

100

6
50

550

400

S=1/20 S=1/20 S=1/20

スチールパイプφ60
5か所

捨てコンクリートt50

再生クラッシャランt100

940

6
50

3
00

10
05

0

26050 50

スチールパイプφ60
12か所

3
00

10
0

8
50

5
0

32050 50

5040050

再生クラッシャランt100

捨てコンクリートt50

再生クラッシャランt100

捨てコンクリートt50

S=1/10 S=1/10

平面図

600

1
80

車止め 26か所

反射レンズ付キャップ

12
0

12
0

180

正面図

併用アンカーピン固定
接着剤(エポキシ樹脂)

断面図

100

1
00

10
0

5
0

捨てコンクリートt50

再生クラッシャランt100

50 50

L=18.5ｍ

L-40×40×3

500 10
0

15
0

50

50
0

500
フェンス基礎
70か所

50

L=132.8ｍ

3,
30

0

＠2000

ネットフェンス

支柱：スチール製50×100×9

再生クラッシャランt100

捨てコンクリートt50

門扉：W1135×H2000
【撤去】

【既存のまま】
フェンス

【撤去】
フェンスグラウンド

平面図　S=1/400

境界ネットフェンス S=1/50⑫

撤去⑫

S=1/20⑪ 車止めポール(差込式)

ステンレスパイプφ76.3
(差込式)2か所

85
0

9
90

1
00

2
50

10

500

50 100 50

再生クラッシャランt100

さや管(樹脂製)

フェンス
【既存のまま】

フェンス
【撤去】

部室棟

・樹木B：W2.0×H4.0 ※幹回りφ900：9本

・樹木E：W4.0×H3.0 ※幹回りφ1000：1本

・樹木D：W2.0×H4.0 ※幹回りφ540：6本

縁石 L=111.5ｍ

花壇①：W8380×H210　2か所
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断面詳細図　S=1/30

9
,1

00
Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

1
,8
2
0

1
,8
2
0

1
,8

20
1
,8

20
1
,8

20

9
,1

00

18,200

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

1
,8
2
0

1
,8
2
0

1
,8

20
1
,8

20
1
,8

20

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820

1
,0

00
1
,0

00

1
,0

00
1
,0

00

1,000

庇 庇

庇

50
0

50
0

500 500

庇

天井点検口450角

9
,1

00

18,200

Y6

Y5

Y4

Y3

Y2

Y1

1
,8
2
0

1
,8
2
0

1
,8

20
1
,8

20
1
,8

20

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820

50
0

50
0

500 500

天井伏図　S=1/100 小屋伏図　S=1/100

トラス材：□-90×40

水平ブレース：M10

垂木(木)：40×40@455

母屋(木)：40×40@910

ｺｰﾅｰ柱：C-75×45×15×2.3

4,
50

0

40
0

4
,1
0
0

4,
5
00

40
0

4,
10

0

9,100

Y1 Y6

2
,7
0
0

天井：GB-Dt9.5

床：ｺﾝｸﾘｰﾄコテ押え

90×90(木)
45×45(木)

4,
5
00

40
0

4,
10

0

トラス材：□-75×45

トラス材：□-90×40

(野縁(木)：45×15@303、野縁受け(木)：45×45@910)

15
0

20
0 スチール製水切

B面立面図　S=1/100

D面立面図　S=1/100

スチール製水切

A面立面図　S=1/100

C面立面図　S=1/100

断面図　S=1/100

20
0

2,
70
0

A面展開図　S=1/100

屋根：アスファルトルーフィング

根廻り：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

室名サイン(木)

竪樋：VPφ65

屋根：アスファルトルーフィング

18,200

X1 X2 X3 X4 X5 X6 X7 X8 X9 X10 X11

1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820 1,820

1,000

平面図　S=1/100

面戸

C-60×30×10×2.3

頭繋ぎ：C-75×45×15×2.3

トラス構造の上野地板t9
※GWt25 24kg/㎡　敷込みスチール製庇

20
0

70

10
0

3
00

80

1
,9
0
0

4
00

75
05
50

15
0

5
0

10
0

※GWt25 24kg/㎡　充填

壁：サンドウィッチパネルt60(木下地)

25
0

1,000

垂木・母屋(木)：40×40

1,000

Y1

屋根：野地板t9+鉄板t0.4の上
アスファルトルーフィング

軒天：ケイカル板t8の上EP

倉庫-1 倉庫-2 倉庫-1 倉庫-2

LED照明 8か所

2
00

2
,7
0
0

C面展開図　S=1/100

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押えの上EP

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え

(外壁：窯業系サイディングt9、内壁：合板t4の上EP)

床：ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押え

砕石t100

捨てｺﾝｸﾘｰﾄt50

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 屋外倉庫解体図

スチール棚【移設】

スチール棚【移設】

桝：350角 H=300

桝：350角 H=300

一般柱：　-75×90×15×2.3

【移設】

展開方向

A

立面方向 D B

C

BD

A

C

屋根材押え(木)：100×20

間仕切壁：合板t4の上EP

間仕切壁：合板t4の上EP

間仕切壁：合板t4の上EP鉛直ブレース：M10

洗面化粧台
W600×H1,800×D490

洗面化粧台

B面展開図　S=1/100

D面展開図　S=1/100 倉庫-2 D面展開図　S=1/100

鉛直ブレース：M10

天井

天井点検口450角：1か所
備考

GB-Dt9.5(塩ビ製見切縁)

壁

屋根

外壁

軒裏

野地板t9+鉄板t0.4の上アスファルトルーフィング

屋根下地表し

庇裏

根廻り ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

庇：スチール製庇

竪樋：VPφ65 2.4ｍ

室名サイン(木)：1000×250

スチール製水切

備考

その他

床

巾木

ｺﾝｸﾘｰﾄコテ押え

アルミサッシ窓(水切付)：W1730×H1200　9か所

アルミサッシ戸：W1730×H1900　4か所

軒天：ケイカル板t8の上EP

合板t4の上EP

ｺﾝｸﾘｰﾄｺﾃ押えの上EP

窯業系サイディングt9 ※GWt25 24kg/㎡　充填

LED照明：8か所【移設】

■外部仕上表

■内部仕上表

間仕切壁 木製棚

木製棚

2
,0

50

2,
0
00

5
0

650 2,650 2,650

木製棚詳細図　S=1/50

根太受け：100×40

根太：40×40＠450

合板t12 柱：100×40

A1：S=図示
A3：S＝図示/2

A　－　85



50
0

10
0

10
0

2
,2

50
2,

25
0

14,700

4
,6

00

(土間範囲)

(土
間

範
囲

)

1,580 1,580 1,580 1,580 1,580 1,580 1,580 1,580 1,580

14,220 150150

1,
67

02,
25

0 ジョイント部：樹脂製

小口キャップ

土間コン(D10＠200ﾀﾃﾖｺ ｼﾝｸﾞﾙ)

柱：2□-65×130

竪樋：SUS製φ30

竪樋：SUS製φ30
母屋：□-40×30(アルミ形材)

梁：□-65×100(アルミ形材)

(アルミ形材)

柱：2□-65×130

梁：□-65×100ジョイント部：樹脂製

小口キャップ

(アルミ形材)

(アルミ形材)

基礎：500×900 H=500

10
0

8
0

50
0

10
0

900

平面図　S=1/100 断面図　S=1/50 側面図　S=1/50

屋根：ポリカt3

2,5505,020 1,320 2,575 2,615 2,575 2,615 2,575 2,615 2,575 1,500 1,320 2,640 2,550 2,640 2,550 2,640 2,550 2,640 2,550 2,640400

平面図　S=1/100

側面図　S=1/100

1,250※ 600※

屋根③：29,240

屋根②：20,765

1,250※ 1,250※

200 屋根①：6,530

1,250※

屋根：ポリカt3

柱：□-65×120

屋根：ポリカt3

梁：□-50×100

※はね出し距離

柱：□-65×120

梁：□-50×100

2
,6

29

1
,8

50
66

5

2,
51
5

断面図　S=1/100

屋根③3,
0
00

66
5

3
,6
6
5

2,629

屋根①

2,629

屋根②

2
,0

00
66

5

2,
66

5

2,629

1
80

48
0

1
80

1
80

±0

1,9603,020

27,990

UPUP

1,100 4,980 10,880 8,085 1,280

3
,0

30
90

3,
12

0
2
50

52
0

3,
95

0
2
50

2
50

2,
56
5

28
5

B
B C D

±0+300 ±0 -180

±0 ±0

DC

側溝(グレーチング)
W=300

+360

土間伏図　S=1/100

A-A断面図　S=1/30

基礎：500×500 H=500

基礎：500×500 H=500

50
0

10
0

ｺﾝｸﾘｰﾄ擦りつけ

C-C断面図　S=1/30 D-D断面図　S=1/30

2,5652,950 135

撤去 撤去

520
ｺﾝｸﾘｰﾄ擦りつけ

縁石

B-B断面図　S=1/30

撤去

3,370

50
0

10
0

15
0

25
0

10
0

1
50

25
0

10
0

1
50

25
0

10
0

A
A

2
0015
0

3
50

10
0

30
0

3,030

桝：320角 H=200

桝：320角
H=200

桝：320角
H=200

竪樋φ30

※2スパン置きに配置

竪樋φ30

※2スパン置きに配置

特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 駐輪場・渡り廊下解体図
A1：S=図示
A3：S=図示/2

駐輪場解体図

渡り廊下解体図

A　－　86



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事

既存校舎接続部分詳細図(改修前)

・・・アスベスト含有材を示す

既存校舎接続部分詳細図(改修後)

4,500

300 3,900 300

8003,100

土間・階段

【撤去】

1
90

既存校舎

床：VSt2.0
【一部撤去】

CBt120【撤去】

1
,1

00
3
00

1,
4
00

既存集水桝

既存埋設管(VP)φ150

1,200

250150

25
0

42
5

10
0

17
5

側溝部

側溝【撤去】

側溝【撤去】

既存基礎

既存給食棟
側溝【撤去】

300

既存マンホール

配管接続口
モルタル塞ぎφ150

既存埋設管(VP)φ150

※新設桝まで撤去 L=5.5m

新設桝

既存埋設管(VP)φ150【撤去】

▽GL

5
00

3
,8

50

2,
7
00

(C
Bt

12
0
 1

3段
)

1,200

30
0

15
0

15
0

1,400

300 1,100

天端：防水モルタル
軒天：モルタル下地の上アクリルリシン

庇【撤去】

床：コンクリートコテ押さえ
段鼻：ノンスリップ

土間・階段【撤去】

2
,2

30
17

5

65

CH
=2

,1
7
5

▽既存校舎1FL

▽既存校舎2FL

床：VSt2.0【一部撤去】

既存校舎

AD

1

既存校舎棟接続部分改修図

▽GL

▽既存校舎2FL

既存校舎増築校舎

35
0

3,
80

0
20

0

1
5

CH
=2
,
17

5

既存校舎増築校舎

CH
=2
,
17

5

床：VSt2.0【一部新設】床：VSt2.0【一部新設】

EXP.J
【新設】

EXP.J
【新設】

【新設】

下がり壁：下地補修の上EP-G【新設】 下がり壁
：下地補修の上EP-G【新設】

下がり壁
：下地補修の上EP-G【新設】

50

100 100

35
0

4,
00

0

▽増築校舎1SL

+EP-G【新設】

EXP.J(耐火仕様)
【新設】

EXP.J(耐火仕様)
【新設】

SD

4

外壁：ECPt60【新設】
外壁：ECPt60

70

C
H=

2,
50
0

EXP.J(耐火仕様)
【新設】

100 100

内壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5
木額縁t25 CL

4,500

575 3,350 575

既存校舎

A
A

B
B

50

12
0

27
5

床：VSt2.0
【一部新設】

70

EXP.J(耐火仕様)
【新設】

既存基礎

既存給食棟100
側溝塞ぎ壁 H300

【新設】

増築校舎

集水桝【新設】

(VP)φ150流用

既存埋設管

【新設】

集水桝【新設】

埋設管(VP)φ150

【新設】
竪樋(VP)φ75

既存マンホール

既存埋設管(VP)φ150

既存集水桝

A1：S=1/50
A3：S=1/100

平面図

断面図A 断面図B

平面図

立面図

断面図

・・・カッター入れ

S=1/50 S=1/50

・・・撤去範囲を示す

・・・新設範囲を示す

断面展開図
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=図示
A3：S=図示/2

既存給食棟接続部分詳細図(改修前)

冷蔵庫

EV

25 1,730 25 152

既存集水桝

5,400(側溝撤去範囲)

既存基礎

冷蔵庫

冷蔵庫

▽GL

▽既存給食棟2FL

▽既存給食棟1FL

1
,1

30
4
,2

1
5

1
00

1,
0
20

根廻り：コンクリート打放し
【既存のまま】

AW

1

外壁：ALCt125の上複層塗材RE

【撤去】

散水栓 H=700【移設】

(設備工事)

EV

1Yb

3,810 1,180

1Ya
60

0

1,980

1,
20

0

1,980 1,290

3,270

90
0

1
75

10
0

巾木：防滑床シート巻上げ【撤去】

内壁：FKt8+EP【撤去】

※下部：100角磁器質タイル張り

H=900【撤去】

RC立上り H100【撤去】

【撤去】

外壁：ALCt125の上複層塗材RE

600

既存給食棟

C
H=

2
,7

00

天井：FKt6+EP【撤去】
※仕上材のみ撤去

・・・アスベスト含有材を示す

既存給食棟接続部分詳細図(改修後)

EV

+EP-G【新設】
壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5

+EP-G【新設】※GL工法

冷蔵庫

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5

集水桝【新設】
集水桝【新設】

冷蔵庫

冷蔵庫

247 1,800

▽GL

▽既存給食棟2FL

▽既存給食棟1FL

1
,1

30
4
,2

1
5

散水栓 H=700【移設】

(設備工事)

1Xb

1
80

床：VSt2.0【一部新設】

1
50

ビニル巾木 H=100
【新設】

1
,6

65
CH

=2
,
55

0

天井：GB-Pt9.5
【新設】

増築校舎

床：VSt2.0【一部新設】

屋根：EXP.J(アルミ製)
【新設】

150

床：EXP.J(SUS製)
【新設】

C
H=

2
,7

00

既存給食棟

310

1Xb

CH
=2

,
55

0

2
,1

00
4
50

2
00

1
,1

30
3
,2

2
0

30
0

26
0

67
0

800

天井：FKt6+EP【新設】

端部：アルミ見切り【新設】

1Yb 1Ya

1,1803,810

EV

1,1803,810

60
0

1,
20

0

1,980

1,980 1,290

3,270

1Xb

3
10

アルミ見切り【新設】

アルミ見切り【新設】

アルミ見切り【新設】

【新設】
外壁：EXP.J(アルミ製)

天井：EXP.J(樹脂製)
【新設】

1Yb

L-65×65×6【新設】

L-80×80×3.2【新設】

31
0

1Xb

15
0

シーリング【新設】

EXP.J受金物

外壁：ALC板t50
L=600【新設】

外壁：EXP.J(樹脂製)
【新設】

増築校舎

150

310

1Xb

既存給食棟

1,
60

0
1
,1

0
0

外壁：ALCt50【新設】

内壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5

+EP-G【新設】

竪枠：スチールt1.6 SOP

25×180【新設】

50

5
0

W3,500

片引き方向

1
,5

00

床：EXP.J(SUS製)
【新設】

断熱材t25吹付【新設】

既存給食棟接続部分改修図

壁：GB-Rt12.5+GB-Ht9.5
+EP-G【新設】

3
,3

60
30

0
60 △水下スラブ天

▽水上スラブ天

▽パラペット天

RC直+S防水

水勾配：1/62

S=1/50 S=1/50

・・・撤去範囲を示す

既存竪樋φ100

既存側溝

2,
70

0
1
,9

5
0

3
,0

50

2,150 3,150

・・・新設範囲を示す

A
A

B C
CB

平面図

立面図 断面図A

・・・カッター入れ

平面図

断面展開図

天井伏図

断面図C

断面図B

4,
66

0

4,660

1,200

1,1803,810

2,150 3,150

天井伏図

4,
66

0
3
10

4,
66

0

4,660

2
,6

50
5
0

1,200

【新設】

横引き折りたたみ戸

接続廻り詳細図　S=1/10

既存開口補強に固定
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425 3151,100

425 315(1,100)

スチール枠

【新設】

1
80

：C-100×50×20×2.3【新設】



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 既存校舎棟・給食棟開口部塞ぎ詳細図
A1：S=図示
A3：S=図示/2

既存校舎棟開口部塞ぎ詳細図

EXP.J

10,000 3,000

5
00

3,
85
0

3
,8

5
0

3,
80

0

A
A

ECPt60塞ぎ DP-F

：W2000×H3200(1か所)

A B C

12
,
00

0

シーリング(四周)

既存校舎棟

ECPt60塞ぎ DP-F

25
0

3
,2

00

A-A断面図　S=1/50

既存校舎棟東側立面図　S=1/100

既存給食棟開口部塞ぎ詳細図

既存給食棟西側立面図　S=1/100

Y0

8,000 8,000 8,000 8,000

32,0002,250

Y1Y2Y3Y4

1
,0

00
2,

25
0

4,
2
00

4,
05

0

11
,5

00

鉄板塞ぎt1.6 DP-F
：8か所

PLt1.6(溶接)
※片側

アクソメ図

鉄板塞ぎ詳細図　S=1/30

鉄板塞ぎ姿図

1,
80

0
50

50

30

あと施工アンカー

鉄板塞ぎt1.6 DP-F

：W2000×H1800

L-25×25×3

PLt1.6

1,000 1,000

50 2,000 50

鉄板塞ぎ断面図

1階平面図(渡り廊下接続部)　S=1/100

Ｂ階段

女
子
Ｗ
Ｃ

男
子
Ｗ
Ｃ

普通-2

芯ずれ
既存校舎

芯ずれ

エアーシャワー

SS

SS

風除室配膳室

消毒室食品庫

洗浄室

風除室

見学用窓

車寄せ

和え物室
調理室2

調理室1

既存給食棟

ELV

渡り廊下1

PS

配膳室1

廊下2

▼
E
C
P
塞

ぎ

▼
鉄

板
塞

ぎ
▼

鉄
板

塞
ぎ

▼
鉄

板
塞

ぎ
▼

鉄
板

塞
ぎ

▼
鉄

板
塞

ぎ

8,725

275 275

1X4A 1X6A 1X6B

2,800

275

2,9053602,800

1Xa 1Xb

3,850

1Yb

1Ya

3,
81

0

310

27
5

5
,9

50
2
75

6
,5

00
30

0
7,

45
0

1Y7

1Y6

1Y5

3
,6

50

5,
00
0

5,
00
0

▼
 
外

壁
間

中
心

線

A

B

10
,0

00

3,425 (防火
構造

)(防
火
構造

)

(防
火

構
造

)

R3500R35
00

R3
50

0

3ｍ以上耐火構造（90分）

EXP.J EXP.J

EXP.J EXP.J

渡り廊下2

（区画室）特定防火設備

給食棟外壁（不燃）：ALC板ｔ125（耐火構造（1時間）：建設省告示第1399号）

増築棟：耐火建築物（1時間）

　　　　外壁（不燃）：ECP板ｔ60（耐火構造（1時間）：FP060NE-9036）

隣り合う外壁面の延焼防止

外壁：火熱遮断壁棟を含め6.5ｍ以上防火構造

火熱遮断壁等に伴う延焼防止範囲

既存給食棟の窓封鎖による排煙：告示1436号三へ（5）（室面積＜100㎡）

区画室：火熱遮断壁等（コアタイプ）

　　　　鉄筋コンクリート造ｔ100以上（火災継続予測時間90分）

区画室の隣室：告示1440号→昇降機、階段、廊下、通路に類するもの

2.3×2.54
＝5.84㎡

通路
特定防火設備
1.1×2.1
＝2.31㎡

※既存給食棟と増築棟を令109の8「火熱遮断壁等」により分離

相対する外壁面の延焼防止

区画室（火熱遮断壁等）廻り平面図

外壁：外壁の中心線から5ｍ以下の範囲を耐火構造（1時間）
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特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事 法チェック図

34,200
8,400 8,400 4,500 4,2008,400

34,200
8,400 8,400 4,500 4,2008,400300

300 300

1X1 1X2 1X3 1X4 1X5 1X6 1X1 1X2 1X3 1X4 1X5 1X6

7
,8

4
0

5,
4
00

8
,4

4
0

3,
22

0
6
,4

9
0

1,
6
50

7,
4
50

1Y1

1Y3A

1Y4

1Y5

3
00

30
0

1Y1

1Y2

1Y3

1Y4

1Y5

1Y6

19
,8

0
0

5,
4
00

13
,9
5
0

39
,
15

0
3,

65
0

8
,4

0
0

3,
0
00

8,
40

0
7,

4
50

6,
5
00

7,
8
40

7
,8

4
0

3
00

26
0

26
0

30
0

男子更衣室

昇降口

倉庫

女子更衣室

PS

配膳室3

階段A

昇降口

EV

配膳室2

普通教室A 普通教室A

廊下2

階段B
SK

EV

女子トイレ

男子トイレ

廊下2

EVホール1

渡り廊下1

配膳室1

(ポーチ)

多目的トイレ

1Y1

1Y2

1Y3

1Y4

1Y5

19
,8

0
0

5,
4
00

8
,4

0
0

3,
0
00

8,
40

0
7,

8
40

7
,8

4
0

3
00

26
0

26
0

30
0

配膳室4

普通教室B 普通教室B

普通教室D

普通教室C

SK

EV

階段A

女子トイレ

男子トイレ

階段B

EVホール2

多目的トイレ
PS

AWAW

AD
2

2A 2A

AD
1×2 ×2

1
AW

AW AW AW AW

AW AW

2A 2A 2A

2B

×2 ×2 ×2

×2

3,200

2
,3

7
0

3,200

2
,3

7
0

210
210

90
8,4008,280

8,725 2,800

1X4A 1X6A 1X6B

275

01
AW

4,293 4,293 4,407

4,243 4,243

4,410

4,
20

0

7
,6
0
0

01
AW

9,500

普通教室（既存）

8,610

19
.
30

ｍ

27
.2

8ｍ

34
.3

6ｍ

26.89ｍ

29
.5
4
ｍ

3A

3B

廊下1 廊下3

1
AW

1
AW

1階平面図　S=1/200 2階平面図　S=1/200

34,200
8,400 8,400 4,500 4,2008,400300

300 300

19
,8

0
0

8
,4

0
0

3,
0
00

8,
40

0
7,

8
40

7
,8

4
0

30
0

2
60

26
0

3
00

5,450 2,950
8,400
9,000

5,
4
00

300300

階段A

普通教室B 普通教室B

SK

EVホール2

EV

女子トイレ

男子トイレ

階段B

多目的トイレ
PS

配膳室4

AW AW AW

AW

AW
2A 2A 2A

AW
2B

×2 ×2 ×2

×2

3,200

2
,3

7
0

普通教室C

普通教室D

4,293 4,407

4,243

8,610

26.89ｍ

29
.5
4
ｍ

3A

3B

廊下3

3階平面図　S=1/200

A1：S=1/200
A3：S=1/400

1Y7

1Ya

1Yb

30
0

3
,6
2
5

3
,8
1
0

9018
5

1Xa 1Xb

635 2,905 310
275 275

30
0

1
,3

5
0

210

300
300 300

採光係数ｋ

▽

隣地境界線

2,
02

5
1,

97
5

1,
25
0

1,
55

0

Ｈ

Ｄ

4,
00

0
（

3,
85
0） （

1,
82

5）

1Y4側室：21.60ｍ

※（）内は２，３階を示す。

（1Y1側室　2，3F）

（1Y4側室　2，3F）

（1Y1側室　1F）

（1Y4側室　1F）

1,000

1Y1側室：12.90ｍ ｋ ＝D/H×6-1.4

ｋ2＝21.60/1.975×6-1.4＝64.22・・・3.0

ｋ2ｂ＝21.60/1.825×6-1.4＝69.61・・・3.0

ｋ1＝12.90/1.975×6-1.4＝37.78・・・3.0

ｋ1ｂ＝12.90/1.825×6-1.4＝41.01・・・3.0

ｋ ＝D/H×6-1.4

80
0

1,
20
0

85
0

10
0

1,
07

5
1,

07
5

8.40×8.40

（1Y1側）
普通教室B､C

2

・ （1Y4側）
普通教室D

8.40×8.61

1/5 AW-2A×2

1.700×1.550×2×2×3
ｋ1ｂ

1/5

1.600×1.550×2×2×3

AW-2B×2

14.112

ｋ2ｂ

＝70.56

1/20

ＯＫ

AW-2B×2

1.700×1.550×2×1/2×2

1/20 AW-2B×2

1.600×1.550×2×1/2×2

＝31.620 3.528

＝29.760

ＯＫ

＝5.270

ＯＫ

＝4.960

ＯＫ

（既存）

×7.60

＝

1/5 AW-01 ｋ3
ＯＫ

AW-011/20

ＯＫ

9.50

72.20 14.440

普通教室

4,
50

0

2,
62

5

床面積室　名

法規チェック表

階 有効採光面積必要採光面積 有効換気面積判定 必要換気面積 判定

8.40×8.40

（1Y1側）
普通教室A

4.41×4.20

1

1/5 ｋ1AW-2A×2

1.700×1.550×2×2×3

14.112

AW-1

1.400×1.550×2

1/20

＝70.56

1/20 AW-2B×2

1.700×1.550×2×1/2×2

＝31.620

AW-1

1.400×1.550×2×1/2

1/20

3.528

ＯＫ

ＯＫ

＝5.270

ＯＫ

ＯＫ

＝2.170

3,520

ｋ3＝3.52/2.625×6-1.4＝6.645・・・3.0

＝49.323 3.610

4.50×8.40 1/20

1.890＝37.80

1/20

ＯＫ

→機械換気による1.890

ＯＫ

1/20 1/20

ＯＫ ＯＫ

4.407×8.40

＝

2.005×（1.200+0.85）×2×2×3

1.700×1.550+1.100×1.550

＝4.340

＝4.340

1.700×1.550+1.270×1.550

3

2.005×（1.200+0.85）×2×2×1/2

1.700×1.550×1/2

1.700×1.550×1/2

AW-3B AW-3B

AW-3A AW-3A

→機械換気による

AW
1 2B

AW AWAW
2A

1
AD

▽FL1,
12
5

25
1,
55
0

▽FL1,
12
5

25
1,
55
0

▽FL1,
12
5

25
1,
55
0

▽FL1,
12
5

25
1,
55
0

3,780 60 3,780 60 3,780

2,
10
0

53
0

2,
76
0

▽FL

10
0

30

30 11,460 30

1,630 1,630 1,630

FIX FIX FIX FIX FIX FIX

FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX FIX

701,400 1,400 701,600 1,600701,700 1,700

2,870 3,2703,470

2,
70
0

2,
70
0

2,
70
0

施行令第112条第1項のチェック （竪穴区画（屋内階段、昇降機）、給食棟接続部を除く）

2,
10
0

1,700

AD
2

消防法無窓階のチェック

▽FL

AW
01

702,005 2,005

4,080

80
0

1,
20
0

3,
05
0

10
0

85
0

10
0

床面積

× 1/30 ＝525.84

2，3F

17.52

＝1.270×1.550+

1.700×1.550

4.603

床面積

× 1/30 ＝

＝

848.32

1F

AD-1（W＝750、H=1200以上）

＝
AD-2
1.70×2.10

（W＝750、H=1200以上）

＝

＝1.70×1.550×4

1.63×2.10×3

1.40×1.550×3

AW-1×3

AW-2A×4

10.269

3.570

6.510

28.277

10.540

＞28.27730.889合計

大型開口部は2カ所以上 OK 大型開口部は2カ所以上

合計

OK

2，3F床面積 階段室A 階段室B
＝ ＜　1500

1F床面積 階段室A 階段室B
＝

給食棟接続部

848.32　-　 ×8.40　-　 ×8.40　-　3.20×2.37　-　1.85×4.00

EV

EV

678.04　-　 ×8.40　-　 ×8.40　-　3.20×2.37

4.423

4.423

4.293

4.293

760.12 ＜　1500

２、３階

１　階

597.24

＞17.52

3A
AW

▽FL1,
12
5

25
1,
55
0

FIX

701,270 1,700

3,040

2,
70
0

3B

2,
70
0

2,870

1,7001,10070

FIX

＝
AW-2A×6

1.70×1.550×6

＝
AW-2B×2
1.60×1.550×2

（W＝750、H=1200以上）

4.960

15.810

AW-3B

AW-3A
＝

1.700×1.550

1.100×1.550+ 4.340

29.713

＝18.53

＝72.33

37.02

0.927

14.466

1.851

＝4.604

0.927

1.851

3.617

＝8.221

＝1.318

＝1.318

渡り廊下2

1X1 1X2 1X3 1X4 1X5 1X6

1Y1

1Y2

1Y3

1Y4

1Y5

既存校舎
増築

配膳室棟

1X4A 1X6

5,450 2,950
8,400
9,000

300300

1X4A 1X6

・・・面積区画+竪穴区画を示す

凡例

・・・竪穴区画を示す

・・・異種用途区画を示す

・・・避難歩行距離を示す

・・・代替進入口

※水平区画：1階

・・・114条区画を示す

・・・令第109条の8【別の建築物とみなすことができる部分】

　　　区画室(コアタイプ)を示す

A　－　90

多目的室A

多目的室B

多目的室C 多目的室C

多目的室B

多目的室A

多目的室C

多目的室B



測定面の高さ = 4(m)  緯度 = 34°  [ 冬至 ]  測定時間:８時～１６時

特記事項 工事名称 図面名称 日付 図面番号

津屋崎中学校校舎増築１期工事 縮尺

10ｍチェックライン（3時間）5ｍチェックライン（5時間）

影倍率表  [ 緯度 = 34ﾟ ][ 冬至 ]

時 刻 太陽　高度 太陽方位角  影長倍率 Ｘ 倍 率 Ｙ 倍 率

 8:00  9ﾟ05' -53ﾟ34' 6.260 -5.036 3.717

 8:30  13ﾟ55' -48ﾟ35' 4.036 -3.027 2.671

 9:00  18ﾟ23' -43ﾟ07' 3.010 -2.058 2.197

 9:30  22ﾟ23' 2.428 -1.466 1.935

10:00  25ﾟ51' -30ﾟ39' 2.063 -1.052 1.775

10:30  28ﾟ42' -23ﾟ36' 1.827 -0.731 1.674

11:00  30ﾟ48' -16ﾟ03' 1.677 -0.464 1.612

11:30  32ﾟ07' -8ﾟ08' 1.594 -0.225 1.578

12:00  32ﾟ33'  0ﾟ00' 1.567 0.000 1.567

12:30  32ﾟ07'  8ﾟ08' 1.594 0.225 1.578

13:00  30ﾟ48'  16ﾟ03' 1.677 0.464 1.612

13:30  28ﾟ42'  23ﾟ36' 1.827 0.731 1.674

14:00  25ﾟ51'  30ﾟ39' 2.063 1.052 1.775

14:30  22ﾟ23'  37ﾟ09' 2.428 1.466 1.935

15:00  18ﾟ23'  43ﾟ07' 3.010 2.058 2.197

15:30  13ﾟ55'  48ﾟ35' 4.036 3.027 2.671

16:00  9ﾟ05'  53ﾟ34' 6.260 5.036 3.717

-37ﾟ09'

方
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率
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太陽方位角 影長倍率 
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日影長さ表  [ 緯度 = 34ﾟ ][ 冬至 ]

高さ＝10.000(m) 　測定面高さ＝4(m)

時 刻  影長倍率 

 8:00 6.260

 8:30 4.036

 9:00 3.010

 9:30 2.428

10:00 2.063

10:30 1.827

11:00 1.677

11:30 1.594

12:00 1.567

12:30 1.594

13:00 1.677

13:30 1.827

14:00 2.063

14:30 2.428

15:00 3.010

15:30 4.036

16:00 6.260

N0.1   [ 0:17']  (15:43')-(16:00')

N0.2   [ 0:17']  (15:43')-(16:00')

N0.3   [ 0:17']  (15:43')-(16:00')

N0.4   [ 0:17']  (15:43')-(16:00')

N0.5   [ 0:17']  (15:43')-(16:00')

N0.6   [ 0:17']  (15:43')-(16:00')

N0.7   [ 0:17']  (15:43')-(16:00')

N0.8   [ 0:00']

N0.9   [ 0:00']

N0.10  [ 0:52']  ( 8:00')-( 8:52')

N0.11  [ 0:54']  ( 8:00')-( 8:54')

N0.12  [ 0:55']  ( 8:00')-( 8:55')

N0.13  [ 0:57']  ( 8:00')-( 8:57')

N0.14  [ 0:58']  ( 8:00')-( 8:58')

N0.15  [ 1:00']  ( 8:00')-( 9:00')

N0.16  [ 1:01']  ( 8:00')-( 9:01')

N0.17  [ 1:03']  ( 8:00')-( 9:03')

N0.18  [ 0:10']  ( 8:00')-( 8:10')

N0.19  [ 0:18']  ( 8:00')-( 8:18')

N0.20  [ 0:26']  ( 8:00')-( 8:26')

N0.21  [ 0:38']  ( 8:00')-( 8:38')

N0.22  [ 0:54']  ( 8:00')-( 8:54')

N0.23  [ 3:01']  ( 8:00')-(11:01')

N0.24  [ 3:02']  ( 8:00')-(11:02')

N0.25  [ 3:03']  ( 8:00')-(11:03')

N0.26  [ 3:04']  ( 8:00')-(11:04')

N0.27  [ 3:05']  ( 8:00')-(11:05')

N0.28  [ 3:06']  ( 8:00')-(11:06')

N0.29  [ 0:03']  (15:57')-(16:00')

N0.30  [ 0:03']  (15:57')-(16:00')

N0.31  [ 0:03']  (15:57')-(16:00')

N0.32  [ 0:03']  (15:57')-(16:00')

N0.33  [ 0:03']  (15:57')-(16:00')

N0.34  [ 0:03']  (15:57')-(16:00')

N0.35  [ 0:05']  (15:55')-(16:00')

N0.36  [ 0:00']

N0.37  [ 0:00']

N0.38  [ 0:33']  ( 8:00')-( 8:33')

N0.39  [ 0:34']  ( 8:00')-( 8:34')

N0.40  [ 0:35']  ( 8:00')-( 8:35')

N0.41  [ 0:36']  ( 8:00')-( 8:36')

N0.42  [ 0:37']  ( 8:00')-( 8:37')

N0.43  [ 0:38']  ( 8:00')-( 8:38')

N0.44  [ 0:39']  ( 8:00')-( 8:39')

N0.45  [ 0:40']  ( 8:00')-( 8:40')

N0.46  [ 0:13']  ( 8:00')-( 8:13')

N0.47  [ 0:20']  ( 8:00')-( 8:20')

N0.48  [ 0:27']  ( 8:00')-( 8:27')

N0.49  [ 0:38']  ( 8:00')-( 8:38')

N0.50  [ 0:54']  ( 8:00')-( 8:54')

N0.51  [ 1:36']  ( 8:00')-( 9:36')

N0.52  [ 1:37']  ( 8:00')-( 9:37')

N0.53  [ 1:37']  ( 8:00')-( 9:37')

N0.54  [ 1:38']  ( 8:00')-( 9:38')

N0.55  [ 1:38']  ( 8:00')-( 9:38')

N0.56  [ 1:39']  ( 8:00')-( 9:39')

日影図　S=1/400
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日影図 A　－　91

津屋崎体育センター



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/100
A3：S=1/200
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Ｋ

平均地盤面算出計算

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｉ

Ｊ

Ｈ

6，295

GL±Ｌ

4，200

11，360

30，060

19，860

25，200
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6，100Ｋ

Ａ+Ｂ＝27，585

-100

-100

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

21，290

☆平均地盤

→

Ｅ

Ｊ

Ｌ

計

Ｌ 3，495

3，590

±0

159，250

GL-17.32

27，585/159，250×-100＝-17.32

6,295

30,060 4,200

1
9
,
8
6
0

2 5, 200

3
,
5
9
0

1
9
,
3
5
0

8 ,4 50 3,410 3,495

6
,
1
0
0

4
,
0
5
0

2
1
,
2
9
0

1
1
,
3
6
0

EV

既存校舎

既存給食棟

地盤面図　S=1/100

平均地盤算出図 A　－　92



特記事項 図面名称 図面番号日付

縮尺

工事名称

津屋崎中学校校舎増築１期工事
A1：S=1/250
A3：S=1/500

グランド用地

道路境界線

隣地境界線

正門

隣
地

境
界

線

北

道
路
境

界
線

（
１

項
１

号
道

路
）

津
屋

崎
・

中
松

原
４

号
線

道路境界線

正門

県道 （１項１号道路）

ポーチ

ＳＳ

ＳＳ

ＳＳ

654321

654321

ＥＬＶ

ＵＰ

プロパン庫

可燃 不燃

電柱

受水槽

受変電設備

駐車場

駐輪場

駐輪場

普通教室棟

管理棟

特別教室棟

昇降口

中庭

給食棟

多目的ホール

技術科教室

仮設計画図

1期工事増築校舎

仮囲い

仮囲い

枠組足場W900

枠組足場

内部間仕切り

仮囲い

仮囲い

山留：鋼矢板

枠組足場

工事車輛出入口

交通誘導員（大型車輛搬出入時）

工事車輌動線

内部間仕切り※天井まで

枠組足場

(2・3階)

仮設トイレ

現場事務所

体育館

武道館

卓球場

7,000

凡  例

パネルゲート（W6.0m×H4.5m）

仮囲い：成形鋼板　H3.0m

プラスチックフェンス（H1.2m）

仮囲い

仮囲い

プラスチックフェンス

プラスチックフェンス

仮設計画図　S=1/250

山留：鋼矢板(低振動圧入工法)※SP-Ⅲ型

プラスチックフェンス
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津屋崎体育センター


